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学校名 福井県立高志高等学校

学科名 対象学年 単位数

普通科・理系 3 2

科目の目標

関心・意欲・態度 話す・聞く能力 書く能力 読む能力 知識・理解

様々な文章を関心をもっ
て積極的に読み、自己の
知識や考えの発展に活か
そうとしている。

目的や場に応じて、効果
的に話すことで自己を表
現したり、的確に聞き
取って考えを深めてい
る。

相手や目的、意図に応じ
て、正しい表現を用い、
自己の考えをまとめ、深
めている。

文章の構成や展開、要旨
などを的確に捉え、書き
手や文章中の人物のもの
の見方、感じ方、考え方
など中心的な内容を正確
に把握している。

文章の構成や語句などの
知識を身につけるととも
に、文章読解を通して
様々な考え方を理解して
いる。

評価方法

近代以降の様々な文章を的確に理解し、適切に表現する能力を高めるとともに、ものの見方、感じ方、考
え方を深め、進んで読書することによって、国語の向上を図り人生を豊かにする態度を育てる。

評価の観点および評価規準

【関心・意欲】出席状況、発言やノート等の授業態度、課題への取組状況。
【学習到達度】中間・期末考査等の定期考査の得点。
【表現力】文字作品（随筆・感想文等）の内容や完成度。

令和３年度　国語科　指導と評価の年間計画

科目名

現代文B

教科書（出版社・タイトル） 補助教材等

精選現代文B（筑摩書房）
新総合図説国語（東京書籍）
頻出漢字マスター３０００（尚文出版）



学校名・学科・学年福井県立高志高等学校　普通科(理系）　３年

自己の考えを
深める

声の諸相 ○ 6

・具体例に注目し、筆者の意見を読み取
ることができる。
・筆者の意見をもとに、自己の生活の中
から具体例にふさわしい事例を考え、ま
とめることができる。
・語句の正しい意味を理解する。

具体例と意見の
関係に注目し、
書き手の考えを
読み取ろうとし
ている。（行動
の観察）

具体例と意見の
関係を考え、適
切性を判断する
と共に自らの生
活を振り返り、
適切な事例を挙
げまとめようと
している。（記
述の確認・定期
考査）

語句の正しい意味
を理解する。（定
期考査）

書き手の意図を正しく捉え、それを踏まえ
ての意見文を適切な具体例を用いて書く。

作品の構造を
意識する

「自然を
守る」と
いうこと

○ 5

・文章の構造を意識して、適切に読むこ
とができる。
・書き手の意図を作品中に理由を求めな
がら考えることができる。
・確かな理由のもとに本文を理解でき
る。

文章の構造を意
識しながら読も
うとしている。
（行動の観察・
記述の確認）

書き手の意図を
本文の記述や記
述から考えられ
る内容をもとに
理解しようとし
ている。（記述
の確認・定期考
査）

文中の記述をもと
に考えるという読
みができるように
なる。（記述の確
認・定期考査）

話し合いを通して、書き手の意図を捉え
る。

表現から心情
を捉える

沈黙 ○ 7

・小説の構成・登場人物像とその心理を
読み取ることができる。
・主人公が作品において果たす役割につ
いて考え、まとめる。
・話し合いを通して、「人間のあり方」
に対する様々な考えを知る。

登場人物の行動
と心情を丁寧に
読み取り、作品
で果たす役割に
ついて考えよう
としている。
（記述の確認・
発問の答え）

自己の意見を持
ち、他者との話
し合いを通し
て、考えを深め
ようとしてい
る。（行動の観
察・定期考査）

「人間のあり方」
に対しての様々な
考えを知る。（行
動の観察）

話し合いを通して、自己の「生き方」につ
いて考え、まとめる。

構成・展開を
捉える

虚ろなま
なざし

○ 5

・文の展開を意識して読み取る力を身に
つける。
・文章の展開を的確に捉え、要約文を書
き、互いに評価することができる。
・文の展開と接続詞等の関係を意識する
ことができる。

文章の展開を捉
え、自分なりに
まとめようとし
ている。（記述
の確認）

文章の展開を的
確に捉え、論理
性を考えた上で
の要約文を書
き、互いに評価
しようとしてい
る。（行動の観
察・記述の確
認・定期考査）

接続詞等の働きを
正しく理解する。
（行動の観察・定
期考査）

語句や展開の仕方に注意し、要旨を捉えて
まとめ、評価する。

文章を批評す
る

無常とい
うこと

○ 8

・物事を多角的に捉え考える。
・各自の意見をもとに議論し、思考を深
める。
・多くの視点をもとに論証されていると
いう展開を知る。

文中の語句の働
きに注意して、
要旨を捉えよう
としている。
（行動の観察・
記述の確認）

自己の意見を持
ち、他者と議論
しようとしてい
る。（行動の観
察）

多角的な視点をも
とに展開される文
章の構成について
知る。（行動の観
察・定期考査）

・筆者の意見に対する自己の意見を、肯
定・否定の両面から考えた上で、最終的な
自己の意見をまとめる。
・自己の意見をもとに、他者と議論する。

主題を捉え、
味わう

家 ○ 5

・登場人物の境遇、言動に注目し、その
心情や考えを把握する。
・事物が、人間にどのような影響を与え
意味を持つか考える。

物語の展開をと
らえ、主人公の
「家」への思い
を考えようとし
ている。（行動
の観察・記述の
確認）

物語から読み
取った内容を効
果的に表現しよ
うとしている。
（記述の確認）

自分の身の回りで
自分に強く影響を
与えているものに
気づく。（記述の
確認）

物語を踏まえて、身近な実例を探し、発表
する。

構成・展開を
理解する

貨幣共同
体

○ 9

・段落相互の関係を意識して、主張や論
理展開を的確に理解する。
・表現に注意して、筆者の特徴的な見解
を理解する。
・ものの見方・感じ方・考え方を深め
る。

主張や展開を的
確に理解しよう
としている。
（行動の観察）

主張や論理展
開、表現等に注
意して、筆者の
主張や見解を丁
寧に読み取ろう
としている。
（発問の答え・
記述の確認・定
期考査）

作品を通して、新
たなものの見方・
考え方に気づく。
（記述の確認）

個人で読み取った論理展開や筆者の主張に
ついて、ペアで確認する。

生き方につい
て考える

死と向き
合う

○ 8

・本文に取り上げられた死に対する向き
合い方の理解を深める。
・読み取った内容を踏まえて生徒自身の
死生観を深め、考えをまとめる。

取り上げられた
死に対する向き
合い方について
考えようとして
いる。（行動の
観察）

個人の死生観を
深め、それを分
かりやすく表現
しようとしてい
る。（行動の観
察・記述の確
認）

現代の社会で死が
どのように扱われ
ているか、知識を
深める。（記述の
確認・定期考査）

・詩の鑑賞文を書く。
・話し合いを通して「人間の質」について
考える。

１
２
～

１
月

要旨を的確に
捉える

リスク社
会とその
希望

○ 9

・日本の近代化の問題点を読み取ること
ができる。
・論の展開を丁寧にとらえ、要旨を的確
に捉えることができる。
・多くの符号が持つ意味を理解する。

日本の近代化に
ついて読み取ろ
うとしている。
（行動の観察）

段落の関係性等
に注意しなが
ら、論の展開を
丁寧にとらえ、
要旨を読み取ろ
うとしている。
（記述の確認・
定期考査）

多くの符号が持つ
意味合いについて
理解し、本文中で
の役割を知る。
（記述の確認・定
期考査）

個人で書いた要旨についてペアで意見交換
する。

２
～

３
月

人の生き方・
考え方につい
て思考する

表札 ○ 8

・詩歌の表現の中から的確に作者の表現
したい内容をとらえることができる。
・詩の表現を味わい、詩に興味関心を持
つ。

詩の表現に着目
し、詩が描く内
容を興味を持っ
て味わうことが
できる。（行動
の観察・発問）

詩に描かれた内
容を的確に読み
取り、表現する
ことができる。
（記述の確認）

人の行動と心情の
関係について理解
する。（記述の確
認・定期考査）

作者の生活人としての有様を想像し、それ
をペアで話し合う。

70

関心・意欲・
態度

（評価方法）

「現代文Ｂ」　指導と評価の年間計画

実
施
月

単元名 教材名

指導事項

単元の目標
単元全体で
取り上げる

言語活動／学習活動

具体の評価規準（評価方法）

イ ウ エ オ

4
～

５
月

中間考査①　　　

話す・聞く能力
書く能力
読む能力

（評価方法）

備　　　考
（他教科との関

係、
学校図書館の活

用、
ＩＣＴの活用

等）

知識・理解
（評価方法）

指
導
時
数

ア

５
～

６
月

中間考査②

2単位　70時間の場合の例

７
～

９
月

期末考査

１
０
～

１
１
月

中間考査①　　　

中間考査②

期末考査



学校名  福井県立高志高等学校

学科名 対象学年 単位数

普通科理系 3年 1

科目の目標

知識・理解

・音声表現、文法、表
記、語句、漢字等を理解
して、身に付けている。
・古典の時代背景や文化
等を正確に理解してい
る。

評価方法

令和３年度　国語科　指導と評価の年間計画

科目名

古典Ｂ

教科書（出版社・タイトル） 補助教材等

古典Ｂ古文編［改訂版］・古典Ｂ漢文編［改訂版］（三省堂　古Ｂ 333･334）
新総合図説国語(東京書籍）、漢文読本（大修館書店）
新版完全マスター古典文法（第一学習社）
新明説漢文（尚文出版）、解法古文単語３５０（数研出版）

【関 心・意 欲】出席状況、発言やノート等の授業態度、課題や小テスト等への取組状況。
【学習到達度】中間・期末考査等の定期考査、到達度確認テストの得点。

古文・漢文を読む能力を養うとともに、ものの見方、感じ方、考え方を広くし、古典についての理解や関
心を深めることによって人生を豊かにする態度を育てる。

評価の観点および評価規準

関心・意欲・態度
話す・聞く能力

書く能力
読む能力

･言葉に関心を持ち適切に使ったり、進んで読書をし
ようとしたりしている。
・積極的に自分の意見や考えが表現できる。
・分からないことや興味のあることについて進んで
調べようとしている。

・自分の考えをまとめたり深めたりして、筋道を立て、相手に
分かりやすく話すことができている。
・自分の考えをまとめたり深めたりして筋道を立て、相手や場
に応じて適切に文章を書くことができている。
・内容を構成や展開に即して的確にとらえ、ものの見方やとら
え方を豊かにしている。
・内容や表現の特色を理解して読み味わい、作品の価値につい
て考察している。



学校名・学科・学年   福井県立高志高等学校  普通科（理系）３年

4～5

《古文》
歌論を読む
日記を読む

《漢文》
漢詩を読む
小説を読む

《古文》
深草の里（無名抄）
うつろひたる菊(蜻蛉日記)

《漢文》
飲酒（陶潜）
魚服記（続玄怪録） ◎ ○ 10

《古文》日本文芸の中核をなす和歌
に関する評論を読み、作品の根底に
ある発想を知ることで、作品を読
解・鑑賞する力を養うとともに、わ
が国の伝統と文化について理解を深
める。

《漢文》
・漢詩を読み、詩の表現上の特色を
理解し、主題を的確にとらえ、優れ
た表現に親しむ。

作品のテーマ
や論点、作者
の感性や心情
を読み取り、
作者のものの
見方・考え方
を理解しよう
としている。
(行動の観察)

各作品で話題
になっている
論点やテーマ
を正確に読み
取り、作者や
登場人物の主
張や心情を理
解している。
（記述の確
認・定期考査
など）

・さまざまな
ものの見方、
考え方、感じ
方に視野を広
げ、言語感覚
を豊かにし、
和歌の鑑賞に
役立ててい
る。
・漢詩の仕組
みや押韻につ
いて理解して
いる。（定期
考査など）

・（読むこと）各作品を正確に読解
し、話題になっている論点やテーマを
読み取り、作者の詠歌に対する思いを
理解する。
・（話すこと）短詩形文学における表
現の重要性について考え、杜甫の詩が
事実を淡々と記述していることの効果
や意図について話し合う。

5～6

《古文》
物語を読む

《漢文》
文を読む

《古文》
廃院の怪（源氏物語）

《漢文》
師説（古文真宝後集）

○ ◎ 13

《古文》『源氏物語』を読み、光源
氏を取りまく女性たちの物語の読
解・鑑賞を通して、日本文学の最高
傑作とされる作品世界にふれるとと
もに、時代を超えた人間の真実にふ
れることで、古典に親しむ態度を養
う。
《漢文》唐宋八大家の一人である韓
愈の文章や中国古代の思想家の文章
を読み、そこにこめられた作者の人
間・社会などに対する思想や感情を
読み取り、ものの見方・考え方を豊
かにする。

各場面の状況
や登場人物、
その行動や心
情について正
確に理解しよ
うとしてい
る。(行動の観
察)

各場面の状況
や登場人物、
その行動や心
情について正
確に理解して
いる。（記述
の確認・定期
考査）

『源氏物語』
の特質を理解
し、その知識
および文法や
語法の知識を
読解に結びつ
けている。
（定期考査）

・（読むこと）空蝉の歌や源氏の歌に
託された思いを読み取るとともに、描
写や心理表現に注意して登場人物の行
動や心情を理解する。

7～9

《古文》
物語を読む

《漢文》
思想を読む

《古文》
明石の君の苦悩（源氏物語）

《漢文》
夢為胡蝶（荘子）

◎ ○ 12

《古文》『源氏物語』を読み、光源
氏を取りまく女性たちの物語の読
解・鑑賞を通して、日本文学の最高
傑作とされる作品世界にふれるとと
もに、時代を超えた人間の真実にふ
れることで、古典に親しむ態度を養
う。
《漢文》中国古代の思想家の文章を
読み、そこにこめられた作者の人
間・社会に対する思想を読み取り、
ものの見方・考え方を豊かにする。

各場面の状況
や登場人物、
その行動や心
情について正
確に理解しよ
うとしてい
る。(行動の観
察)

各場面の状況
や登場人物、
その行動や心
情について正
確に理解して
いる。（記述
の確認・定期
考査）

作品の特質を
理解し、その
知識および文
法や語法の知
識を読解に結
びつけてい
る。（定期考
査）

・（読むこと）各場面の情景描写や和
歌が、その場面の主題とどう関連する
のかを考え、理解する。
・（書くこと）『無明草子』の女君評
を参考に、明石の上、紫の上の優れて
いる点について考察し記述する。

35

備　　　考
（他教科との

関係、
学校図書館の

活用、
ＩＣＴの活用

等）

ア

中間考査①

中間考査②

「古典Ｂ」　指導と評価の年間計画

実
施
月

単元名 教材名

指導事項

単元の目標 関心・意欲・
態度

（評価方法）

話す・聞く能
力

書く能力
読む能力

（評価方法）

知識・理解
（評価方法）

具体の評価規準（評価方法）

単元全体で
取り上げる

言語活動／学習活動

期末考査

2単位　70時間の場合の例

イ ウ エ オ



学校名　福井県立高志高等学校

学科名 対象学年 単位数

普通科理系 3年 1

科目の目標

知識・理解

・音声表現、文法、表記、
語句、漢字等を理解して、
身に付けている。
・古典の時代背景や文化等
を正確に理解している。

評価方法

令和３年度　国語科　指導と評価の年間計画

科目名

理系国語演習

教科書（出版社・タイトル） 補助教材等

なし プリント等

【関 心・意 欲】出席状況、発言やノート等の授業態度、課題や小テスト等への取組状況。
【学習到達度】中間・期末考査等の定期考査、到達度確認テストの得点。

古文・漢文を読む能力を養うとともに、ものの見方、感じ方、考え方を広くし、古典についての理解や関心を深
めることによって人生を豊かにする態度を育てる。過去の入試で使用された問題等に取り組み、古文単語や文
法、漢文句法など既習の知識を再確認し、その定着を図るとともに、速く正確に問題を解く実践的な読解力、記
述力を身に付ける。

評価の観点および評価規準

関心・意欲・態度
話す・聞く能力

書く能力
読む能力

･言葉に関心を持ち適切に使ったり、進んで読書をしよ
うとしたりしている。
・積極的に自分の意見や考えが表現できる。
・分からないことや興味のあることについて進んで調べ
ようとしている。

・自分の考えをまとめたり深めたりして、筋道を立て、
相手に分かりやすく話すことができている。
・自分の考えをまとめたり深めたりして筋道を立て、相
手や場に応じて適切に文章を書くことができている。
・内容を構成や展開に即して的確にとらえ、ものの見方
やとらえ方を豊かにしている。
・内容や表現の特色を理解して読み味わい、作品の価値
について考察している。



学校名・学科・学年  福井県立高志高等学校　普通科（理系）３年

10～11

《古文》
物語を読む

《漢文》
説話を読む

《古文》
「松陰中納言物語」
「源氏物語」

《漢文》
「四溟詩話」
「張耒集」

◎ ○ 10

《古文》
・「松陰中納言物語」を読み、源中納
言を巡る様々な出来事を読み取りなが
ら、室町時代の人々の考え方や価値観
に触れる。
・「源氏物語を読み、光源氏を取りま
く女性たちの物語の読解・鑑賞を通し
て、日本文学の最高傑作とされる作品
世界に触れる。
《漢文》
・漢詩を読み、詩の表現上の特色を理
解し、主題を的確にとらえ、優れた表
現に親しむ。
・説話の読解を通して、その構成や展
開に即して内容を的確にとらえるとと
もに、漢文に親しむ姿勢をもつ。

作品のテーマや
論点、作者の感
性や心情を読み
取り、作者のも
のの見方・考え
方を理解しよう
としている。
(行動の観察)

各作品で話題に
なっている論点
やテーマを正確
に読み取り、作
者や登場人物の
主張や心情を理
解している。
（記述の確認・
定期考査など）

・さまざまなも
のの見方、考え
方、感じ方に視
野を広げ、言語
感覚を豊かに
し、和歌の鑑賞
に役立ててい
る。
・漢詩の仕組み
や押韻について
理解している。
（定期考査な
ど）

・（読むこと）各作品を正確に読解し、
話題になっている論点やテーマを読み取
り、作者の詠歌に対する思いを理解す
る。
・（話すこと）短詩形文学における表現
の重要性について考え、杜甫の詩が事実
を淡々と記述していることの効果や意図
について話し合う。

12～1

《古文》
物語を読む

《漢文》
文を読む
思想を読む

《古文》
「宇津保物語」
「今昔物語集」

《漢文》
「陸文定公集」
「陋軒詩」

○ ◎ 13

《古文》「宇津保物語」、「今昔物語
集」を読み、遣唐使清原俊蔭の生涯な
ど多様な物語世界に触れ、古文を読み
こなす力を養成する。
《漢文》中国古代の思想家の文章を読
み、そこにこめられた作者の人間・社
会などに対する思想や感情を読み取
り、ものの見方・考え方を豊かにす
る。

各場面の状況や
登場人物、その
行動や心情につ
いて正確に理解
しようとしてい
る。(行動の観
察)

各場面の状況や
登場人物、その
行動や心情につ
いて正確に理解
している。（記
述の確認・定期
考査）

説話文の特質を
理解し、その知
識および文法や
語法の知識を読
解に結びつけて
いる。（定期考
査）

・（読むこと）行動描写や心理表現に注
意して登場人物の意図や心情を理解す
る。
・（話すこと）漢文における比喩表現の
重要性について考え、陸樹聲が比喩を用
いた意図について話し合う。

2～3

《古文》
物語を読む

《漢文》
思想を読む

《古文》
「鳥部山物語」

《漢文》
「陋軒詩」
「篁墩文集」

◎ ○ 12

《古文》「鳥辺山物語」という室町時
代に成立した物語を読み、時代を超え
た人間の真実にふれることで、古典に
親しむ態度を養う。
《漢文》程敏政という思想家の文章を
読み、そこにこめられた作者の人間・
社会に対する思想を読み取り、ものの
見方・考え方を豊かにする。

各場面の状況や
登場人物、その
行動や心情につ
いて正確に理解
しようとしてい
る。(行動の観
察)

各場面の状況や
登場人物、その
行動や心情につ
いて正確に理解
している。（記
述の確認・定期
考査）

作品の特質を理
解し、その知識
および文法や語
法の知識を読解
に結びつけてい
る。（定期考
査）

・（読むこと）各場面の情景描写や和歌
が、その場面の主題とどう関連するのか
を考え、理解する。
・（書くこと）程敏政の主張する点で現
代社会にも通用する点について考察し記
述する。

35

関心・意欲・
態度

（評価方法）

「理系国語演習」　指導と評価の年間計画

実
施
月

単元名 教材名

指導事項

単元の目標

具体の評価規準（評価方法）

単元全体で
取り上げる

言語活動／学習活動

備　　　考
（他教科との関係、
学校図書館の活用、
ＩＣＴの活用等）

4単位　140時間の場合の例

イ ウ エ オア

話す・聞く能力
書く能力
読む能力

（評価方法）

知識・理解
（評価方法）

中間考査①

中間考査②

期末考査



学校名　福井県立高志高等学校

学科名 対象学年 単位数

普通科理系 3年 1

科目の目標

知識・理解

・音声表現、文法、表記、
語句、漢字等を理解して、
身に付けている。
・古典の時代背景や文化等
を正確に理解している。

評価方法

令和３年度　国語科　指導と評価の年間計画

科目名

理系国語演習＋

教科書（出版社・タイトル） 補助教材等

なし プリント等

【関 心・意 欲】出席状況、発言やノート等の授業態度、課題や小テスト等への取組状況。
【学習到達度】中間・期末考査等の定期考査、到達度確認テストの得点。

古文・漢文を読む能力を養うとともに、ものの見方、感じ方、考え方を広くし、古典についての理解や関心を深
めることによって人生を豊かにする態度を育てる。過去の入試で使用された問題等に取り組み、古文単語や文
法、漢文句法など既習の知識を再確認し、その定着を図るとともに、速く正確に問題を解く実践的な読解力、記
述力を身に付ける。さらに発展的な内容を扱いながら、高度な文章を読み解ける力を養成する。

評価の観点および評価規準

関心・意欲・態度
話す・聞く能力

書く能力
読む能力

･言葉に関心を持ち適切に使ったり、進んで読書をしよ
うとしたりしている。
・積極的に自分の意見や考えが表現できる。
・分からないことや興味のあることについて進んで調べ
ようとしている。

・自分の考えをまとめたり深めたりして、筋道を立て、
相手に分かりやすく話すことができている。
・自分の考えをまとめたり深めたりして筋道を立て、相
手や場に応じて適切に文章を書くことができている。
・内容を構成や展開に即して的確にとらえ、ものの見方
やとらえ方を豊かにしている。
・内容や表現の特色を理解して読み味わい、作品の価値
について考察している。



学校名・学科・学年  福井県立高志高等学校　普通科（理系）３年

10～11

《古文》
物語を読む

《漢文》
説話を読む

《古文》
「松陰中納言物語」
「源氏物語」

《漢文》
「四溟詩話」
「張耒集」

◎ ○ 10

《古文》
・「松陰中納言物語」を読み、源中納
言を巡る様々な出来事を読み取りなが
ら、室町時代の人々の考え方や価値観
に触れる。
・「源氏物語を読み、光源氏を取りま
く女性たちの物語の読解・鑑賞を通し
て、日本文学の最高傑作とされる作品
世界に触れる。
《漢文》
・漢詩を読み、詩の表現上の特色を理
解し、主題を的確にとらえ、優れた表
現に親しむ。
・説話の読解を通して、その構成や展
開に即して内容を的確にとらえるとと
もに、漢文に親しむ姿勢をもつ。

作品のテーマや
論点、作者の感
性や心情を読み
取り、作者のも
のの見方・考え
方を理解しよう
としている。
(行動の観察)

各作品で話題に
なっている論点
やテーマを正確
に読み取り、作
者や登場人物の
主張や心情を理
解している。
（記述の確認・
定期考査など）

・さまざまなも
のの見方、考え
方、感じ方に視
野を広げ、言語
感覚を豊かに
し、和歌の鑑賞
に役立ててい
る。
・漢詩の仕組み
や押韻について
理解している。
（定期考査な
ど）

・（読むこと）各作品を正確に読解し、
話題になっている論点やテーマを読み取
り、作者の詠歌に対する思いを理解す
る。
・（話すこと）短詩形文学における表現
の重要性について考え、杜甫の詩が事実
を淡々と記述していることの効果や意図
について話し合う。

12～1

《古文》
物語を読む

《漢文》
文を読む
思想を読む

《古文》
「宇津保物語」
「今昔物語集」

《漢文》
「陸文定公集」
「陋軒詩」

○ ◎ 13

《古文》「宇津保物語」、「今昔物語
集」を読み、遣唐使清原俊蔭の生涯な
ど多様な物語世界に触れ、古文を読み
こなす力を養成する。
《漢文》中国古代の思想家の文章を読
み、そこにこめられた作者の人間・社
会などに対する思想や感情を読み取
り、ものの見方・考え方を豊かにす
る。

各場面の状況や
登場人物、その
行動や心情につ
いて正確に理解
しようとしてい
る。(行動の観
察)

各場面の状況や
登場人物、その
行動や心情につ
いて正確に理解
している。（記
述の確認・定期
考査）

説話文の特質を
理解し、その知
識および文法や
語法の知識を読
解に結びつけて
いる。（定期考
査）

・（読むこと）行動描写や心理表現に注
意して登場人物の意図や心情を理解す
る。
・（話すこと）漢文における比喩表現の
重要性について考え、陸樹聲が比喩を用
いた意図について話し合う。

2～3

《古文》
物語を読む

《漢文》
思想を読む

《古文》
「鳥部山物語」

《漢文》
「陋軒詩」
「篁墩文集」

◎ ○ 12

《古文》「鳥辺山物語」という室町時
代に成立した物語を読み、時代を超え
た人間の真実にふれることで、古典に
親しむ態度を養う。
《漢文》程敏政という思想家の文章を
読み、そこにこめられた作者の人間・
社会に対する思想を読み取り、ものの
見方・考え方を豊かにする。

各場面の状況や
登場人物、その
行動や心情につ
いて正確に理解
しようとしてい
る。(行動の観
察)

各場面の状況や
登場人物、その
行動や心情につ
いて正確に理解
している。（記
述の確認・定期
考査）

作品の特質を理
解し、その知識
および文法や語
法の知識を読解
に結びつけてい
る。（定期考
査）

・（読むこと）各場面の情景描写や和歌
が、その場面の主題とどう関連するのか
を考え、理解する。
・（書くこと）程敏政の主張する点で現
代社会にも通用する点について考察し記
述する。

35

関心・意欲・
態度

（評価方法）

「理系国語演習＋」　指導と評価の年間計画

実
施
月

単元名 教材名

指導事項

単元の目標

具体の評価規準（評価方法）

単元全体で
取り上げる

言語活動／学習活動

備　　　考
（他教科との関係、
学校図書館の活用、
ＩＣＴの活用等）

4単位　140時間の場合の例

イ ウ エ オア

話す・聞く能力
書く能力
読む能力

（評価方法）

知識・理解
（評価方法）

中間考査①

中間考査②

期末考査



学校名　福井県立高志高等学校

学科名 対象学年 単位数

普通科理系 3年 1

科目の目標

知識・理解

・音声表現、文法、表記、
語句、漢字等を理解して、
身に付けている。
・古典の時代背景や文化等
を正確に理解している。

評価方法

令和３年度　国語科　指導と評価の年間計画

科目名

理系国語錬成＋

教科書（出版社・タイトル） 補助教材等

なし プリント等

【関 心・意 欲】出席状況、発言やノート等の授業態度、課題や小テスト等への取組状況。
【学習到達度】中間・期末考査等の定期考査、到達度確認テストの得点。

近代以降の様々な文章を的確に理解し、適切に表現する能力を高めるとともに、ものの見方、感じ方、考え方を
深め、進んで読書することによって、国語の向上を図り人生を豊かにする態度を育てる。古文・漢文を読む能力
を養うとともに、ものの見方、感じ方、考え方を広くし、古典についての理解や関心を深めることによって人生
を豊かにする態度を育てる。

評価の観点および評価規準

関心・意欲・態度
話す・聞く能力

書く能力
読む能力

･言葉に関心を持ち適切に使ったり、進んで読書をしよ
うとしたりしている。
・積極的に自分の意見や考えが表現できる。
・分からないことや興味のあることについて進んで調べ
ようとしている。

・自分の考えをまとめたり深めたりして、筋道を立て、
相手に分かりやすく話すことができている。
・自分の考えをまとめたり深めたりして筋道を立て、相
手や場に応じて適切に文章を書くことができている。
・内容を構成や展開に即して的確にとらえ、ものの見方
やとらえ方を豊かにしている。
・内容や表現の特色を理解して読み味わい、作品の価値
について考察している。



学校名・学科・学年  福井県立高志高等学校　普通科（理系）３年

4～5

《現代文》
随筆を読む

《古文》
歌論を読む

《漢文》
詩文を読む

《評論》
「ありがとうもごめんなさいも
いらない森の民と暮らして人類
学者が考えたこと」

《古文》
「蔵書目録」

《漢文》
「黄生借書説」

◎ ○ 10

《現代文》
ボルネオ島の狩猟採集民とのフィール
ドワークから、豊かさ、自由、幸せと
は何かを根本的に問い直す。

《古文》
江戸末期の蔵書家の書いた文章をもと
に、和歌を含んだ古文の読解力を養
う。

《漢文》
清朝を代表する文人の書いた文章をも
とに、漢文を解釈することの面白さを
感じさせる。

作品のテーマや
論点、作者の感
性や心情を読み
取り、作者のも
のの見方・考え
方を理解しよう
としている。
(行動の観察)

各作品で話題に
なっている論点
やテーマを正確
に読み取り、作
者や登場人物の
主張や心情を理
解している。
（記述の確認・
定期考査など）

・さまざまなも
のの見方、考え
方、感じ方に視
野を広げ、言語
感覚を豊かに
し、和歌の鑑賞
に役立ててい
る。
・漢詩の仕組み
や押韻について
理解している。
（定期考査な
ど）

・（読むこと）各作品を正確に読解し、
話題になっている論点やテーマを読み取
り、作者の詠歌に対する思いを理解す
る。
・（話すこと）短詩形文学における表現
の重要性について考え、様々な表現技法
の効果や意図について話し合う。

6～7

《現代文》
評論を読む

《現代文》
対談を読む

《古文》
歌論を読む

《評論》
「科学思想史の哲学」

《対談》
「詩の誕生」

《古文》
「三のしるべ」

○ ◎ 13

《評論》金森修が、近代科学の成立の
経緯について著した文章を読んで、筆
者の主張を読み取る。
《対談》大岡信と谷川俊太郎の対談を
読み、二人の詩に対する考え方を読み
取る。
《古文》江戸時代後期の国学者の歌論
を読み、和歌を読み解く力を養成す
る。

作品のテーマや
論点、作者の感
性や心情を読み
取り、作者のも
のの見方・考え
方を理解しよう
としている。
(行動の観察)

各作品で話題に
なっている論点
やテーマを正確
に読み取り、作
者や登場人物の
主張や心情を理
解している。
（記述の確認・
定期考査など）

・さまざまなも
のの見方、考え
方、感じ方に視
野を広げ、言語
感覚を豊かに
し、和歌の鑑賞
に役立ててい
る。

・（読むこと）各作品を正確に読解し、
話題になっている論点やテーマを読み取
り、作者の詠歌に対する思いを理解す
る。
・（話すこと）短詩形文学における表現
の重要性について考え、様々な表現技法
の効果や意図について話し合う。

8～9

《現代文》
評論を読む

《古文》
俳文を読む

《漢文》
思想を読む

《評論》
「科学と非科学のはざまで」

《古文》
「俳諧世説」

《漢文》
「明夷待訪録」

◎ ○ 12

《評論》中屋敷均の書いた文章をもと
に、秩序と無秩序の間で生まれる生命
現象、科学の営為、人間の営みについ
ての筆者の主張を読み取る。
《古文》江戸時代の俳人、高桑闌更の
文章を読み、エピソードの内容を読み
取りながら、筆者の俳諧に対する見方
を学ぶ。
《漢文》明代末の思想家で、「中国の
ルソー」と呼ばれた黄宗義の文章を読
み、筆者の主張を読み取りながら、民
本主義について学ぶ。

作品のテーマや
論点、作者の感
性や心情を読み
取り、作者のも
のの見方・考え
方を理解しよう
としている。
(行動の観察)

各作品で話題に
なっている論点
やテーマを正確
に読み取り、作
者や登場人物の
主張や心情を理
解している。
（記述の確認・
定期考査など）

・さまざまなも
のの見方、考え
方、感じ方に視
野を広げ、言語
感覚を豊かに
し、和歌の鑑賞
に役立ててい
る。

・（読むこと）各作品を正確に読解し、
話題になっている論点やテーマを読み取
り、作者の詠歌に対する思いを理解す
る。
・（話すこと）短詩形文学における表現
の重要性について考え、様々な表現技法
の効果や意図について話し合う。

35

関心・意欲・
態度

（評価方法）

「理系国語錬成＋」　指導と評価の年間計画

実
施
月

単元名 教材名

指導事項

単元の目標

具体の評価規準（評価方法）

単元全体で
取り上げる

言語活動／学習活動

備　　　考
（他教科との関係、
学校図書館の活用、
ＩＣＴの活用等）

4単位　140時間の場合の例

イ ウ エ オア

話す・聞く能力
書く能力
読む能力

（評価方法）

知識・理解
（評価方法）

中間考査①

中間考査②

期末考査



科目名 学科名 対象学年 単位数

日本史Ｂ 普通科理系 ３年 2

科目の目標

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

我が国の歴史の展開に対する関心
と課題意識を高め、意欲的に追求
し、国際社会に主体的に生き国
家・社会を形成する日本国民とし
ての責任を果たそうとする。

我が国の歴史の展開から課題を見
出し、国際環境と関連付けて多面
的・多角的に考察し、我が国の文
化と伝統の特色についての認識を
深め、国際社会の変化を踏まえ公
正に判断して、その過程や結果を
適切に表現している。

我が国の歴史の展開に関する諸資
料を収集し、有用な情報を選択し
て、読み取ったり、図表などにま
とめたりしている。

我が国の歴史の展開についての基
本的な事項を国際環境と関連付け
て総合的に理解し、その知識を身
につけている。

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

・行動観察
・提出状況

・ワークシート
・レポート
・プレゼンテーション

・資料収集状況
・資料活用状況
・資料分析状況

・定期考査
・小テスト
・模擬試験

１．我が国の歴史の展開を諸資料に基づき地理的条件や世界の歴史と関連付けて総合的に考察させる。
２．我が国の伝統と文化の特色についての認識を深めさせることのよって、歴史的思考を培い、国際社会に
主体的に生きる日本国民としての自覚と資質を養う。

評価の観点および評価規準

令和３年度 　地歴・公民科　指導と評価の年間計画

学校名　　福井県立高志高等学校　

教科書（出版社・タイトル） 補助教材等

山川出版社　　『詳説 日本史』 帝国書院　『図説日本史通覧』



関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

(評価の方法) (評価の方法) (評価の方法) (評価の方法)

・行動観察
・提出状況

・ワークシート
・レポート
・プレゼンテーション

・資料収集状況
・資料活用状況
・資料分析状況

・定期考査
・小テスト
・模擬試験

9

第Ⅳ部　近代・近現代
第９章　近代国家の成立

4
5

25

・近代国家の形成と社会や文
化の特色に対する関心と課題
意識を高めている。
・近代国家の形成と社会や文
化の特色について意欲的に追
究している。

・明治維新以降の我が国の近
代化の推進過程から課題を見
いだし、開国と幕府の滅亡、
文明開化など欧米の文化・思
想の影響や国際環境の変化と
関連付けて多面的・多角的に
考察するとともに、国際社会
の変化を踏まえ
公正に判断して、その過程や
結果を適切に表現している。
・我が国の立憲国家としての
展開から課題を見いだし、条
約改正、日清・日露戦争とそ
の前後のアジア及び欧米諸国
との関係の推移と関連付けて
多面的・多角的に考察すると
ともに、国際社会の変化を踏
まえ公正に判断して、その過
程や結果を適切に
表現している。
・近代産業の発展の経緯や近
代文化の特色とその成立の背
景から課題を見いだし、国民
生活の向上と社会問題の発
生、学問の発展や教育制度の
拡充と関連付けて多面的・多
角的に考察するとともに国際
社会の変化を踏まえ公正に判
断して、その過程や結果を適
切に表現している。

・近代国家の形成と社会や文
化の特色に関する諸資料を収
集し、有用な情報を適切に選
択している。
・近代国家の形成と社会や文
化の特色に関する情報を読み
取ったり図表などにまとめた
りしている。

・明治維新以降の我が国の近
代化の推進過程についての基
本的な事柄を、開国と幕府の
滅亡、文明開化など欧米の文
化思想の影響や国際環境の変
化と関連付けて総合的に理解
し、その知識を身に付けてい
る。
・我が国の立憲国家としての
展開についての基本的な事柄
を、条約改正、日清・日露戦
争とその前後のアジア及び欧
米諸国との関係の推移と関連
付けて総合的に理解し、その
知識を身に付けている。

１．開国と幕末の動乱
・国際社会に組み込まれるという国際環境の変化に着目し
て、開国から明治維新に至るまでの過程を社会・経済面での
変化と関わらせて考察する。
・幕末の動乱における天皇を中心とする統一国家構想の芽生
えから幕府の滅亡、旧幕勢力の一掃に至るまでの経過を理解
する。
２．明治維新と富国強兵
・明治新政府の制度改革や富国強兵・殖産興業政策に着目し
て、明治初期の政治的変革と国家的統一過程を考察する。
・欧米の文化・思想の導入と一連の近代化政策に対する反動
としての士族反乱・農民一揆の失敗と、言論による要求実現
への転換を理解する。
・明治初期の対外政策について、欧米への対応と、アジアに
対する外交政策の違いについて考察する。
３．立憲国家の成立と日清戦争
・政府の強力な中央集権体制の志向の中、自由民権運動の始
まりから立憲国家の成立に至る間、近代国家の基盤が形成さ
れていく過程を考察する。
・東アジアをめぐる国際環境が変容するなか、国家的課題で
あった不平等条約の改正交渉が進展した過程や、朝鮮問題か
ら日清戦争に至る経緯について考察する。
４．日露戦争と国際関係
・開戦に至る国際関係や、日露戦争の経過、戦後の日本の国
際的地位の変化と植民地支配の推進を諸外国の動向と関連付
けて考察する。

・明治維新の実現について、各自
の関心に基づいて選んだ人物の評
論を作成し、互いに展示し発表す
る。

言語活動

「日本史Ｂ」　指　導　と　評　価　の　年　間　計　画

福井県立高志高等学校 普通科　３年

単
元
番
号

単元名
実
施
月

単
元
の
時
数

評　価　規　準

学習内容



11

第11章　占領下の日本

7
9

27

・現代の社会や国民生活の特
色に対する関心と課題意識を
高めている。

・我が国の再出発及びその後
の政治や対外関係の推移から
課題を見いだし、占領政策と
諸改革、平和条約と独立，国
際交流や国際貢献の拡大と関
連付けて多面的・多角的に考
察するとともに、国際社会の
変化を踏まえ公正に判断し
て、その過程や結果を適切に
表現している。

・現代の社会や国民生活の特
色に関する諸資料を収集し、
有用な情報を適切に選択して
いる。

・我が国の再出発及びその後
の政治や対外関係の推移につ
いての基本的な事柄を、占領
政策と諸改革、平和条約と独
立、国際交流や国際貢献の拡
大と関連付けて総合的に理解
し、その知識を身に付けてい
る。

１．占領と改革
・戦後の世界秩序を踏まえ、占領政策及び戦後の民主化政策
とそれに伴う諸改革について、その経過と内容を考察する。
・戦後政治の動きを踏まえて、集大成となる日本国憲法制定
の意義を理解する。
２．冷戦の開始と講和
・東アジア情勢の変化を踏まえ、連合国による占領が終結
し、日本が独立した意義を考える。
・連合国による日本占領の終結と、その後の日米関係の継続
について、様々な国の立場から考察する。

・ＧＨＱによる戦後の占領政策の
特徴について、事実を正確に理解
し､他者に的確に伝達する。

12

第12章　高度成長の時代

9 10

・現代の社会や国民生活の特
色について意欲的に追究して
いる。

・日本経済の発展と国民生活
の変化から課題を見いだし、
戦後の経済復興、高度経済成
長と科学技術の発達、経済の
国際化と関連付けて多面的・
多角的に考察するとともに、
国際社会の変化を踏まえ公正
に判断して、その過程や結果
を適切に表現している。

・現代の社会や国民生活の特
色に関する情報を読み取った
り図表などにまとめたりして
いる。

・日本経済の発展と国民生活
の変化についての基本的な事
柄を、戦後の経済復興、高度
経済成長と科学技術の発達、
経済の国際化と関連付けて総
合的に理解し、その知識を身
に付けている。

１．55年体制
・独立後の日本国内政治について、衆議院を保守・革新の二
大勢力が占める55年体制の成立から安定した保守政権となる
までの経過を考察する。
・冷戦構造に雪解けの状況が生まれる中、日本が国際社会に
復帰したことについて、日本の国際連合への加盟、アメリ
カ・中華人民共和国・大韓民国との関係に着目して、独立回
復後の日本の動きを考察する。
２．経済復興から高度成長へ
・朝鮮特需による経済復興とその後の高度経済成長につい
て、経済の国際化と国内の技術革新などの側面に着目して考
察する。
・消費革命による社会の変貌と経済成長がもたらしたひずみ
である社会問題について考察する。

・高度経済成長と日本文化の変容
について、家族や知人などから実
体験に基づく情報を収集し発表す
る。

13

第13章　激動する世界と日本

9 10

・社会と個人、世界の中の日
本、地域社会の歴史と生活な
どに対する関心と課題意識を
高め、意欲的に探究し、考え
を論述しようとしている。

・社会と個人、世界の中の日
本、地域社会の歴史と生活な
どから課題を見いだし、適切
な主題を設定して多面的・多
角的に考察するとともに、国
際社会の変化を踏まえ公正に
判断して、考えを論述してい
る。

・社会と個人、世界の中の日
本、地域社会の歴史と生活な
どに関する諸資料を収集し、
有用な情報を適切に選択し
て、読み取ったり図表などに
まとめたりしている。

・社会と個人、世界の中の日
本地域社会の歴史と生活など
について総合的に理解し、そ
の知識を身に付けている。

１．経済大国への道
・ドル＝ショックや、石油危機を踏まえて、主要先進国首脳
会議が開かれた意義を考察する。
・高度成長が終焉し、保守政権が動揺するなか、二度にわた
る石油危機を乗り越え、経済大国としての道を歩み始めた日
本の状況を多面的・多角的に考察する。
２．冷戦終結と日本社会の動揺
・冷戦体制の終結とそれに関わる国内の状況について、日本
の政治・外交・経済・生活文化面を踏まえて多面的・多角的
にとらえる。
・科学技術・産業の発達によって派生する環境問題やエネル
ギー問題などの日本の課題とそれに対する日本の役割を認識
する。

・科学技術・産業の発達によって
派生する環境問題やエネルギー問
題とその課題について、他者との
話し合いを通じて問題意識を深め
る。

・近代国家の展開と社会や文
化の特色に関する諸資料を収
集し、有用な情報を適切に選
択している。
・近代国家の展開と社会や文
化の特色に関する情報を読み
取ったり図表などにまとめた
りしている。

・政党政治の発展、大衆社会
の特色とその成立の背景につ
いての基本的な事柄を、政治
や社会運動の動向、都市の発
達と農山漁村の変化及び文化
の大衆化と関連付けて総合的
に理解し、その知識を身に付
けている。
・第一次世界大戦前後の対外
政策の推移や大戦が国内の経
済・社会に及ぼした影響につ
いての基本的な事柄を，国際
社会の中の日本の立場と関連
付けて総合的に理解し、その
知識を身に付けている。
・対外政策の推移と戦時体制
の強化など日本の動向と第二
次世界大戦との関わりについ
ての基本的な事柄を、国際社
会の動向、アジア近隣諸国と
の関係と関連付けて総合的に
理解し、その知識を身に付け
ている。

１．第一次世界大戦と日本
・第一次世界大戦前後の政治の動向及び対外政策の推移につ
いて、政党政治の発展や日本の中国進出の状況を踏まえて考
察する。
・第一次世界大戦が日本の社会経済や政治に及ぼした影響に
ついて、欧米・アジア経済との関連や政党内閣の成立などと
関連させて考察する。
２．ワシントン体制
・ワシントン体制に至る国際的協調体制の進展など国際環境
の推移を、日本の立場に着目して考察する。
・民主主義的風潮による社会運動の動向を理解すると共に、
普選運動など政党政治の発展から二大政党による政党内閣制
成立に至るまでの意義について考察する。
３．市民生活の変容と大衆文化
・労働者や都市中間層の拡大による大衆社会の基盤の成立に
着目し、都市化や国民生活の変化を踏まえて、市民文化の特
色について考察する。
４．恐慌の時代
・戦後恐慌から昭和恐慌に至る国内経済の動揺について、国
内・国外の経済状況と対策に着目して理解する。
・社会主義運動の高揚と国家主義の台頭による軍部の政治的
進出を踏まえて、協調外交が挫折していく過程を考察する。
５．軍部の台頭
・日本の対外政策の推移について、世界情勢や軍部の政治的
進出に着目して、政党内閣の崩壊や国際的孤立の過程につい
て考察する。
・恐慌から脱出し、国家主義が高揚するなかで、五・一五事
件から二・二六事件にかけて、軍部の影響力が増大していく
過程を考察する。
６．第二次世界大戦
・日中戦争の勃発から太平洋戦争の突入にいたる過程につい
て、国民生活の変化や諸統制に着目して全体主義的な国家体
制の進展を考察する。
・第二次世界大戦について、国家間の相違や総力戦の特色を
踏まえ、この戦争が空前の惨禍をもたらした点に着目して、
平和で民主的な国際社会の実現に努める重要性を認識する。

　

・日中戦争から太平洋戦争に至る
過程について、資料をもとにその
要因を分析し論述する。

10

第10章　二つの世界大戦とアジア

6
7

33

・近代国家の展開と社会や文
化の特色に対する関心と課題
意識を高めている。
・近代国家の展開と社会や文
化の特色について意欲的に追
究している。

・政党牧治の発展、大衆社会
の特色とその成立の背景から
課題を見いだし、政治や社会
運動の動向、都市の発達と農
山漁村の変化及び文化の大衆
化と関連付けて多面的・多角
的に考察するとともに国際社
会の変化を踏まえ公正に判断
して、その過程や
結果を適切に表現している。
・第一次世界大戦前後の対外
政策の推移や大戦が国内の経
済・社会に及ぼした影響から
課題を見いだし、国際社会の
中の日本の立場と関連付けて
多面的・多角的に考察すると
ともに、国際社会の変化を踏
まえ公正に判断して、その過
程や結果を適切に表現してい
る。
・対外政策の推移と戦時体制
の強化など日本の動向と第二
次世界大戦との関わりから課
題を見いだし、国際社会の動
向、アジア近隣諸国との関係
と関連付けて多面的・多角的
に考察するとともに、国際社
会の変化を踏まえ公正に判断
して、その過程や結果を適切
に表現している。



科目名 学科名 対象学年 単位数

地理Ｂ 普通科理系 ３年（前期） 2

科目の目標

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

・現代世界の地理的事象について、関
心を高めることができたか。
・意欲的に学習課題を追及していた
か。
・よりよい国際社会の実現に主体的に
行動する態度を身につけられたか。

・現代世界のさまざまな事象を地
理的事象としてとらえることがで
きたか。また、課題を見出すこと
ができたか。
・系統地理的、地誌的な考察の方
法を身につけることができたか。

・地理的事象を追及するのに必要
な地図や統計、画像などの収集、
活用、表現法といった技能を身に
つけることができたか。
・学習の中で追及し考察した過程
や結果について、さまざまな方法
で適切に表現する方法を身につけ
ることができたか。

・現代世界の地理的事象について
の基本的な追及の方法を理解し、
その知識を身につけることができ
たか。

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

・行動観察
・提出状況

・ワークシート
・レポート
・プレゼンテーション

・資料収集状況
・資料活用状況
・資料分析状況

・定期考査
・小テスト
・模擬試験

１．現代世界の地理的事象を系統地理的、地誌的に考察し、現代世界の地理的認識を養う。
２．地理的な見方や考え方を培い、国際社会を主体的に生きる日本人としての自覚と資質を養う。

評価の観点および評価規準

評価の方法

令和３年度 　地歴・公民科　指導と評価の年間計画

学校名　　福井県立高志高等学校　

教科書（出版社・タイトル） 補助教材等

帝国書院　　『新詳　地理Ｂ』 とうほう　『新編　地理資料』



関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

(評価の方法) (評価の方法) (評価の方法) (評価の方法)

・行動観察
・提出状況

・ワークシート
・レポート
・プレゼンテーション

・資料収集状況
・資料活用状況
・資料分析状況

・定期考査
・小テスト
・模擬試験

1
第Ⅱ部　現代世界の系統地理的
考察
１章　自然環境
１節　世界の地形

・世界の特色ある地形と人
間生活の関わりを、関心を
持って学習しようとしてい
る。

・世界の特色ある地形と人
間生活の関わりを、具体事
例を通して多角的に考察し
ている。

・世界の特色ある地形と人
間生活の関わりについて、
教科書に掲載されている模
式図や写真を適切に活用し
ている。

・世界の特色ある地形と人
間生活の関わりについて、
基本的な知識を身につけて
いる。

世界の地形
・世界の特色ある地形と人間生活の関わりを、具体事例
を通して多角的に理解する。

・世界の特色ある地形と人間生
活の関わりを、具体事例を通し
て、互いの意見を伝え合うこと
によって自らの考えを発展させ
る。

2
第Ⅰ部　さまざまな地図と地理
的技能
１章　地理情報と地図
２章　地図の活用と地域調査

・地図は使用目的に応じて
さまざまな形態があること
について、関心を持って学
習しようとしている。
・地域調査を通して地域の
複雑な現象や問題を、関心
を持って学習しようとして
いる。

・地図は使用目的に応じて
さまざまな形態があること
について、多角的に考察し
ている。
・地域調査を通して地域の
複雑な現象や問題を、多角
的に考察している。

・地形図や統計地図を適切
に活用している。
・地域調査において、実際
の地域調査を通して資料を
適切に活用している。

・地図は使用目的に応じて
さまざまな形態があること
について、基本的な知識を
身につけている。
・地域調査を通して地域の
複雑な現象や問題につい
て、基本的な知識を身につ
けている。

地理情報と地図
・地図は使用目的に応じてさまざまな形態があることに
ついて、多角的に理解する。
地図の活用と地域調査
・地域調査を通して地域の複雑な現象や問題を、多角的
に理解する。

・地域調査を通して地域の複雑
な現象や問題を、具体事例を通
して、互いの意見を伝え合うこ
とによって自らの考えを発展さ
せる。

3
第Ⅱ部　現代世界の系統地理的
考察
１章　自然環境
２節　世界の気候

・気候を構成している気候
要素について、関心を持っ
て学習しようとしている。
・世界の気候区や土壌帯、
植生の特色と人間生活の関
わりについて、関心を持っ
て学習しようとしている。

・気候を構成している気候
要素について、多角的に考
察している。
・世界の気候区や土壌帯、
植生の特色と人間生活の関
わりについて、多角的に考
察している。

・気候を構成している気候
要素について、教科書に掲
載されている模式図や写
真、地図を適切に活用して
いる。
・世界の気候区や土壌帯、
植生の特色と人間生活の関
わりについて、教科書に掲
載されている模式図や写
真、地図を適切に活用して
いる。

・気候を構成している気候
要素について、基本的な知
識を身につけている。
・世界の気候区や土壌帯、
植生の特色と人間生活の関
わりについて、基本的な知
識を身につけている。

世界の気候
・気候を構成している気候要素について、具体事例を通
して多角的に理解する。

・世界の気候区や土壌帯、植生の特色と人間生活の関わ
りについて、具体事例を通して多角的に理解する。

・世界の気候区や土壌帯、植生
の特色と人間生活の関わりにつ
いて、互いの意見を伝え合うこ
とによって自らの考えを発展さ
せる。

4

第Ⅱ部　現代世界の系統地理的
考察
１章　自然環境
３節　日本の自然の特徴と人々
の生活

・日本列島の地体構造や地
形、気候の特色について、
関心を持って学習しようと
している。

・日本列島の地体構造や地
形、気候の特色について、
多角的に考察している。

・日本列島の地体構造や地
形、気候の特色について、
教科書に掲載されている模
式図や写真、地図を適切に
活用している。

・日本列島の地体構造や地
形、気候の特色について、
基本的な知識を身につけて
いる。

日本の自然の特徴と人々の生活
・日本列島の地体構造や地形、気候の特色について、具
体事例を通して多角的に理解する。

・日本列島の地体構造や地形、
気候の特色について、互いの意
見を伝え合うことによって自ら
の考えを発展させる。

5
第Ⅱ部　現代世界の系統地理的
考察
１章　自然環境
４節　環境問題

・熱帯林の破壊や砂漠化、
酸性雨などさまざまな環境
問題の現状について、関心
を持って学習しようとして
いる。

・熱帯林の破壊や砂漠化、
酸性雨などさまざまな環境
問題の現状について、具体
例を通して問題解決の取り
組みを、多角的に考察して
いる。

・熱帯林の破壊や砂漠化、
酸性雨などさまざまな環境
問題の現状について、教科
書に掲載されている統計や
写真、地図を適切に活用し
ている。

・熱帯林の破壊や砂漠化、
酸性雨などさまざまな環境
問題の現状について、基本
的な知識を身につけてい
る。

環境問題
・熱帯林の破壊や砂漠化、酸性雨などさまざまな環境問
題の現状について、具体事例を通して多角的に理解す
る。

・熱帯林の破壊や砂漠化、酸性
雨などさまざまな環境問題の現
状について、互いの意見を伝え
合うことによって自らの考えを
発展させる。

「地理Ｂ」　指　導　と　評　価　の　年　間　計　画

福井県立高志高等学校 普通科理系 ３年

単
元
番
号

単元名
実
施
月

単
元
の
時
数

評　価　規　準

学習内容 言語活動



6

第Ⅱ部　現代世界の系統地理的
考察
２章　資源と産業
１節　産業の発達と変化
２節　世界の農林水産業

・世界の農業に影響を与え
る要因について、関心を
持って学習しようとしてい
る。
・世界の農林水産業につい
て、社会と自然の関わりに
ついて、関心を持って学習
しようとしている。

・世界の農業に影響を与え
る要因について、多角的に
考察している。
・世界の農林水産業につい
て、社会と自然の関わりに
ついて、多角的に考察して
いる。

・世界の農業に影響を与え
る要因について、教科書に
掲載されている統計や写
真、地図を適切に活用して
いる。
・世界の農林水産業につい
て、教科書に掲載されてい
る統計や写真、地図を適切
に活用している。

・世界の農業に影響を与え
る要因について、基本的な
知識を身につけている。
・世界の農林水産業につい
て、基本的な知識を身につ
けている。

産業の発達と変化
世界の農林水産業
・世界の農業に影響を与える要因について、具体事例を
通して多角的に理解する。
・世界の農林水産業について、社会と自然の関わりにつ
いて、具体事例を通して多角的に理解する。

・世界の農業に影響を与える要
因について、互いの意見を伝え
合うことによって自らの考えを
発展させる。
・世界の農林水産業について、
互いの意見を伝え合うことに
よって自らの考えを発展させ
る。

7

第Ⅱ部　現代世界の系統地理的
考察
２章　資源と産業
３節　食料問題

・世界の食料問題の現状に
ついて、関心を持って学習
しようとしている。

・世界の食料問題の現状と
その原因について、多角的
に考察している。

・世界の食料問題の現状に
ついて、教科書に掲載され
ている統計や写真、地図を
適切に活用している。

・世界の食料問題の現状と
その原因について、基本的
な知識を身につけている。

食料問題
・世界の食料問題の現状について、具体事例を通して多
角的に理解する。

・世界の食料問題の現状とその
原因について、互いの意見を伝
え合うことによって自らの考え
を発展させる。

8

第Ⅱ部　現代世界の系統地理的
考察
２章　資源と産業
４節　世界のエネルギー・鉱産
資源
５節　資源・エネルギー問題

・世界のエネルギー・鉱産
資源の分布や生産と消費に
ついて、その特色と基礎的
知識を、関心を持って学習
しようとしている。
・資源・エネルギー問題に
ついて、問題解決の取り組
みを、関心を持って学習し
ようとしている。

・世界のエネルギー・鉱産
資源の分布や生産と消費に
ついて、その特色と基礎的
知識を、多角的に考察して
いる。
・資源・エネルギー問題に
ついて、問題解決の取り組
みを、多角的に考察してい
る。

・世界のエネルギー・鉱産
資源の分布や生産と消費に
ついて、その特色と基礎的
知識を、教科書に掲載され
ている統計や写真、地図を
適切に活用している。
・資源・エネルギー問題に
ついて、教科書に掲載され
ている統計や写真、地図を
適切に活用している。

・世界のエネルギー・鉱産
資源の分布や生産と消費に
ついて、基本的な知識を身
につけている。
・資源・エネルギー問題に
ついて、問題解決の取り組
みについて、基本的な知識
を身につけている。

世界のエネルギー・鉱産資源
・世界のエネルギー・鉱産資源の分布や生産と消費につ
いて、その特色と基礎的知識を、具体事例を通して多角
的に理解する。
資源・エネルギー問題
・資源・エネルギー問題について、問題解決の取り組み
を、具体事例を通して多角的に理解する。

・世界のエネルギー・鉱産資源
の分布や生産と消費について、
その特色と基礎的知識を、互い
の意見を伝え合うことによって
自らの考えを発展させる。
・資源・エネルギー問題につい
て、問題解決の取り組みを、互
いの意見を伝え合うことによっ
て自らの考えを発展させる。

9
第Ⅱ部　現代世界の系統地理的
考察
２章　資源と産業
６節　世界の工業

・さまざまな工業の特色と
立地条件について、関心を
持って学習しようとしてい
る。
・工業地域の特色や変化に
ついて、ヨーロッパやアジ
アNIESなど具体的な事例を
とおして、関心を持って学
習しようとしている。

・さまざまな工業の特色と
立地条件について、多角的
に考察している。
・工業地域の特色や変化に
ついて、ヨーロッパやアジ
アNIESなど具体的な事例を
とおして、多角的に考察し
ている。

・さまざまな工業の特色と
立地条件について、教科書
に掲載されている統計や写
真、地図を適切に活用して
いる。
・工業地域の特色や変化に
ついて、ヨーロッパやアジ
アNIESなど具体的な事例を
とおして、教科書に掲載さ
れている統計や写真、地図
を適切に活用している。

・さまざまな工業の特色と
立地条件について、基本的
な知識を身につけている。
・工業地域の特色や変化に
ついて、ヨーロッパやアジ
アNIESなど具体的な事例を
とおして、基本的な知識を
身につけている。

資源と産業
・さまざまな工業の特色と立地条件について、具体事例
を通して多角的に理解する。
世界の工業
・工業地域の特色や変化について、ヨーロッパやアジア
NIESなど、具体事例を通して多角的に理解する。

・さまざまな工業の特色と立地
条件について、互いの意見を伝
え合うことによって自らの考え
を発展させる。
・工業地域の特色や変化につい
て、ヨーロッパやアジアNIESな
ど具体的な事例をとおして、互
いの意見を伝え合うことによっ
て自らの考えを発展させる。

10
第Ⅱ部　現代世界の系統地理的
考察
２章　資源と産業
７節　第３次産業

・行動圏の急速な拡大と消
費・余暇活動の増大が、諸
地域にさまざまな形で影響
を与えているということ
を、関心を持って学習しよ
うとしている。

・行動圏の急速な拡大と消
費・余暇活動の増大が、諸
地域にさまざまな形で影響
を与えているということ
を、多角的に考察してい
る。

・行動圏の急速な拡大と消
費・余暇活動の増大が、諸
地域にさまざまな形で影響
を与えているということ
を、教科書に掲載されてい
る統計や写真、地図を適切
に活用している。

・行動圏の急速な拡大と消
費・余暇活動の増大が、諸
地域にさまざまな形で影響
を与えているということ
を、基本的な知識を身につ
けている。

第３次産業
・行動圏の急速な拡大と消費・余暇活動の増大が、諸地
域にさまざまな形で影響を与えているということを、具
体事例を通して多角的に理解する。

・行動圏の急速な拡大と消費・
余暇活動の増大が、諸地域にさ
まざまな形で影響を与えている
ということを、互いの意見を伝
え合うことによって自らの考え
を発展させる。

11
第Ⅱ部　現代世界の系統地理的
考察
２章　資源と産業
８節　世界を結ぶ交通・通信

・世界の交通網の地域差と
その発達について、関心を
持って学習しようとしてい
る。
・情報化社会における現状
と課題について、関心を
持って学習しようとしてい
る。

・世界の交通網の地域差と
その発達について、多角的
に考察している。
・情報化社会における現状
と課題について、多角的に
考察している。

・世界の交通網の地域差と
その発達について、教科書
に掲載されている統計や写
真、地図を適切に活用して
いる。
・情報化社会における現状
と課題について、教科書に
掲載されている統計や写
真、地図を適切に活用して
いる。

・世界の交通網の地域差と
その発達について、基本的
な知識を身につけている。
・情報化社会における現状
と課題について、基本的な
知識を身につけている。

世界を結ぶ交通・通信
・世界の交通網の地域差とその発達について、具体事例
を通して多角的に理解する。
・情報化社会における現状と課題について、具体事例を
通して多角的に理解する。

・世界の交通網の地域差とその
発達について、互いの意見を伝
え合うことによって自らの考え
を発展させる。
・情報化社会における現状と課
題について、互いの意見を伝え
合うことによって自らの考えを
発展させる。

12
第Ⅱ部　現代世界の系統地理的
考察
２章　資源と産業
９節　現代世界の貿易と経済圏

・貿易における国際分業や
貿易の種類について、関心
を持って学習しようとして
いる。
・日本の貿易の特徴と課題
について、世界とのかかわ
りから、関心を持って学習
しようとしている。

・貿易における国際分業や
貿易の種類について、多角
的に考察している。
・日本の貿易の特徴と課題
について、世界とのかかわ
りから、多角的に考察して
いる。

・貿易における国際分業や
貿易の種類について、教科
書に掲載されている統計や
写真、地図を適切に活用し
ている。
・日本の貿易の特徴と課題
について、世界とのかかわ
りから、教科書に掲載され
ている統計や写真、地図を
適切に活用している。

・貿易における国際分業や
貿易の種類について、基本
的な知識を身につけてい
る。
・日本の貿易の特徴と課題
について、世界とのかかわ
りから、基本的な知識を身
につけている。

現代世界の貿易と経済圏
・貿易における国際分業や貿易の種類について、具体事
例を通して多角的に理解する。
・日本の貿易の特徴と課題について、世界とのかかわり
から、具体事例を通して多角的に理解する。

・貿易における国際分業や貿易
の種類について、互いの意見を
伝え合うことによって自らの考
えを発展させる。
・日本の貿易の特徴と課題につ
いて、世界とのかかわりから、
互いの意見を伝え合うことに
よって自らの考えを発展させ
る。



13

第Ⅱ部　現代世界の系統地理的
考察
３章　人口・村落・都市
１節　世界の人口
２節　人口問題

4 10

・世界の人口分布のかたよ
りを、自然環境や産業活動
の面から、関心を持って学
習しようとしている。
・発展途上国の人口問題に
ついて、関心を持って学習
しようとしている。
・先進国の人口問題につい
て、関心を持って学習しよ
うとしている。

・世界の人口分布のかたよ
りを、自然環境や産業活動
の面から、多角的に考察し
ている。
・発展途上国の人口問題に
ついて、多角的に考察して
いる。
・先進国の人口問題につい
て、多角的に考察してい
る。

・世界の人口分布のかたよ
りを、自然環境や産業活動
の面から、統計や写真、地
図を適切に活用している。
・発展途上国の人口問題に
ついて、統計や写真、地図
を適切に活用している。
・先進国の人口問題につい
て、統計や写真、地図を適
切に活用している。

・世界の人口分布のかたよ
りを、自然環境や産業活動
の面から、基本的な知識を
身につけている。
・発展途上国の人口問題に
ついて、基本的な知識を身
につけている。
・先進国の人口問題につい
て、基本的な知識を身につ
けている。

世界の人口
・世界の人口分布のかたよりを、自然環境や産業活動の
面から、具体事例を通して多角的に理解する。
人口問題
・発展途上国の人口問題について、具体事例を通して多
角的に理解する。
・先進国の人口問題について、具体事例を通して多角的
に理解する。

・世界の人口分布のかたより
を、自然環境や産業活動の面か
ら、互いの意見を伝え合うこと
によって自らの考えを発展させ
る。
・発展途上国の人口問題につい
て、互いの意見を伝え合うこと
によって自らの考えを発展させ
る。
・先進国の人口問題について、
互いの意見を伝え合うことに
よって自らの考えを発展させ
る。

14

第Ⅱ部　現代世界の系統地理的
考察
３章　人口・村落・都市
３節　村落と都市
４節　都市・居住問題

5 10

・村落と都市の形態による
分類と特色、発達につい
て、関心を持って学習しよ
うとしている。
・都市への過度の人口集中
によって生じるさまざまな
都市問題について、関心を
持って学習しようとしてい
る。

・村落と都市の形態による
分類と特色、発達につい
て、多角的に考察してい
る。
・都市への過度の人口集中
によって生じるさまざまな
都市問題について、多角的
に考察している。

・村落と都市の形態による
分類と特色、発達につい
て、統計や写真、地図を適
切に活用している。
・都市への過度の人口集中
によって生じるさまざまな
都市問題について、統計や
写真、地図を適切に活用し
ている。

・村落と都市の形態による
分類と特色、発達につい
て、基本的な知識を身につ
けている。
・都市への過度の人口集中
によって生じるさまざまな
都市問題について、基本的
な知識を身につけている。

村落と都市
・村落と都市の形態による分類と特色、発達について、
具体事例を通して多角的に理解する。
都市・居住問題
・都市への過度の人口集中によって生じるさまざまな都
市問題について、具体事例を通して多角的に理解する。

・村落と都市の形態による分類
と特色、発達について、互いの
意見を伝え合うことによって自
らの考えを発展させる。
・都市への過度の人口集中に
よって生じるさまざまな都市問
題について、互いの意見を伝え
合うことによって自らの考えを
発展させる。

15
第Ⅱ部　現代世界の系統地理的
考察
４章　生活文化、民族・宗教
１節　生活文化

6 10

・気候や植生の違いが衣食
住の違いを生み、文化の差
異を作り出していることに
ついて、関心を持って学習
しようとしている。

・気候や植生の違いが衣食
住の違いを生み、文化の差
異を作り出していることに
ついて、多角的に考察して
いる。

・気候や植生の違いが衣食
住の違いを生み、文化の差
異を作り出していることに
ついて、、統計や写真、地
図を適切に活用している。

・気候や植生の違いが衣食
住の違いを生み、文化の差
異を作り出していることに
ついて、基本的な知識を身
につけている。

生活文化
・気候や植生の違いが衣食住の違いを生み、文化の差異
を作り出していることについて、具体事例を通して多角
的に理解する。

・気候や植生の違いが衣食住の
違いを生み、文化の差異を作り
出していることについて、互い
の意見を伝え合うことによって
自らの考えを発展させる。

16
第Ⅱ部　現代世界の系統地理的
考察
４章　生活文化、民族・宗教
２節　民族と宗教

7 10

・人種・民族の分類などに
ついて、関心を持って学習
しようとしている。
・諸民族の生活の特色につ
いて、関心を持って学習し
ようとしている。

・人種・民族の分類などに
ついて、多角的に考察して
いる。
・諸民族の生活の特色につ
いて、多角的に考察してい
る。

・人種・民族の分類などに
ついて、統計や写真、地図
を適切に活用している。
・諸民族の生活の特色につ
いて、統計や写真、地図を
適切に活用している。

・人種・民族の分類などに
ついて、基本的な知識を身
につけている。
・諸民族の生活の特色につ
いて、基本的な知識を身に
つけている。

民族と宗教
・人種・民族の分類などについて、具体事例を通して多
角的に理解する。
・諸民族の生活の特色について、具体事例を通して多角
的に理解する。

・人種・民族の分類などについ
て、互いの意見を伝え合うこと
によって自らの考えを発展させ
る。
・諸民族の生活の特色につい
て、互いの意見を伝え合うこと
によって自らの考えを発展させ
る。

17

第Ⅱ部　現代世界の系統地理的
考察
４章　生活文化、民族・宗教
３節　現代世界の国家
４節　民族・領土問題

8
・
9

15

・国家の三要素や、国家の
様々な形態について、関心
を持って学習しようとして
いる。
・民族・領土問題につい
て、関心を持って学習しよ
うとしている。

・国家の三要素や、国家の
様々な形態について、多角
的に考察している。

・民族・領土問題につい
て、多角的に考察してい
る。

・国家の三要素や、国家の
様々な形態について、統計
や写真、地図を適切に活用
している。

・民族・領土問題につい
て、統計や写真、地図を適
切に活用している。

・国家の三要素や、国家の
様々な形態について、基本
的な知識を身につけてい
る。
・民族・領土問題につい
て、基本的な知識を身につ
けている。

現代世界の国家
・国家の三要素や、国家の様々な形態について、具体事
例を通して多角的に理解する。
民族・領土問題
・民族・領土問題について、具体事例を通して多角的に
理解する。

・国家の三要素や、国家の様々
な形態について、互いの意見を
伝え合うことによって自らの考
えを発展させる。
・民族・領土問題について、互
いの意見を伝え合うことによっ
て自らの考えを発展させる。

18
第Ⅲ部　現代世界の地誌的考察
１章　現代世界の地域区分
２章　現代世界の諸地域

9 15

・気候や文化、所得などさ
まざまな観点による地域区
分の目的や意義について、
関心を持って学習しようと
している。
・各地域の概況や抱えてい
る課題について、関心を
持って学習しようとしてい
る。

・気候や文化、所得などさ
まざまな観点による地域区
分の目的や意義について、
多角的に考察している。
・各地域の概況や抱えてい
る課題について、多角的に
考察している。

・気候や文化、所得などさ
まざまな観点による地域区
分の目的や意義について、
統計や写真、地図を適切に
活用している。
・各地域の概況や抱えてい
る課題について、統計や写
真、地図を適切に活用して
いる。

・気候や文化、所得などさ
まざまな観点による地域区
分の目的や意義について、
基本的な知識を身につけて
いる。
・各地域の概況や抱えてい
る課題について、基本的な
知識を身につけている。

現代世界の地域区分
・気候や文化、所得などさまざまな観点による地域区分
の目的や意義について、具体事例を通して多角的に理解
する。
現代世界の諸地域
・各地域の概況や抱えている課題について、具体事例を
通して多角的に理解する。

・気候や文化、所得などさまざ
まな観点による地域区分の目的
や意義について、互いの意見を
伝え合うことによって自らの考
えを発展させる。
・各地域の概況や抱えている課
題について、互いの意見を伝え
合うことによって自らの考えを
発展させる。



科目名 学科名 対象学年 単位数

演習世界史Ａ 普通科理系 ３年（後期） 2

科目の目標

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

近現代史を中心とする世界の歴史
に対する関心と課題意識を高め，
意欲的に追究するとともに，国際
社会に主体的に生き国家・社会を
形成する日本国民としての責務を
果たそうとする。

現代世界の諸課題を歴史的観点か
ら考察し，国際社会の変化を踏ま
え公正に判断して，その過程や結
果を適切に表現している。

近現代史を中心とする世界の歴史
に関する諸資料を収集し，有用な
情報を選択して，読み取ったり図
表などにまとめたりしている。

近現代史を中心とする世界の歴史
についての基本的な事柄を地理的
条件や日本の歴史と関連づけなが
ら理解し，その知識を身につけて
いる。

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

・行動観察
・提出状況

・ワークシート
・レポート
・プレゼンテーション

・資料収集状況
・資料活用状況
・資料分析状況

・定期考査
・小テスト
・模擬試験

「世界史Ａ」で学習した日本史の基本的事項の理解をもとに、政治・外交・経済・文化のテーマを通して歴
史的思考力を養う。

評価の観点および評価規準

評価の方法

令和３年度 　地歴・公民科　指導と評価の年間計画

学校名　　福井県立高志高等学校　

教科書（出版社・タイトル） 補助教材等

なし 独自教材（自作プリント）



関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

(評価の方法) (評価の方法) (評価の方法) (評価の方法)

・行動観察
・提出状況

・ワークシート
・レポート
・プレゼンテーション

・資料収集状況
・資料活用状況
・資料分析状況

・定期考査
・小テスト
・模擬試験

1

近現代の外交史

10 8

・外交に関する歴史的事象の
知識、目的や影響を積極的に
学習しようとしている。
・各時代の外交の目的や影響
の違いをまとめ、意見交換を
行おうとしている。

・各時代の外交の目的や影響
の違いをまとめ、説明するこ
とができる。

・各時代の外交や目的の違い
についてまとめることができ
る。
・文化に関連する事項を取り
上げ、外交が文化形成に与え
た役割をまとめることができ
る。

・外交に関する歴史的事象を
理解することができる。
・各時代の外交の目的や影響
について理解することができ
る。

・外交に関する歴史的事象の知識をはじめ、目的や影響を学
ぶ。
・各時代の外交の目的や影響の違いをまとめ、意見交換を行
う。
・文化に関連する事項を取り上げ、外交が文化形成に与えた
役割をまとめる。

･各国の外交について、風土・政
権の特徴などを互いの意見を交換
し合うことによって自らの意見を
発展させる。

2

近現代の文化史

10 10

・各時代の芸術作品・文芸
品・建造物などを通して、
それぞれの時代の特色を積
極的に学習しようとしてい
る。
・各時代の特色を理解した
上で、政治・外交面と関連
づけて文化形成の背景をま
とめようとしている。

・各時代の芸術作品・文芸
品・建造物などを通して、そ
れぞれの時代の特色を説明す
ることができる。
・各時代の特色を理解した上
で、政治・外交面と関連づけ
て文化形成の背景を説明する
ことができる。

・各時代の芸術作品・文芸
品・建造物などを通して、そ
れぞれの時代の特色をまとめ
ることができる。
・各時代の特色を理解した上
で、政治・外交面と関連づけ
て文化形成の背景をまとめる
ことができる。

・各時代の芸術作品・文芸
品・建造物などを通して、そ
れぞれの時代の特色を理解す
ることができる。
・各時代の特色を理解した上
で、政治・外交面と関連づけ
て文化形成の背景を理解する
ことができる。

・各時代の芸術作品・文芸品・建造物などを通して、それぞ
れの時代の特色を学ぶ。
・各時代の特色を理解した上で、政治・外交面と関連づけて
文化形成の背景をまとめる。

・各時代の芸術作品・文芸品・建
造物などについて､互いの意見を
交換し合うことによって自らの意
見を発展させる。

3

近現代の政治史

11
12

30

・統治の方法としくみの変遷
を積極的に学習しようとして
いる。
・近現代の政治の特色を積極
的に学ぼうとしている。
・政治の特色や変化した背景
を外交・文化の側面も考慮し
ながらからまとめ、意見交換
を行おうとしている。

・統治の方法としくみの変遷
を説明することができる。
・近現代の政治の特色を説明
することができる。
・政治の特色や変化した背景
を外交・文化の側面も考慮し
ながらからまとめ、意見交換
を行うことができる。

・統治の方法としくみの変遷
をまとめることができる。
・近現代の政治の特色をまと
めることができる。
・政治の特色や変化した背景
を外交・文化の側面も考慮し
ながらからまとめ、意見交換
を行うことができる。

・統治の方法としくみの変遷
を理解することができる。
・近現代の政治の特色を理解
することができる。
・政治の特色や変化した背景
を理解することができる。

・統治の方法としくみの変遷を学習する。
・近現代の政治の特色を学ぶ。
・政治の特色や変化した背景を外交・文化の側面も考慮しな
がらからまとめ、意見交換を行う。

･各時代の政治の特徴について、
隣接する時代の政治との関連性を
正確に理解し、他者に的確に伝達
する。

4

近現代の社会経済史

12 14

・経済のしくみの変遷を積極
的に学習しようとしている。
・経済の発展と関連させなが
ら担い手である民衆の動きを
積極的に学習しようとしてい
る。

・経済のしくみの変遷を学習
し、各時代ごとの特色をまと
めることができる。
・経済の発展と関連させなが
ら担い手である民衆の動きを
学び、各時代ごとの経済の特
色をまとめることができる。

・経済の発展と関連させなが
ら担い手である民衆の動きと
関連させ、各時代ごとに経済
の特色をまとめる。

・経済の発展と関連させなが
ら担い手である民衆の動きを
学び、各時代ごとの経済の特
色を理解することができる。

・経済のしくみの変遷を学習し、各時代ごとの特色をまとめ
る。
・経済の発展と関連させながら担い手である民衆の動きを学
び、各時代ごとに特色をまとめる。意見交換も行う。

･経済のしくみの変遷について、
他者と意見交換して自らの意見を
発展させる。

「演習世界史Ａ」　指　導　と　評　価　の　年　間　計　画

福井県立高志高等学校 普通科　３年

単
元
番
号

単元名
実
施
月

単
元
の
時
数

評　価　規　準

学習内容 言語活動



科目名 学科名 対象学年 単位数

演習日本史Ａ 普通科理系 ３年（後期） 2

科目の目標

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

各分野の歴史的事象を時代ごとに
学んで把握するだけでなく、一分
野の歴史的事象を時代を通して把
握し、総合的に歴史を考察しよう
としている。

過去から現在までの事象の流れを
大局的に学ぶことによって、各時
代の人々の考え方の相違や社会の
特色の変化の要因や背景を理解
し、考察することができる。

各分野の歴史的事象の関連を意識
し、各時代の特色について自分で
まとめ、説明することができる。

一分野の歴史的事象を時代を通し
て把握し、過去から現在までの事
象の流れと各時代の特色について
理解することができる。

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

・行動観察
・提出状況

・ワークシート
・レポート
・プレゼンテーション

・資料収集状況
・資料活用状況
・資料分析状況

・定期考査
・小テスト
・模擬試験

「日本史Ｂ」で学習した日本史の基本的事項の理解をもとに、政治・外交・経済・文化のテーマを通して歴
史的思考力を養う。

評価の観点および評価規準

評価の方法

令和３年度 　地歴・公民科　指導と評価の年間計画

学校名　　福井県立高志高等学校　

教科書（出版社・タイトル） 補助教材等

なし 独自教材（自作プリント）



関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

(評価の方法) (評価の方法) (評価の方法) (評価の方法)

・行動観察
・提出状況

・ワークシート
・レポート
・プレゼンテーション

・資料収集状況
・資料活用状況
・資料分析状況

・定期考査
・小テスト
・模擬試験

1
近現代の外交史

10 8

・外交に関する歴史的事象
の知識、目的や影響を積極
的に学習しようとしている。
・各時代の外交の目的や影
響の違いをまとめ、意見交
換を行おうとしている。

・各時代の外交の目的や影
響の違いをまとめ、説明す
ることができる。

・各時代の外交や目的の違
いについてまとめることがで
きる。
・文化に関連する事項を取
り上げ、外交が文化形成に
与えた役割をまとめること
ができる。

・外交に関する歴史的事象
を理解することができる。
・各時代の外交の目的や影
響について理解することが
できる。

・外交に関する歴史的事象の知識をはじめ、目的や影響
を学ぶ。
・各時代の外交の目的や影響の違いをまとめ、意見交換
を行う。
・文化に関連する事項を取り上げ、外交が文化形成に与
えた役割をまとめる。

･各国との外交について、風土・
政権の特徴・日本への影響な
どを互いの意見を交換し合うこ
とによって自らの意見を発展さ
せる。

2 近現代の文化史 10 10

・各時代の芸術作品・文芸
品・建造物などを通して、そ
れぞれの時代の特色を積
極的に学習しようとしてい
る。
・各時代の特色を理解した
上で、政治・外交面と関連
づけて文化形成の背景をま
とめようとしている。

・各時代の芸術作品・文芸
品・建造物などを通して、そ
れぞれの時代の特色を説
明することができる。
・各時代の特色を理解した
上で、政治・外交面と関連
づけて文化形成の背景を
説明することができる。

・各時代の芸術作品・文芸
品・建造物などを通して、そ
れぞれの時代の特色をまと
めることができる。
・各時代の特色を理解した
上で、政治・外交面と関連
づけて文化形成の背景をま
とめることができる。

・各時代の芸術作品・文芸
品・建造物などを通して、そ
れぞれの時代の特色を理
解することができる。
・各時代の特色を理解した
上で、政治・外交面と関連
づけて文化形成の背景を
理解することができる。

・各時代の芸術作品・文芸品・建造物などを通して、それ
ぞれの時代の特色を学ぶ。
・各時代の特色を理解した上で、政治・外交面と関連づ
けて文化形成の背景をまとめる。

・各時代の芸術作品・文芸品・
建造物などについて､互いの意
見を交換し合うことによって自
らの意見を発展させる。

3 近現代の政治史
11
12

30

・統治の方法としくみの変遷
を積極的に学習しようとして
いる。
・近現代の政治の特色を積
極的に学ぼうとしている。
・政治の特色や変化した背
景を外交・文化の側面も考
慮しながらからまとめ、意見
交換を行おうとしている。

・統治の方法としくみの変遷
を説明することができる。
・近現代の政治の特色を説
明することができる。
・政治の特色や変化した背
景を外交・文化の側面も考
慮しながらからまとめ、意見
交換を行うことができる。

・統治の方法としくみの変遷
をまとめることができる。
・近現代の政治の特色をま
とめることができる。
・政治の特色や変化した背
景を外交・文化の側面も考
慮しながらからまとめ、意見
交換を行うことができる。

・統治の方法としくみの変遷
を理解することができる。
・近現代の政治の特色を理
解することができる。
・政治の特色や変化した背
景を理解することができる。

・統治の方法としくみの変遷を学習する。
・近現代の政治の特色を学ぶ。
・政治の特色や変化した背景を外交・文化の側面も考慮
しながらからまとめ、意見交換を行う。

･各時代の政治の特徴につい
て、隣接する時代の政治との
関連性を正確に理解し、他者
に的確に伝達する。

4 近現代の社会経済史 12 14

・経済のしくみの変遷を積
極的に学習しようとしてい
る。
・経済の発展と関連させな
がら担い手である民衆の動
きを積極的に学習しようとし
ている。

・経済のしくみの変遷を学
習し、各時代ごとの特色を
まとめることができる。
・経済の発展と関連させな
がら担い手である民衆の動
きを学び、各時代ごとの経
済の特色をまとめることが
できる。

・経済の発展と関連させな
がら担い手である民衆の動
きと関連させ、各時代ごとに
経済の特色をまとめる。

・経済の発展と関連させな
がら担い手である民衆の動
きを学び、各時代ごとの経
済の特色を理解することが
できる。

・経済のしくみの変遷を学習し、各時代ごとの特色をまと
める。
・経済の発展と関連させながら担い手である民衆の動き
を学び、各時代ごとに特色をまとめる。意見交換も行う。

･経済のしくみの変遷につい
て、他者と意見交換して自らの
意見を発展させる。

「演習日本史Ａ」　指　導　と　評　価　の　年　間　計　画

福井県立高志高等学校 普通科　３年

単
元
番
号

単元名
実
施
月

単
元
の
時
数

評　価　規　準

学習内容 言語活動



科目名 学科名 対象学年 単位数

演習日本史Ｂ 普通科理系 ３年（後期） 2

科目の目標

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

各分野の歴史的事象を時代ごとに
学んで把握するだけでなく、一分
野の歴史的事象を時代を通して把
握し、総合的に歴史を考察しよう
としている。

過去から現在までの事象の流れを
大局的に学ぶことによって、各時
代の人々の考え方の相違や社会の
特色の変化の要因や背景を理解
し、考察することができる。

各分野の歴史的事象の関連を意識
し、各時代の特色について自分で
まとめ、説明することができる。

一分野の歴史的事象を時代を通し
て把握し、過去から現在までの事
象の流れと各時代の特色について
理解することができる。

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

・行動観察
・提出状況

・ワークシート
・レポート
・プレゼンテーション

・資料収集状況
・資料活用状況
・資料分析状況

・定期考査
・小テスト
・模擬試験

「日本史Ｂ」で学習した日本史の基本的事項の理解をもとに、政治・外交・経済・文化のテーマを通して歴
史的思考力を養う。

評価の観点および評価規準

評価の方法

令和３年度 　地歴・公民科　指導と評価の年間計画

学校名　　福井県立高志高等学校　

教科書（出版社・タイトル） 補助教材等

なし 自主教材（テーマ別自作プリント）



関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

(評価の方法) (評価の方法) (評価の方法) (評価の方法)

・行動観察
・提出状況

・ワークシート
・レポート
・プレゼンテーション

・資料収集状況
・資料活用状況
・資料分析状況

・定期考査
・小テスト
・模擬試験

1
原始・古代～近現代の外交史

10 8

・外交に関する歴史的事象
の知識、目的や影響を積極
的に学習しようとしている。
・各時代の外交の目的や影
響の違いをまとめ、意見交換
を行おうとしている。

・各時代の外交の目的や影
響の違いをまとめ、説明す
ることができる。

・各時代の外交や目的の違
いについてまとめることがで
きる。
・文化に関連する事項を取
り上げ、外交が文化形成に
与えた役割をまとめること
ができる。

・外交に関する歴史的事象
を理解することができる。
・各時代の外交の目的や影
響について理解することが
できる。

・外交に関する歴史的事象の知識をはじめ、目的や影響
を学ぶ。
・各時代の外交の目的や影響の違いをまとめ、意見交換
を行う。
・文化に関連する事項を取り上げ、外交が文化形成に与
えた役割をまとめる。

･各国との外交について、風土・
政権の特徴・日本への影響な
どを互いの意見を交換し合うこ
とによって自らの意見を発展さ
せる。

2 原始・古代～近現代の文化史 10 10

・各時代の芸術作品・文芸
品・建造物などを通して、そ
れぞれの時代の特色を積極
的に学習しようとしている。
・各時代の特色を理解した上
で、政治・外交面と関連づけ
て文化形成の背景をまとめ
ようとしている。

・各時代の芸術作品・文芸
品・建造物などを通して、そ
れぞれの時代の特色を説
明することができる。
・各時代の特色を理解した
上で、政治・外交面と関連
づけて文化形成の背景を
説明することができる。

・各時代の芸術作品・文芸
品・建造物などを通して、そ
れぞれの時代の特色をまと
めることができる。
・各時代の特色を理解した
上で、政治・外交面と関連
づけて文化形成の背景をま
とめることができる。

・各時代の芸術作品・文芸
品・建造物などを通して、そ
れぞれの時代の特色を理
解することができる。
・各時代の特色を理解した
上で、政治・外交面と関連
づけて文化形成の背景を
理解することができる。

・各時代の芸術作品・文芸品・建造物などを通して、それ
ぞれの時代の特色を学ぶ。
・各時代の特色を理解した上で、政治・外交面と関連づ
けて文化形成の背景をまとめる。

・各時代の芸術作品・文芸品・
建造物などについて､互いの意
見を交換し合うことによって自
らの意見を発展させる。

3 原始・古代～近現代の政治史
11
12

30

・統治の方法としくみの変遷
を積極的に学習しようとして
いる。
・原始・古代、中世・近世、近
現代と3区分し、それぞれの
政治の特色を積極的に学ぼ
うとしている。
・政治の特色や変化した背
景を外交・文化の側面も考
慮しながらからまとめ、意見
交換を行おうとしている。

・統治の方法としくみの変遷
を説明することができる。
・原始・古代、中世・近世、
近現代と3区分し、それぞれ
の政治の特色を説明するこ
とができる。
・政治の特色や変化した背
景を外交・文化の側面も考
慮しながらからまとめ、意見
交換を行うことができる。

・統治の方法としくみの変遷
をまとめることができる。
・原始・古代、中世・近世、
近現代と3区分し、それぞれ
の政治の特色をまとめるこ
とができる。
・政治の特色や変化した背
景を外交・文化の側面も考
慮しながらからまとめ、意見
交換を行うことができる。

・統治の方法としくみの変遷
を理解することができる。
・原始・古代、中世・近世、
近現代と3区分し、それぞれ
の政治の特色を理解するこ
とができる。
・政治の特色や変化した背
景を理解することができる。

・統治の方法としくみの変遷を学習する。
・原始・古代、中世・近世、近現代と3区分し、それぞれの
政治の特色を学ぶ。
・政治の特色や変化した背景を外交・文化の側面も考慮
しながらからまとめ、意見交換を行う。

･各時代の政治の特徴につい
て、隣接する時代の政治との
関連性を正確に理解し、他者
に的確に伝達する。

4
原始・古代～近現代の社会経済

史
12 14

・土地制度史や教育制度、
経済のしくみの変遷を積極
的に学習しようとしている。
・経済の発展と関連させなが
ら担い手である民衆の動き
を積極的に学習しようとして
いる。

・土地制度史の変遷を政治
史と関連させながら説明す
ることができる。
・教育制度の変遷を説明す
ることができる。
・経済のしくみの変遷を学
習し、各時代ごとの特色を
まとめることができる。
・経済の発展と関連させな
がら担い手である民衆の動
きを学び、各時代ごとの経
済の特色をまとめることが
できる。

・土地制度史の変遷や教育
制度、経済のしくみの変遷
をまとめることができる。
・経済の発展と関連させな
がら担い手である民衆の動
きと関連させ、各時代ごとに
経済の特色をまとめる。

・土地制度史の変遷や教育
制度の変遷、経済のしくみ
の変遷を理解することがで
きる。
・経済の発展と関連させな
がら担い手である民衆の動
きを学び、各時代ごとの経
済の特色を理解することが
できる。

・土地制度史の変遷を政治史と関連させながら学習す
る。
・教育制度の変遷を学習する。
・経済のしくみの変遷を学習し、各時代ごとの特色をまと
める。
・経済の発展と関連させながら担い手である民衆の動き
を学び、各時代ごとに特色をまとめる。意見交換も行う。

･土地制度と政治史との関性に
ついて、他者と意見交換して自
らの意見を発展させる。

「演習日本史Ｂ」　指　導　と　評　価　の　年　間　計　画

福井県立高志高等学校 普通科　３年

単
元
番
号

単元名
実
施
月

単
元
の
時
数

評　価　規　準

学習内容 言語活動



科目名 学科名 対象学年 単位数

演習地理Ａ 普通科理系 ３年（後期） 2

科目の目標

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

・現代世界の地理的事象につい
て、関心を高めることができた
か。
・意欲的に学習課題を追及してい
たか。
・よりよい国際社会の実現に主体
的に行動する態度を身につけられ
たか。

・現代世界のさまざまな事象を地
理的事象としてとらえることがで
きたか。また、課題を見出すこと
ができたか。
・系統地理的、地誌的な考察の方
法を身につけることができたか。

・地理的事象を追及するのに必要
な地図や統計、画像などの収集、
活用、表現法といった技能を身に
つけることができたか。
・学習の中で追及し考察した過程
や結果について、さまざまな方法
で適切に表現する方法を身につけ
ることができたか。

・現代世界の地理的事象について
の基本的な追及の方法を理解し、
その知識を身につけることができ
たか。

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

・行動観察
・提出状況

・ワークシート
・レポート
・プレゼンテーション

・資料収集状況
・資料活用状況
・資料分析状況

・定期考査
・小テスト
・模擬試験

１．現代世界の地理的事象を系統地理的、地誌的に考察し、現代世界の地理的認識を養う。
２．地理的な見方や考え方を培い、国際社会を主体的に生きる日本人としての自覚と資質を養う。

評価の観点および評価規準

評価の方法

令和３年度 　地歴・公民科　指導と評価の年間計画

学校名　　福井県立高志高等学校　

教科書（出版社・タイトル） 補助教材等

なし 独自教材（自作プリント）



関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

(評価の方法) (評価の方法) (評価の方法) (評価の方法)

・行動観察
・提出状況

・ワークシート
・レポート
・プレゼンテーション

・資料収集状況
・資料活用状況
・資料分析状況

・定期考査
・小テスト
・模擬試験

1
第Ⅱ部　現代世界の系統地理的
考察
１章　自然環境
１節　世界の地形

10 3

・世界の特色ある地形と人
間生活の関わりを、関心を
持って学習しようとしてい
る。

・世界の特色ある地形と人
間生活の関わりを、具体事
例を通して多角的に考察し
ている。

・世界の特色ある地形と人
間生活の関わりについて、
教科書に掲載されている模
式図や写真を適切に活用し
ている。

・世界の特色ある地形と人
間生活の関わりについて、
基本的な知識を身につけて
いる。

世界の地形
・世界の特色ある地形と人間生活の関わりを、具体事例
を通して多角的に理解する。

・世界の特色ある地形と人間生
活の関わりを、具体事例を通し
て、互いの意見を伝え合うこと
によって自らの考えを発展させ
る。

2
第Ⅰ部　さまざまな地図と地理
的技能
１章　地理情報と地図
２章　地図の活用と地域調査

10 3

・地図は使用目的に応じて
さまざまな形態があること
について、関心を持って学
習しようとしている。
・地域調査を通して地域の
複雑な現象や問題を、関心
を持って学習しようとして
いる。

・地図は使用目的に応じて
さまざまな形態があること
について、多角的に考察し
ている。
・地域調査を通して地域の
複雑な現象や問題を、多角
的に考察している。

・地形図や統計地図を適切
に活用している。
・地域調査において、実際
の地域調査を通して資料を
適切に活用している。

・地図は使用目的に応じて
さまざまな形態があること
について、基本的な知識を
身につけている。
・地域調査を通して地域の
複雑な現象や問題につい
て、基本的な知識を身につ
けている。

地理情報と地図
・地図は使用目的に応じてさまざまな形態があることに
ついて、多角的に理解する。
地図の活用と地域調査
・地域調査を通して地域の複雑な現象や問題を、多角的
に理解する。

・地域調査を通して地域の複雑
な現象や問題を、具体事例を通
して、互いの意見を伝え合うこ
とによって自らの考えを発展さ
せる。

3
第Ⅱ部　現代世界の系統地理的
考察
１章　自然環境
２節　世界の気候

10 4

・気候を構成している気候
要素について、関心を持っ
て学習しようとしている。
・世界の気候区や土壌帯、
植生の特色と人間生活の関
わりについて、関心を持っ
て学習しようとしている。

・気候を構成している気候
要素について、多角的に考
察している。
・世界の気候区や土壌帯、
植生の特色と人間生活の関
わりについて、多角的に考
察している。

・気候を構成している気候
要素について、教科書に掲
載されている模式図や写
真、地図を適切に活用して
いる。
・世界の気候区や土壌帯、
植生の特色と人間生活の関
わりについて、教科書に掲
載されている模式図や写
真、地図を適切に活用して
いる。

・気候を構成している気候
要素について、基本的な知
識を身につけている。
・世界の気候区や土壌帯、
植生の特色と人間生活の関
わりについて、基本的な知
識を身につけている。

世界の気候
・気候を構成している気候要素について、具体事例を通
して多角的に理解する。

・世界の気候区や土壌帯、植生の特色と人間生活の関わ
りについて、具体事例を通して多角的に理解する。

・世界の気候区や土壌帯、植生
の特色と人間生活の関わりにつ
いて、互いの意見を伝え合うこ
とによって自らの考えを発展さ
せる。

4

第Ⅱ部　現代世界の系統地理的
考察
１章　自然環境
３節　日本の自然の特徴と人々
の生活

10 4

・日本列島の地体構造や地
形、気候の特色について、
関心を持って学習しようと
している。

・日本列島の地体構造や地
形、気候の特色について、
多角的に考察している。

・日本列島の地体構造や地
形、気候の特色について、
教科書に掲載されている模
式図や写真、地図を適切に
活用している。

・日本列島の地体構造や地
形、気候の特色について、
基本的な知識を身につけて
いる。

日本の自然の特徴と人々の生活
・日本列島の地体構造や地形、気候の特色について、具
体事例を通して多角的に理解する。

・日本列島の地体構造や地形、
気候の特色について、互いの意
見を伝え合うことによって自ら
の考えを発展させる。

5
第Ⅱ部　現代世界の系統地理的
考察
１章　自然環境
４節　環境問題

10 4

・熱帯林の破壊や砂漠化、
酸性雨などさまざまな環境
問題の現状について、関心
を持って学習しようとして
いる。

・熱帯林の破壊や砂漠化、
酸性雨などさまざまな環境
問題の現状について、具体
例を通して問題解決の取り
組みを、多角的に考察して
いる。

・熱帯林の破壊や砂漠化、
酸性雨などさまざまな環境
問題の現状について、教科
書に掲載されている統計や
写真、地図を適切に活用し
ている。

・熱帯林の破壊や砂漠化、
酸性雨などさまざまな環境
問題の現状について、基本
的な知識を身につけてい
る。

環境問題
・熱帯林の破壊や砂漠化、酸性雨などさまざまな環境問
題の現状について、具体事例を通して多角的に理解す
る。

・熱帯林の破壊や砂漠化、酸性
雨などさまざまな環境問題の現
状について、互いの意見を伝え
合うことによって自らの考えを
発展させる。

「演習地理Ａ」　指　導　と　評　価　の　年　間　計　画

福井県立高志高等学校 普通科 ３年

単
元
番
号

単元名
実
施
月

単
元
の
時
数

評　価　規　準

学習内容 言語活動



6

第Ⅱ部　現代世界の系統地理的
考察
２章　資源と産業
１節　産業の発達と変化
２節　世界の農林水産業

11 4

・世界の農業に影響を与え
る要因について、関心を
持って学習しようとしてい
る。
・世界の農林水産業につい
て、社会と自然の関わりに
ついて、関心を持って学習
しようとしている。

・世界の農業に影響を与え
る要因について、多角的に
考察している。
・世界の農林水産業につい
て、社会と自然の関わりに
ついて、多角的に考察して
いる。

・世界の農業に影響を与え
る要因について、教科書に
掲載されている統計や写
真、地図を適切に活用して
いる。
・世界の農林水産業につい
て、教科書に掲載されてい
る統計や写真、地図を適切
に活用している。

・世界の農業に影響を与え
る要因について、基本的な
知識を身につけている。
・世界の農林水産業につい
て、基本的な知識を身につ
けている。

産業の発達と変化
世界の農林水産業
・世界の農業に影響を与える要因について、具体事例を
通して多角的に理解する。
・世界の農林水産業について、社会と自然の関わりにつ
いて、具体事例を通して多角的に理解する。

・世界の農業に影響を与える要
因について、互いの意見を伝え
合うことによって自らの考えを
発展させる。
・世界の農林水産業について、
互いの意見を伝え合うことに
よって自らの考えを発展させ
る。

7

第Ⅱ部　現代世界の系統地理的
考察
２章　資源と産業
３節　食料問題

11 4

・世界の食料問題の現状に
ついて、関心を持って学習
しようとしている。

・世界の食料問題の現状と
その原因について、多角的
に考察している。

・世界の食料問題の現状に
ついて、教科書に掲載され
ている統計や写真、地図を
適切に活用している。

・世界の食料問題の現状と
その原因について、基本的
な知識を身につけている。

食料問題
・世界の食料問題の現状について、具体事例を通して多
角的に理解する。

・世界の食料問題の現状とその
原因について、互いの意見を伝
え合うことによって自らの考え
を発展させる。

8

第Ⅱ部　現代世界の系統地理的
考察
２章　資源と産業
４節　世界のエネルギー・鉱産
資源
５節　資源・エネルギー問題

11 4

・世界のエネルギー・鉱産
資源の分布や生産と消費に
ついて、その特色と基礎的
知識を、関心を持って学習
しようとしている。
・資源・エネルギー問題に
ついて、問題解決の取り組
みを、関心を持って学習し
ようとしている。

・世界のエネルギー・鉱産
資源の分布や生産と消費に
ついて、その特色と基礎的
知識を、多角的に考察して
いる。
・資源・エネルギー問題に
ついて、問題解決の取り組
みを、多角的に考察してい
る。

・世界のエネルギー・鉱産
資源の分布や生産と消費に
ついて、その特色と基礎的
知識を、教科書に掲載され
ている統計や写真、地図を
適切に活用している。
・資源・エネルギー問題に
ついて、教科書に掲載され
ている統計や写真、地図を
適切に活用している。

・世界のエネルギー・鉱産
資源の分布や生産と消費に
ついて、基本的な知識を身
につけている。
・資源・エネルギー問題に
ついて、問題解決の取り組
みについて、基本的な知識
を身につけている。

世界のエネルギー・鉱産資源
・世界のエネルギー・鉱産資源の分布や生産と消費につ
いて、その特色と基礎的知識を、具体事例を通して多角
的に理解する。
資源・エネルギー問題
・資源・エネルギー問題について、問題解決の取り組み
を、具体事例を通して多角的に理解する。

・世界のエネルギー・鉱産資源
の分布や生産と消費について、
その特色と基礎的知識を、互い
の意見を伝え合うことによって
自らの考えを発展させる。
・資源・エネルギー問題につい
て、問題解決の取り組みを、互
いの意見を伝え合うことによっ
て自らの考えを発展させる。

9
第Ⅱ部　現代世界の系統地理的
考察
２章　資源と産業
６節　世界の工業

11 4

・さまざまな工業の特色と
立地条件について、関心を
持って学習しようとしてい
る。
・工業地域の特色や変化に
ついて、ヨーロッパやアジ
アNIESなど具体的な事例を
とおして、関心を持って学
習しようとしている。

・さまざまな工業の特色と
立地条件について、多角的
に考察している。
・工業地域の特色や変化に
ついて、ヨーロッパやアジ
アNIESなど具体的な事例を
とおして、多角的に考察し
ている。

・さまざまな工業の特色と
立地条件について、教科書
に掲載されている統計や写
真、地図を適切に活用して
いる。
・工業地域の特色や変化に
ついて、ヨーロッパやアジ
アNIESなど具体的な事例を
とおして、教科書に掲載さ
れている統計や写真、地図
を適切に活用している。

・さまざまな工業の特色と
立地条件について、基本的
な知識を身につけている。
・工業地域の特色や変化に
ついて、ヨーロッパやアジ
アNIESなど具体的な事例を
とおして、基本的な知識を
身につけている。

資源と産業
・さまざまな工業の特色と立地条件について、具体事例
を通して多角的に理解する。
世界の工業
・工業地域の特色や変化について、ヨーロッパやアジア
NIESなど、具体事例を通して多角的に理解する。

・さまざまな工業の特色と立地
条件について、互いの意見を伝
え合うことによって自らの考え
を発展させる。
・工業地域の特色や変化につい
て、ヨーロッパやアジアNIESな
ど具体的な事例をとおして、互
いの意見を伝え合うことによっ
て自らの考えを発展させる。

10
第Ⅱ部　現代世界の系統地理的
考察
２章　資源と産業
７節　第３次産業

11 4

・行動圏の急速な拡大と消
費・余暇活動の増大が、諸
地域にさまざまな形で影響
を与えているということ
を、関心を持って学習しよ
うとしている。

・行動圏の急速な拡大と消
費・余暇活動の増大が、諸
地域にさまざまな形で影響
を与えているということ
を、多角的に考察してい
る。

・行動圏の急速な拡大と消
費・余暇活動の増大が、諸
地域にさまざまな形で影響
を与えているということ
を、教科書に掲載されてい
る統計や写真、地図を適切
に活用している。

・行動圏の急速な拡大と消
費・余暇活動の増大が、諸
地域にさまざまな形で影響
を与えているということ
を、基本的な知識を身につ
けている。

第３次産業
・行動圏の急速な拡大と消費・余暇活動の増大が、諸地
域にさまざまな形で影響を与えているということを、具
体事例を通して多角的に理解する。

・行動圏の急速な拡大と消費・
余暇活動の増大が、諸地域にさ
まざまな形で影響を与えている
ということを、互いの意見を伝
え合うことによって自らの考え
を発展させる。

11
第Ⅱ部　現代世界の系統地理的
考察
２章　資源と産業
８節　世界を結ぶ交通・通信

12 4

・世界の交通網の地域差と
その発達について、関心を
持って学習しようとしてい
る。
・情報化社会における現状
と課題について、関心を
持って学習しようとしてい
る。

・世界の交通網の地域差と
その発達について、多角的
に考察している。
・情報化社会における現状
と課題について、多角的に
考察している。

・世界の交通網の地域差と
その発達について、教科書
に掲載されている統計や写
真、地図を適切に活用して
いる。
・情報化社会における現状
と課題について、教科書に
掲載されている統計や写
真、地図を適切に活用して
いる。

・世界の交通網の地域差と
その発達について、基本的
な知識を身につけている。
・情報化社会における現状
と課題について、基本的な
知識を身につけている。

世界を結ぶ交通・通信
・世界の交通網の地域差とその発達について、具体事例
を通して多角的に理解する。
・情報化社会における現状と課題について、具体事例を
通して多角的に理解する。

・世界の交通網の地域差とその
発達について、互いの意見を伝
え合うことによって自らの考え
を発展させる。
・情報化社会における現状と課
題について、互いの意見を伝え
合うことによって自らの考えを
発展させる。

12
第Ⅱ部　現代世界の系統地理的
考察
２章　資源と産業
９節　現代世界の貿易と経済圏

12 4

・貿易における国際分業や
貿易の種類について、関心
を持って学習しようとして
いる。
・日本の貿易の特徴と課題
について、世界とのかかわ
りから、関心を持って学習
しようとしている。

・貿易における国際分業や
貿易の種類について、多角
的に考察している。
・日本の貿易の特徴と課題
について、世界とのかかわ
りから、多角的に考察して
いる。

・貿易における国際分業や
貿易の種類について、教科
書に掲載されている統計や
写真、地図を適切に活用し
ている。
・日本の貿易の特徴と課題
について、世界とのかかわ
りから、教科書に掲載され
ている統計や写真、地図を
適切に活用している。

・貿易における国際分業や
貿易の種類について、基本
的な知識を身につけてい
る。
・日本の貿易の特徴と課題
について、世界とのかかわ
りから、基本的な知識を身
につけている。

現代世界の貿易と経済圏
・貿易における国際分業や貿易の種類について、具体事
例を通して多角的に理解する。
・日本の貿易の特徴と課題について、世界とのかかわり
から、具体事例を通して多角的に理解する。

・貿易における国際分業や貿易
の種類について、互いの意見を
伝え合うことによって自らの考
えを発展させる。
・日本の貿易の特徴と課題につ
いて、世界とのかかわりから、
互いの意見を伝え合うことに
よって自らの考えを発展させ
る。



13

第Ⅱ部　現代世界の系統地理的
考察
３章　人口・村落・都市
１節　世界の人口
２節　人口問題

12 4

・世界の人口分布のかたよ
りを、自然環境や産業活動
の面から、関心を持って学
習しようとしている。
・発展途上国の人口問題に
ついて、関心を持って学習
しようとしている。
・先進国の人口問題につい
て、関心を持って学習しよ
うとしている。

・世界の人口分布のかたよ
りを、自然環境や産業活動
の面から、多角的に考察し
ている。
・発展途上国の人口問題に
ついて、多角的に考察して
いる。
・先進国の人口問題につい
て、多角的に考察してい
る。

・世界の人口分布のかたよ
りを、自然環境や産業活動
の面から、統計や写真、地
図を適切に活用している。
・発展途上国の人口問題に
ついて、統計や写真、地図
を適切に活用している。
・先進国の人口問題につい
て、統計や写真、地図を適
切に活用している。

・世界の人口分布のかたよ
りを、自然環境や産業活動
の面から、基本的な知識を
身につけている。
・発展途上国の人口問題に
ついて、基本的な知識を身
につけている。
・先進国の人口問題につい
て、基本的な知識を身につ
けている。

世界の人口
・世界の人口分布のかたよりを、自然環境や産業活動の
面から、具体事例を通して多角的に理解する。
人口問題
・発展途上国の人口問題について、具体事例を通して多
角的に理解する。
・先進国の人口問題について、具体事例を通して多角的
に理解する。

・世界の人口分布のかたより
を、自然環境や産業活動の面か
ら、互いの意見を伝え合うこと
によって自らの考えを発展させ
る。
・発展途上国の人口問題につい
て、互いの意見を伝え合うこと
によって自らの考えを発展させ
る。
・先進国の人口問題について、
互いの意見を伝え合うことに
よって自らの考えを発展させ
る。

14

第Ⅱ部　現代世界の系統地理的
考察
３章　人口・村落・都市
３節　村落と都市
４節　都市・居住問題

12 4

・村落と都市の形態による
分類と特色、発達につい
て、関心を持って学習しよ
うとしている。
・都市への過度の人口集中
によって生じるさまざまな
都市問題について、関心を
持って学習しようとしてい
る。

・村落と都市の形態による
分類と特色、発達につい
て、多角的に考察してい
る。
・都市への過度の人口集中
によって生じるさまざまな
都市問題について、多角的
に考察している。

・村落と都市の形態による
分類と特色、発達につい
て、統計や写真、地図を適
切に活用している。
・都市への過度の人口集中
によって生じるさまざまな
都市問題について、統計や
写真、地図を適切に活用し
ている。

・村落と都市の形態による
分類と特色、発達につい
て、基本的な知識を身につ
けている。
・都市への過度の人口集中
によって生じるさまざまな
都市問題について、基本的
な知識を身につけている。

村落と都市
・村落と都市の形態による分類と特色、発達について、
具体事例を通して多角的に理解する。
都市・居住問題
・都市への過度の人口集中によって生じるさまざまな都
市問題について、具体事例を通して多角的に理解する。

・村落と都市の形態による分類
と特色、発達について、互いの
意見を伝え合うことによって自
らの考えを発展させる。
・都市への過度の人口集中に
よって生じるさまざまな都市問
題について、互いの意見を伝え
合うことによって自らの考えを
発展させる。

15
第Ⅱ部　現代世界の系統地理的
考察
４章　生活文化、民族・宗教
１節　生活文化

12 4

・気候や植生の違いが衣食
住の違いを生み、文化の差
異を作り出していることに
ついて、関心を持って学習
しようとしている。

・気候や植生の違いが衣食
住の違いを生み、文化の差
異を作り出していることに
ついて、多角的に考察して
いる。

・気候や植生の違いが衣食
住の違いを生み、文化の差
異を作り出していることに
ついて、、統計や写真、地
図を適切に活用している。

・気候や植生の違いが衣食
住の違いを生み、文化の差
異を作り出していることに
ついて、基本的な知識を身
につけている。

生活文化
・気候や植生の違いが衣食住の違いを生み、文化の差異
を作り出していることについて、具体事例を通して多角
的に理解する。

・気候や植生の違いが衣食住の
違いを生み、文化の差異を作り
出していることについて、互い
の意見を伝え合うことによって
自らの考えを発展させる。

16
第Ⅱ部　現代世界の系統地理的
考察
４章　生活文化、民族・宗教
２節　民族と宗教

12 4

・人種・民族の分類などに
ついて、関心を持って学習
しようとしている。
・諸民族の生活の特色につ
いて、関心を持って学習し
ようとしている。

・人種・民族の分類などに
ついて、多角的に考察して
いる。
・諸民族の生活の特色につ
いて、多角的に考察してい
る。

・人種・民族の分類などに
ついて、統計や写真、地図
を適切に活用している。
・諸民族の生活の特色につ
いて、統計や写真、地図を
適切に活用している。

・人種・民族の分類などに
ついて、基本的な知識を身
につけている。
・諸民族の生活の特色につ
いて、基本的な知識を身に
つけている。

民族と宗教
・人種・民族の分類などについて、具体事例を通して多
角的に理解する。
・諸民族の生活の特色について、具体事例を通して多角
的に理解する。

・人種・民族の分類などについ
て、互いの意見を伝え合うこと
によって自らの考えを発展させ
る。
・諸民族の生活の特色につい
て、互いの意見を伝え合うこと
によって自らの考えを発展させ
る。

17

第Ⅱ部　現代世界の系統地理的
考察
４章　生活文化、民族・宗教
３節　現代世界の国家
４節　民族・領土問題

1 4

・国家の三要素や、国家の
様々な形態について、関心
を持って学習しようとして
いる。
・民族・領土問題につい
て、関心を持って学習しよ
うとしている。

・国家の三要素や、国家の
様々な形態について、多角
的に考察している。

・民族・領土問題につい
て、多角的に考察してい
る。

・国家の三要素や、国家の
様々な形態について、統計
や写真、地図を適切に活用
している。

・民族・領土問題につい
て、統計や写真、地図を適
切に活用している。

・国家の三要素や、国家の
様々な形態について、基本
的な知識を身につけてい
る。
・民族・領土問題につい
て、基本的な知識を身につ
けている。

現代世界の国家
・国家の三要素や、国家の様々な形態について、具体事
例を通して多角的に理解する。
民族・領土問題
・民族・領土問題について、具体事例を通して多角的に
理解する。

・国家の三要素や、国家の様々
な形態について、互いの意見を
伝え合うことによって自らの考
えを発展させる。
・民族・領土問題について、互
いの意見を伝え合うことによっ
て自らの考えを発展させる。

18
第Ⅲ部　現代世界の地誌的考察
１章　現代世界の地域区分
２章　現代世界の諸地域

1 4

・気候や文化、所得などさ
まざまな観点による地域区
分の目的や意義について、
関心を持って学習しようと
している。
・各地域の概況や抱えてい
る課題について、関心を
持って学習しようとしてい
る。

・気候や文化、所得などさ
まざまな観点による地域区
分の目的や意義について、
多角的に考察している。
・各地域の概況や抱えてい
る課題について、多角的に
考察している。

・気候や文化、所得などさ
まざまな観点による地域区
分の目的や意義について、
統計や写真、地図を適切に
活用している。
・各地域の概況や抱えてい
る課題について、統計や写
真、地図を適切に活用して
いる。

・気候や文化、所得などさ
まざまな観点による地域区
分の目的や意義について、
基本的な知識を身につけて
いる。
・各地域の概況や抱えてい
る課題について、基本的な
知識を身につけている。

現代世界の地域区分
・気候や文化、所得などさまざまな観点による地域区分
の目的や意義について、具体事例を通して多角的に理解
する。
現代世界の諸地域
・各地域の概況や抱えている課題について、具体事例を
通して多角的に理解する。

・気候や文化、所得などさまざ
まな観点による地域区分の目的
や意義について、互いの意見を
伝え合うことによって自らの考
えを発展させる。
・各地域の概況や抱えている課
題について、互いの意見を伝え
合うことによって自らの考えを
発展させる。



科目名 学科名 対象学年 単位数

演習地理Ｂ 普通科理系 ３年（後期） 2

科目名 学科名 対象学年 単位数

科目の目標

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

・現代世界の地理的事象につい
て、関心を高めることができた
か。
・意欲的に学習課題を追及してい
たか。
・よりよい国際社会の実現に主体
的に行動する態度を身につけられ
たか。

・現代世界のさまざまな事象を地
理的事象としてとらえることがで
きたか。また、課題を見出すこと
ができたか。
・系統地理的、地誌的な考察の方
法を身につけることができたか。

・地理的事象を追及するのに必要
な地図や統計、画像などの収集、
活用、表現法といった技能を身に
つけることができたか。
・学習の中で追及し考察した過程
や結果について、さまざまな方法
で適切に表現する方法を身につけ
ることができたか。

・現代世界の地理的事象について
の基本的な追及の方法を理解し、
その知識を身につけることができ
たか。

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

・行動観察
・提出状況

・ワークシート
・レポート
・プレゼンテーション

・資料収集状況
・資料活用状況
・資料分析状況

・定期考査
・小テスト
・模擬試験

評価の方法

令和３年度 　地歴・公民科　指導と評価の年間計画

学校名　　福井県立高志高等学校　

帝国書院　　『新詳　地理Ｂ』 とうほう　『新編　地理資料』

１．現代世界の地理的事象を系統地理的、地誌的に考察し、現代世界の地理的認識を養う。
２．地理的な見方や考え方を培い、国際社会を主体的に生きる日本人としての自覚と資質を養う。

評価の観点および評価規準



関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

(評価の方法) (評価の方法) (評価の方法) (評価の方法)

・行動観察
・提出状況

・ワークシート
・レポート
・プレゼンテーション

・資料収集状況
・資料活用状況
・資料分析状況

・定期考査
・小テスト
・模擬試験

1
第Ⅱ部　現代世界の系統地理的
考察
１章　自然環境
１節　世界の地形

10 3

・世界の特色ある地形と人
間生活の関わりを、関心を
持って学習しようとしてい
る。

・世界の特色ある地形と人
間生活の関わりを、具体事
例を通して多角的に考察し
ている。

・世界の特色ある地形と人
間生活の関わりについて、
教科書に掲載されている模
式図や写真を適切に活用し
ている。

・世界の特色ある地形と人
間生活の関わりについて、
基本的な知識を身につけて
いる。

世界の地形
・世界の特色ある地形と人間生活の関わりを、具体事例
を通して多角的に理解する。

・世界の特色ある地形と人間生
活の関わりを、具体事例を通し
て、互いの意見を伝え合うこと
によって自らの考えを発展させ
る。

2
第Ⅰ部　さまざまな地図と地理
的技能
１章　地理情報と地図
２章　地図の活用と地域調査

10 3

・地図は使用目的に応じて
さまざまな形態があること
について、関心を持って学
習しようとしている。
・地域調査を通して地域の
複雑な現象や問題を、関心
を持って学習しようとして
いる。

・地図は使用目的に応じて
さまざまな形態があること
について、多角的に考察し
ている。
・地域調査を通して地域の
複雑な現象や問題を、多角
的に考察している。

・地形図や統計地図を適切
に活用している。
・地域調査において、実際
の地域調査を通して資料を
適切に活用している。

・地図は使用目的に応じて
さまざまな形態があること
について、基本的な知識を
身につけている。
・地域調査を通して地域の
複雑な現象や問題につい
て、基本的な知識を身につ
けている。

地理情報と地図
・地図は使用目的に応じてさまざまな形態があることに
ついて、多角的に理解する。
地図の活用と地域調査
・地域調査を通して地域の複雑な現象や問題を、多角的
に理解する。

・地域調査を通して地域の複雑
な現象や問題を、具体事例を通
して、互いの意見を伝え合うこ
とによって自らの考えを発展さ
せる。

3
第Ⅱ部　現代世界の系統地理的
考察
１章　自然環境
２節　世界の気候

10 4

・気候を構成している気候
要素について、関心を持っ
て学習しようとしている。
・世界の気候区や土壌帯、
植生の特色と人間生活の関
わりについて、関心を持っ
て学習しようとしている。

・気候を構成している気候
要素について、多角的に考
察している。
・世界の気候区や土壌帯、
植生の特色と人間生活の関
わりについて、多角的に考
察している。

・気候を構成している気候
要素について、教科書に掲
載されている模式図や写
真、地図を適切に活用して
いる。
・世界の気候区や土壌帯、
植生の特色と人間生活の関
わりについて、教科書に掲
載されている模式図や写
真、地図を適切に活用して
いる。

・気候を構成している気候
要素について、基本的な知
識を身につけている。
・世界の気候区や土壌帯、
植生の特色と人間生活の関
わりについて、基本的な知
識を身につけている。

世界の気候
・気候を構成している気候要素について、具体事例を通
して多角的に理解する。

・世界の気候区や土壌帯、植生の特色と人間生活の関わ
りについて、具体事例を通して多角的に理解する。

・世界の気候区や土壌帯、植生
の特色と人間生活の関わりにつ
いて、互いの意見を伝え合うこ
とによって自らの考えを発展さ
せる。

4

第Ⅱ部　現代世界の系統地理的
考察
１章　自然環境
３節　日本の自然の特徴と人々
の生活

10 4

・日本列島の地体構造や地
形、気候の特色について、
関心を持って学習しようと
している。

・日本列島の地体構造や地
形、気候の特色について、
多角的に考察している。

・日本列島の地体構造や地
形、気候の特色について、
教科書に掲載されている模
式図や写真、地図を適切に
活用している。

・日本列島の地体構造や地
形、気候の特色について、
基本的な知識を身につけて
いる。

日本の自然の特徴と人々の生活
・日本列島の地体構造や地形、気候の特色について、具
体事例を通して多角的に理解する。

・日本列島の地体構造や地形、
気候の特色について、互いの意
見を伝え合うことによって自ら
の考えを発展させる。

5
第Ⅱ部　現代世界の系統地理的
考察
１章　自然環境
４節　環境問題

10 4

・熱帯林の破壊や砂漠化、
酸性雨などさまざまな環境
問題の現状について、関心
を持って学習しようとして
いる。

・熱帯林の破壊や砂漠化、
酸性雨などさまざまな環境
問題の現状について、具体
例を通して問題解決の取り
組みを、多角的に考察して
いる。

・熱帯林の破壊や砂漠化、
酸性雨などさまざまな環境
問題の現状について、教科
書に掲載されている統計や
写真、地図を適切に活用し
ている。

・熱帯林の破壊や砂漠化、
酸性雨などさまざまな環境
問題の現状について、基本
的な知識を身につけてい
る。

環境問題
・熱帯林の破壊や砂漠化、酸性雨などさまざまな環境問
題の現状について、具体事例を通して多角的に理解す
る。

・熱帯林の破壊や砂漠化、酸性
雨などさまざまな環境問題の現
状について、互いの意見を伝え
合うことによって自らの考えを
発展させる。

「演習地理Ｂ」　指　導　と　評　価　の　年　間　計　画

福井県立高志高等学校 普通科 ３年

単
元
番
号

単元名
実
施
月

単
元
の
時
数

評　価　規　準

学習内容 言語活動



6

第Ⅱ部　現代世界の系統地理的
考察
２章　資源と産業
１節　産業の発達と変化
２節　世界の農林水産業

11 4

・世界の農業に影響を与え
る要因について、関心を
持って学習しようとしてい
る。
・世界の農林水産業につい
て、社会と自然の関わりに
ついて、関心を持って学習
しようとしている。

・世界の農業に影響を与え
る要因について、多角的に
考察している。
・世界の農林水産業につい
て、社会と自然の関わりに
ついて、多角的に考察して
いる。

・世界の農業に影響を与え
る要因について、教科書に
掲載されている統計や写
真、地図を適切に活用して
いる。
・世界の農林水産業につい
て、教科書に掲載されてい
る統計や写真、地図を適切
に活用している。

・世界の農業に影響を与え
る要因について、基本的な
知識を身につけている。
・世界の農林水産業につい
て、基本的な知識を身につ
けている。

産業の発達と変化
世界の農林水産業
・世界の農業に影響を与える要因について、具体事例を
通して多角的に理解する。
・世界の農林水産業について、社会と自然の関わりにつ
いて、具体事例を通して多角的に理解する。

・世界の農業に影響を与える要
因について、互いの意見を伝え
合うことによって自らの考えを
発展させる。
・世界の農林水産業について、
互いの意見を伝え合うことに
よって自らの考えを発展させ
る。

7

第Ⅱ部　現代世界の系統地理的
考察
２章　資源と産業
３節　食料問題

11 4

・世界の食料問題の現状に
ついて、関心を持って学習
しようとしている。

・世界の食料問題の現状と
その原因について、多角的
に考察している。

・世界の食料問題の現状に
ついて、教科書に掲載され
ている統計や写真、地図を
適切に活用している。

・世界の食料問題の現状と
その原因について、基本的
な知識を身につけている。

食料問題
・世界の食料問題の現状について、具体事例を通して多
角的に理解する。

・世界の食料問題の現状とその
原因について、互いの意見を伝
え合うことによって自らの考え
を発展させる。

8

第Ⅱ部　現代世界の系統地理的
考察
２章　資源と産業
４節　世界のエネルギー・鉱産
資源
５節　資源・エネルギー問題

11 4

・世界のエネルギー・鉱産
資源の分布や生産と消費に
ついて、その特色と基礎的
知識を、関心を持って学習
しようとしている。
・資源・エネルギー問題に
ついて、問題解決の取り組
みを、関心を持って学習し
ようとしている。

・世界のエネルギー・鉱産
資源の分布や生産と消費に
ついて、その特色と基礎的
知識を、多角的に考察して
いる。
・資源・エネルギー問題に
ついて、問題解決の取り組
みを、多角的に考察してい
る。

・世界のエネルギー・鉱産
資源の分布や生産と消費に
ついて、その特色と基礎的
知識を、教科書に掲載され
ている統計や写真、地図を
適切に活用している。
・資源・エネルギー問題に
ついて、教科書に掲載され
ている統計や写真、地図を
適切に活用している。

・世界のエネルギー・鉱産
資源の分布や生産と消費に
ついて、基本的な知識を身
につけている。
・資源・エネルギー問題に
ついて、問題解決の取り組
みについて、基本的な知識
を身につけている。

世界のエネルギー・鉱産資源
・世界のエネルギー・鉱産資源の分布や生産と消費につ
いて、その特色と基礎的知識を、具体事例を通して多角
的に理解する。
資源・エネルギー問題
・資源・エネルギー問題について、問題解決の取り組み
を、具体事例を通して多角的に理解する。

・世界のエネルギー・鉱産資源
の分布や生産と消費について、
その特色と基礎的知識を、互い
の意見を伝え合うことによって
自らの考えを発展させる。
・資源・エネルギー問題につい
て、問題解決の取り組みを、互
いの意見を伝え合うことによっ
て自らの考えを発展させる。

9
第Ⅱ部　現代世界の系統地理的
考察
２章　資源と産業
６節　世界の工業

11 4

・さまざまな工業の特色と
立地条件について、関心を
持って学習しようとしてい
る。
・工業地域の特色や変化に
ついて、ヨーロッパやアジ
アNIESなど具体的な事例を
とおして、関心を持って学
習しようとしている。

・さまざまな工業の特色と
立地条件について、多角的
に考察している。
・工業地域の特色や変化に
ついて、ヨーロッパやアジ
アNIESなど具体的な事例を
とおして、多角的に考察し
ている。

・さまざまな工業の特色と
立地条件について、教科書
に掲載されている統計や写
真、地図を適切に活用して
いる。
・工業地域の特色や変化に
ついて、ヨーロッパやアジ
アNIESなど具体的な事例を
とおして、教科書に掲載さ
れている統計や写真、地図
を適切に活用している。

・さまざまな工業の特色と
立地条件について、基本的
な知識を身につけている。
・工業地域の特色や変化に
ついて、ヨーロッパやアジ
アNIESなど具体的な事例を
とおして、基本的な知識を
身につけている。

資源と産業
・さまざまな工業の特色と立地条件について、具体事例
を通して多角的に理解する。
世界の工業
・工業地域の特色や変化について、ヨーロッパやアジア
NIESなど、具体事例を通して多角的に理解する。

・さまざまな工業の特色と立地
条件について、互いの意見を伝
え合うことによって自らの考え
を発展させる。
・工業地域の特色や変化につい
て、ヨーロッパやアジアNIESな
ど具体的な事例をとおして、互
いの意見を伝え合うことによっ
て自らの考えを発展させる。

10
第Ⅱ部　現代世界の系統地理的
考察
２章　資源と産業
７節　第３次産業

11 4

・行動圏の急速な拡大と消
費・余暇活動の増大が、諸
地域にさまざまな形で影響
を与えているということ
を、関心を持って学習しよ
うとしている。

・行動圏の急速な拡大と消
費・余暇活動の増大が、諸
地域にさまざまな形で影響
を与えているということ
を、多角的に考察してい
る。

・行動圏の急速な拡大と消
費・余暇活動の増大が、諸
地域にさまざまな形で影響
を与えているということ
を、教科書に掲載されてい
る統計や写真、地図を適切
に活用している。

・行動圏の急速な拡大と消
費・余暇活動の増大が、諸
地域にさまざまな形で影響
を与えているということ
を、基本的な知識を身につ
けている。

第３次産業
・行動圏の急速な拡大と消費・余暇活動の増大が、諸地
域にさまざまな形で影響を与えているということを、具
体事例を通して多角的に理解する。

・行動圏の急速な拡大と消費・
余暇活動の増大が、諸地域にさ
まざまな形で影響を与えている
ということを、互いの意見を伝
え合うことによって自らの考え
を発展させる。

11
第Ⅱ部　現代世界の系統地理的
考察
２章　資源と産業
８節　世界を結ぶ交通・通信

12 4

・世界の交通網の地域差と
その発達について、関心を
持って学習しようとしてい
る。
・情報化社会における現状
と課題について、関心を
持って学習しようとしてい
る。

・世界の交通網の地域差と
その発達について、多角的
に考察している。
・情報化社会における現状
と課題について、多角的に
考察している。

・世界の交通網の地域差と
その発達について、教科書
に掲載されている統計や写
真、地図を適切に活用して
いる。
・情報化社会における現状
と課題について、教科書に
掲載されている統計や写
真、地図を適切に活用して
いる。

・世界の交通網の地域差と
その発達について、基本的
な知識を身につけている。
・情報化社会における現状
と課題について、基本的な
知識を身につけている。

世界を結ぶ交通・通信
・世界の交通網の地域差とその発達について、具体事例
を通して多角的に理解する。
・情報化社会における現状と課題について、具体事例を
通して多角的に理解する。

・世界の交通網の地域差とその
発達について、互いの意見を伝
え合うことによって自らの考え
を発展させる。
・情報化社会における現状と課
題について、互いの意見を伝え
合うことによって自らの考えを
発展させる。

12
第Ⅱ部　現代世界の系統地理的
考察
２章　資源と産業
９節　現代世界の貿易と経済圏

12 4

・貿易における国際分業や
貿易の種類について、関心
を持って学習しようとして
いる。
・日本の貿易の特徴と課題
について、世界とのかかわ
りから、関心を持って学習
しようとしている。

・貿易における国際分業や
貿易の種類について、多角
的に考察している。
・日本の貿易の特徴と課題
について、世界とのかかわ
りから、多角的に考察して
いる。

・貿易における国際分業や
貿易の種類について、教科
書に掲載されている統計や
写真、地図を適切に活用し
ている。
・日本の貿易の特徴と課題
について、世界とのかかわ
りから、教科書に掲載され
ている統計や写真、地図を
適切に活用している。

・貿易における国際分業や
貿易の種類について、基本
的な知識を身につけてい
る。
・日本の貿易の特徴と課題
について、世界とのかかわ
りから、基本的な知識を身
につけている。

現代世界の貿易と経済圏
・貿易における国際分業や貿易の種類について、具体事
例を通して多角的に理解する。
・日本の貿易の特徴と課題について、世界とのかかわり
から、具体事例を通して多角的に理解する。

・貿易における国際分業や貿易
の種類について、互いの意見を
伝え合うことによって自らの考
えを発展させる。
・日本の貿易の特徴と課題につ
いて、世界とのかかわりから、
互いの意見を伝え合うことに
よって自らの考えを発展させ
る。



13

第Ⅱ部　現代世界の系統地理的
考察
３章　人口・村落・都市
１節　世界の人口
２節　人口問題

12 4

・世界の人口分布のかたよ
りを、自然環境や産業活動
の面から、関心を持って学
習しようとしている。
・発展途上国の人口問題に
ついて、関心を持って学習
しようとしている。
・先進国の人口問題につい
て、関心を持って学習しよ
うとしている。

・世界の人口分布のかたよ
りを、自然環境や産業活動
の面から、多角的に考察し
ている。
・発展途上国の人口問題に
ついて、多角的に考察して
いる。
・先進国の人口問題につい
て、多角的に考察してい
る。

・世界の人口分布のかたよ
りを、自然環境や産業活動
の面から、統計や写真、地
図を適切に活用している。
・発展途上国の人口問題に
ついて、統計や写真、地図
を適切に活用している。
・先進国の人口問題につい
て、統計や写真、地図を適
切に活用している。

・世界の人口分布のかたよ
りを、自然環境や産業活動
の面から、基本的な知識を
身につけている。
・発展途上国の人口問題に
ついて、基本的な知識を身
につけている。
・先進国の人口問題につい
て、基本的な知識を身につ
けている。

世界の人口
・世界の人口分布のかたよりを、自然環境や産業活動の
面から、具体事例を通して多角的に理解する。
人口問題
・発展途上国の人口問題について、具体事例を通して多
角的に理解する。
・先進国の人口問題について、具体事例を通して多角的
に理解する。

・世界の人口分布のかたより
を、自然環境や産業活動の面か
ら、互いの意見を伝え合うこと
によって自らの考えを発展させ
る。
・発展途上国の人口問題につい
て、互いの意見を伝え合うこと
によって自らの考えを発展させ
る。
・先進国の人口問題について、
互いの意見を伝え合うことに
よって自らの考えを発展させ
る。

14

第Ⅱ部　現代世界の系統地理的
考察
３章　人口・村落・都市
３節　村落と都市
４節　都市・居住問題

12 4

・村落と都市の形態による
分類と特色、発達につい
て、関心を持って学習しよ
うとしている。
・都市への過度の人口集中
によって生じるさまざまな
都市問題について、関心を
持って学習しようとしてい
る。

・村落と都市の形態による
分類と特色、発達につい
て、多角的に考察してい
る。
・都市への過度の人口集中
によって生じるさまざまな
都市問題について、多角的
に考察している。

・村落と都市の形態による
分類と特色、発達につい
て、統計や写真、地図を適
切に活用している。
・都市への過度の人口集中
によって生じるさまざまな
都市問題について、統計や
写真、地図を適切に活用し
ている。

・村落と都市の形態による
分類と特色、発達につい
て、基本的な知識を身につ
けている。
・都市への過度の人口集中
によって生じるさまざまな
都市問題について、基本的
な知識を身につけている。

村落と都市
・村落と都市の形態による分類と特色、発達について、
具体事例を通して多角的に理解する。
都市・居住問題
・都市への過度の人口集中によって生じるさまざまな都
市問題について、具体事例を通して多角的に理解する。

・村落と都市の形態による分類
と特色、発達について、互いの
意見を伝え合うことによって自
らの考えを発展させる。
・都市への過度の人口集中に
よって生じるさまざまな都市問
題について、互いの意見を伝え
合うことによって自らの考えを
発展させる。

15
第Ⅱ部　現代世界の系統地理的
考察
４章　生活文化、民族・宗教
１節　生活文化

12 4

・気候や植生の違いが衣食
住の違いを生み、文化の差
異を作り出していることに
ついて、関心を持って学習
しようとしている。

・気候や植生の違いが衣食
住の違いを生み、文化の差
異を作り出していることに
ついて、多角的に考察して
いる。

・気候や植生の違いが衣食
住の違いを生み、文化の差
異を作り出していることに
ついて、、統計や写真、地
図を適切に活用している。

・気候や植生の違いが衣食
住の違いを生み、文化の差
異を作り出していることに
ついて、基本的な知識を身
につけている。

生活文化
・気候や植生の違いが衣食住の違いを生み、文化の差異
を作り出していることについて、具体事例を通して多角
的に理解する。

・気候や植生の違いが衣食住の
違いを生み、文化の差異を作り
出していることについて、互い
の意見を伝え合うことによって
自らの考えを発展させる。

16
第Ⅱ部　現代世界の系統地理的
考察
４章　生活文化、民族・宗教
２節　民族と宗教

12 4

・人種・民族の分類などに
ついて、関心を持って学習
しようとしている。
・諸民族の生活の特色につ
いて、関心を持って学習し
ようとしている。

・人種・民族の分類などに
ついて、多角的に考察して
いる。
・諸民族の生活の特色につ
いて、多角的に考察してい
る。

・人種・民族の分類などに
ついて、統計や写真、地図
を適切に活用している。
・諸民族の生活の特色につ
いて、統計や写真、地図を
適切に活用している。

・人種・民族の分類などに
ついて、基本的な知識を身
につけている。
・諸民族の生活の特色につ
いて、基本的な知識を身に
つけている。

民族と宗教
・人種・民族の分類などについて、具体事例を通して多
角的に理解する。
・諸民族の生活の特色について、具体事例を通して多角
的に理解する。

・人種・民族の分類などについ
て、互いの意見を伝え合うこと
によって自らの考えを発展させ
る。
・諸民族の生活の特色につい
て、互いの意見を伝え合うこと
によって自らの考えを発展させ
る。

17

第Ⅱ部　現代世界の系統地理的
考察
４章　生活文化、民族・宗教
３節　現代世界の国家
４節　民族・領土問題

1 4

・国家の三要素や、国家の
様々な形態について、関心
を持って学習しようとして
いる。
・民族・領土問題につい
て、関心を持って学習しよ
うとしている。

・国家の三要素や、国家の
様々な形態について、多角
的に考察している。

・民族・領土問題につい
て、多角的に考察してい
る。

・国家の三要素や、国家の
様々な形態について、統計
や写真、地図を適切に活用
している。

・民族・領土問題につい
て、統計や写真、地図を適
切に活用している。

・国家の三要素や、国家の
様々な形態について、基本
的な知識を身につけてい
る。
・民族・領土問題につい
て、基本的な知識を身につ
けている。

現代世界の国家
・国家の三要素や、国家の様々な形態について、具体事
例を通して多角的に理解する。
民族・領土問題
・民族・領土問題について、具体事例を通して多角的に
理解する。

・国家の三要素や、国家の様々
な形態について、互いの意見を
伝え合うことによって自らの考
えを発展させる。
・民族・領土問題について、互
いの意見を伝え合うことによっ
て自らの考えを発展させる。

18
第Ⅲ部　現代世界の地誌的考察
１章　現代世界の地域区分
２章　現代世界の諸地域

1 4

・気候や文化、所得などさ
まざまな観点による地域区
分の目的や意義について、
関心を持って学習しようと
している。
・各地域の概況や抱えてい
る課題について、関心を
持って学習しようとしてい
る。

・気候や文化、所得などさ
まざまな観点による地域区
分の目的や意義について、
多角的に考察している。
・各地域の概況や抱えてい
る課題について、多角的に
考察している。

・気候や文化、所得などさ
まざまな観点による地域区
分の目的や意義について、
統計や写真、地図を適切に
活用している。
・各地域の概況や抱えてい
る課題について、統計や写
真、地図を適切に活用して
いる。

・気候や文化、所得などさ
まざまな観点による地域区
分の目的や意義について、
基本的な知識を身につけて
いる。
・各地域の概況や抱えてい
る課題について、基本的な
知識を身につけている。

現代世界の地域区分
・気候や文化、所得などさまざまな観点による地域区分
の目的や意義について、具体事例を通して多角的に理解
する。
現代世界の諸地域
・各地域の概況や抱えている課題について、具体事例を
通して多角的に理解する。

・気候や文化、所得などさまざ
まな観点による地域区分の目的
や意義について、互いの意見を
伝え合うことによって自らの考
えを発展させる。
・各地域の概況や抱えている課
題について、互いの意見を伝え
合うことによって自らの考えを
発展させる。



科目名 学科名 対象学年 単位数

演習現代社会 普通科理系 3年（後期） 2

科目の目標

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

現代社会の基本的問題と人間に関わる
事柄に関心を高め、意欲的に課題を追
究するとともに、社会的事象を総合的
に考察しようとする態度と平和で民主
的なよりよい社会の実現に向けて参
加，協力する態度を身に付け，現代社
会に生きる人間としての在り方生き方
について自覚を深めようとする。

現代社会の基本的問題と人間に関わる
事柄から課題を見いだし、社会的事象
の本質や人間としての在り方生き方に
ついて広い視野に立って多面的・多角
的に考察し、社会の変化や様々な立
場、考え方を踏まえ公正に判断して，
その過程や結果を様々な方法で適切に
表現している。

現代社会の基本的問題と人間に関わる
事柄に関する諸資料を様々なメディア
を通して収集し、有用な情報を適切に
選択して、効果的に活用して学び方を
身に付けている。

現代社会の基本的問題と人間としての
在り方生き方とに関わる基本的な事柄
や、学び方を理解し、その知識を身に
付けている。

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

・行動観察
・提出状況

・ワークシート
・レポート
・プレゼンテーション

・資料収集状況
・資料活用状況
・資料分析状況

・定期考査
・小テスト

１．現代社会と人間について、広い視野に立って深く理解を深める。
２．現代社会の基本的な問題について、主体的に考察し公正に判断する力を養う。
３．現代社会を生きていく良識ある公民として必要な能力と態度を育て、様々な課題に対応する思考力、判断力を高める。

評価の観点および評価規準

評価の方法

令和３年度 　地歴・公民科　指導と評価の年間計画

学校名　　福井県立高志高等学校　

教科書（出版社・タイトル） 補助教材等

なし 独自教材（自作プリント）



関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

(評価の方法) (評価の方法) (評価の方法) (評価の方法)

・行動観察
・課題提出状況

・ワークシート
・レポート
・プレゼンテーション

・資料収集状況
・資料活用状況
・資料分析状況

・定期考査
・小テスト

1

○日本国憲法と民主政治

11
12

16

日本国憲法の三大原理であ
る基本的人権の尊重や国民
主権、平和主義については
勿論のこと、新しい人権、
国会・内閣・裁判所につい
て関心を高め、自己の生き
方と関連させながら考えよ
うとしている。

基本的人権の内容である自
由権・参政権・社会権が歴
史的にどのように発展して
きたか、また、新しい人権
など現代議論となっている
事項について考察し、自分
の考えをまとめ表現してい
る。

人権保障の考え方と、日本
国憲法をはじめとした法に
関する様々な資料を活用
し、学習に必要な情報を適
切に選択して、読み取った
りまとめたりしている。

日本国憲法の成立過程と、
その基本原理について、基
本的人権がどのように保障
されているのか、新しい人
権についての考え方、人権
保障と公共の福祉の関係な
どについて理解している。
また、国民主権に基づき、
国会・内閣・裁判所がどの
ように組みたてられている
かを理解している。

１　日本国憲法の基本原理
　・日本国憲法と三つの原理
　・基本的人権の保障
　・新しい人権と人権保障
２　日本の政治機構
　・国会と立法
　・内閣と行政
　・裁判所と司法
３　現代政治の課題

・法の下の平等に関する資料を
読み、差別のない世の中をつく
るためにはどうすればよいかに
ついて議論を行う。

・平等権、自由権、社会権、新
しい人権に関する判例を読んで
論点を理解し、その内容を説明
する。

2

○現代社会と法

1 10

なぜ基本的な人権の保障や
法の支配の実現が大切なの
かを現代の政治や司法など
のとの関連に留意して考え
ようとしている。

生命の尊重、自由・権利と
責任・義務、人間の尊厳と
平等などについて考察して
いる。また裁判員制度の必
要性と課題について考え、
自分の言葉で表現してい
る。

裁判員制度に関する資料の
収集を通して、国民の司法
参加の意義、裁判員制度の
概要などについての有用な
情報を適切に選択して、効
果的に活用している。

個人の尊重の原理を基礎と
して、日本国憲法と関連さ
せながら、基本的人権の保
障に関する理解を深めると
ともに、法の支配や法や規
範の意義、役割、司法制度
の在り方（裁判員制度も含
め）などについて理解して
いる。

１　法の働き
　・法の支配と人権
　・市民生活と法
２　司法と人権
　・司法と人権
　・裁判員制度について

・法と道徳は何が違うのか，また
両者はどのように関係しているの
か，を考えて意見交換を行う。

3

○経済の仕組み

1
2

11

身近な経済的事象から、企
業の生産活動、金融の働
き、国や地方の経済的な役
割などについて関心を持
ち、経済に関する諸問題に
ついて意欲的に追究しよう
としている。また、消費者
問題や労働、金融、財政な
どと、自分の現在、将来が
密接に関わっていることに
関心を持ち、討論などに積
極的に取り組んでいる。

経済成長や景気変動が国民
福祉の向上とどのような関
係があるのかについて考察
している。また、現代の経
済社会における個人や企業
はどのような目的で経済活
動を行っており、経済活動
に対してどのような責任が
あるのか、そしてなぜその
ような社会的責任を担う必
要があるのかということを
判断、表現している。

需要量、供給量と価格の関
係や、商品による価格変動
の違いなどについて、統計
資料などから読み取ってい
る。また、企業の寡占・独
占、非価格競争、雇用に関
する課題などについて情報
を収集・選択し、学習に役
立つ情報を主体的に選択し
て活用している。

寡占や独占、外部不経済な
どの市場経済の限界、金融
市場の仕組み、中央銀行の
役割や金融政策の目的と手
段、経済成長の要因、近年
の雇用や労働問題の動向、
社会保障などについて理解
するとともに、市場経済の
基本的な考えを身につけ、
その考えを活用して経済的
事象をとらえている。

１　経済の仕組み
　・現代の企業
　・市場経済のしくみ
　・国民所得と経済成長
　・金融のしくみと働き
　・中央銀行の役割と金融の自由化
　・政府の役割と財政
２　変化する日本経済
　・戦後復興と高度経済成長
　・産業構造の転換
　・バブル崩壊後から現在までの日本経済

・好景気、不景気の際の政府と日
本銀行の役割と施策について話
し合いを行う。

・今後、産業・技術が高度化して
いき、ますます進展していくであろ
う格差社会について、議論を行
う。

4

○国際政治・経済と国際社会

2
3

18

国際連合の法律や取り組み
が、私たちの身近な生活と
も関わりがあることに気づ
き、主体的に追求しようと
している。グローバル化が
進展するにつれ経済格差が
広がっている国際社会にお
いて、その解消に向けてど
のようにしていけばよいか
積極的に討論に取り組んで
いる。

国際連合の法律や取り組み
が、国際社会に果たしてい
る役割について考え、また
国際社会に生きる日本がど
のような役割を担うべきか
を判断、表現している。経
済のグローバル化の進展に
ついてそのメリットとデメ
リット、今後の動向につい
て考察し、表現している。

国際連合および国連機関が
取り組んでいる活動につい
て資料・情報を収集し、知
識・理解および思考・判断
に役立てている。国際貿易
に関する資料（グラフや図
など）を複数用いて、それ
らを統合して分析すること
をしている。

国際連合の仕組みと役割、
抱えている課題について理
解している。貿易と国際分
業の現状を把握し、経済の
グローバル化が進展してい
ることを理解している。ま
たその結果生じた大きな経
済格差の状況（南北問題や
南南問題など）を的確にと
らえている。

１　国際政治の仕組みと動向
　・国際社会の特質
　・国際連合の役割と課題、安全保障について
　・冷戦後の世界
２　国際経済の仕組みと動向
　・貿易と国際分業
　・外国為替の仕組みと国際収支
　・グローバル化する経済
３　国際社会の現状と課題
　・国際的な格差について
　・地域紛争と難民問題

・国際連合および国連機関が取り
組んでいることについて発表し合
う。

・国際貿易が進展し、グローバル
化が進展するにつれ経済格差が
広がっている国際社会において、
その解消に向けてどのようにして
いけばよいか議論し合う。

5

○現代社会における諸課題

2
3

15

尊厳死や安楽死など従来の
生命観・価値観では判断が
難しい問題について、主体
的に考え、自分なりの判断
を出そうと追求している。
地球温暖化や砂漠化などの
地球環境問題が身近な問題
であると捉え、持続可能な
開発に向けてどのようにし
ていけばよいか積極的に発
表に取り組んでいる。

尊厳死や安楽死の事例を通
して、従来の生命観では判
断することが難しい問題に
ついて主体的に考えること
ができる。地球温暖化や砂
漠化などの地球環境問題の
現状と課題について考察
し、表現している。また、
持続可能な開発に向けてど
のようなことができるか考
え、よりよい方法（取り組
み）を判断している。

脳死や尊厳死、安楽死また
情報化の進展に関する資料
を適切に収集し、分析に用
いることができている。地
球温暖化や砂漠化などの環
境問題に関する資料（分布
やデータ）を複数用いて、
それらを比較、関連付けな
がら分析している。

脳死やインフォームドコン
セント、尊厳死や安楽死、
遺伝子組み換え作物などの
定義や考え方を理解してい
る。地球温暖化や酸性雨、
オゾン層破壊、砂漠化の現
状と要因を理解している。
持続可能な開発に向けた世
界、日本の取り組みを理解
している。

１　科学技術の発達と生命
　・医療技術の発達と生命倫理
　・脳死と臓器移植
　・遺伝子組み換え作物について
２　情報化の進展
　・情報化の進展と社会の変化
３　地球環境問題
　・地球温暖化、酸性雨、オゾン層破壊、砂漠化
　・持続可能な開発に向けて

・尊厳死と安楽死について、賛
成・反対の立場に立ち議論する。

・地球環境問題について、各自一
つテーマを決め、その現状と課
題、解決策について発表し合う。

「演習現代社会」　指　導　と　評　価　の　年　間　計　画

福井県立高志高等学校 普通科 ３年

単
元
番
号

単元名
実
施
月

単
元
の
時
数

評　価　規　準

学習内容 言語活動



科目名 学科名 対象学年 単位数

数学Ⅲ 普通科（高入生）理系 ３年 4

科目の目標

関心・意欲・態度 数学的な見方・考え方 数学的な技能 知識・理解

複素数平面に関心をもつととも
に，それらを事象の考察に積極的
に活用して数学的論拠に基づいて
判断しようとしている。

事象を数学的に考察し表現した
り，思考の過程を振り返り多面
的・発展的に考えたりすることな
どを通して，複素数平面における
数学的な見方や考え方を身に付け
ている。

複素数平面において，事象を数学
的に表現・処理する仕方や推論の
方法などの技能を身に付けてい
る。

複素数平面における基本的な概
念，原理・法則などを体系的に理
解し，知識を身に付けている。

複素数平面について理解させ，基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り，事象を数学的に考察する能力を培
い，数学のよさを認識できるようにするとともに，それらを活用する態度を育てる。

評価の観点および評価規準

令和３年度　数学科　指導と評価の年間計画

学校名　　　　　　　福井県立高志高等学校　　　　　　　　　　　　　

教科書（出版社・タイトル） 補助教材等

東京書籍　数学Ⅲ　Advanced

問題集　数研出版　サクシード 数学Ⅲ
参考書　数研出版　チャート式　基礎からの数学Ⅲ
問題集　オリジナルスタンダード数学演習Ⅲ
　　　　クリアー数学演習Ⅲ
　　　　大学入学共通テスト対策ニュースタンダード数学演習Ⅰ・Ａ＋Ⅱ・Ｂ



学校名・学科・学年　福井県立高志高等学校　普通科　３年

関心・意欲・態度 数学的な見方考え方 数学的な技能 知識・理解

第１節
　複素数平
面

8

・複素数を極形式で表したり，
複素数平面上に図示したりする
ことに関心をもち，それらを用
いていろいろな複素数について
の考察や具体的事象についての
考察をしようとする。

・複素数平面の性質を活用した
り，複素数を極形式で表したり
して，図形的な意味と関連させ
て複素数についての考察をする
ことができる。

・複素数を極形式で表したり，
その演算を図示したりすること
ができる。
・ド・モアブルの定理を用い
て，極形式で表された複素数の
ｎ乗の値を求めることができ
る。

・複素数平面の定義および複素
数の和，差，実数倍，絶対値な
どの図形的な意味を理解してい
る。
・複素数の極形式および複素数
の積の図形的意味を理解してい
る。

第２節
　図形への
応用

10

・複素数を用いたいろいろな表
現と複素数平面上の図形との関
連に関心をもち，いろいろな図
形の考察に複素数の性質を用い
ようとする。

・複素数の演算と複素数平面上
の図形との関連を活用して，２
点の内分および外分点，任意の
点を中心とする回転，２定点か
らの距離の比が一定である点の
軌跡などの図形の考察をするこ
とができる。

・複素数平面上にある２点の内
分および外分点を表す複素数，
任意の点を中心に回転させた点
を表す複素数，２直線のなす
角，２定点からの距離の比が一
定である任意の点が表す図形
を，複素数の性質を用いて求め
ることができる。

・複素数平面上の図形と，複素
数を用いた表示との関連を理解
している。

5

～

9

70

週末課題
小テスト
前期中間考査②
前期期末考査

「数学Ⅲ」　　指導と評価の年間計画

実
施
月

章の内容
指導内容
節ごと

配当
時間

具体の評価規準
評価方法

4
第２章
　複素数平
面

実力評価テスト
週末課題
小テスト
前期中間考査①

複数分野融合および
分野が特定できない
問題を扱う総合演習

52

・関連する分野の学習内容に関
心をもつとともに，それらを事
象の考察に積極的に活用して数
学的論拠に基づいて判断しよう
とする。

・事象を数学的に考察し表現し
たり，思考の過程を振り返り多
面的・発展的に考えたりするこ
となどを通して，関連分野にお
ける数学的な見方や考え方を身
に付けている。

・関連する分野において，数学
的に表現・処理する仕方や推論
の方法などの技能を身に付けて
いる。

・関連する分野についての基本
的な用語，概念，法則等を体系
的に理解している。



科目名 学科名 対象学年 単位数

理系数学Ⅲ＋ 普通科理系 ３年 4

科目の目標

関心・意欲・態度 数学的な見方・考え方 数学的な技能 知識・理解

平面上の曲線，複素数平面，関
数と極限，微分・積分に関心を
もつとともに、それらを融合し
て、事象の考察に活用し、数学
的論拠に基づいて判断しようと
している。

事象を数学的に考察し表現した
り、思考の過程を振り返り多面
的・発展的に考えたりすること
などを通して、平面上の曲線，
複素数平面，関数と極限，微
分・積分における数学的な見方
や考え方を身に付けている。

平面上の曲線，複素数平面，関
数と極限，微分・積分におい
て、事象を数学的に表現・処理
する仕方や推論の方法などの技
能を身に付けている。

平面上の曲線，複素数平面，関
数と極限，微分・積分における
基本的な概念、原理・法則など
を体系的に理解し、知識を身に
付けている。

数学Ⅲの演習を通して既習事項の理解を深め、事象を数学的に考察し処理・表現する能力を伸ば
す。さらに、それらを他の事象や問題解決に応用する力を育てる。

評価の観点および評価規準

令和３年度　数学科　指導と評価の年間計画

学校名　　　　　　　福井県立高志高等学校　　　　　　　　　　　　　

教科書（出版社・タイトル） 補助教材等

東京書籍　数学Ⅲ Advanced
参考書 数研出版 改訂版 チャート式基礎からの数学Ⅲ
問題集 数研出版 クリアー数学演習Ⅲ受験編
　　　 大学入学共通テスト対応問題集



関心・意欲・態度 数学的な見方考え方 数学的な技能 知識・理解

4
｜
9

70

実力評価テスト①
前期中間考査①
前期中間考査②
前期期末考査

10
｜
11

35

実力評価テスト②

12
｜

35

後期中間考査①

140

「理系数学Ⅲ＋」　　指導と評価の年間計画
学校名・学科・学年　福井県立高志高等学校　普通科　3年（文系）

実
施
月

章の内容
指導内容
節ごと

配当
時間

具体の評価規準
評価方法

各分野の重要例題や読解力・
思考力・応用力を問う問題，
および複数分野融合問題（記
述式）を扱う総合演習

・関連する分野の学習内容に関心
をもつとともに，それらを事象の
考察に積極的に活用して数学的論
拠に基づいて判断したり，問題解
決の過程を振り返って評価・改善
したりしようとしている。

・関連する分野において，事象を
数学的に解釈し，数学を活用して
論理的に考察したり，事象の本質
や他の事象との関係をもとに多面
的・統合的・発展的に考えたり，
数学的な表現を用いて明瞭・的確
に表現する力を身に付けている。

・関連する分野において，数学的
に表現・処理する仕方や推論の方
法などの技能を身に付けている。

・関連する分野についての基本的
な用語，概念，法則等を体系的に
理解している。

各分野の重要例題や読解力・
思考力・応用力を問う問題，
および複数分野融合問題（記
述式/マーク式）を扱う総合
演習

各分野の基本事項を問う頻出
問題や読解力・思考力・応用
力を問う問題（マーク式）を
扱う総合演習



科目名 学科名 対象学年 単位数

理系数学Ⅲ＋＋ 普通科理系 ３年 4

科目の目標

関心・意欲・態度 数学的な見方・考え方 数学的な技能 知識・理解

平面上の曲線，複素数平面，関
数と極限，微分・積分の学習内
容に関心をもつとともに，それ
らを事象の考察に積極的に活用
して数学的論拠に基づいて判断
したり，問題解決の過程を振り
返って評価・改善したりしよう
としている。

平面上の曲線，複素数平面，関
数と極限，微分・積分の各分野
において，事象を数学的に解釈
し，数学を活用して論理的に考
察したり，事象の本質や他の事
象との関係をもとに多面的・統
合的・発展的に考えたり，数学
的な表現を用いて明瞭・的確に
表現する力を身に付けている。

平面上の曲線，複素数平面，関
数と極限，微分・積分におい
て、事象を数学的に表現・処理
する仕方や推論の方法などの技
能を身に付けている。

平面上の曲線，複素数平面，関
数と極限，微分・積分における
基本的な概念、原理・法則など
を体系的に理解し、知識を身に
付けている。

数学Ⅲの演習を通して既習事項の理解を深め、事象を数学的に考察し処理・表現する能力を伸ば
す。さらに、それらを他の事象や高度な問題解決に応用する力を育てる。

評価の観点および評価規準

令和３年度　数学科　指導と評価の年間計画

学校名　　　　　　　福井県立高志高等学校　　　　　　　　　　　　　

教科書（出版社・タイトル） 補助教材等

東京書籍　数学Ⅲ Advanced
参考書 数研出版 改訂版 チャート式基礎からの数学Ⅲ
問題集 数研出版 オリジナルスタンダード数学演習Ⅲ受験編
　　　 大学入学共通テスト対応問題集



関心・意欲・態度 数学的な見方考え方 数学的な技能 知識・理解

4
｜
9

70

実力評価テスト①
前期中間考査①
前期中間考査②
前期期末考査

10
｜
11

35

実力評価テスト②

12
｜

35

後期中間考査①
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「理系数学Ⅲ＋＋」　　指導と評価の年間計画
学校名・学科・学年　福井県立高志高等学校　普通科　3年（文系）

実
施
月

章の内容
指導内容
節ごと

配当
時間

具体の評価規準
評価方法

各分野の重要例題や読解力・
思考力・応用力を問う問題，
および複数分野融合問題（記
述式）を扱う総合演習

・関連する分野の学習内容に関心
をもつとともに，それらを事象の
考察に積極的に活用して数学的論
拠に基づいて判断したり，問題解
決の過程を振り返って評価・改善
したりしようとしている。

・関連する分野において，事象を
数学的に解釈し，数学を活用して
論理的に考察したり，事象の本質
や他の事象との関係をもとに多面
的・統合的・発展的に考えたり，
数学的な表現を用いて明瞭・的確
に表現する力を身に付けている。

・関連する分野において，数学的
に表現・処理する仕方や推論の方
法などの技能を身に付けている。

・関連する分野についての基本的
な用語，概念，法則等を体系的に
理解している。

各分野の重要例題や読解力・
思考力・応用力を問う問題，
および複数分野融合問題（記
述式）を扱う総合演習

各分野の基本事項を問う頻出
問題や読解力・思考力・応用
力を問う問題（マーク式）を
扱う総合演習



科目名 学科名 対象学年 単位数

理系数学ⅰａⅱｂ＋ 普通科理系 ３年 4

科目の目標

関心・意欲・態度 数学的な見方・考え方 数学的な技能 知識・理解

数と式，2次関数，図形と計
量，データの分析,場合の数と
確率，整数の性質，図形の性
質，いろいろな式、図形と方程
式，指数関数・対数関数，三角
関数，微分・積分、数列および
ベクトルの学習内容に関心をも
つとともに，それらを融合し
て、事象の考察に活用し、数学
的論拠に基づいて判断しようと
している。

事象を数学的に考察し表現した
り、思考の過程を振り返り多面
的・発展的に考えたりすること
などを通して、数と式，2次関
数，図形と計量，データの分
析,場合の数と確率，整数の性
質，図形の性質，いろいろな
式、図形と方程式，指数関数・
対数関数，三角関数，微分・積
分、数列およびベクトルの各分
野における数学的な見方や考え
方を身に付けている。

数と式，2次関数，図形と計
量，データの分析,場合の数と
確率，整数の性質，図形の性
質，いろいろな式、図形と方程
式，指数関数・対数関数，三角
関数，微分・積分、数列および
ベクトルにおいて、事象を数学
的に表現・処理する仕方や推論
の方法などの技能を身に付けて
いる。

数と式，2次関数，図形と計
量，データの分析,場合の数と
確率，整数の性質，図形の性
質，いろいろな式、図形と方程
式，指数関数・対数関数，三角
関数，微分・積分、数列および
ベクトルにおける基本的な概
念、原理・法則などを体系的に
理解し、知識を身に付けてい
る。

数学Ⅰ・Ａ・Ⅱ・Ｂの演習を通して既習事項の理解を深め、事象を数学的に考察し処理・表現する
能力を伸ばす。さらに、それらを他の事象や問題解決に応用する力を育てる。

評価の観点および評価規準

令和３年度　数学科　指導と評価の年間計画

学校名　　　　　　　福井県立高志高等学校　　　　　　　　　　　　　

教科書（出版社・タイトル） 補助教材等

東京書籍　数学Ⅰ Advanced
東京書籍　数学Ａ Advanced
東京書籍　数学Ⅱ Advanced
東京書籍　数学Ｂ Advanced

参考書 数研出版 改訂版 チャート式基礎からの数学Ⅰ＋Ａ
　　　 数研出版 改訂版 チャート式基礎からの数学Ⅱ＋Ｂ
問題集 数研出版 大学入試共通テスト対策ニュースタンダード
　　　          数学演習Ⅰ・Ａ＋Ⅱ・Ｂ受験編
　　　 大学入学共通テスト対応問題集



関心・意欲・態度 数学的な見方考え方 数学的な技能 知識・理解

4
｜
9

70

実力評価テスト①
前期中間考査①
前期中間考査②
前期期末考査

10
｜
11

35

実力評価テスト②

12
｜

35

後期中間考査①

140

「理系数学ⅰａⅱｂ＋」　　指導と評価の年間計画
学校名・学科・学年　福井県立高志高等学校　普通科　3年（文系）

実
施
月

章の内容
指導内容
節ごと

配当
時間

具体の評価規準
評価方法

各分野の重要例題や読解力・
思考力・応用力を問う問題，
および複数分野融合問題
（マーク式）を扱う総合演習

・関連する分野の学習内容に関心
をもつとともに，それらを事象の
考察に積極的に活用して数学的論
拠に基づいて判断したり，問題解
決の過程を振り返って評価・改善
したりしようとしている。

・関連する分野において，事象を
数学的に解釈し，数学を活用して
論理的に考察したり，事象の本質
や他の事象との関係をもとに多面
的・統合的・発展的に考えたり，
数学的な表現を用いて明瞭・的確
に表現する力を身に付けている。

・関連する分野において，数学的
に表現・処理する仕方や推論の方
法などの技能を身に付けている。

・関連する分野についての基本的
な用語，概念，法則等を体系的に
理解している。

各分野の重要例題や読解力・
思考力・応用力を問う問題，
および複数分野融合問題
（マーク式）を扱う総合演習

各分野の基本事項を問う頻出
問題や読解力・思考力・応用
力を問う問題（マーク式）を
扱う総合演習



科目名 学科名 対象学年 単位数

理系数学ⅰａⅱｂ＋ 普通科理系 ３年 3

科目の目標

関心・意欲・態度 数学的な見方・考え方 数学的な技能 知識・理解

数と式，2次関数，図形と計
量，データの分析,場合の数と
確率，整数の性質，図形の性
質，いろいろな式、図形と方程
式，指数関数・対数関数，三角
関数，微分・積分、数列および
ベクトルの学習内容に関心をも
つとともに，それらを融合し
て、事象の考察に活用し、数学
的論拠に基づいて判断しようと
している。

事象を数学的に考察し表現した
り、思考の過程を振り返り多面
的・発展的に考えたりすること
などを通して、数と式，2次関
数，図形と計量，データの分
析,場合の数と確率，整数の性
質，図形の性質，いろいろな
式、図形と方程式，指数関数・
対数関数，三角関数，微分・積
分、数列およびベクトルの各分
野における数学的な見方や考え
方を身に付けている。

数と式，2次関数，図形と計
量，データの分析,場合の数と
確率，整数の性質，図形の性
質，いろいろな式、図形と方程
式，指数関数・対数関数，三角
関数，微分・積分、数列および
ベクトルにおいて、事象を数学
的に表現・処理する仕方や推論
の方法などの技能を身に付けて
いる。

数と式，2次関数，図形と計
量，データの分析,場合の数と
確率，整数の性質，図形の性
質，いろいろな式、図形と方程
式，指数関数・対数関数，三角
関数，微分・積分、数列および
ベクトルにおける基本的な概
念、原理・法則などを体系的に
理解し、知識を身に付けてい
る。

数学Ⅰ・Ａ・Ⅱ・Ｂの演習を通して既習事項の理解を深め、事象を数学的に考察し処理・表現する
能力を伸ばす。さらに、それらを他の事象や問題解決に応用する力を育てる。

評価の観点および評価規準

令和３年度　数学科　指導と評価の年間計画

学校名　　　　　　　福井県立高志高等学校　　　　　　　　　　　　　

教科書（出版社・タイトル） 補助教材等

東京書籍　数学Ⅰ Advanced
東京書籍　数学Ａ Advanced
東京書籍　数学Ⅱ Advanced
東京書籍　数学Ｂ Advanced

参考書 数研出版 改訂版 チャート式基礎からの数学Ⅰ＋Ａ
　　　 数研出版 改訂版 チャート式基礎からの数学Ⅱ＋Ｂ
問題集 数研出版 クリアー数学演習Ⅰ・Ａ・Ⅱ・Ｂ受験編
　　　 大学入学共通テスト対応問題集



関心・意欲・態度 数学的な見方考え方 数学的な技能 知識・理解

4
｜
9

50

実力評価テスト①
前期中間考査①
前期中間考査②
前期期末考査

10
｜
11

23

実力評価テスト②

12
｜

32

後期中間考査①
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「理系数学ⅰａⅱｂ＋」　　指導と評価の年間計画
学校名・学科・学年　福井県立高志高等学校　普通科　3年（文系）

実
施
月

章の内容
指導内容
節ごと

配当
時間

具体の評価規準
評価方法

各分野の重要例題や読解力・
思考力・応用力を問う問題，
および複数分野融合問題（記
述式）を扱う総合演習

・関連する分野の学習内容に関心
をもつとともに，それらを事象の
考察に積極的に活用して数学的論
拠に基づいて判断したり，問題解
決の過程を振り返って評価・改善
したりしようとしている。

・関連する分野において，事象を
数学的に解釈し，数学を活用して
論理的に考察したり，事象の本質
や他の事象との関係をもとに多面
的・統合的・発展的に考えたり，
数学的な表現を用いて明瞭・的確
に表現する力を身に付けている。

・関連する分野において，数学的
に表現・処理する仕方や推論の方
法などの技能を身に付けている。

・関連する分野についての基本的
な用語，概念，法則等を体系的に
理解している。

各分野の重要例題や読解力・
思考力・応用力を問う問題，
および複数分野融合問題（記
述式/マーク式）を扱う総合
演習

各分野の基本事項を問う頻出
問題や読解力・思考力・応用
力を問う問題（マーク式）を
扱う総合演習



科目名 学科名 対象学年 単位数

理系数学ⅰａⅱｂ＋＋ 普通科理系 ３年 3

科目の目標

関心・意欲・態度 数学的な見方・考え方 数学的な技能 知識・理解

数と式，2次関数，図形と計
量，データの分析,場合の数と
確率，整数の性質，図形の性
質，いろいろな式、図形と方程
式，指数関数・対数関数，三角
関数，微分・積分、数列および
ベクトルの学習内容に関心をも
つとともに，それらを事象の考
察に積極的に活用して数学的論
拠に基づいて判断したり，問題
解決の過程を振り返って評価・
改善したりしようとしている。

数と式，2次関数，図形と計
量，データの分析,場合の数と
確率，整数の性質，図形の性
質，いろいろな式、図形と方程
式，指数関数・対数関数，三角
関数，微分・積分、数列および
ベクトルの各分野において，事
象を数学的に解釈し，数学を活
用して論理的に考察したり，事
象の本質や他の事象との関係を
もとに多面的・統合的・発展的
に考えたり，数学的な表現を用
いて明瞭・的確に表現する力を
身に付けている。

数と式，2次関数，図形と計
量，データの分析,場合の数と
確率，整数の性質，図形の性
質，いろいろな式、図形と方程
式，指数関数・対数関数，三角
関数，微分・積分、数列および
ベクトルにおいて、事象を数学
的に表現・処理する仕方や推論
の方法などの技能を身に付けて
いる。

数と式，2次関数，図形と計
量，データの分析,場合の数と
確率，整数の性質，図形の性
質，いろいろな式、図形と方程
式，指数関数・対数関数，三角
関数，微分・積分、数列および
ベクトルにおける基本的な概
念、原理・法則などを体系的に
理解し、知識を身に付けてい
る。

数学Ⅰ・Ａ・Ⅱ・Ｂの演習を通して既習事項の理解を深め、事象を数学的に考察し処理・表現する
能力を伸ばす。さらに、それらを他の事象や高度な問題解決に応用する力を育てる。

評価の観点および評価規準

令和３年度　数学科　指導と評価の年間計画

学校名　　　　　　　福井県立高志高等学校　　　　　　　　　　　　　

教科書（出版社・タイトル） 補助教材等

東京書籍　数学Ⅰ Advanced
東京書籍　数学Ａ Advanced
東京書籍　数学Ⅱ Advanced
東京書籍　数学Ｂ Advanced

参考書 数研出版 改訂版 チャート式基礎からの数学Ⅰ＋Ａ
　　　 数研出版 改訂版 チャート式基礎からの数学Ⅱ＋Ｂ
問題集 数研出版 スタンダード数学演習Ⅰ・Ａ・Ⅱ・Ｂ受験編
　　　 大学入学共通テスト対応問題集



関心・意欲・態度 数学的な見方考え方 数学的な技能 知識・理解

4
｜
9

50

実力評価テスト①
前期中間考査①
前期中間考査②
前期期末考査

10
｜
11

23

実力評価テスト②

12
｜

32

後期中間考査①
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「理系数学ⅰａⅱｂ＋＋」　　指導と評価の年間計画
学校名・学科・学年　福井県立高志高等学校　普通科　3年（文系）

実
施
月

章の内容
指導内容
節ごと

配当
時間

具体の評価規準
評価方法

各分野の重要例題や読解力・
思考力・応用力を問う問題，
および複数分野融合問題（記
述式）を扱う総合演習

・関連する分野の学習内容に関心
をもつとともに，それらを事象の
考察に積極的に活用して数学的論
拠に基づいて判断したり，問題解
決の過程を振り返って評価・改善
したりしようとしている。

・関連する分野において，事象を
数学的に解釈し，数学を活用して
論理的に考察したり，事象の本質
や他の事象との関係をもとに多面
的・統合的・発展的に考えたり，
数学的な表現を用いて明瞭・的確
に表現する力を身に付けている。

・関連する分野において，数学的
に表現・処理する仕方や推論の方
法などの技能を身に付けている。

・関連する分野についての基本的
な用語，概念，法則等を体系的に
理解している。

各分野の重要例題や読解力・
思考力・応用力を問う問題，
および複数分野融合問題（記
述式）を扱う総合演習

各分野の基本事項を問う頻出
問題や読解力・思考力・応用
力を問う問題（マーク式）を
扱う総合演習



学校名　福井県立高志高等学校

科目名 学科名 対象学年 単位数

物理 普通科（高入生）理系 3年 2

科目の目標

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・実験の技能 知識・理解

　物理学的な事物・現象に関心
や探究心をもち，主体的に探究
しようとするとともに，科学的
態度を身に付けている。

　物理学的な事物・現象の中に
問題を見いだし，探究する過程
を通して，事象を科学的に考察
し，導き出した考えを的確に表
現している。

　物理学的な事物・現象に関す
る観察，実験などを行い，基本
操作を習得するとともに，それ
らの過程や結果を的確に記録，
整理し，自然の事物・現象を科
学的に探究する技能を身に付け
ている。

　物理学的な事物・現象に関す
る基本的な概念や原理・法則に
ついて理解を深め，知識を身に
つけている。

評価の観点および評価規準

令和３年度　理科　指導と評価の年間計画

教科書（出版社・タイトル） 補助教材等

数研出版・改訂版　物理 ＮＥＷ　ＧＬＯＢＡＬ　物理基礎＋物理（東京書籍）

物理的な事物・現象に対する探究心を高め，目的意識をもって観察，実験などを行い，物理学的に
探究する能力と態度を育てるとともに，物理学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め，科学的
な自然観を育成する。



福井県立高志高等学校

単元名 配当

単元の目標 時間 関心･意欲･態度 思考･判断･表現 観察･実験の技能 知識･理解
１　静電気
・電気現象は電子の振る舞いに起
因することを理解させる。
・クーロンの法則を理解させる。 3

静電気はどのようにして
生じるのか，また電荷ど
うしが及ぼしあう力の間
にはどのような法則が存
在するのかに興味・関心
がある。

2つの点電荷の間にはたら
く静電気力は，クーロン
の法則について考察し判
断できる。

帯電した棒と箔検電器を
用いた実験に関する観
察・実験の技能を習得し
ている。

電子と陽子の電気量の大
きさは等しいことと，電
気量保存の法則を理解し
ている。

・ワークシートの記
述内容の分析
・実験プリント
・定期テストによる
理解度、定着度分析

２　電場
・電荷のまわりにできる電場は，
試験電荷にはたらく静電気力のベ
クトルであることを理解させる。
・電場のようすは電気力線によっ
て表されることを理解させる。

4

空間に電気的な性質を帯
びた電場が生じているこ
とに対して，意欲的に探
究し研究を行おうとして
いる。

電場の定義を正しく理解
し，考察し判断できる。

単独，あるいは複数の電
荷が固定されて置いてあ
るとき，これらのまわり
の電場のようすを電気力
線を用いて描くことがで
きる。

電荷Qの帯電体から出る

電気力線の総数が4πkQ

本であることを理解し，
電荷のまわりの電場の強
さや向きについて理解し
活用できる。

・ワークシートの記
述内容の分析
・定期テストによる
理解度、定着度分析

３　.電位
・試験電荷を運ぶときに外力のす
る仕事により電位
・電位差が定まることを理解させ
る。

3

電場の中での電荷の運動
を，重力場の中での物体
の運動と対比させて電気
現象を考え，理解してい
くことに，興味・関心を
示している。

電気的な力や空間の性質
について，電位という新
しい概念で捉え，表現す
ることができる。

単独あるいは複数の電荷
が固定されて置いてある
とき，これらのまわりの
電場と電位のようすを電
気力線と等電位面を用い
て作図することができ
る。

電界と電位の関係ついて
理解し，それらの知識に
基づいて電界の様子をイ
メージし定量的に扱うこ
とができる。

・ワークシートの記
述内容の分析
・定期テストによる
理解度、定着度分析

５　コンデンサー
・電場と電位，電場内に置かれた
導体や不導体のふるまいなど，既
習事項と関連させながらコンデン
サーを理解させる。

8

電気を蓄えるにはどのように
したらよいか，またより多くの
電気を蓄えるにはどのように
したらよいかに興味を示して
いる。

電場，電位の知識を使ってコ
ンデンサーの原理について
考察し判断できる。

箔検電器を用いて平行板コ
ンデンサーの電気容量の大
きさはどのようにすると変わる
かを実験して確かめてみるこ
とができる。

コンデンサーの直列接続，並
列接続の公式を理解してい
る。

・ワークシートの記
述内容の分析
・実験プリント
・定期テストによる
理解度、定着度分析

２　直流回路
・キルヒホッフの法則を水流回路
との対比を用いながら理解させ
る。 4

直流電源と抵抗からなる複
雑な回路網があるとき，回路
のどの部分にはいくらの電流
が流れているか，また電流計
のしくみはどのようになってい
るかに興味を示している。

電流計や電圧計の測定範囲
を大きくするにはどのようにし
たらよいかが判断できる。

電池に内部抵抗があることを
理解し，電池の端子電圧が
起電力から内部抵抗による
電圧降下を引いたものである
ことを式とグラフで表現するこ
とができる。

「起電力」と「電圧降下」の意
味を理解しており，キルヒホッ
フの法則を正しく用いて電流
回路における規則性を理解
している。

・ワークシートの記
述内容の分析
・実験プリント
・定期テストによる
理解度、定着度分析

・ワークシートの記
述内容の分析

・定期テストによる
理解度、定着度分析

３　半導体・半導体について，電
流が流れるしくみや特徴を理解さ
せる。

・ワークシートの記
述内容の分析
・実験プリント
・定期テストによる
理解度、定着度分析

第４編　電気と
磁気第１章電場

第２章　電流

多くの電子機器に利用され
ていることを知り，半導体に
興味や関心をもつことができ
る。

半導体のキャリアについて理
解し，真性半導体と不純物
半導体の性質の違いを判断
することができる。

４　物質と電場
・静電誘導、誘電分極について電
場、電位と関連づけて理解させ
る。

電流や電気抵抗の意味を正
しく理解し，オームの法則や
電力，電力量，ジュール熱の
式を導くことができる。

2

帯電体を近づけると，導体と
不導体は帯電体に引き寄せ
られる。この理由を知ることに
関心を示している。

「物理」　指導と評価の年間計画

月 指導内容
評価の観点および評価規準

評価方法

外部から電気力線を加えて
も，導体内部には電気力線
が入りこめない理由を理解し
ている。

・ワークシートの記
述内容の分析
・定期テストによる
理解度、定着度分析

2

静電誘導と誘電分極の現象
を説明することができる。

4

5

p型半導体，n型半導体とは
何か，また半導体ダイオード
やトランジスターのしくみとは
たらきについて理解してい
る。

2

電流の流れ方は物質の種類
やつなぎ方によってどのよう
に異なるかということに興味を
もっている。

電流に関す る現象につい
て，電流の基本的な概念を
形 成 する こ と で， 電流 Ｉ ＝
envSであることを導出し，理
解している。

抵抗率と温度の関係を観察
より的確に整理している。



１　磁場・磁場について定義を
し，磁化，および磁性体について
理解させる。 2

磁石や磁気がわれわれの生
活のさまざまなところで利用
されていることに興味を示し
ている。

磁場の中に置かれた物質が
どのように磁化されるかを考
察し，表現することができる。

砂鉄や方位磁針を用いて，
磁石のまわりにできる磁場の
ようすを調べ，磁場の向きや
磁場の強さの強弱を判断す
ることができる。

磁気量について，磁気力に
関するクーロンの法則や磁
場の定義の中でどのように使
われているかを通して理解し
ている。

・ワークシートの記
述内容の分析
・実験プリント
・定期テストによる
理解度、定着度分析

２　電流のつくる磁場
・電流が周囲につくる磁場ついて
電流・磁場の関係を理解させる。

4

導線に電流を流すと導線の
まわりに磁場ができることに
驚きと興味を示し，より深くこ
のことについて学ぼうとして
いる。

直線電流がつくる磁場のよう
すを理解した後，円形電流
がどのような磁場をつくるの
かを予想できる。

砂鉄や方位磁針を用いて，
直線電流や円形電流，ソレノ
イドのまわりにできる磁場のよ
うすを調べ，磁場の向きや磁
場の強さの強弱を判断するこ
とができる。

直線電流，円形電流，ソレノ
イドのつくる磁場についての
公式を理解し活用できる。

・ワークシートの記
述内容の分析
・実験プリント
・定期テストによる
理解度、定着度分析

３　電流が磁場から受ける力
・平行電流が及ぼしあう力につい
てその向きと大きさとを理解させ
る。 4

電気ブランコから，電流が磁
場から受ける力について関
心を示している。

フレミングの左手の法則を用
いて，電流の流れている導線
がどの向きに力を受けるかを
判断することができる。

平行電流が及ぼしあう力を観
察し的確に整理できる。

「透磁率」，「比透磁率」，「磁
束密度」，「磁束」などの物理
量の意味を理解している。ま
た，平行電流が及ぼしあう力
について，定量的・定性的に
理解している。

・ワークシートの記
述内容の分析
・実験プリント
・定期テストによる
理解度、定着度分析

１　電磁誘導の法則
・誘導起電力について，ファラ
デーの電磁誘導の法則，エネル
ギーの移り変わり，磁場による
ローレンツ力など，異なる観点か
ら理解させるようにする。

3

日常生活で欠かすことのでき
ない「交流発電機」や，「電磁
波を発生させる原理」は，い
ずれも電磁誘導という現象が
もとになっているのだというこ
とに強い学習の意義を感じて
いる。

電磁誘導の法則を用いて誘
導起電力の大きさを求めるこ
とができる。また，レンツの法
則を用いて誘導起電力の向
きを判断することができる。

渦電流の効果を実験で確認
し，その効果と電磁誘導の関
係について説明ができる。

磁場を横切る導線に生じる
誘導起電力の向きと大きさを
理解できている。

・ワークシートの記
述内容の分析
・実験プリント
・定期テストによる
理解度、定着度分析

２　交流の発生・交流の発生のし
くみと，交流電圧（の瞬時値）が
Ｖ＝Ｖ０sinωｔで表されること，
交流の実効値について理解させ
る。

2

身近にある自転車の発電機
の原理はどのようになってい
るかということに興味・関心を
もっている。また，交流そのも
のについての知識をもとうと
する意欲がある。

回転するコイルにどのような
向きの誘導起電力が生じる
かを思考・判断することがで
きる。

ハンドジェネレーターを利用
して，オシロスコープに表示
される交流電圧の波形を観
察することができる。

交流電圧の公式を理解して
いる。また，交流電流・交流
電圧の実効値の意味を理解
している。

・ワークシートの記
述内容の分析・実験
プリント・定期テス
トによる理解度、定
着度分析

４　ローレンツ力・電流が磁場か
ら受ける力を微視的に考察し，運
動する荷電粒子が磁場から受ける
力について理解する。

４　交流回路・交流回路，共振回
路について理解させる。

・ワークシートの記
述内容の分析
・定期テストによる
理解度、定着度分析

・ワークシートの記
述内容の分析・実験
プリント・定期テス
トによる理解度、定
着度分析

4

ローレンツ力を応用したもの
に，「ホール効果」や「サイク
ロトロン」があるが，これらの
原理を理解している。

・ワークシートの記
述内容の分析
・定期テストによる
理解度、定着度分析

交流回路における電流，電
圧の位相差をベクトル図の作
図から，的確に整理すること
ができる。

電流の流れている導線が磁
石から力を受けるという現象
の本質は，実は導線中を流
れている自由電子の１つ１つ
が磁場から力を受けているの
だということに関心を示してい
る。

磁場中を運動する荷電粒子
の運動を，磁場の向きと荷電
粒子とのなす角との関係から
的確に判断できる。4

コイルに蓄えられるエネル
ギーを表す式が導き出される
過程を説明することができ
る。

３　自己誘導と相互誘導
・ファラデーの法則と関連づけ
て，自己誘導および磁場のエネル
ギーを理解させる。

コイル・コンデンサーのリアク
タンスについて理解してい
る。また，共振回路がラジオ
やテレビの受信回路で使わ
れている理由や電気振動に
おけるコイルの磁場とコンデ
ンサーの電場の変化のようす
を説明できる。

3

電車のパンタグラフでの電気
火花や蛍光灯のスターター
ランプ（グローランプ），変圧
器はともにインダクタンスが関
係している。このことから，イ
ンダクタンスを学習する意
欲・関心をもっている。

自己誘導起電力の大きさ，
および相互誘導起電力を表
す式を，ともにファラデーの
電磁誘導の法則の式から説
明することができる。

コイルに電池，ネオン管，ス
イッチを配線した実験装置か
ら，自己誘導のようすを観察
することができる。

コイルやコンデンサーに電圧
を加えるとき，直流電圧の場
合と交流電圧の場合とでは
それらのふるまいが全く異な
ることに興味をもっている。

コイルやコンデンサーのそれ
ぞれに交流電流が流れるとき
には，電力は ｓｉｎ関数的に
変化し，そのため時間平均
が0となることを理解してい
る。

第３章　電流と
磁場

第４章　電磁誘
導と電磁波

6

7



５　電磁波・電磁波の発生のしく
みについて理解させる。

1

単にテレビなどに使われる電
波だけでなく，光，X線，γ線
も電磁波の一種である。その
電磁波はどのように発生する
のか，またなぜ波であるとい
えるのか，に関心を示してい
る。

磁場は変化すると電場を生
じ，電場が変化すると磁場を
生じる。このことが電磁波の
発生と伝搬の鍵を握っている
ことが理解できている。

電磁波の波動としての性質
を，観察を通してイメージで
きるようになる。

電磁波はその波長により，ふ
るまいが大きく異なるので，
波長により分類することがで
きること，高温の物体からは
その温度により決められる波
長分布の熱放射の電磁波が
出ていることを知っている。

・ワークシートの記
述内容の分析
・定期テストによる
理解度、定着度分析

２　光の粒子性・光電効果を理解
させる。

2

物質（粒子）でも，エネル
ギー（電磁波のような）でも，
それらが非常に小さなもの
（エネルギーの場合は「弱
い」）になったとき，大きなも
のでは現れなかった別の性
質やふるまいを示すようにな
ることに興味・関心を示して
いる。

光電効果の実験結果を，光
量子説により説明できる。

はく検電器を用いて，光電効
果の実験を行い，負に帯電
した検電器からしか電子が飛
び出さないこ とを確認でき
る。

ミクロなエネルギー量を表現
するときに用いる「電子ボル
ト」という単位の意味を理解し
ている。

・ワークシートの記
述内容の分析
・定期テストによる
理解度、定着度分析

３　X線・X線の量子性，波動性を

X線回折，コンプトン効果より理
解させる。

2

病院の検査などで使われて
いるX線とはどのようなもので
あるかに関心を示している。

X線の発生機構が理解でき
ている。また，発生する最短
波長を求める式を導き出す
過程が説明できている。

X線回折におけるブラッグの
条件について理解している。

・ワークシートの記
述内容の分析
・定期テストによる
理解度、定着度分析

４　粒子の波動性・光の粒子性と
対比しながら，電子に波動性があ
ることを理解させる。

2

電子顕微鏡は電子が波動と
してふるまう性質を応用した
ものである。この，一見すると
相反する波動性と粒子性を
あわせもつ二重性について，
興味・関心を示している。

電子顕微鏡のしくみを説明
できる。

質量をもった粒子がある速さ
で運動しているとき，この物
質波のドブロイ波長を求める
ことができる。

・ワークシートの記
述内容の分析
・定期テストによる
理解度、定着度分析

１　原子の構造とエネルギー準位
・ボーアの水素原子模型について
説明し，水素原子のエネルギー準
位を理解させる。 2

プラスの電荷とマイナスの電
荷からなる原子はどのような
しくみになっているのかに興
味・関心を示している。

原子の構造が，正の電気を
もった原子核のまわりを電子
が回っているとする模型が正
しいことを証明するためにラ
ザフォードらが行った実験を
理解できる。

さまざまなスペクトルを観察
できる。

原子の発するスペクトルは，
原子核のまわりを回る電子が
とびとびのエネルギー準位を
もつことから説明されることを
理解している。

・ワークシートの記
述内容の分析
・定期テストによる
理解度、定着度分析

２　原子核・核力，同位体につい
て理解させる。

1

原子核はどのようなものから
できているのか，また核エネ
ルギーはどのようにして発生
するのだろうかということに関
心がある。

極小の物体からなる核子どう
しが堅く結びあっていられる
ことについて，万有引力や静
電気力では説明できない理
由を言うことができる。

「原子・原子核」を表す記号
から，原子核を構成する陽
子・中性子の数を求めること
ができる。また，複数の同位
体からなる元素の原子量を
計算で求めることができる。

・ワークシートの記
述内容の分析
・定期テストによる
理解度、定着度分析

３　放射線とその性質
・α崩壊とβ崩壊を行うと原子核
の質量数や原子番号がどのように
変化するかを理解させる。
・半減期について理解させる。

1

さまざまな工業分野で利用さ
れている放射線について，興
味・関心を示している。

α線，β線，γ線の正体や，
α崩壊，β崩壊のしくみが理
解できている。

さいころを使った実験で半減
期のシミュレーションをし，半
減期の意味を理解できてい
る。

放射能と放射線の測定単位
の定義を理解している。ま
た，放射線による影響と放射
線の利用にはどのようなもの
があるかがわかっている。

・ワークシートの記
述内容の分析
・定期テストによる
理解度、定着度分析

１　.電子・トムソンの実験とミリ
カンの実験とから，電子の比電
荷，電荷，質量の各値がどのよう
に得られたかを理解させる。

2

電子がどのようにして発見さ
れたのか，また電子の電荷
や質量はどのようにして測定
されたのかに興味を示してい
る。

陰極線の正体が電子線で
あったことの歴史的過程が理
解できている。また，電子の
比電荷の値を求めたJ.J.トム
ソンの実験のしくみが理解で
きている。

ミリカンの油滴実験は測定値
である電気量をもとにどのよう
にして電気素量を決定した
のかをデータから整理でき
る。

・ワークシートの記
述内容の分析
・定期テストによる
理解度、定着度分析

電子の比電荷の値と電気素
量より，電子の質量が9.11×

10-31kgであることを算出する
ことができる。

第５編　原子
第１章　電子と
光

第２章　原子と
原子核

9

7



４　核反応と核エネルギー
・質量欠損，結合エネルギーの定
義を正しく理解させる。

2

核エネルギーとは何か，どう
してあのような莫大な量のエ
ネルギーが取り出せるのか
に，興味・関心を示している。

核反応の前後で原子核の質
量が減少すること，およびそ
の質量差に相当するエネル
ギーが核エネルギーとして解
放されることを定量的に説明
できる。

核反応を式に表すことができ
る。結合エネルギーの定義を
知っており，核子1個当たりの
結合エネルギーの大きいほう
が壊れにくいことを理解して
いる。核分裂反応・核融合反
応について，定性的，定量
的に理解している。

・ワークシートの記
述内容の分析
・定期テストによる
理解度、定着度分析

５　素粒子
・自然の階層性について理解させ
る。

1

物質の最小単位は何か，ま
た自然界にはどのような力が
存在するのか，などに興味・
関心を示している。

素粒子はそれらがはたらく力の
種類により，どのような種類に分
類されるのか，クォークとは何か，
ゲージ粒子とは何か，また自然界
に存在する4つの力とは何か，な
どについて説明することができ
る。

さ ま ざま な ハ ドロ ンが ど の
クォークで構成されているか
調べ，それらの電気量の値を
クォークの種類より算出する
ことができる。

・ワークシートの記
述内容の分析
・定期テストによる
理解度、定着度分析

70

第２章　原子と
原子核

9



学校名　福井県立高志高等学校

科目名 学科名 対象学年 単位数

物理 普通科（内進生）理系 3年 2

科目の目標

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・実験の技能 知識・理解

　物理学的な事物・現象に関心
や探究心をもち，主体的に探究
しようとするとともに，科学的
態度を身に付けている。

　物理学的な事物・現象の中に
問題を見いだし，探究する過程
を通して，事象を科学的に考察
し，導き出した考えを的確に表
現している。

　物理学的な事物・現象に関す
る観察，実験などを行い，基本
操作を習得するとともに，それ
らの過程や結果を的確に記録，
整理し，自然の事物・現象を科
学的に探究する技能を身に付け
ている。

　物理学的な事物・現象に関す
る基本的な概念や原理・法則に
ついて理解を深め，知識を身に
つけている。

評価の観点および評価規準

令和３年度　理科　指導と評価の年間計画

教科書（出版社・タイトル） 補助教材等

数研出版・改訂版　物理 ＮＥＷ　ＧＬＯＢＡＬ　物理基礎＋物理（東京書籍）

物理的な事物・現象に対する探究心を高め，目的意識をもって観察，実験などを行い，物理学的に
探究する能力と態度を育てるとともに，物理学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め，科学的
な自然観を育成する。



福井県立高志高等学校

単元名 配当

単元の目標 時間 関心･意欲･態度 思考･判断･表現 観察･実験の技能 知識･理解

２　直流回路
・キルヒホッフの法則を水流回路
との対比を用いながら理解させ
る。 4

直流電源と抵抗からなる複
雑な回路網があるとき，回路
のどの部分にはいくらの電
流が流れているか，また電流
計のしくみはどのようになっ
ているかに興味を示してい
る。

電流計や電圧計の測定範囲
を大きくするにはどのようにし
たらよいかが判断できる。

電池に内部抵抗があることを
理解し，電池の端子電圧が
起電力から内部抵抗による
電圧降下を引いたものであ
ることを式とグラフで表現す
ることができる。

「起電力」と「電圧降下」の意
味 を理 解 して おり ，キルヒ
ホッフの法則を正しく用いて
電流回路における規則性を
理解している。

・ワークシートの記
述内容の分析
・実験プリント
・定期テストによる
理解度、定着度分析

・ワークシートの記
述内容の分析

・定期テストによる
理解度、定着度分析

１　磁場・磁場について定義を
し，磁化，および磁性体について
理解させる。 2

磁石や磁気がわれわれの生
活のさまざまなところで利用
されていることに興味を示し
ている。

磁場の中に置かれた物質が
どのように磁化されるかを考
察し，表現することができる。

砂鉄や方位磁針を用いて，
磁石のまわりにできる磁場の
ようすを調べ，磁場の向きや
磁場の強さの強弱を判断す
ることができる。

磁気量について，磁気力に
関するクーロンの法則や磁
場の定義の中でどのように使
われているかを通して理解し
ている。

・ワークシートの記
述内容の分析
・実験プリント
・定期テストによる
理解度、定着度分析

２　電流のつくる磁場
・電流が周囲につくる磁場ついて
電流・磁場の関係を理解させる。

4

導線に電流を流すと導線の
まわりに磁場ができることに
驚きと興味を示し，より深くこ
のことについて学ぼうとして
いる。

直線電流がつくる磁場のよう
すを理解した後，円形電流
がどのような磁場をつくるの
かを予想できる。

砂鉄や方位磁針を用いて，
直線電流や円形電流，ソレノ
イドのまわりにできる磁場の
ようすを調べ，磁場の向きや
磁場の強さの強弱を判断す
ることができる。

直線電流，円形電流，ソレノ
イドのつくる磁場についての
公式を理解し活用できる。

・ワークシートの記
述内容の分析
・実験プリント
・定期テストによる
理解度、定着度分析

３　電流が磁場から受ける力
・平行電流が及ぼしあう力につい
てその向きと大きさとを理解させ
る。 5

電気ブランコから，電流が磁
場から受ける力について関
心を示している。

フレミングの左手の法則を用
いて，電流の流れている導
線がどの向きに力を受けるか
を判断することができる。

平行電流が及ぼしあう力を
観察し的確に整理できる。

「透磁率」，「比透磁率」，「磁
束密度」，「磁束」などの物理
量の意味を理解している。ま
た，平行電流が及ぼしあう力
について，定量的・定性的に
理解している。

・ワークシートの記
述内容の分析
・実験プリント
・定期テストによる
理解度、定着度分析

「物理」　指導と評価の年間計画

月 指導内容
評価の観点および評価規準

評価方法

4 第２章　電流

１　オームの法則
・導体の抵抗率は，温度上昇に伴
い大きくなることを理解させる。 4

電流の流れ方は物質の種類
やつなぎ方によってどのよう
に異なるかということに興味
をもっている。

電流や電気抵抗の意味を正
しく理解し，オームの法則や
電力，電力量，ジュール熱の
式を導くことができる。

抵抗率と温度の関係を観察
より的確に整理している。

電流に関する現 象につい
て，電流の基本的な概念を
形 成 す るこ と で ，電 流 Ｉ ＝
envSであることを導出し，理
解している。

・ワークシートの記
述内容の分析
・実験プリント
・定期テストによる
理解度、定着度分析

３　半導体・半導体について，電
流が流れるしくみや特徴を理解さ
せる。 2

多くの電子機器に利用され
ていることを知り，半導体に
興味や関心をもつことができ
る。

半導体のキャリアについて理
解し，真性半導体と不純物
半導体の性質の違いを判断
することができる。

p型半導体，n型半導体とは
何か，また半導体ダイオード
やトランジスターのしくみとは
たらきについて理解してい
る。

5
第３章　電流と
磁場

４　ローレンツ力・電流が磁場か
ら受ける力を微視的に考察し，運
動する荷電粒子が磁場から受ける
力について理解する。 4

電流の流れている導線が磁
石から力を受けるという現象
の本質は，実は導線中を流
れている自由電子の１つ１つ
が磁場から力を受けている
のだということに関心を示し
ている。

磁場中を運動する荷電粒子
の運動を，磁場の向きと荷電
粒子とのなす角との関係から
的確に判断できる。

ローレンツ力を応用したもの
に，「ホール効果」や「サイク
ロトロン」があるが，これらの
原理を理解している。

・ワークシートの記
述内容の分析
・定期テストによる
理解度、定着度分析



１　電磁誘導の法則
・誘導起電力について，ファラ
デーの電磁誘導の法則，エネル
ギーの移り変わり，磁場による
ローレンツ力など，異なる観点か
ら理解させるようにする。

5

日常生活で欠かすことので
きない「交流発電機」や，「電
磁波を発生させる原理」は，
いずれも電磁誘導という現
象がもとになっているのだと
いうことに強い学習の意義を
感じている。

電磁誘導の法則を用いて誘
導起電力の大きさを求めるこ
とができる。また，レンツの法
則を用いて誘導起電力の向
きを判断することができる。

渦電流の効果を実験で確認
し，その効果と電磁誘導の
関係について説明ができる。

磁場を横切る導線に生じる
誘導起電力の向きと大きさを
理解できている。

・ワークシートの記
述内容の分析
・実験プリント
・定期テストによる
理解度、定着度分析

２　交流の発生・交流の発生のし
くみと，交流電圧（の瞬時値）が
Ｖ＝Ｖ０sinωｔで表されること，
交流の実効値について理解させ
る。

4

身近にある自転車の発電機
の原理はどのようになってい
るかということに興味・関心を
もっている。また，交流そのも
のについての知識をもとうと
する意欲がある。

回転するコイルにどのような
向きの誘導起電力が生じる
かを思考・判断することがで
きる。

ハンドジェネレーターを利用
して，オシロスコープに表示
される交流電圧の波形を観
察することができる。

交流電圧の公式を理解して
いる。また，交流電流・交流
電圧の実効値の意味を理解
している。

・ワークシートの記
述内容の分析・実験
プリント・定期テス
トによる理解度、定
着度分析

５　電磁波・電磁波の発生のしく
みについて理解させる。

1

単にテレビなどに使われる
電波だけでなく，光，X線，
γ線も電磁波の一種である。
その電磁波はどのように発
生するのか，またなぜ波であ
るといえるのか，に関心を示
している。

磁場は変化すると電場を生
じ，電場が変化すると磁場を
生じる。このことが電磁波の
発生と伝搬の鍵を握ってい
ることが理解できている。

電磁波の波動としての性質
を，観察を通してイメージで
きるようになる。

電磁波はその波長により，ふ
るまいが大きく異なるので，
波長により分類することがで
きること，高温の物体からは
その温度により決められる波
長分布の熱放射の電磁波が
出ていることを知っている。

・ワークシートの記
述内容の分析
・定期テストによる
理解度、定着度分析

6

第４章　電磁誘
導と電磁波

３　自己誘導と相互誘導
・ファラデーの法則と関連づけ
て，自己誘導および磁場のエネル
ギーを理解させる。

5

電車のパンタグラフでの電気
火花や蛍光灯のスターター
ランプ（グローランプ），変圧
器はともにインダクタンスが
関係している。このことから，
インダクタンスを学習する意
欲・関心をもっている。

自己誘導起電力の大きさ，
および相互誘導起電力を表
す式を，ともにファラデーの
電磁誘導の法則の式から説
明することができる。

コイルに電池，ネオン管，ス
イッチを配線した実験装置
から，自己誘導のようすを観
察することができる。

陰極線の正体が電子線で
あったことの歴史的過程が
理解できている。また，電子
の比電荷の値を求めたJ.J.ト
ムソンの実験のしくみが理解
できている。

コイルに蓄えられるエネル
ギーを表す式が導き出され
る過程を説明することができ
る。

・ワークシートの記
述内容の分析・実験
プリント・定期テス
トによる理解度、定
着度分析

４　交流回路・交流回路，共振回
路について理解させる。

4

コイルやコンデンサーに電
圧を加えるとき，直流電圧の
場合と交流電圧の場合とで
はそれらのふるまいが全く異
なることに興味をもっている。

コイルやコンデンサーのそれ
ぞれに交流電流が流れると
きには，電力は ｓｉｎ関数的に
変化し，そのため時間平均
が0となることを理解してい
る。

交流回路における電流，電
圧の位相差をベクトル図の
作図から，的確に整理するこ
とができる。

コイル・コンデンサーのリアク
タンスについて理解してい
る。また，共振回路がラジオ
やテレビの受信回路で使わ
れている理由や電気振動に
おけるコイルの磁場とコンデ
ンサーの電場の変化のよう
すを説明できる。

・ワークシートの記
述内容の分析
・定期テストによる
理解度、定着度分析

ミリカンの油滴実験は測定値
である電気量をもとにどのよ
うにして電気素量を決定した
のかをデータから整理でき
る。

電子の比電荷の値と電気素
量より，電子の質量が9.11×

10
-31

kgであることを算出する
ことができる。

・ワークシートの記
述内容の分析
・定期テストによる
理解度、定着度分析

7
第５編　原子
第１章　電子と
光

１　.電子・トムソンの実験とミリ
カンの実験とから，電子の比電
荷，電荷，質量の各値がどのよう
に得られたかを理解させる。

2

電子がどのようにして発見さ
れたのか，また電子の電荷
や質量はどのようにして測定
されたのかに興味を示して
いる。



２　光の粒子性・光電効果を理解
させる。

2

物質（粒子）でも，エネル
ギー（電磁波のような）でも，
それらが非常に小さなもの
（エネルギーの場合は「弱
い」）になったとき，大きなも
のでは現れなかった別の性
質やふるまいを示すようにな
ることに興味・関心を示して
いる。

光電効果の実験結果を，光
量子説により説明できる。

はく検電器を用いて，光電
効果の実験を行い，負に帯
電した検電器からしか電子
が飛び出さないことを確認で
きる。

ミクロなエネルギー量を表現
するときに用いる「電子ボル
ト」という単位の意味を理解
している。

・ワークシートの記
述内容の分析
・定期テストによる
理解度、定着度分析

３　X線・X線の量子性，波動性を

X線回折，コンプトン効果より理解
させる。

3

病院の検査などで使われて
いるX線とはどのようなもので
あるかに関心を示している。

X線の発生機構が理解でき
ている。また，発生する最短
波長を求める式を導き出す
過程が説明できている。

X線回折におけるブラッグの
条件について理解している。

・ワークシートの記
述内容の分析
・定期テストによる
理解度、定着度分析

４　粒子の波動性・光の粒子性と
対比しながら，電子に波動性があ
ることを理解させる。

3

電子顕微鏡は電子が波動と
してふるまう性質を応用した
ものである。この，一見すると
相反する波動性と粒子性を
あわせもつ二重性につい
て，興味・関心を示してい
る。

電子顕微鏡のしくみを説明
できる。

質量をもった粒子がある速さ
で運動しているとき，この物
質波のドブロイ波長を求める
ことができる。

・ワークシートの記
述内容の分析
・定期テストによる
理解度、定着度分析

１　原子の構造とエネルギー準位
・ボーアの水素原子模型について
説明し，水素原子のエネルギー準
位を理解させる。 4

プラスの電荷とマイナスの電
荷からなる原子はどのような
しくみになっているのかに興
味・関心を示している。

原子の構造が，正の電気を
もった原子核のまわりを電子
が回っているとする模型が正
しいことを証明するためにラ
ザフォードらが行った実験を
理解できる。

さまざまなスペクトルを観察
できる。

原子の発するスペクトルは，
原子核のまわりを回る電子が
とびとびのエネルギー準位
をもつことから説明されること
を理解している。

・ワークシートの記
述内容の分析
・定期テストによる
理解度、定着度分析

２　原子核・核力，同位体につい
て理解させる。

3

原子核はどのようなものから
できているのか，また核エネ
ルギーはどのようにして発生
するのだろうかということに関
心がある。

極小の物体からなる核子どう
しが堅く結びあっていられる
ことについて，万有引力や静
電気力では説明できない理
由を言うことができる。

「原子・原子核」を表す記号
から，原子核を構成する陽
子・中性子の数を求めること
ができる。また，複数の同位
体からなる元素の原子量を
計算で求めることができる。

・ワークシートの記
述内容の分析
・定期テストによる
理解度、定着度分析

３　放射線とその性質
・α崩壊とβ崩壊を行うと原子核
の質量数や原子番号がどのように
変化するかを理解させる。
・半減期について理解させる。

3

さまざまな工業分野で利用さ
れている放射線について，
興味・関心を示している。

α線，β線，γ線の正体や，
α崩壊，β崩壊のしくみが
理解できている。

さいころを使った実験で半減
期のシミュレーションをし，半
減期の意味を理解できてい
る。

放射能と放射線の測定単位
の定義を理解している。ま
た，放射線による影響と放射
線の利用にはどのようなもの
があるかがわかっている。

・ワークシートの記
述内容の分析
・定期テストによる
理解度、定着度分析

４　核反応と核エネルギー
・質量欠損，結合エネルギーの定
義を正しく理解させる。

4

核エネルギーとは何か，どう
してあのような莫大な量のエ
ネルギーが取り出せるのか
に，興味・関心を示してい
る。

核反応の前後で原子核の質
量が減少すること，およびそ
の質量差に相当するエネル
ギーが核エネルギーとして
解放されることを定量的に説
明できる。

核反応を式に表すことができ
る。結合エネルギーの定義
を知っており，核子1個当た
りの結合エネルギーの大き
いほうが壊れにくいことを理
解している。核分裂反応・核
融 合 反 応 につい て，定性
的，定量的に理解している。

・ワークシートの記
述内容の分析
・定期テストによる
理解度、定着度分析

５　素粒子
・自然の階層性について理解させ
る。

2

物質の最小単位は何か，ま
た自然界にはどのような力が
存在するのか，などに興味・
関心を示している。

素粒子はそれらがはたらく力の
種類により，どのような種類に分
類されるのか，クォークと は何
か，ゲージ粒子とは何か，また自
然界に存在する4つの力とは何
か，などについて説明することが
できる。

さ まざまな ハド ロ ン がど の
クォークで構成されているか
調べ，それらの電気量の値
をクォークの種類より算出す
ることができる。

・ワークシートの記
述内容の分析
・定期テストによる
理解度、定着度分析
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光



学校名　　　福井県立高志高等学校　　　　　　　　　　　　　

科目名 学科名 対象学年 単位数

化学 普通科（高入生）理系 3年 2

科目の目標

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・実験の技能 知識・理解

　化学的な事物・現象に関心や
探究心をもち、主体的に探究し
ようとするとともに、科学的態
度を身に付けている。

　化学的な事物・現象の中に問
題を見いだし、探究する過程を
通して、事象を科学的に考察
し、導き出した考えを的確に表
現している。

　化学的な事物・現象に関する
観察、実験などを行い、基本操
作を習得するとともに、それら
の過程や結果を的確に記録、整
理し、自然の事物・現象を科学
的に探究する技能を身に付けて
いる。

　化学的な事物・現象に関する
基本的な概念や原理・法則につ
いて理解を深め、知識を身に付
けている。

評価の観点および評価規準

令和３年度　理科　指導と評価の年間計画

教科書（出版社・タイトル） 補助教材等

東京書籍・改訂化学
数研出版・フォトサイエンス化学図録

東京書籍・改訂ニューグローバル化学基礎＋化学

化学的な事物・現象に対する探究心を高め、目的意識をもって観察、実験などを行い、化学的に探
究する能力と態度を育てるとともに、化学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め、科学的な自
然観を育成する。



福井県立高志高等学校

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・実験の技能 知識・理解

１節　アルカリ金属とその化合物

・アルカリ金属とその化合物の性質
や反応について理解させる。

２節　２族とその化合物

・２族元素とその化合物の性質や反
応について理解させる。

３節　1,2族以外の典型元素とその化
合物

・１，２族以外の典型元素とその化
合物について理解させる。

１節　遷移元素とその化合物

・遷移元素とその化合物について理
解させる。

２節　金属イオンの分離・確認

・金属イオンの分離について理解さ
せる。

・金属イオンの分離方法と確認の方
法について理解している。

・ワークシートの
記述内容の分析

・アルミニウムとその化合物，錯イ
オン，ミョウバン，亜鉛とその化合
物，水銀，スズ，鉛とその化合物に
ついて理解している。

・ワークシートの
記述内容の分析
・実験プリント

４章
遷移元素の単体と化合物

・遷移元素とその化合物に関する性
質や反応に関する事物・現象に関心
を持つ。

・遷移元素の単体と化合物の性質や
反応について考えることができる。

・鉄について，単体や化合物の性質
を調べることができる。
・硫酸銅(Ⅱ)五水和物の性質を調べ
ることができる。また，銅(Ⅱ)イオ
ンと銀イオンについて，その特有の
反応や共通の性質を調べることがで
きる。

・鉄とその化合物，銅とその化合
物，銀とその化合物，金，クロム，
マンガンについて理解している。

・ワークシートの
記述内容の分析
・実験プリント

・金属陽イオンの特定の陰イオンと
の反応や，分離と確認について考え
ることができる。

・アルカリ金属元素の製法，単体の
性質，酸化物，水酸化物，炭酸ナト
リウム，炭酸水素塩について理解し
ている。

・ワークシートの
記述内容の分析

・２族元素とその化合物に関する性
質や反応に関する事物・現象に関心
を持つ。

・２族元素の単体及び，その化合物
の性質を考えることができる。

・アルカリ金属とアルカリ土類金属
の単体や化合物の性質を調べること
ができる。

・２族元素の単体の製法，性質，酸
化物，水酸化物，炭酸塩，硫酸塩，
塩化物について理解している。

・ワークシートの
記述内容の分析
・実験プリント

4

４編
無機物質
３章
典型金属元素の単体と化合
物

30

・アルカリ金属その化合物に関する
性質や反応に関する事物・現象に関
心を持つ。

・水素以外の１族元素のアルカリ金
属の単体及びその化合物の性質を考
えることができる。

・１，２族以外の典型元素とその化
合物に関する性質や反応に関する事
物・現象に関心を持つ。

・アルミニウム，亜鉛などの単体及
び，化合物の性質を考えることがで
きる。

・アルミニウムと亜鉛の酸や塩基に
対する性質を調べることができる。

「化学」　指導と評価の年間計画

実
施
月

単元名
単元の目標

指導内容
配当
時間

具体の評価規準
評価方法



福井県立高志高等学校

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・実験の技能 知識・理解

「化学」　指導と評価の年間計画

実
施
月

単元名
単元の目標

指導内容
配当
時間

具体の評価規準
評価方法

１節　金属

・金属と人間生活の関わりについて
理解させる。

２節　セラミック

・セラミックスと人間生活の関わり
について理解させる。

・無機物質の活用について理解させ
る

・無機物質の特徴と、無機物質が私
たちの生活にどのように利用されて
いるか調べようとする態度が育って
いる。

１節　有機化合物の特徴

・有機化合物の特徴と分類について
理解させる。

２節　有機化合物の構造式の決定

・構造式を決定する手順について理
解させる。
・分離・精製と元素分析について理
解させる。

１節　飽和炭化水素

・飽和炭化水素について理解させ
る。

２節　不飽和炭化水素

・不飽和炭化水素について理解させ
る。

１節　アルコールとエーテル

・アルコールとエーテルについて理
解させる。

２節　アルデヒドとケトン

・アルデヒドとケトンについて理解
させる。

３節　カルボン酸とエステル
４節　油脂とセッケン

・カルボン酸とエステルについて理
解させる。

・酢酸とエタノールから酢酸エチル
を合成し，その性質を調べることが
できる。

・カルボン酸の分類，性質，エステ
ルの反応，油脂の分類と性質につい
て理解している。

・ワークシートの
記述内容の分析
・実験プリント

３章
アルコールと関連化合物

酸素を含む有機化合物であるアル
コールやエーテルについて，構造や
性質を調べようとする。

・アルコールの分類や性質とエーテ
ルの性質を考えることができる。

・アルコールの構造と分類，性質に
ついて理解している。

・ワークシートの
記述内容の分析

アルデヒド，ケトンについて，構造
や性質を調べようとする。

・アルデヒドの性質とケトンの性質
について考えることができる。

・アルコールの反応とその酸化生成
物の性質についてエタノール，ナト
リウム，銅線を使って実験すること
ができる。

・アルデヒドの生成，性質について
理解している。

２章
炭化水素

・有機化合物の基本的な化合物であ
る炭化水素のうち，鎖式炭化水素と
脂環式炭化水素の構造と性質を調べ
ようとする。

・脂肪族炭化水素の性質や反応を構
造と関連付けて考えることができ
る。

・アルカンの構造，同族体，アルカ
ンの性質，置換反応，シクロアルカ
ンと化学的性質について理解してい
る。

・ワークシートの
記述内容の分析

・官能基をもつ脂肪族化合物の性質
や反応について考えることができ
る。

・飽和炭化水素と不飽和炭化水素の
反応性の違いを，それぞれの化合物
と臭素の反応から調べることができ
る。

・アルケンの構造，幾何異性体，ア
ルケンの反応，シクロアルケン，ア
ルキンの構造，アセチレンの反応に
ついて理解している。

30

・元素分析により，組成式･分子式･
構造式が決定されることについて考
えることができる。

有機化合物の分析について理解して
いる。

・ワークシートの
記述内容の分析

・ワークシートの
記述内容の分析
・実験プリント

・ワークシートの
記述内容の分析
・実験プリント

カルボン酸，油脂などについて，構
造や性質を調べようとする。

・カルボン酸とエステルの構造や性
質，光学異性体について考えること
ができる。

・セラミックスの種類や性質を考え
ることができる。

・セラミックスについて理解してい
る。

・ワークシートの
記述内容の分析

５編
有機化合物
１章
有機化合物の特徴と構造

有機化合物の一般的な性質や構造を
理解し、分類や分析の仕方を調べよ
うとする。

・有機化合物の特徴と分類を考える
ことができる。
・元素分析により、組成式･分子式･
構造式が決定されることについて考
えることができる。

・有機化合物の特徴と分類について
理解している。
・有機化合物の分析について理解し
ている。

・ワークシートの
記述内容の分析

5

５章
無機物質と人間生活

・金属がその特徴を生かして人間生
活の中で利用されていることを考え
ることができる。

・鉄板を用いて鉄が錆びる様子を観
察し，錆びる条件を調べることがで
きる。

・金属の利用について理解してい
る。

・ワークシートの
記述内容の分析
・実験プリント

・セラミックスの特徴とそれが私た
ちの生活にどのように利用されてい
るかについて関心を持つ。

30



福井県立高志高等学校

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・実験の技能 知識・理解

「化学」　指導と評価の年間計画

実
施
月

単元名
単元の目標

指導内容
配当
時間

具体の評価規準
評価方法

１節　芳香族炭化水素

・芳香族炭化水素について理解させ
る。

２節　酸素を含む芳香族化合物

・酸素を含む芳香族化合物について
理解させる。

３節　窒素を含む芳香族化合物

・窒素を含む芳香族化合物について
理解させる。

４節　芳香族化合物の分離

・芳香族化合物の混合液から各成分
を分離する方法を理解させる。

１節　食品
２節　医薬品

・医薬品と人間生活の関わりについ
て理解させる。

３節　染料
４節　洗剤

・染料や洗剤と人間生活の関わりに
ついて理解させる。

・ワークシートの
記述内容の分析
・実験プリント

・染料と洗剤について構造，性質に
ついて考えることができる。

・合成洗剤の代表的なアゾ染料をつ
くり，繊維による染まり具合を比べ
ることができる。

・染料と洗剤について理解してい
る。

・ワークシートの
記述内容の分析
・実験プリント

５章
有機化合物と人間生活

20

・食品，医薬品，染料･染色･洗剤な
どの有機化合物と生活の関わりを化
学的な側面から調べようとする態度
が育っている。

・食品，医薬品などの有機化合物と
生活との関わりを化学的な面から考
えることができる。

・頭痛薬のアセチルサリチル酸の含
有量を中和滴定によって求めること
ができる。

・有機化合物である食品，医薬品に
ついて理解している。

・窒素を含む芳香族化合物(芳香族
アミンなど)を考えることができ
る。

・ニトロ基をアミノ基に変える方法
を調べ，ニトロベンゼンからアニリ
ンを合成することができる。また，
その性質を調べることができる。
・アミノ基の反応を利用し，アニリ
ンからアゾ染料を合成し，合成した
染料で木綿の布を染色することがで
きる。

・窒素を含む芳香族化合物の構造と
分類，性質について理解している。

・ワークシートの
記述内容の分析
・実験プリント

・ワークシートの
記述内容の分析
・実験プリント

・ワークシートの
記述内容の分析
・実験プリント

・酸素を含む芳香族化合物(フェ
ノール類、芳香族カルボン酸など)
の構造，性質や反応について考える
ことができる。

・酸素を含む芳香族化合物の構造と
分類，性質について理解している。

・ワークシートの
記述内容の分析

6

４章
芳香族化合物

20

芳香族炭化水素をはじめ，芳香族化
合物の性質を調べようとする。

・芳香族炭化水素の構造，性質や反
応を考えることができる。

・ベンゼンの性質を調べ，また，ニ
トロ化によってニトロベンゼンを合
成し，芳香族炭化水素の性質や反応
を調べることができる。

・芳香族炭化水素について理解して
いる。



福井県立高志高等学校

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・実験の技能 知識・理解

「化学」　指導と評価の年間計画

実
施
月

単元名
単元の目標

指導内容
配当
時間

具体の評価規準
評価方法

１節　天然高分子化合物

２節　単糖類・二糖類
３節　多糖類

・糖類の構造や性質について理解さ
せる。

４節　アミノ酸
５節　タンパク質

・タンパク質の構造や性質について
理解させる。

６節　核酸

・核酸の構造や性質について理解さ
せる。

１節　合成高分子化合物
２節　合成繊維

・合成繊維の構造や性質および合成
について理解させる。

３節　プラスチック

・合成樹脂（プラスチック）の構造
や性質および合成について理解させ
る。

４節　ゴム

・ゴムの構造や性質および合成につ
いて理解させる。

１節　プラスチック利用の拡大と環
境問題

・合成高分子と人間生活の関わりに
ついて理解させる。

・特別な機能を持つ合成高分子につ
いて理解させる。

・特別な機能をもった機能性高分子
の種類や，その働きを考えることが
できる。

・ポリエチレンを熱分解し，エチレ
ンを発生させることができる。

・高分子化合物の利用についてわか
る。

・ワークシートの
記述内容の分析
・実験プリント

・ゴムについてわかる。 ・ワークシートの
記述内容の分析

３章
高分子化合物と人間生活

20

・生活を豊かにした高分子化合物の
構造や性質などを調べようとする態
度が育っている。

・生活に欠かせない衣料の材料であ
る繊維の種類や特徴を考えることが
できる。

・衣料の原材料である繊維について
わかる。

・ワークシートの
記述内容の分析

２章
合成高分子化合物

・石油から人工的につくられた合成
繊維やプラスチックについて調べよ
うとする。

・合成高分子化合物の構造，性質及
び合成について考えることができ
る。

・アジピン酸ジクロリドを用いてナ
イロン66を合成することができる。

・合成繊維がわかる。 ・ワークシートの
記述内容の分析
・実験プリント

・高分子材料であるプラスチックの
種類，性質を考えることができる。

・フェノールとホルマリンを用い
て，熱硬化樹脂であるフェノール樹
脂を合成できる。

・プラスチックについてわかる。

・ワークシートの
記述内容の分析
・実験プリント

20

・核酸の構造と複製の仕組みを考え
ることができる。

・二重らせん構造をとっているＤＮ
Ａの模型を製作することができる。

・生物の細胞にある核酸がわかる。 ・ワークシートの
記述内容の分析
・実験プリント

・ワークシートの
記述内容の分析
・実験プリント

・ゴムの種類，構造，性質を考える
ことができる。

・ワークシートの
記述内容の分析

・デンプンやセルロース，タンパク
質などの天然高分子化合物と，それ
を構成している化合物の構造や性質
にについて，化学的に調べようとす
る。

・糖の種類と構造，性質について考
えることができる。

・グルコースや氷砂糖，デンプン溶
液を用いて化学的性質を調べること
ができる。

・糖類についてわかる。 ・ワークシートの
記述内容の分析
・実験プリント

7

６編
高分子化合物
１章
天然高分子化合物

・生活や生命に関わる高分子化合物
の基礎的な分類，特徴を調べようと
する。

・高分子化合物の分類，合成及び特
徴を考えることができる。

・高分子化合物がわかる。

9

・タンパク質を構成する主なアミノ
酸の種類や，構造，性質を考えるこ
とができる。また，タンパク質の高
次構造や性質について考えることが
できる。

・タンパク質中の窒素や硫黄を検出
し，タンパク質の構成元素を調べ，
タンパク質の呈色反応や変性などの
化学的性質を調べることができる。
・デンプンが酵素によって分解され
ていく様子をヨウ素デンプン反応に
よって調べることができる。

20

・タンパク質についてわかる。



学校名　福井県立高志高等学校

科目名 学科名 対象学年 単位数

化学 普通科（内進生）理系 3年 2

科目の目標

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・実験の技能 知識・理解

　化学的な事物・現象に関心や
探究心をもち、主体的に探究し
ようとするとともに、科学的態
度を身に付けている。

　化学的な事物・現象の中に問
題を見いだし、探究する過程を
通して、事象を科学的に考察
し、導き出した考えを的確に表
現している。

　化学的な事物・現象に関する
観察、実験などを行い、基本操
作を習得するとともに、それら
の過程や結果を的確に記録、整
理し、自然の事物・現象を科学
的に探究する技能を身に付けて
いる。

　化学的な事物・現象に関する
基本的な概念や原理・法則につ
いて理解を深め、知識を身に付
けている。

評価の観点および評価規準

令和３年度　理科　指導と評価の年間計画

教科書（出版社・タイトル） 補助教材等

東京書籍・改訂化学
数研出版・フォトサイエンス化学図録

東京書籍・改訂ニューグローバル化学基礎＋化学

化学的な事物・現象に対する探究心を高め、目的意識をもって観察、実験などを行い、化学的に探
究する能力と態度を育てるとともに、化学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め、科学的な自
然観を育成する。



福井県立高志高等学校

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・実験の技能 知識・理解

１節　芳香族炭化水素

・芳香族炭化水素について理解させる。

２節　酸素を含む芳香族化合物

・酸素を含む芳香族化合物について理解
させる。

３節　窒素を含む芳香族化合物

・窒素を含む芳香族化合物について理解
させる。

４節　芳香族化合物の分離

・芳香族化合物の混合液から各成分を分
離する方法を理解させる。

１節　食品
２節　医薬品

・医薬品と人間生活の関わりについて理
解させる。

３節　染料
４節　洗剤

・染料や洗剤と人間生活の関わりについ
て理解させる。

「化学」　指導と評価の年間計画

実
施
月

単元名
単元の目標

指導内容
配当
時間

具体の評価規準
評価方法

4

４章
芳香族化合物

17

芳香族炭化水素をはじめ，芳香族化合
物の性質を調べようとする。

・芳香族炭化水素の構造，性質や反応
を考えることができる。

・ベンゼンの性質を調べ，また，ニト
ロ化によってニトロベンゼンを合成
し，芳香族炭化水素の性質や反応を調
べることができる。

・窒素を含む芳香族化合物(芳香族アミ
ンなど)を考えることができる。

・ニトロ基をアミノ基に変える方法を
調べ，ニトロベンゼンからアニリンを
合成することができる。また，その性
質を調べることができる。
・アミノ基の反応を利用し，アニリン
からアゾ染料を合成し，合成した染料
で木綿の布を染色することができる。

・芳香族炭化水素について理解してい
る。

・ワークシートの記
述内容の分析
・実験プリント

・酸素を含む芳香族化合物(フェノール
類、芳香族カルボン酸など)の構造，性
質や反応について考えることができ
る。

・酸素を含む芳香族化合物の構造と分
類，性質について理解している。

・ワークシートの記
述内容の分析

・窒素を含む芳香族化合物の構造と分
類，性質について理解している。

・ワークシートの記
述内容の分析
・実験プリント

・ワークシートの記
述内容の分析
・実験プリント

5

５章
有機化合物と人間生活

18

・食品，医薬品，染料･染色･洗剤など
の有機化合物と生活の関わりを化学的
な側面から調べようとする態度が育っ
ている。

・食品，医薬品などの有機化合物と生
活との関わりを化学的な面から考える
ことができる。

・頭痛薬のアセチルサリチル酸の含有
量を中和滴定によって求めることがで
きる。

・有機化合物である食品，医薬品につ
いて理解している。

・ワークシートの記
述内容の分析
・実験プリント

・染料と洗剤について構造，性質につ
いて考えることができる。

・合成洗剤の代表的なアゾ染料をつく
り，繊維による染まり具合を比べるこ
とができる。

・染料と洗剤について理解している。 ・ワークシートの記
述内容の分析
・実験プリント



福井県立高志高等学校

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・実験の技能 知識・理解

「化学」　指導と評価の年間計画

実
施
月

単元名
単元の目標

指導内容
配当
時間

具体の評価規準
評価方法

１節　天然高分子化合物

２節　単糖類・二糖類
３節　多糖類

・糖類の構造や性質について理解させ
る。

４節　アミノ酸
５節　タンパク質

・タンパク質の構造や性質について理解
させる。

６節　核酸

・核酸の構造や性質について理解させ
る。

１節　合成高分子化合物
２節　合成繊維

・合成繊維の構造や性質および合成につ
いて理解させる。

３節　プラスチック

・合成樹脂（プラスチック）の構造や性
質および合成について理解させる。

４節　ゴム

・ゴムの構造や性質および合成について
理解させる。

１節　プラスチック利用の拡大と環境問
題

・合成高分子と人間生活の関わりについ
て理解させる。

・特別な機能を持つ合成高分子について
理解させる。

・特別な機能をもった機能性高分子の
種類や，その働きを考えることができ
る。

・ポリエチレンを熱分解し，エチレン
を発生させることができる。

・高分子化合物の利用についてわか
る。

・ワークシートの記
述内容の分析
・実験プリント

5

18

６編
高分子化合物
１章
天然高分子化合物

・生活や生命に関わる高分子化合物の
基礎的な分類，特徴を調べようとす
る。

・高分子化合物の分類，合成及び特徴
を考えることができる。

・高分子化合物がわかる。 ・ワークシートの記
述内容の分析

6

・デンプンやセルロース，タンパク質
などの天然高分子化合物と，それを構
成している化合物の構造や性質ににつ
いて，化学的に調べようとする。

・糖の種類と構造，性質について考え
ることができる。

・グルコースや氷砂糖，デンプン溶液
を用いて化学的性質を調べることがで
きる。

・糖類についてわかる。 ・ワークシートの記
述内容の分析
・実験プリント

・タンパク質を構成する主なアミノ酸
の種類や，構造，性質を考えることが
できる。また，タンパク質の高次構造
や性質について考えることができる。

・タンパク質中の窒素や硫黄を検出
し，タンパク質の構成元素を調べ，タ
ンパク質の呈色反応や変性などの化学
的性質を調べることができる。
・デンプンが酵素によって分解されて
いく様子をヨウ素デンプン反応によっ
て調べることができる。

・タンパク質についてわかる。 ・ワークシートの記
述内容の分析
・実験プリント

7 18

・核酸の構造と複製の仕組みを考える
ことができる。

・二重らせん構造をとっているＤＮＡ
の模型を製作することができる。

・生物の細胞にある核酸がわかる。 ・ワークシートの記
述内容の分析
・実験プリント

２章
合成高分子化合物

・石油から人工的につくられた合成繊
維やプラスチックについて調べようと
する。

・合成高分子化合物の構造，性質及び
合成について考えることができる。

・アジピン酸ジクロリドを用いてナイ
ロン66を合成することができる。

・合成繊維がわかる。 ・ワークシートの記
述内容の分析
・実験プリント

・高分子材料であるプラスチックの種
類，性質を考えることができる。

・フェノールとホルマリンを用いて，
熱硬化樹脂であるフェノール樹脂を合
成できる。

・プラスチックについてわかる。 ・ワークシートの記
述内容の分析
・実験プリント

・ゴムの種類，構造，性質を考えるこ
とができる。

・ゴムについてわかる。 ・ワークシートの記
述内容の分析

・衣料の原材料である繊維についてわ
かる。

・ワークシートの記
述内容の分析

9

３章
高分子化合物と人間生活

17

・生活を豊かにした高分子化合物の構
造や性質などを調べようとする態度が
育っている。

・生活に欠かせない衣料の材料である
繊維の種類や特徴を考えることができ
る。



学校名　　　福井県立高志高等学校　　　　　　　　　　　　　

科目名 学科名 対象学年 単位数

生物 普通科（高入生）理系 ３年 2

科目の目標

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・実験の技能 知識・理解

生物や生物現象について関心を持
ち、意欲的に探求しようとするとと
もに、生物学的に探究する考え方を
身につけている。

生物や生物現象を分子レベルでとら
え、事象を科学的に考察し、導き出
した考え方を的確に表現している。

生物や生物現象に関する観察、実験
などを行い、基本操作を習得すると
ともに、それらの過程や結果を的確
に記録、整理し、自然の事物・現象
を生物学的に探求する技能を身につ
けている。

生物や生物現象について、広く概念
や原理・法則を理解し、科学的な思
考や判断を行える知識を身につけて
いる。

評価の観点および評価規準

令和３年度　理科　指導と評価の年間計画

教科書（出版社・タイトル） 補助教材等

東京書籍　「改訂　生物」（３０６）
実教出版　　「サイエンスビュー　生物総合資料」
第一学習社　　「セミナー生物基礎・生物」

生物や生命現象について、自然に対する関心や探究心を高め、生物学的に探求する能力と態度を育てるととも
に、生物学の基本的な概念や原理・法則の系統的な理解を深め、科学的な自然観を育成する。



福井県立高志高等学校・普通科理系

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・実験の技能 知識・理解

4

２章　動物の行動
◎動物の行動をめぐる４つの「なぜ」
◎行動の生得的要素とその後の修正
◎神経系のはたらきと動物の行動

・行動とは，生物を含む環境に対して，
生物が反応したりはたらきかけたりする
活動である。動物の行動が起こるしくみ
について学習する。

9

・鳥のさえずりをめぐる４つの研
究に関心や探究心をもち，意欲的
にそれらを探究しようとするとと
もに，科学的態度を身に付けてい
る。

 ・古典的条件付けに問題を見い
だし，探究する過程を通して，事
象を科学的に考察し，導き出した
考えを的確に表現している。

・カイコガのフェロモンに対する
行動の実験を通して，生物を扱う
基本操作を習得するとともに，調
査の過程や結果を的確に記録，整
理し，超音波による反響定位のし
くみについて科学的に探究する技
能を身に付けている。

・動物の生得的行動について，基
本的な概念や原理・法則を理解
し，知識を身に付けている。
・神経系のはたらきと動物の行動
について，基本的な概念や原理・
法則を理解し，知識を身に付けて
いる。

内容演習による取組評価

4･5

３章　植物の環境応答
◎環境に応じた植物の一生と植物ホルモン
◎環境要因による発芽の調節
◎環境要因による栄養成長の調節
◎環境要因による気孔の開閉の調節
◎環境要因による花芽形成の調節
◎老化と落葉
◎ストレスに対する応答

・移動能力をもたない植物には，周囲の
環境の変化に応じた発生や成長などの調
節がみられる。植物の一生をたどりなが
ら，植物の環境応答とそのしくみについ
て学習する。

9

・ジベレリンの発見に関心や探究
心をもち，意欲的にそれらを探究
しようとするとともに，科学的態
度を身に付けている。
・幼葉鞘の光屈性に関心や探究心
をもち，意欲的にそれらを探究し
ようとするとともに，科学的態度
を身に付けている。
・植物ホルモンの農業への利用に
関心や探究心をもち，意欲的にそ
れらを探究しようとするととも
に，科学的態度を身に付けてい
る。

・頂芽優勢に問題を見いだし，探
究する過程を通して，事象を科学
的に考察し，導き出した考えを的
確に表現している。
・植物のホルモンと器官分化に問
題を見いだし，探究する過程を通
して，事象を科学的に考察し，導
き出した考えを的確に表現してい
る。
・生物時計と光周性の花芽形成に
問題を見いだし，探究する過程を
通して，事象を科学的に考察し，
導き出した考えを的確に表現して
いる。
・紅葉のしくみとその利点に問題
を見いだし，探究する過程を通し
て，事象を科学的に考察し，導き
出した考えを的確に表現してい
る。

・ダイコンの春化の観察を通し
て，ペトリ皿やろ紙の取り扱いな
どの基本操作を習得するととも
に，観察の過程や結果を的確に記
録，整理し，春化のしくみについ
て科学的に探究する技能を身に付
けている。

・植物ホルモンによる発芽，栄養
成長，気孔の開閉，花芽形成の調
節について，基本的な概念や原
理・法則を理解し，知識を身に付
けている。
・青色光によって気孔が開くしく
みについて，基本的な概念や原
理・法則を理解し，知識を身に付
けている。
・花成ホルモンの同定への道につ
いて，基本的な概念や原理・法則
を理解し，知識を身に付けてい
る。
・植物のストレス応答について，
基本的な概念や原理・法則を理解
し，知識を身に付けている。

内容演習による取組評
価
考査問題による理解
度・定着度分析

5

５編　生態と環境
１章　生物の多様性と生態学
◎生物の多様性の現状

・生態学とは，どのような学問だろう
か，生態学によってどのようなことが明
らかになるかについて学習する。

4

・生物の多様性の現状に関心や探
究心をもち，意欲的にそれらを探
究しようとするとともに，科学的
態度を身に付けている。

・生態系サービスと生物の多様性
に問題を見いだし，探究する過程
を通して，事象を科学的に考察
し，導き出した考えを的確に表現
している。

・生物の多様性について，基本的
な概念や原理・法則を理解し，知
識を身に付けている

内容演習による取組評価

5

2章　個体群と生物群集
◎個体群と環境
◎個体群の構造と成長
◎個体間の相互作用
◎種間の相互作用
◎生物群集の成り立ちと多種の共存

・自然界の生物は，同じ種や異なる種と
どのような関係をもっているのだろう
か。多くの種がどのように共存している
かについて学習する。

8

・個体群と環境適応に関心や探究
心をもち，意欲的にそれらを探究
しようとするとともに，科学的態
度を身に付けている。
・相利共生と寄生，競争に関心や
探究心をもち，意欲的にそれらを
探究しようとするとともに，科学
的態度を身に付けている。
・生物群集の多種の共存のしくみ
に関心や探究心をもち，意欲的に
それらを探究しようとするととも
に，科学的態度を身に付けてい
る。

・個体群の大きさの推定に問題を
見いだし，探究する過程を通し
て，事象を科学的に考察し，導き
出した考えを的確に表現してい
る。
・春植物の競争回避に問題を見い
だし，探究する過程を通して，事
象を科学的に考察し，導き出した
考えを的確に表現している。
・資源利用曲線と共存に問題を見
いだし，探究する過程を通して，
事象を科学的に考察し，導き出し
た考えを的確に表現している。

・ウキクサの増殖の観察を通し
て，デジタルカメラの取り扱いな
どの基本操作を習得するととも
に，実験の過程や結果を的確に記
録，整理し，個体群の成長につい
て科学的に探究する技能を身に付
けている。
・河川流量の変化が及ぼす藻類の
多様性の観察実験を通して，デジ
タルカメラや光学顕微鏡の取り扱
いなどの基本操作を習得するとと
もに，実験の過程や結果を的確に
記録，整理し，攪乱の影響につい
て科学的に探究する技能を身に付
けている。

・個体群の構造と成長について，
基本的な概念や原理・法則を理解
し，知識を身に付けている。
・個体間の相互作用について，基
本的な概念や原理・法則を理解
し，知識を身に付けている。
・種間の相互作用について，基本
的な概念や原理・法則を理解し，
知識を身に付けている。
・攪乱がもたらす共存について，
基本的な概念や原理・法則を理解
し，知識を身に付けている。

内容演習による取組評価

「生物」(３年）　学習内容と評価の年間計画

実
施
月

単元名
単元の目標

学習内容
配当
時間

具体の評価規準
評価方法



6

３章　生態系の物質生産とエネルギーの流れ
◎食物網と物質生産
◎生態系の構造とエネルギーの流れ

・生態系のなかでの有機物の生産やエネ
ルギーの流れに対して，生物がどのよう
にかかわっているかについて学習する。

6

・深海底の生態系に関心や探究心
をもち，意欲的にそれらを探究し
ようとするとともに，科学的態度
を身に付けている。

・森林による二酸化炭素の吸収に
問題を見いだし，探究する過程を
通して，事象を科学的に考察し，
導き出した考えを的確に表現して
いる。

・生産構造図をつくる調査活動を
通して，照度計などの基本操作を
習得するとともに，調査の過程や
結果を的確に記録，整理し，照度
と乾燥質量の相関関係について科
学的に探究する技能を身に付けて
いる。

・食物網について，基本的な概念
や原理・法則を理解し，知識を身
に付けている。
・湖沼における富栄養化につい
て，基本的な概念や原理・法則を
理解し，知識を身に付けている。
・生態ピラミッドについて，
基本的な概念や原理・法則を理解
し，知識を身に付けている。

内容演習による取組評価

6

４章　生態系と生物多様性
◎生物多様性とその意味
◎生物多様性を減少させる要因
◎生物多様性の保全と復元
探究　外来生物についての法律と外来生物の観
察

・生物多様性とは何だろうか。生態系の
なかでの人間（ヒト）とほかの生物との
かかわりについて学習する。

6

・イネの遺伝的多様性と病原菌へ
の抵抗性に関心や
探究心をもち，意欲的にそれらを
探究しようとするとともに，科学
的態度を身に付けている。
・生物多様性を脅かす４つの要因
に関心や探究心をもち，意欲的に
それらを探究しようとするととも
に，科学的態度を身に付けてい
る。
・複数の外来生物の問題に関心や
探究心をもち，意欲的にそれらを
探究しようとするとともに，科学
的態度を身に付けている。

・生態系と生物の多様性に問題を
見いだし，探究する過程を通し
て，事象を科学的に考察し，導き
出した考えを的確に表現してい
る。
・アリー効果に問題を見いだし，
探究する過程を通して，事象を科
学的に考察し，導き出した考えを
的確に表現している。

・生物の絶滅の模擬実験を通し
て，絶滅がどれくらいの確率で起
こるかを習得するとともに，観察
の過程や結果を的確に記録，整理
し，生物の絶滅について科学的に
探究する技能を身に付けている。

・生物多様性の意味について，基
本的な概念や原理・法則を理解
し，知識を身に付けている。
・生物多様性を減少させる要因に
ついて，基本的な概
念や原理・法則を理解し，知識を
身に付けている。
・生物多様性の保全と復元につい
て，基本的な概念や原理・法則を
理解し，知識を身に付けている。

内容演習による取組評
価
考査問題による理解
度・定着度分析

7

６編　生物の進化と系統
１章　生命の起源と生物の変遷
◎生命の起源
◎地球環境の変化と真核生物の誕生
◎生物の変遷
◎人類の変遷

・現在，地球上でみられる多種多様な生
物は，どのようにして地球上に誕生し，
現在までどのような変遷をたどってきた
かにつて学習する。

8

・生命の起源に関心や探究心をも
ち，意欲的にそれらを探究しよう
とするとともに，科学的態度を身
に付けている。
・細胞内共生説の根拠に関心や探
究心をもち，意欲的にそれらを探
究しようとするとともに，科学的
態度を身に付けている。

・大量絶滅に問題を見いだし，探
究する過程を通して，事象を科学
的に考察し，導き出した考えを的
確に表現している。
・大陸移動と生物に問題を見いだ
し，探究する過程を通して，事象
を科学的に考察し，導き出した考
えを的確に表現している。

・脳容積の測定を通して，メスシ
リンダー，桿状計などの基本操作
を習得するとともに，実験の過程
や結果を的確に記録，整理し，脳
容積と進化の関係性について科学
的に探究する技能を身に付けてい
る。

・生命の起源と生物の変遷につい
て，基本的な概念や原理・法則を
理解し，知識を身に付けている。
・鳥類と恐竜の関係について，基
本的な概念や原理・法則を理解
し，知識を身に付けている。
・人類の変遷について，基本的な
概念や原理・法則を理解し，知識
を身に付けている。

内容演習による取組評価

9

２章　進化のしくみ
◎進化
◎生物の個体間の変異とその起源
◎遺伝子頻度とその変化のしくみ
◎種分化

・進化とは，一般に，生物の形質が世代
を経るにつれて変化していくことであ
る。進化はどのようなしくみでおこるか
について学習する。

10

・ダーウィンと木村資生に関心や
探究心をもち，意欲的にそれらを
探究しようとするとともに，科学
的態度を身に付けている。

 ・遺伝子頻度の変化のしくみに
問題を見いだし，探究する過程を
通して，事象を科学的に考察し，
導き出した考えを的確に表現して
いる。

・遺伝子浮動による遺伝子頻度変
化のシミュレーションを通して，
コンピュータなどの基本操作を習
得するとともに，調査の過程や結
果を的確に記録，整理し，遺伝子
頻度の変化について科学的に探究
する技能を身に付けている。

・染色体レベルで起こる突然変異
について，基本的な概念や原理・
法則を理解し，知識を身に付けて
いる。
・種分化のしくみについて，基本
的な概念や原理・法則を理解し，
知識を身に付けている。

内容演習による取組評価

9

３章　生物の系統
◎生物の系統
◎生物の世界の３ドメイン
◎原生生物
◎植物
◎菌類
◎動物
探究　自然選択による進化のしくみ
探究　クジラはどのほ乳類に最も近いか？

・生物が進化してきた道筋を系統とい
う。さまざまな生物にはどのような系統
関係があるのかについて学習する。

10

・生物の名前と分類名に関心や探
究心をもち，意欲的にそれらを探
究しようとするとともに，科学的
態度を身に付けている。

・分子系統樹のつくり方（最節約
法）に問題を見いだし，探究する
過程を通して，事象を科学的に考
察し，導き出した考えを的確に表
現している。

・シダ植物の胞子体観察を通し
て，光学顕微鏡などの基本操作を
習得するとともに，観察の過程や
結果を的確に記録，整理し，胞子
と配偶体の形態について科学的に
探究する技能を身に付けている。

・生物の世界の3ドメインについ
て，基本的な概念や原理・法則を
理解し，知識を身に付けている。
・熱水噴出孔と古細菌について，
基本的な概念や原理・法則を理解
し，知識を身に付けている。
・真核生物の系統と藻類につい
て，基本的な概念や原理・法則を
理解し，知識を身に付けている。

内容演習による取組評
価
考査問題による理解
度・定着度分析



学校名　福井県立高志高等学校

科目名 学科名 対象学年 単位数

生物 普通科（内進生）理系 3年 2

科目の目標

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・実験の技能 知識・理解

生物や生物現象について関心を
持ち、意欲的に探求しようとす
るとともに、生物学的に探究す
る考え方を身につけている。

生物や生物現象を分子レベルで
とらえ、事象を科学的に考察
し、導き出した考え方を的確に
表現している。

生物や生物現象に関する観察、
実験などを行い、基本操作を習
得するとともに、それらの過程
や結果を的確に記録、整理し、
自然の事物・現象を生物学的に
探求する技能を身につけてい
る。

生物や生物現象について、広く
概念や原理・法則を理解し、科
学的な思考や判断を行える知識
を身につけている。

評価の観点および評価規準

令和３年度　理科　指導と評価の年間計画

教科書（出版社・タイトル） 補助教材等

東京書籍　「改訂　生物」（３０６）
実教出版　　「サイエンスビュー　生物総合資料」

第一学習社　　「セミナー生物基礎・生物」

生物や生命現象について、自然に対する関心や探究心を高め、生物学的に探求する能力と態度を育
てるとともに、生物学の基本的な概念や原理・法則の系統的な理解を深め、科学的な自然観を育成
する。



福井県立高志高等学校・普通科理系

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・実験の技能 知識・理解

4

３章　植物の環境応答
◎環境に応じた植物の一生と植物ホルモ
ン
◎環境要因による発芽の調節
◎環境要因による栄養成長の調節
◎環境要因による気孔の開閉の調節
◎環境要因による花芽形成の調節
◎老化と落葉
◎ストレスに対する応答

・移動能力をもたない植物には，周
囲の環境の変化に応じた発生や成長
などの調節がみられる。植物の一生
をたどりながら，植物の環境応答と
そのしくみについて学習する。

9

・ジベレリンの発見に関心や
探究心をもち，意欲的にそれ
らを探究しようとするととも
に，科学的態度を身に付けて
いる。
・幼葉鞘の光屈性に関心や探
究心をもち，意欲的にそれら
を探究しようとするととも
に，科学的態度を身に付けて
いる。
・植物ホルモンの農業への利
用に関心や探究心をもち，意
欲的にそれらを探究しようと
するとともに，科学的態度を
身に付けている。

・頂芽優勢に問題を見いだ
し，探究する過程を通して，
事象を科学的に考察し，導き
出した考えを的確に表現して
いる。
・植物のホルモンと器官分化
に問題を見いだし，探究する
過程を通して，事象を科学的
に考察し，導き出した考えを
的確に表現している。
・生物時計と光周性の花芽形
成に問題を見いだし，探究す
る過程を通して，事象を科学
的に考察し，導き出した考え
を的確に表現している。
・紅葉のしくみとその利点に
問題を見いだし，探究する過
程を通して，事象を科学的に
考察し，導き出した考えを的
確に表現している。

・ダイコンの春化の観察を通
して，ペトリ皿やろ紙の取り
扱いなどの基本操作を習得す
るとともに，観察の過程や結
果を的確に記録，整理し，春
化のしくみについて科学的に
探究する技能を身に付けてい
る。

・植物ホルモンによる発芽，
栄養成長，気孔の開閉，花芽
形成の調節について，基本的
な概念や原理・法則を理解
し，知識を身に付けている。
・青色光によって気孔が開く
しくみについて，基本的な概
念や原理・法則を理解し，知
識を身に付けている。
・花成ホルモンの同定への道
について，基本的な概念や原
理・法則を理解し，知識を身
に付けている。
・植物のストレス応答につい
て，基本的な概念や原理・法
則を理解し，知識を身に付け
ている。

内容演習による取組
評価
考査問題による理解
度・定着度分析

4･5

５編　生態と環境
１章　生物の多様性と生態学
◎生物の多様性の現状

・生態学とは，どのような学問だろ
うか，生態学によってどのようなこ
とが明らかになるかについて学習す
る。

4

・生物の多様性の現状に関心
や探究心をもち，意欲的にそ
れらを探究しようとするとと
もに，科学的態度を身に付け
ている。

・生態系サービスと生物の多
様性に問題を見いだし，探究
する過程を通して，事象を科
学的に考察し，導き出した考
えを的確に表現している。

・生物の多様性について，基
本的な概念や原理・法則を理
解し，知識を身に付けている

内容演習による取組評価

5･6

2章　個体群と生物群集
◎個体群と環境
◎個体群の構造と成長
◎個体間の相互作用
◎種間の相互作用
◎生物群集の成り立ちと多種の共存

・自然界の生物は，同じ種や異なる
種とどのような関係をもっているの
だろうか。多くの種がどのように共
存しているかについて学習する。

10

・個体群と環境適応に関心や
探究心をもち，意欲的にそれ
らを探究しようとするととも
に，科学的態度を身に付けて
いる。
・相利共生と寄生，競争に関
心や探究心をもち，意欲的に
それらを探究しようとすると
ともに，科学的態度を身に付
けている。
・生物群集の多種の共存のし
くみに関心や探究心をもち，
意欲的にそれらを探究しよう
とするとともに，科学的態度
を身に付けている。

・個体群の大きさの推定に問
題を見いだし，探究する過程
を通して，事象を科学的に考
察し，導き出した考えを的確
に表現している。
・春植物の競争回避に問題を
見いだし，探究する過程を通
して，事象を科学的に考察
し，導き出した考えを的確に
表現している。
・資源利用曲線と共存に問題
を見いだし，探究する過程を
通して，事象を科学的に考察
し，導き出した考えを的確に
表現している。

・ウキクサの増殖の観察を通
して，デジタルカメラの取り
扱いなどの基本操作を習得す
るとともに，実験の過程や結
果を的確に記録，整理し，個
体群の成長について科学的に
探究する技能を身に付けてい
る。
・河川流量の変化が及ぼす藻
類の多様性の観察実験を通し
て，デジタルカメラや光学顕
微鏡の取り扱いなどの基本操
作を習得するとともに，実験
の過程や結果を的確に記録，
整理し，攪乱の影響について
科学的に探究する技能を身に
付けている。

・個体群の構造と成長につい
て，基本的な概念や原理・法
則を理解し，知識を身に付け
ている。
・個体間の相互作用につい
て，基本的な概念や原理・法
則を理解し，知識を身に付け
ている。
・種間の相互作用について，
基本的な概念や原理・法則を
理解し，知識を身に付けてい
る。
・攪乱がもたらす共存につい
て，基本的な概念や原理・法
則を理解し，知識を身に付け
ている。

内容演習による取組評価

「生物」(３年）　学習内容と評価の年間計画

実
施
月

単元名
単元の目標

学習内容
配当
時間

具体の評価規準
評価方法



6

３章　生態系の物質生産とエネルギーの
流れ
◎食物網と物質生産
◎生態系の構造とエネルギーの流れ

・生態系のなかでの有機物の生産や
エネルギーの流れに対して，生物が
どのようにかかわっているかについ
て学習する。

7

・深海底の生態系に関心や探
究心をもち，意欲的にそれら
を探究しようとするととも
に，科学的態度を身に付けて
いる。

・森林による二酸化炭素の吸
収に問題を見いだし，探究す
る過程を通して，事象を科学
的に考察し，導き出した考え
を的確に表現している。

・生産構造図をつくる調査活
動を通して，照度計などの基
本操作を習得するとともに，
調査の過程や結果を的確に記
録，整理し，照度と乾燥質量
の相関関係について科学的に
探究する技能を身に付けてい
る。

・食物網について，基本的な
概念や原理・法則を理解し，
知識を身に付けている。
・湖沼における富栄養化につ
いて，基本的な概念や原理・
法則を理解し，知識を身に付
けている。
・生態ピラミッドについて，
基本的な概念や原理・法則を
理解し，知識を身に付けてい
る。

内容演習による取組評価

6･7

４章　生態系と生物多様性
◎生物多様性とその意味
◎生物多様性を減少させる要因
◎生物多様性の保全と復元
探究　外来生物についての法律と外来生
物の観察

・生物多様性とは何だろうか。生態
系のなかでの人間（ヒト）とほかの
生物とのかかわりについて学習す
る。

10

・イネの遺伝的多様性と病原
菌への抵抗性に関心や
探究心をもち，意欲的にそれ
らを探究しようとするととも
に，科学的態度を身に付けて
いる。
・生物多様性を脅かす４つの
要因に関心や探究心をもち，
意欲的にそれらを探究しよう
とするとともに，科学的態度
を身に付けている。
・複数の外来生物の問題に関
心や探究心をもち，意欲的に
それらを探究しようとすると
ともに，科学的態度を身に付

・生態系と生物の多様性に問
題を見いだし，探究する過程
を通して，事象を科学的に考
察し，導き出した考えを的確
に表現している。
・アリー効果に問題を見いだ
し，探究する過程を通して，
事象を科学的に考察し，導き
出した考えを的確に表現して
いる。

・生物の絶滅の模擬実験を通
して，絶滅がどれくらいの確
率で起こるかを習得するとと
もに，観察の過程や結果を的
確に記録，整理し，生物の絶
滅について科学的に探究する
技能を身に付けている。

・生物多様性の意味につい
て，基本的な概念や原理・法
則を理解し，知識を身に付け
ている。
・生物多様性を減少させる要
因について，基本的な概
念や原理・法則を理解し，知
識を身に付けている。
・生物多様性の保全と復元に
ついて，基本的な概念や原
理・法則を理解し，知識を身
に付けている。

内容演習による取組
評価
考査問題による理解
度・定着度分析

7

６編　生物の進化と系統
１章　生命の起源と生物の変遷
◎生命の起源
◎地球環境の変化と真核生物の誕生
◎生物の変遷
◎人類の変遷

・現在，地球上でみられる多種多様
な生物は，どのようにして地球上に
誕生し，現在までどのような変遷を
たどってきたかにつて学習する。
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・生命の起源に関心や探究心
をもち，意欲的にそれらを探
究しようとするとともに，科
学的態度を身に付けている。
・細胞内共生説の根拠に関心
や探究心をもち，意欲的にそ
れらを探究しようとするとと
もに，科学的態度を身に付け
ている。

・大量絶滅に問題を見いだ
し，探究する過程を通して，
事象を科学的に考察し，導き
出した考えを的確に表現して
いる。
・大陸移動と生物に問題を見
いだし，探究する過程を通し
て，事象を科学的に考察し，
導き出した考えを的確に表現
している。

・脳容積の測定を通して，メ
スシリンダー，桿状計などの
基本操作を習得するととも
に，実験の過程や結果を的確
に記録，整理し，脳容積と進
化の関係性について科学的に
探究する技能を身に付けてい
る。

・生命の起源と生物の変遷に
ついて，基本的な概念や原
理・法則を理解し，知識を身
に付けている。
・鳥類と恐竜の関係につい
て，基本的な概念や原理・法
則を理解し，知識を身に付け
ている。
・人類の変遷について，基本
的な概念や原理・法則を理解
し，知識を身に付けている。

内容演習による取組評価

7･9

２章　進化のしくみ
◎進化
◎生物の個体間の変異とその起源
◎遺伝子頻度とその変化のしくみ
◎種分化

・進化とは，一般に，生物の形質が
世代を経るにつれて変化していくこ
とである。進化はどのようなしくみ
でおこるかについて学習する。

10

・ダーウィンと木村資生に関
心や探究心をもち，意欲的に
それらを探究しようとすると
ともに，科学的態度を身に付
けている。

 ・遺伝子頻度の変化のしく
みに問題を見いだし，探究す
る過程を通して，事象を科学
的に考察し，導き出した考え
を的確に表現している。

・遺伝子浮動による遺伝子頻
度変化のシミュレーションを
通して，コンピュータなどの
基本操作を習得するととも
に，調査の過程や結果を的確
に記録，整理し，遺伝子頻度
の変化について科学的に探究
する技能を身に付けている。

・染色体レベルで起こる突然
変異について，基本的な概念
や原理・法則を理解し，知識
を身に付けている。
・種分化のしくみについて，
基本的な概念や原理・法則を
理解し，知識を身に付けてい
る。

内容演習による取組評価

9

３章　生物の系統
◎生物の系統
◎生物の世界の３ドメイン
◎原生生物
◎植物
◎菌類
◎動物
探究　自然選択による進化のしくみ
探究　クジラはどのほ乳類に最も近い
か？

・生物が進化してきた道筋を系統と
いう。さまざまな生物にはどのよう
な系統関係があるのかについて学習
する。

10

・生物の名前と分類名に関心
や探究心をもち，意欲的にそ
れらを探究しようとするとと
もに，科学的態度を身に付け
ている。

・分子系統樹のつくり方（最
節約法）に問題を見いだし，
探究する過程を通して，事象
を科学的に考察し，導き出し
た考えを的確に表現してい
る。

・シダ植物の胞子体観察を通
して，光学顕微鏡などの基本
操作を習得するとともに，観
察の過程や結果を的確に記
録，整理し，胞子と配偶体の
形態について科学的に探究す
る技能を身に付けている。

・生物の世界の3ドメインに
ついて，基本的な概念や原
理・法則を理解し，知識を身
に付けている。
・熱水噴出孔と古細菌につい
て，基本的な概念や原理・法
則を理解し，知識を身に付け
ている。
・真核生物の系統と藻類につ
いて，基本的な概念や原理・
法則を理解し，知識を身に付
けている。

内容演習による取組
評価
考査問題による理解
度・定着度分析



科目名 学科名 対象学年 単位数

演習物理基礎 普通科 ３年（後期） 1

科目の目標

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・実験の技能 知識・理解

　日常生活や社会との関連を図
りながら物体の運動と様々なエ
ネルギーについて関心をもち意
欲的に探究しようとするととも
に，科学的な見方や考え方を身
に付けている。

　物体の運動と様々なエネル
ギーに関する事物・現象の中に
問題を見いだし，探究する過程
を通して，事象を科学的に考察
し，導き出した考えを的確に表
現している。

　物体の運動と様々なエネル
ギーに関する観察，実験などを
行い，基本操作を習得するとと
もに，それらの過程や結果を的
確に記録，整理し，自然の事
物・現象を科学的に探究する技
能を身に付けている。

　物体の運動と様々なエネル
ギーについて，基本的な概念や
原理・法則を理解し，知識を身
に付けている。

日常生活や社会との関連を図りながら物体の運動と様々なエネルギーへの関心を高め，目的意識を
もって観察，実験などを行い，物理学的に探究する能力と態度を育てるとともに，物理学の基本的
な概念や原理・法則を理解させ，科学的な見方や考え方を養う。

評価の観点および評価規準

令和３年度　理科　指導と評価の年間計画

学校名　福井県立高志高等学校

教科書（出版社・タイトル） 補助教材等

なし なし



福井県立高志高等学校　普通科

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・実験の技能 知識・理解

第１編 1      速度 ・ワークシート等

　運動とエネルギー ・後期中間考査①

第１章

　運動の表し方

２　加速度 ・ワークシート等

・後期中間考査①

３　落体の運動 ・ワークシート等

・後期中間考査①

第２章 １　力とそのはたらき ・ワークシート等

運動の法則 ・後期中間考査①

２　力のつりあい ・ワークシート等

・重力･垂直抗力･摩擦力･弾性
力など様々な力について理解
させる。

・後期中間考査①

３　運動の法則 ・ワークシート等

・運動の３法則を学習し運動
方程式によって力と加速度の
関係を理解させる。

・後期中間考査①

・実験レポート

「物体の運動状態は，受ける
力とどのような関係にある
か」の発問に興味・関心を示
している。

慣性の法則，運動方程式が理
解でき，問題解決にあたって
式の運用ができる。

重力による加速度をもつ落下
運動について正しく理解し，
知識を身につけている。

重力･垂直抗力･摩擦力･弾性力
など様々な力について理解し
ている。

力の合成・分解，つり合い，
作用・反作用の法則について
作図で示すことができる。

つり合いの２力と作用・反作
用を正しく区別できるように
理解している。

・力の合成・分解，つり合
い，作用・反作用の法則につ
いて理解する。

自由落下，鉛直投射を等加速
度直線運動として捉え，理解
し，知識を身につけている。・落体の運動は，加速度の大

きさｇの等加速度直線運動で
あること，放物運動は，水平
方向の等速直線運動と，鉛直
方向の等加速度直線運動とに
分解して扱えることを理解さ
せる。
【発展】水平投射・斜方投射
の式を理解させる。

力のはたらき・性質と運動と
の関係について，日常に見ら
れる様々な運動等を通して関
心を持ち，科学的に探究しよ
うとする。

　日常に見られる運動を通し
て物体にはたらく力を見いだ
した自らの考えを的確に表現
できる。

・力が運動や変形の原因とな
ること，ベクトル量であるこ
とを理解させる。

グラフを見て物体の運動の様
子を理解し，知識を身につけ
ている。・速さと速度，平均の速さと

瞬間の速さ，相対速度につい
て理解させる。
【発展】平面上の速度、相対
速度を理解させる。

加速度の概念を理解し，時間
と距離・速度の関係をグラフ
や式表すことができる。

等加速度直線運動の３つの式
の扱いに習熟し，知識を身に
つけている。・直線運動における加速度の

定義を理解させる。

10
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２物体の運動を相対速度の関
係を用いて説明しようとし，
意欲的に探求しようとする。

速度の意味・考え方，またこ
れらはグラフ上ではどのよう
に示されるかを理解し，表現
することができる。

物体の運動を測定し，グラフ
で表すことができる。

落体の運動を学ぶ意義を感
じ，意欲的に探求しようとす
る。

放物運動を２方向の運動に分
解して式の運用ができる。

「物理基礎」学習内容と評価の年間計画

実
施
月

単元名
単元の目標

学習内容
配当
時間

具体の評価規準
評価方法



福井県立高志高等学校　普通科

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・実験の技能 知識・理解

「物理基礎」学習内容と評価の年間計画

実
施
月

単元名
単元の目標

学習内容
配当
時間

具体の評価規準
評価方法

４　摩擦を受ける運動 ・ワークシート等

・後期中間考査①

・実験レポート

５　液体や気体から受ける力 ・ワークシート等

・後期中間考査①

第３章 １　仕事 ・ワークシート等

　仕事と力学的エネル
ギー

・仕事の定義，仕事の原理，
仕事率について理解させる。

・後期中間考査①

２　運動エネルギー ・ワークシート等

・後期中間考査①

３　位置エネルギー ・ワークシート等

・後期中間考査①

４　力学的エネルギー ・ワークシート等

・後期中間考査①

力学的エネルギー保存の法則
の有用性を知り，その法則を
いろいろな運動を分析するた
めに意欲的に活用しようとす
る。

力学的エネルギー保存則を実
験から確認し，的確に整理し
ている。

保存力と力学的エネルギー保
存則の関係について理解し，
知識を身につけている。・重力と弾性力による位置エ

ネルギー，およびその仕事と
の関係を理解し，力学的エネ
ルギーの保存について，正し
く式を使って説明できるよう
にさせる。

位置エネルギーは，運動エネ
ルギーのように動きがあり目
立つものではないが，仕事を
する能力を「秘めて」いるこ
とに興味をもつことができ
る。

弾性力による位置エネル
ギー，重力による位置エネル
ギー，それぞれについて考察
し，考えを表現している。

・高い所にある物体は他の物
体に対して仕事をすることか
ら，重力による位置エネル
ギーをもっていることを理解
させる。

エネルギー概念と仕事につい
て関心を持ち，意欲的に探究
しようとする。

仕事の定義，仕事の原理につ
いて考察し，考えを表現して
いる。

仕事・仕事の原理・仕事率・
エネルギーという基本的な概
念を理解し，知識を身につ
け，活用できる。

運動している物体について速
度とエネルギー量の関係を身
近な現象とを結びつけて意欲
的に考えようとしている。

運動エネルギーの式を理解
し，運動エネルギーと仕事の
関係について式の運用が正し
くできる。

「運動エネルギーの変化＝さ
れた仕事」の右辺の仕事は，
仕事をする際の力の種類（保
存力か非保存力か）を問わな
いことを理解し，知識を身に
つけている。

・運動エネルギーの式を理解
し，運動エネルギーと仕事の
関係を式を使って説明できる
ようにさせる。

・静止摩擦と動摩擦の大きさ
や向きについて学習し，動摩
擦を受ける物体の運動を運動
方程式で説明できるようにさ
せる。

水中や空気中で圧力があるこ
とに関心を寄せ，意欲的に探
求しようとする。

空気抵抗を受けながら落下す
る物体について，その運動の
特徴を解析し，的確に整理し
ている。

・流体からの受ける力（圧力･
浮力･抵抗力）について学習
し，その大きさや向きを説明
できるようにさせる。

静止摩擦と動摩擦の違いに注
目し，関心を寄せ，意欲的に
探求しようとする。

摩擦力の実験から摩擦係数を
確認し，的確に整理してい
る。

摩擦力について理解してい
る。それがはたらくときの物
体の運動について正しく理解
し，知識を身につけている。
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福井県立高志高等学校　普通科

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・実験の技能 知識・理解

「物理基礎」学習内容と評価の年間計画

実
施
月

単元名
単元の目標

学習内容
配当
時間

具体の評価規準
評価方法

第２編  熱 １　熱と熱量 ・ワークシート等

第１章 ・後期中間考査②

　熱とエネルギー

２　熱と物質の状態 ・ワークシート等

・後期中間考査②

３　熱と仕事 ・ワークシート等

・後期中間考査②

・熱力学第一法則を理解させ
る。

４　不可逆変化と熱機関 ・ワークシート等

・後期中間考査②

第３編 １　波と媒質の運動 ・ワークシート等

第１章　波の性質 ・波源の振動の伝播が波動で
あることを理解させる。

・後期中間考査②

・波を表す要素を説明できる
ようにさせる。

・縦波と横波を説明できるよ
うにさせる。

２　重ね合わせの原理 ・ワークシート等

・後期中間考査②

・波の反射の種類と定常波を
理解させる。

【発展】波の干渉、屈折、反
射、回折を理解させる。

波とは何か，媒質と波の伝播
ついて興味を持ち，調べよう
とする。

波形の移動における周波数や
位相について説明することが
でき，媒質の振動を関連づけ
て考え，表現することができ
る。

縦波と横波の違いを理解し，
知識を身につけている。

2つの波の独立性や重ね合わせ
の原理と定常波を関連づけて
考え，表現することができ
る。

　波動に由来する現象を観
察・実験を通して分析し，論
理的に考察観察し，的確に整
理している。

波の性質と媒質の端の違いに
よる反射波の性質を理解して
いる。・波の重ね合わせの現象・独

立性・干渉の現象を観察し，
その性質を理解させる。

熱機関が，われわれの生活の
中でどのように活用されてい
るか，関心をもっている。

熱機関と熱機関の効率につい
て理解し，知識を身につけて
いる。・熱現象における不可逆変化

と熱機関の熱効率を理解す
る。

教科書にある融解熱・蒸発熱
の表から水の潜熱の大きさに
気づき，身近な現象に置き換
えて理解し，知識を身につけ
ている。

・物質の三態や熱膨張を熱運
動で捉えて理解させる。

熱力学第一法則について式の
運用が正しくできる。

力学的仕事と内部エネルギー
の変化から，熱がエネルギー
の一形態であることを理解
し，知識を身につけている。

・力学的仕事と内部エネル
ギーの変化から，熱がエネル
ギーの一形態であることを説
明できるようにさせる。

11

熱・温度・エネルギーの関係
について関心を持ち，意欲的
に探究している。

温度と熱運動，熱の移動とエ
ネルギーについて考えを表す
ことができる。

温度，熱運動，熱量，比熱，
熱容量などが正しく理解し，
知識を身につけている・温度と熱運動，熱の移動と

エネルギーと関連づけて比
熱，熱容量を理解し，熱量の
保存を説明できるようにさせ
る。

同じ物質でも温度を変える
と，固体，液体，気体にな
る。なぜこのようなことが起
こるのかに興味・関心を示し
ている。

物質の三態を熱運動の観点か
らモデル化して考えを表現で
きる。
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福井県立高志高等学校　普通科

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・実験の技能 知識・理解

「物理基礎」学習内容と評価の年間計画

実
施
月

単元名
単元の目標

学習内容
配当
時間

具体の評価規準
評価方法

１　音の性質 ・ワークシート等

・後期中間考査②

２ 発音体の振動と共振・共
鳴

・ワークシート等

・後期中間考査②

・実験レポート

第４編　電気 １　電気の性質 ・ワークシート等

第１章 ・後期中間考査②

　物質と電気抵抗 ・実験レポート

２　電流と電気抵抗 ・ワークシート等

・後期中間考査②

３　電気とエネルギー ・ワークシート等

・ジュール熱発生の仕組みを
理解させる。

・後期中間考査②

・電力や電力量を説明できる
ようにさせる。

第２章 １　交流 ・ワークシート等

　交流と電磁波 ・交流の発生，交流発電機や
変圧器のしくみとはたらきを
理解させる。

・後期中間考査②

２　電磁波 ・ワークシート等

・電磁波の性質や種類，その
利用法について理解させる。

・後期中間考査②

12
1

まとめ ・より難度の高い総合問題を
演習する。

・後期中間考査②

家庭用コンセントからくる電
気の交流はどのようにして発
生するのかということに関心
を持ち，意欲的に探求しよう
とする。

発電所でつくられ利用されて
いる交流の概念と仕組みを考
え，表現できる。

交流を遠方の利用者に送ると
きに必要な「変圧器」につい
て理解し，知識を身につけて
いる。

電磁波の種類と性質を確認
し，電界と磁界の相互の変動
が電磁波を伝えることについ
て考え，表現することができ
る。

電磁波が日常生活の様々な分
野で応用されている例を示し
て理解し，知識を身につけて
いる。

・オームの法則，直列・並列
接続回路の特徴を理解させ
る。

電気エネルギーと力学的エネ
ルギーの関連について関心を
持ち，意欲的に探求しようと
する。

電力量と電力の意味（および
その公式）を理解し，知識を
身につけている。

電気に関わる法則に興味をも
ち，静電気の原理や，導体・
絶縁体・半導体のそれぞれの
性質ついて意欲的に探求しよ
うとする。

帯電の仕組みについて考え，
表現することができる。

物体の帯電は，自由電子のや
りとりによって生じているこ
とが理解し，知識を身につけ
ている。

・静電気の発生，帯電の仕組
み，静電誘導，誘電分極につ
いて理解させる。
【発展】静電誘導を理解させ
る。

オームの法則，直列・並列接
続回路の特徴を理解し，式の
運用が正しくできる。

電気回路を水流モデル図とし
て作図することができる。

弦や気柱に生じる定常波の固
有振動数を表す式について式
の運用が正しくできる。

弦や気柱の共鳴実験を観察
し，的確に整理している。

弦の振動と気柱の振動などを
通して，共鳴・共振のような
現象が起こる原理を理解し，
知識を身につけている。

・弦および気柱の振動条件に
ついて学び，定常波の発生や
共鳴，共振について理解させ
る。

第２章　音 弦楽器や管楽器での音の発生
の原理について関心を持ち，
意欲的に探求しようとする。

音が疎密波であることについ
て理解し，知識を身につけて
いる。・音の伝わり方・音の３要

素・うなりといった，波の性
質について理解させる。
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科目名 学科名 対象学年 単位数

演習化学基礎 普通科 ３年（後期） 1

科目の目標

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・実験の技能 知識・理解

　日常生活や社会との関連を図
りながら化学的な事物・現象に
ついて関心をもち、意欲的に探
究しようとするとともに、科学
的な見方や考え方を身に付けて
いる。

　物質とその変化に関する事
物・現象の中に問題を見いだ
し、探究する過程を通して、事
象を分析的・総合的に考察した
りして、問題を解決し、事実に
基づいて科学的に考察し、導き
出した考えを的確に表現してい
る。

　物質とその変化に関する観
察、実験などを行い、基本操作
を習得するとともに、それらの
過程や結果を的確に記録、整理
し、自然の事物・現象を科学的
に探究する技能を身に付けてい
る。

　物質とその変化について、基
本的な概念や原理・法則を理解
し、知識を身に付けている。

日常生活や社会との関連を図りながら物質とその変化への関心を高め、目的意識をもって観察、実
験などを行い、化学的に探求する能力と態度を育てるとともに、化学の基本的な概念や原理・法則
を理解させ、科学的な見方や考え方を養う。
そして、これまでに履修した学習内容を復習し、今日的課題を含んだ発展的な学習内容を含む、科
学的な思考力を育成する。

評価の観点および評価規準

令和３年度　理科　指導と評価の年間計画

学校名　福井県立高志高等学校

教科書（出版社・タイトル） 補助教材等

なし なし



福井県立高志高等学校　普通科　文系・理系

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・実験の技能 知識・理解

１章 １　物質の種類と性質

物質の構成
１節
物質の探究

・「序　化学と人間生活」にふれ
る。
・身のまわりの物質が純物質や混合
物に分類されることを理解する。

２　物質と元素

・原子と元素の意味や元素という概
念を理解する。

３　物質の三態と熱運動

・物質の三態変化は、構成粒子の状
態がどのように変化して起こってい
るのか理解する。

２節 １　原子の構造

物質の構成粒子 ・原子はいくつかの粒子から構成さ
れていることに気づく。同じ元素で
も粒子の構成が異なるものがあるこ
とを理解する。

２　イオンの生成

・陽イオン・陰イオンの生成のしく
みについて理解する。

３　周期表

・周期表上の元素の配列のしかたに
ついて理解する。

２章 １　イオン結合

・原子とイオンの違いについて理解
する。

２　イオン結晶

・身のまわりにあるイオン結晶の性
質について理解する。

２節 １　共有結合と分子間力

共有結合と分子間力 ・分子結晶について、構造や性質を
理解する。

２　共有結合からなる物質

・共有結合の結晶について、構造や
性質を理解する。

３節 １　金属結合

金属結合 ・金属特有の性質を理解する。

２　金属

・金属の結晶の特徴を理解する。

４節 １　結晶の分類

化学結合と物質 ・それぞれの化学結合によってでき
た結晶について、その性質や構成粒
子などを比較し、理解する。

２　化学結合と身のまわりの物質

・それぞれの化学結合でできた代表
的な物質について理解する。

３章 １　原子量と分子量・式量

物質の変化
１節
物質量と化学反応式

・非常に小さい粒子である原子・分
子・イオンの取り扱い方について理
解する。

・身近な物質が、それぞれの結晶の
からできていることに気づく。

・身近な物質が、それぞれの結晶の
性質を踏まえて利用されていること
について気づく。

・身近な気体の性質や利用用途など
について調べることができる。

・身近な物質がもつ性質やその利用
例などを理解している。

・同じ原子でも異なる質量をもつも
のがあることに興味をもつ。
・原子１個がはいかに小さなもので
あるかを実感する。

・同位体が存在する場合、平均原子
量を求めることができる。
・質量そのものではなく、基準に対
する相対質量で表すことを理解して
いる。

・基本的な化学式などを書く技能を
習得し、的確に表現できる。

・原子量・分子量・式量の定義を示
すことができる。
・原子の相対質量をもとに、分子の
質量を考えることができる。

・金属に共通する性質について、興
味をもつ。

・金属の特徴についてモデルをもと
に考察する。

・金属の特徴を３点挙げることがで
きる。

・それぞれの化学結合について、特
徴を理解し、その結晶の差異につい
て興味や関心を高める。

・それぞれの化学結合でできた結晶
について、その性質を説明し、それ
がどのような理由によるものが推論
することができる。

・それぞれの化学結合でできた結晶
について、その性質を調べることが
できる。

・それぞれの結合から成る物質の特
徴と性質を理解している。

・分子からなる物質の性質に興味を
もつ。

・価標を考えることによって、分子
の構造を予想することができる。

・分子の中の原子どうしの結合を、
模型などを用いて表すことができ
る。

・さまざまな分子を電子式、構造式
で表し、その構造を考えることがで
きる。

・身のまわりの金属の性質に興味を
もつ。

・金属特有の性質は、金属結合が自
由電子によるものであることが原因
であることに気づく。

・金属もイオン結晶や共有結合の結
晶と同じように、組成式で表される
ことを理解している。

・分子には極性分子と無極性分子が
あることに興味をもつ。

・分子の形を予想して、極性分子と
無極性分子に分類できる。

・極性という、電気陰性度の違いに
よる電荷のかたよりを分子の形から
理解している。

・化学結合の種類や特徴について興
味や関心を高める。

・化学結合が生じる理由について考
察し、物質の性質と関連づける。

・イオン化エネルギーの概念と周期
表上での傾向を説明できる。物質と化学結合

１節
イオン結合 ・身のまわりにあるイオン結晶の性

質に興味をもつ。
・イオンからなる物質は分子をつく
らないため、分子式ではなく組成式
で表すことに気づく。

・イオンからなる物質の特徴を示す
ことができる。

・イオン結晶を構成する陽イオンと
陰イオンの種類から、イオン結晶の
名称と組成式の組み立て方を理解し
ている。

・物質が原子、分子、イオンなどの
構成粒子から成り立っていることを
理解し、それらの基本的な概念や知
識を身につけている。

・周期表上の元素の配列のしかたに
ついて興味をもつ。

・周期表の中に周期律が見いだせる
ことや、周期律は価電子の数の周期
的な変化によることなどに気づく。

・元素の、典型・遷移、金属・非金
属、陽性・陰性などの分布、および
同族元素について理解している。

・絶対温度とセルシウス温度の関係
を理解している。

・原子は粒子から構成されているこ
とに気づき、同じ元素でも粒子の構
成が異なるものがあることに興味を
もつ。

・原子について、どのような粒子か
ら構成されているかを説明すること
ができる。

・原子の構成粒子である陽子・中性
子・電子の個数・電荷・質量の関係
について理解している。

・混合物を分離する操作に、ろ過、
蒸留、分留、昇華、再結晶、抽出、
クロマトグラフィーなどをあげられ
る。

ワークシート
（小テスト）
後期中間考査①

・元素の種類やその検出法などにつ
いて興味や関心を高める。

・元素の種類やその検出法などにつ
いて考察し、元素どうしを比較す
る。

・原子と元素の考え方を理解する。
・代表的な成分元素の検出法を理解
している。

・物質の三態変化は、構成粒子の状
態がどのように変化して起こってい
るのかに興味をもつ。

・物質を加熱したり冷却したときの
温度変化をグラフに表すことができ
る。
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・身のまわりの物質が純物質や混合
物に分類されることに興味をもつ。

・純物質と混合物の違いが何である
か説明できる。

・混合物をろ過や蒸留、再結晶、ク
ロマトグラフィーなどにより純物質
に分けることができる。

・物質がイオンの粒子からも成り立
つ場合があることに興味をもつ。

・イオンの生成を電子配置と関連づ
けて考え、説明することができる。

・「ナトリウムの反応」において、
元素の性質と電子配置について考え
ることができる。

「演習化学基礎」学習内容と評価の年間計画

実
施
月

単元名
単元の目標

学習内容
配当
時間

具体の評価規準
評価方法



福井県立高志高等学校　普通科　文系・理系

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・実験の技能 知識・理解

「演習化学基礎」学習内容と評価の年間計画

実
施
月

単元名
単元の目標

学習内容
配当
時間

具体の評価規準
評価方法

２　物質量

・原子の数え方について理解する。

３　溶液の濃度

・溶解という現象を理解させるとと
もに、溶液の濃度の表し方について
理解する。

４　化学反応式

・多くの化学変化は化学反応式であ
らわされることを理解させ、化学反
応式をもとに量的な関係をつかむ。
・基本法則の発見が化学の進歩に果
たした役割を理解する。

２節 １　酸と塩基

酸と塩基 ・酸とは何か、塩基とは何かについ
て理解する。

２　水素イオン濃度とｐＨ

・水素イオン濃度の表し方について
理解する。

３　中和反応と塩

３節 １　酸化と還元

酸化還元反応 ・酸化と還元の定義を理解する。

２　酸化剤と還元剤

・酸化剤、還元剤のはたらき方につ
いて理解する。

３　酸化還元反応の起こりやすさ

・金属のイオン化傾向について理解
する。

４　身のまわりの酸化還元反応

・電池、電気分解の原理について理
解する。

12
1

まとめ ・より難度の高い総合問題を演習す
る。

35

・電池、電気分解の原理について興
味や関心を高める。

・電池、電気分解で起こる反応の原
理などについて考察できるようにな
る。

・簡単な電池をつくることができ
る。

・基本的な電池の構造と反応を理解
する。
・電気分解の原理を理解する。

・金属の反応性はイオン化傾向と関
連があることに、興味や関心を高め
る。

・金属の反応性を、イオン化傾向と
関連させて考察できるようになる。

・金属の反応性は、イオン化傾向と
関連が深いことを理解している。

・酸化還元反応の原理や現象などに
ついて、興味関心を高める。

・酸化還元反応には必ず電子の移動
が伴うことに気づく。
・酸化数を求めることによって酸化
還元を考察することができるように
なる。

・代表的な酸化還元反応を観察し、
この反応を酸化還元反応として考え
ることができる。

・電子の授受が酸化還元の本質であ
ることを理解している。

ワークシート
（小テスト）
後期中間考査②

・酸化還元の複雑な化学反応式も、
そのもととなる反応式と電子の授受
を考えることによって完成させられ
るようになる。

・酸化還元の化学反応式を酸化剤・
還元剤のはたらきを示す反応式から
つくれるようになる。
・酸化還元反応における酸化剤と還
元剤のはたらきを読み取ることがで
きる。

・酸化還元滴定の実験により濃度未
知の酸化剤や還元剤の濃度を求める
ことができるとともに、酸化還元反
応の進行を色の変化など、実験を通
して視覚的に判断できるようにな
る。

・酸化還元反応の量的関係を数値計
算により求めることができる。

・中和反応は本質的にはH＋とOH－の
反応であることに気づく。
・同一の酸と塩基から生成する塩で
も、複数の種類の塩が生じることが
あることに気づく。
・市販の食酢の酢酸濃度の求め方に
興味を持つ。

・酸・塩基の価数は中和する際の量
的関係に重要な要素を占めることに
気づく。
・塩の水溶液の酸性・塩基性が判断
できる。
・測定結果をもとに、滴定曲線を表
すことができる。

・中和滴定において、メスフラス
コ、ビュレット、ホールピペットな
どの実験器具の取り扱いができると
同時に、酸･塩基の量的関係から未
知の濃度を実験で求める技能を身に
つけている。
・塩の水溶液をつくり、ｐＨメー
ターなどによりｐＨを測定すること
ができる。

・中和の量的関係を数値計算により
求めることができる。
・滴定曲線におけるｐＨ変化、中和
点、使用できる指示薬について理解
している。
・酸性塩、塩基性塩、正塩などの分
類があることを理解している。
・実験器具の使い方を理解してい
る。

・中和反応の定義と表し方について
理解する。
・塩の生成と種類、性質について理
解する。
・中和の量的関係とｐＨの変化につ
いて理解する。

・水もまた一部が電離しているとい
うことに興味をもつ。

・ｐＨの値から酸性、塩基性の強弱
が判断できる。
・ある水素イオン濃度における水酸
化物イオン濃度を求められる。

・身のまわりの物質の水溶液の
ｐＨを知る方法を身につけている。

・酸性・塩基性の程度とｐＨの関係
を理解し、ｐＨの指標の便利さと実
用性を理解している。

・化学反応の表し方について興味関
心を高める。
・基本法則が発見された時代背景に
興味をもつ。

・正しい化学反応式が表せる。
・化学反応式の係数から、物質の量
的変化を質量や気体の体積の変化で
とらえることができる。
・基本法則についてモデルを用いて
説明することができる。

・化学反応式の係数から、物質の量
的変化を質量や気体の体積の変化で
とらえることができる。

・化学反応における、物質量、粒子
の個数、質量、気体の体積などの量
的関係を、化学反応式から読み取る
ことができる。
・質量保存の法則、定比例の法則、
ドルトンの原子説、気体反応の法
則、アボガドロの分子説を理解して
いる。

11

・酸・塩基について興味や関心を高
める。

・酸・塩基の例からその共通性つい
て考察し、他の物質と比較する。ま
た、その量的な関係について考察す
る。

・酸・塩基の性質と中和反応の意
味、量的な関係を理解している。

・多数の粒子を数えることは困難な
ので、まとめて扱うことが便利だと
いうことに気づく。

・ある質量の物質の中に、原子や分
子などが何個含まれているかを考え
ることができる。
・モル質量の概念を使い、粒子数、
質量、物質量に関する計算ができ
る。

・実際の物質の1mol分の量を示すこ
とができる。
・実際の物質の量を物質量で表せ
る。

・気体の場合の1molの体積は共通で
あることを理解する。

・溶解という現象に興味をもつ。 ・計算により濃度を求めることがで
きる。

・あるモル濃度の水溶液をメスフラ
スコなどを使用して調製することが
できる。

・質量パーセント濃度、モル濃度の
意味を理解している。

ワークシート
（小テスト）
後期中間考査①

10

総
合
的
な
問
題
演
習

35



科目名 学科名 対象学年 単位数

演習生物基礎 普通科 ３年（後期） 1

科目の目標

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・実験の技能 知識・理解

日常生活や社会との関連を図りなが
ら生物や生物現象について関心をも
ち，意欲的に探究しようとするとと
もに，生物の共通性と多様性を意識
するなど，科学的な見方や考え方を
身に付けている。

生物や生物現象の中に問題を見いだ
し，探究する過程を通して，事象を
科学的に考察し，導き出した考えを
的確に表現している。

生物や生物現象に関する観察，実験
などを行い，基本操作を習得すると
ともに，それらの課程や結果を的確
に記録，整理し，自然の事物・現象
を科学的に探究する技能を身に付け
ている。

生物や生物現象について，基本的な
概念や原理・法則を理解し，知識を
身に付けている。

日常生活や社会との関連を図りながら生物や生物現象への関心を高め，目的意識をもって観察，実験などを
行い，生物学的な探究する能力と態度を育てるとともに，生物学の基本的な概念や原理・法則を理解させ，
科学的な見方や考え方を養う。

評価の観点および評価規準

令和３年度　理科　指導と評価の年間計画

学校名　福井県立高志高等学校

教科書（出版社・タイトル） 補助教材等

なし なし



福井県立高志高等学校

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・実験の技能 知識・理解

10

11

12

1

2

　各分野に対する原理・原則を理解す
ることができる。
　正誤問題のすべての判断理由を解説
することができる。

テストによる評価

共通テスト対応入試問題演習 10

生物基礎全範囲

標準問題演習 20

　主体的に問題演習に取り組む。 　原理・原則に基づいて、探求的な内
容の問題に，自ら考え取り組むことが
できる。

　実験の内容を理解し、原理・原則を
確かめることができる。

「演習生物基礎」　指導と評価の年間計画

実
施
月

単元名
単元の目標

指導内容
配当
時間

具体の評価規準
評価方法



学校名　福井県立高志高等学校

科目名 学科名 対象学年 単位数

演習物理 普通科理系 3年（類型c選択者） 2

科目の目標

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・実験の技能 知識・理解

　物理学的な事物・現象に関心
や探究心をもち，主体的に探究
しようとするとともに，科学的
態度を身に付けている。

　物理学的な事物・現象の中に
問題を見いだし，探究する過程
を通して，事象を科学的に考察
し，導き出した考えを的確に表
現している。

　物理学的な事物・現象に関す
る観察，実験などを行い，基本
操作を習得するとともに，それ
らの過程や結果を的確に記録，
整理し，自然の事物・現象を科
学的に探究する技能を身に付け
ている。

　物理学的な事物・現象に関す
る基本的な概念や原理・法則に
ついて理解を深め，知識を身に
つけている。

評価の観点および評価規準

令和３年度　理科　指導と評価の年間計画

教科書（出版社・タイトル） 補助教材等

数研出版・改訂物理
2020物理重要問題集

東京書籍・改訂ニューグローバル物理基礎＋物理

物理的な事物・現象に対する探究心を高め，目的意識をもって観察，実験などを行い，物理学的に
探究する能力と態度を育てるとともに，物理学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め，科学的
な自然観を育成する。



福井県立高志高等学校

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・実験の技能 知識・理解

10 標準問題演習 20

応用問題演習 5

12

1

2

11

共通テスト対応入試問題演習 50

物理，物理基礎全範囲

　主体的に問題演習に取り組む。 　原理・原則に基づいて、探求的な内
容の問題に，自ら考え取り組むことが
できる。

　実験の内容を理解し、原理・原則を
確かめることができる。

　各分野に対する原理・原則を理解す
ることができる。
　正誤問題のすべての判断理由を解説
することができる。

テストによる評価

「演習物理」　指導と評価の年間計画

実
施
月

単元名
単元の目標

指導内容
配当
時間

具体の評価規準
評価方法



学校名　福井県立高志高等学校

科目名 学科名 対象学年 単位数

演習物理＋ 普通科理系 3年（類型c選択者） 2

科目の目標

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・実験の技能 知識・理解

　物理学的な事物・現象に関心
や探究心をもち，主体的に探究
しようとするとともに，科学的
態度を身に付けている。

　物理学的な事物・現象の中に
問題を見いだし，探究する過程
を通して，事象を科学的に考察
し，導き出した考えを的確に表
現している。

　物理学的な事物・現象に関す
る観察，実験などを行い，基本
操作を習得するとともに，それ
らの過程や結果を的確に記録，
整理し，自然の事物・現象を科
学的に探究する技能を身に付け
ている。

　物理学的な事物・現象に関す
る基本的な概念や原理・法則に
ついて理解を深め，知識を身に
つけている。

評価の観点および評価規準

令和３年度　理科　指導と評価の年間計画

教科書（出版社・タイトル） 補助教材等

数研出版・改訂物理
2020物理重要問題集

東京書籍・改訂ニューグローバル物理基礎＋物理

物理的な事物・現象に対する探究心を高め，目的意識をもって観察，実験などを行い，物理学的に
探究する能力と態度を育てるとともに，物理学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め，科学的
な自然観を育成する。



福井県立高志高等学校

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・実験の技能 知識・理解

標準問題演習 12

応用問題演習 12

11 大学入試問題演習プリント 16

12

1

2

テストによる評価

共通テスト対応入試問題演習 30

10

物理，物理基礎全範囲

　主体的に問題演習に取り組む。 　原理・原則に基づいて、探求的な内
容の問題に，自ら考え取り組むことが
できる。

　実験の内容を理解し、原理・原則を
確かめることができる。

　各分野に対する原理・原則を理解す
ることができる。
　正誤問題のすべての判断理由を解説
することができる。

「演習物理＋」　指導と評価の年間計画

実
施
月

単元名
単元の目標

指導内容
配当
時間

具体の評価規準
評価方法



学校名　福井県立高志高等学校

科目名 学科名 対象学年 単位数

演習物理＋＋ 普通科理系 3年（類型c選択者） 2

科目の目標

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・実験の技能 知識・理解

　物理学的な事物・現象に関心
や探究心をもち，主体的に探究
しようとするとともに，科学的
態度を身に付けている。

　物理学的な事物・現象の中に
問題を見いだし，探究する過程
を通して，事象を科学的に考察
し，導き出した考えを的確に表
現している。

　物理学的な事物・現象に関す
る観察，実験などを行い，基本
操作を習得するとともに，それ
らの過程や結果を的確に記録，
整理し，自然の事物・現象を科
学的に探究する技能を身に付け
ている。

　物理学的な事物・現象に関す
る基本的な概念や原理・法則に
ついて理解を深め，知識を身に
つけている。

評価の観点および評価規準

令和３年度　理科　指導と評価の年間計画

教科書（出版社・タイトル） 補助教材等

数研出版・改訂物理
2020物理重要問題集

東京書籍・改訂ニューグローバル物理基礎＋物理

物理的な事物・現象に対する探究心を高め，目的意識をもって観察，実験などを行い，物理学的に
探究する能力と態度を育てるとともに，物理学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め，科学的
な自然観を育成する。



福井県立高志高等学校

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・実験の技能 知識・理解

標準問題演習 10

応用問題演習 10

11 難関大学入試問題演習プリント 30

12

1

2

テストによる評価

共通テスト対応入試問題演習 20

10

物理，物理基礎全範囲

　主体的に問題演習に取り組む。 　原理・原則に基づいて、探求的な内
容の問題に，自ら考え取り組むことが
できる。

　実験の内容を理解し、原理・原則を
確かめることができる。

　各分野に対する原理・原則を理解す
ることができる。
　正誤問題のすべての判断理由を解説
することができる。

「演習物理＋＋」　指導と評価の年間計画

実
施
月

単元名
単元の目標

指導内容
配当
時間

具体の評価規準
評価方法



学校名　 福井県立高志高等学校

科目名 学科名 対象学年 単位数

演習化学 普通科理系 3年（類型c選択者） 2

科目の目標

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・実験の技能 知識・理解

　化学的な事物・現象に関心や
探究心をもち、主体的に探究し
ようとするとともに、科学的態
度を身に付けている。

　化学的な事物・現象の中に問
題を見いだし、探究する過程を
通して、事象を科学的に考察
し、導き出した考えを的確に表
現している。

　化学的な事物・現象に関する
観察、実験などを行い、基本操
作を習得するとともに、それら
の過程や結果を的確に記録、整
理し、自然の事物・現象を科学
的に探究する技能を身に付けて
いる。

　化学的な事物・現象に関する
基本的な概念や原理・法則につ
いて理解を深め、知識を身に付
けている。

評価の観点および評価規準

令和３年度　理科　指導と評価の年間計画

教科書（出版社・タイトル） 補助教材等

数研出版　2021化学重要問題集
東京書籍・改訂化学

数研出版・フォトサイエンス化学図録
第一学習社・改訂セミナー化学基礎＋化学

化学的な事物・現象に対する探究心を高め、目的意識をもって化学の基本的な概念や原理・法則の
理解を深め、科学的な自然観を育成する。



福井県立高志高等学校

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・実験の技能 知識・理解

10
標準問題演習

20

応用問題演習
5

50

12

1

2

共通テスト対応入試問題演習

化学，化学基礎全範囲

主体的に問題演習に取り組む。 探究的な内容の問題に，自ら考え取り
組むことができる。

実験を仮定した問題の意味を理解し，
解答することができる。

正誤問題のすべての判断理由を解説す
ることができる。

テストによる評価

「演習化学」　指導と評価の年間計画（教師用）

実
施
月

単元名
単元の目標

指導内容
配当
時間

具体の評価規準
評価方法

11



学校名　福井県立高志高等学校

科目名 学科名 対象学年 単位数

演習化学＋ 普通科理系 3年（類型b選択者） 2

科目の目標

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・実験の技能 知識・理解

　化学的な事物・現象に関心や
探究心をもち、主体的に探究し
ようとするとともに、科学的態
度を身に付けている。

　化学的な事物・現象の中に問
題を見いだし、探究する過程を
通して、事象を科学的に考察
し、導き出した考えを的確に表
現している。

　化学的な事物・現象に関する
観察、実験などを行い、基本操
作を習得するとともに、それら
の過程や結果を的確に記録、整
理し、自然の事物・現象を科学
的に探究する技能を身に付けて
いる。

　化学的な事物・現象に関する
基本的な概念や原理・法則につ
いて理解を深め、知識を身に付
けている。

評価の観点および評価規準

令和３年度　理科　指導と評価の年間計画

教科書（出版社・タイトル） 補助教材等

数研出版　2021化学重要問題集
東京書籍・改訂化学

数研出版・フォトサイエンス化学図録
第一学習社・改訂セミナー化学基礎＋化学

化学的な事物・現象に対する探究心を高め、目的意識をもって化学の基本的な概念や原理・法則の
理解を深め、科学的な自然観を育成する。



福井県立高志高等学校

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・実験の技能 知識・理解

標準問題演習
12

応用問題演習
12

11
大学入試問題演習プリント

16

12 30

1

2

テストによる評価

共通テスト対応入試問題演習

10

化学，化学基礎全範囲

主体的に問題演習に取り組む。 探究的な内容の問題に，自ら考え取り
組むことができる。

実験を仮定した問題の意味を理解し，
解答することができる。

正誤問題のすべての判断理由を解説す
ることができる。

「演習化学＋」　指導と評価の年間計画（教師用）

実
施
月

単元名
単元の目標

指導内容
配当
時間

具体の評価規準
評価方法



学校名　福井県立高志高等学校

科目名 学科名 対象学年 単位数

演習化学＋＋ 普通科理系 3年（類型a選択者） 2

科目の目標

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・実験の技能 知識・理解

　化学的な事物・現象に関心や
探究心をもち、主体的に探究し
ようとするとともに、科学的態
度を身に付けている。

　化学的な事物・現象の中に問
題を見いだし、探究する過程を
通して、事象を科学的に考察
し、導き出した考えを的確に表
現している。

　化学的な事物・現象に関する
観察、実験などを行い、基本操
作を習得するとともに、それら
の過程や結果を的確に記録、整
理し、自然の事物・現象を科学
的に探究する技能を身に付けて
いる。

　化学的な事物・現象に関する
基本的な概念や原理・法則につ
いて理解を深め、知識を身に付
けている。

評価の観点および評価規準

令和３年度　理科　指導と評価の年間計画

教科書（出版社・タイトル） 補助教材等

数研出版　2021化学重要問題集
東京書籍・改訂化学

数研出版・フォトサイエンス化学図録
第一学習社・改訂セミナー化学基礎＋化学

化学的な事物・現象に対する探究心を高め、目的意識をもって化学の基本的な概念や原理・法則の
理解を深め、科学的な自然観を育成する。



福井県立高志高等学校

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・実験の技能 知識・理解

標準問題演習
10

応用問題演習
10

11
難関大学入試問題演習プリント

30

12 20

1

2

テストによる評価

共通テスト対応入試問題演習

10

化学，化学基礎全範囲

主体的に問題演習に取り組む。 探究的な内容の問題に，自ら考え取り
組むことができる。

実験を仮定した問題の意味を理解し，
解答することができる。

正誤問題のすべての判断理由を解説す
ることができる。

「演習化学＋＋」　指導と評価の年間計画（教師用）

実
施
月

単元名
単元の目標

指導内容
配当
時間

具体の評価規準
評価方法



学校名　　　福井県立高志高等学校　　　　　　　　　　　　　

科目名 学科名 対象学年 単位数

演習生物＋ 普通科理系 ３年 4

科目の目標

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・実験の技能 知識・理解

生物や生物現象について関心を持
ち、意欲的に探求しようとするとと
もに、生物学的に探究する考え方を
身につけている。

生物や生物現象を分子レベルでとら
え、事象を科学的に考察し、導き出
した考え方を的確に表現している。

生物や生物現象に関する観察、実験
などを行い、基本操作を習得すると
ともに、それらの過程や結果を的確
に記録、整理し、自然の事物・現象
を生物学的に探求する技能を身につ
けている。

生物や生物現象について、広く概念
や原理・法則を理解し、科学的な思
考や判断を行える知識を身につけて
いる。

評価の観点および評価規準

令和３年度　理科　指導と評価の年間計画

教科書（出版社・タイトル） 補助教材等

なし なし

生物や生命現象について、自然に対する関心や探究心を高め、生物学的に探求する能力と態度を育てるととも
に、生物学の基本的な概念や原理・法則の系統的な理解を深め、科学的な自然観を育成する。



福井県立高志高等学校

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・実験の技能 知識・理解

標準問題演習 12

応用問題演習 12

11 大学入試問題演習プリント 16

12

1

2

テストによる評価

共通テスト対応入試問題演習 30

10

生物基礎，生物全範囲

　主体的に問題演習に取り組む。 　原理・原則に基づいて、探求的な内
容の問題に，自ら考え取り組むことが
できる。

　実験の内容を理解し、原理・原則を
確かめることができる。

　各分野に対する原理・原則を理解す
ることができる。
　正誤問題のすべての判断理由を解説
することができる。

「演習生物＋」　指導と評価の年間計画

実
施
月

単元名
単元の目標

指導内容
配当
時間

具体の評価規準
評価方法



学校名　　　福井県立高志高等学校　　　　　　　　　　　　　

科目名 学科名 対象学年 単位数

演習生物＋＋ 普通科理系 ３年 4

科目の目標

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・実験の技能 知識・理解

生物や生物現象について関心を持
ち、意欲的に探求しようとするとと
もに、生物学的に探究する考え方を
身につけている。

生物や生物現象を分子レベルでとら
え、事象を科学的に考察し、導き出
した考え方を的確に表現している。

生物や生物現象に関する観察、実験
などを行い、基本操作を習得すると
ともに、それらの過程や結果を的確
に記録、整理し、自然の事物・現象
を生物学的に探求する技能を身につ
けている。

生物や生物現象について、広く概念
や原理・法則を理解し、科学的な思
考や判断を行える知識を身につけて
いる。

評価の観点および評価規準

令和３年度　理科　指導と評価の年間計画

教科書（出版社・タイトル） 補助教材等

なし なし

生物や生命現象について、自然に対する関心や探究心を高め、生物学的に探求する能力と態度を育てるととも
に、生物学の基本的な概念や原理・法則の系統的な理解を深め、科学的な自然観を育成する。



福井県立高志高等学校

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・実験の技能 知識・理解

標準問題演習 12

応用問題演習 12

11 大学入試問題演習プリント 16

12

1

2

テストによる評価

共通テスト対応入試問題演習 30

10

生物基礎，生物全範囲

　主体的に問題演習に取り組む。 　原理・原則に基づいて、探求的な内
容の問題に，自ら考え取り組むことが
できる。

　実験の内容を理解し、原理・原則を
確かめることができる。

　各分野に対する原理・原則を理解す
ることができる。
　正誤問題のすべての判断理由を解説
することができる。

「演習生物＋＋」　指導と評価の年間計画

実
施
月

単元名
単元の目標

指導内容
配当
時間

具体の評価規準
評価方法



科目名 学科名 対象学年 単位数

体育 普通科 ３年 3

科目の目標

関心・意欲・態度 思考・判断 運動の技能 知識・理解

運動の楽しさや喜びを深く味わ
うことができるよう，公正，協
力，責任などの態度を身に付け
るとともに，健康・安全に留意
して自ら運動をしようとする。

生涯にわたる豊かなスポーツラ
イフの実現を目指して、自己や
仲間の課題に応じた運動を継続
するための取り組み方を工夫し
ている。また、自己や仲間の状
況に応じて体力を高めるための
運動を継続するための計画を工
夫している。

運動の合理的な実践を通して、
運動の特性に応じて勝敗を競っ
たり、攻防を展開したり、表現
したりするための各領域の運動
の特性に応じた段階的な技能を
身に付けている。

選択した運動の技術（技）の名
称や行い方、体力の高め方。課
題解決の方法、練習や発表の仕
方、スポーツを行う際の健康・
安全の確保の仕方についての具
体的な方法、スポーツの歴史、
文化的特性や現代のスポーツの
特徴、運動やスポーツの効果的
な学習の仕方及び豊かなスポー
ツライフの設計の仕方を理解し
ている。

運動の合理的、計画的な実践を通して、知識を深めるとともに技能を高め、運動の楽しさや喜びを
深く味わうことができるようにし、自己の状況に応じて体力の向上を図る能力を育て、公正、協
力、責任、参画などに対する意欲を高め、健康・安全を確保して、生涯にわたって豊かなスポーツ
ライフを継続する資質や能力を育てる。

評価の観点および評価規準

令和３年度　保健体育科　指導と評価の年間計画

学校名　　　　福井県立高志高等学校　

教科書（出版社・タイトル） 補助教材等

現代高等保健体育（大修館） ステップアップ高校スポーツ（大修館）



学校名・学科・学年　高志高等学校　普通科　第３学年

４
10 A 12

「A　体つくり運動｝
（１）次の運動を通して、体を動かす楽しさや心地よさを味
わい、健康の保持増進や体力の向上を図り、目的に適した運
動の計画や自己の体力や生活に応じた運動の計画を立て、実
生活に役立てることができるようにする。
ア　体ほぐしの運動では、心と体は互いに影響し変化するこ
とに気付き、体の状態に応じて体の調子を整え、仲間と積極
的に交流するための手軽な運動や律動的な運動を行うこと。
イ　体力を高める運動では、自己のねらいに応じて、健康の
保持増進や調和のとれた体力の向上を図るための継続的な運
動の計画を立て取り組むこと。
（２）体つくり運動に主体的に取り組むと体力などの違いに
配慮しようとする。また、役割を積極的に引き受け自己の責
任を果たそうとする。更に合意形成に貢献しようとすること
などや、健康・安全を確保することができるようにする。
（３）体つくり運動の行い方、体力の構成要素、実生活への
取り入れ方などを理解し、自己や仲間の課題に応じた運動を
継続するための取り組み方を工夫できるようにする。

・サーキットトレーニング
・ウエイトトレーニング
・有酸的素運動

・実生活に役立てることが
できるよう、体力を高める
運動の必要性を意識して学
習に取り組もうとしてい
る。
・仲間と協力したり、励ま
し合ったりしながら運動に
取り組もうとしている。
・自分の体の調子を確かめ
たり、場所や用具の安全を
確かめたりするなど、健
康・安全に留意しようとし
ている。

・自分の体力のレベルや健
康状態をもとに課題を設定
している。
・効率性を考えて運動の内
容を選んだり構成したりし
て運動に取り組んでいる。
・体つくり運動を生涯にわ
たって楽しむために、実生
活で継続しやすい自己に適
した行い方を見付けてい
る。

・体力を高める運動の目的
に合った運動の組み立て
方、活用の仕方を理解し、
実生活への取り入れ方につ
いて、理解したことを言っ
たり書き出したりしてい
る。

・出席状況
・授業に取り組む態度
・仲間との協力状態
・チェックテスト

B 0

「Ｂ　器械運動」
(１)次の運動について、技がよりよくできる楽しさや喜びを
味わい、自己に適した技を高めて、演技できるようにする。
ア　マット運動では、回転系や巧技系の基本的な技を滑らか
に安定して行うこと、条件を変えた技、発展系を滑らかに行
うこと、それらを構成し演技すること。
イ　鉄棒運動では、支持系や懸垂系の基本的な技を滑らかに
安定して行うこと、条件を変えた技、発展技を滑らかに行う
こと、それらを構成し演技すること。
ウ　平均台運動では、体操系やバランス系の基本的な技を滑
らかに安定して行うこと、条件を変えた技、発展技を滑らか
に行うこと、それらを構成し演技すること。
エ　跳び箱運動では、切り返し系や回転系の基本的な技を滑
らかに安定して行うこと、条件を変えた技、発展技を滑らか
に行うこと。
(２)器械運動に主体的に取り組むとともに、役割を積極的に
引き受け自己の責任を果たそうとすること、合意形成に貢献
しようとすることなどや、健康・安全を確保することができ
るようにする。
(３)技の名称や行い方、体力の高め方、課題解決の方法、発
表の仕方などを理解し、自己の仲間の課題に応じた運動を継
続するための取り組み方を工夫できるようにする。

C 0

「Ｃ　陸上競技」
(１)次の運動について、記録の向上や競争の楽しさや喜びを
味わい、各種目特有の技能を高めることができるようにす
る。
ア　競争　短距離走・リレーでは、中間走の高いスピードを
維持して速く走ること、長距離走では、ペースの変化に対応
するなどして走ること、ハードル走では、スピードを維持し
た走りからハードルを低くリズミカルに越すこと。
イ　跳躍　走り幅跳びでは、スピードに乗った助走と力強い
踏み切りから着地までの動きをなめらかにして跳ぶこと、走
り高跳びでは、スピードのあるリズミカルな助走から力強く
踏み切り、滑らかな空間動作で跳ぶこと、三段跳びでは、短
い助走からリズミカルに連続して跳ぶこと。
ウ　投てき　砲丸投げでは立ち投げなどから包含を突き出し
て投げること、やり投げでは、短い助走からやりを前方に
まっすぐ投げること。
(２)陸上競技に主体的に取り組むとともに、勝敗などを冷静
に受け止め、ルールやマナーを大切にしようとすること、役
割を積極的に引き受け自己の責任を果たそうとすること、合
意形成に貢献しようとすることなどや、健康・安全を確保す
ることができるようにする。
(３)技術の名称や行い方、体力の高め方、課題解決の方法、
競技会の仕方などを理解し、自己の仲間の課題に応じた運動
を継続するための取り組み方を工夫できるようにする。

主な学習活動

評価の観点および評価規準

評価方法
その他
留意点等関心・意欲・態度 思考・判断 運動の技能 知識・理解

○体育委員は以下の仕事
を行う。
・授業の1時間前までに担
当教員と連絡を取り、内
容をクラスの生徒に伝え
る。
 ①活動場所
 ②必要な用具の準備
 ③貴重品の管理

・授業時に行うこと
 ①整列
 ②挨拶
 ③準備体操
  （補強運動の指示）
○服装について
 　学校指定の体操服を着
   用すること
　　（原則）
[冬季服装期間]
　4～5月前期中間考査①
前
　　10月～3月
[夏季服装期間]
　5月前期中間考査①後
　　～10月まで
※気温により期間が変わ
ることがある。

○更衣場所（原則）
男子･･･教室
女子･･･第１体育館及び
　　　第２体女子更衣室

「体　育」　指導と評価の年間計画

実
施
月

領
域
記
号

領
域
の
時
数

領域名
領域の内容

【学習指導要領の内容】



D 0

「Ｄ　水泳」
(１)次の運動について、記録の向上や競争の楽しさや喜びを
味わい、各種目特有の技能を高めることができるようにす
る。
ア　クロールでは、手と足、呼吸のバランスを保ち、伸びの
ある動作と安定したペースで長く泳いだり速く泳いだりする
こと。
イ　平泳ぎでは、手と足、呼吸のバランスを保ち、伸びのあ
る動作と安定したペースで長く泳いだり速く泳いだりするこ
と。
ウ　背泳ぎでは、手と足、呼吸のバランスを保ち、安定した
ペースで長く泳いだり速く泳いだりすること。
エ　バタフライでは、手と足、呼吸のバランスを保ち、安定
したペースで長く泳いだり速く泳いだりすること。
オ　複数の泳法で長く泳ぐこと又はリレーをすること。
(２)水泳に主体的に取り組むとともに、勝敗などを冷静に受
け止め、ルールやマナーを大切にしようとすること、役割を
積極的に引き受け自己の責任を果たそうとすること、合意形
成に貢献しようとすることなどや、水泳の事故防止に関する
心得など健康・安全を確保することができるようにする。
(３)技術の名称や行い方、体力の高め方、課題解決の方法、
競技会の仕方などを理解し、自己の仲間の課題に応じた運動
を継続するための取り組み方を工夫できるようにする。

４
5
6
9
10
11
12
１
２
３

E 78

「Ｅ　球技」
(１)次の運動について、勝敗を競う楽しさや喜びを味わい、
作戦や状況に応じた技能や仲間と連携した動きを高めてゲー
ムが展開できるようにする。
ア　ゴール型では、状況に応じたボール操作と、スペースを
埋めるなど、連携した動きにより、攻守の目まぐるしいゲー
ムの展開ができるようにする。
イ　ネット型では、状況に応じたボール操作や安定した用具
の操作、連携した動きによって空間を作りだすなど、攻防が
展開できるようにする。
ウ　ベースボール型では、状況に応じたバット操作手と走塁
での判断、安定したボール操作と状況に応じた守備などによ
り、攻防が展開できるようにする。
(２)球技に主体的に取り組むとともに、フェアプレイを大切
にしようとすること、役割を積極的に引き受け自己の責任を
果たそうとすることができるようにする。また合意形成に貢
献しようとすることなどや、健康・安全を確保することがで
きるようにする。
(３)技術の名称や行い方、体力の高め方、課題解決の方法、
競技会の仕方などを理解し、チームや自己の課題に応じた運
動を継続するための取り組み方を工夫できるようにする。

○サッカー
・個人的的技能
　キック　パス　トラップ　ドリブル　ボールコントロー
ル
・グループ戦術　５対５　ポジショニング
・簡易ゲーム
・審判法
○バスケットボール
・個人的技能　　パス　ドリブル　シュート
・グループ戦術
　オフェンス　ディフェンス　マンツーマン
・簡易ゲーム
・審判法
○バレーボール
・個人的技能　　パス　サーブ　レシーブ　トス　アタッ
ク
・グループ戦術　ポジショニング
・簡易ゲーム
・審判法
○バドミントン
・個人的技能　　ストローク　サービス
・ダブルス
・簡易ゲーム
・審判法
○ソフトボール
・個人的技能
・グループ戦術　　連係プレイ
・簡易ゲーム

・球技の学習に主体的に取
り組もうとしている。
・フェアなプレイを大切に
しようとしている。
・役割を積極的に引き受
け、自己の責任を晴らそう
としている。
・合意形成に貢献してい
る。
・互いに助け合い高め合お
うとしている。
・健康・安全を確保してい
る。

・これまでの学習を踏まえ
て、チームが目指す目標に
応じたチームや自己の課題
を設定している。
・チームの仲間の技術的な
課題や有効な練習方法の選
択について指摘している。
・作戦などの話し合いの場
面で、合意を形成するため
の調整の仕方を見つけてい
る。
・健康や安全を確保・維持
するために、自己や仲間の
体調に応じた活動の仕方を
選んでいる。
・球技を生涯にわたって楽
しむための自己に適した関
わり合い方を見付けてい
る。

・ゴール型では、空間
への侵入などから攻防
を展開するため、状況
に応じたボール操作や
空間を埋める動きなど
ができる。
・ネット型では、空間
を作り出すなどの攻防
を展開するため、状況
に応じたボール操作や
安定した用具の扱い方
と仲間との連携した動
きができる。
・ベースボール型で
は、攻防を展開するた
め、状況に応じたバッ
ト操作と走塁での判
断、安定したボール操
作と状況に応じた守備
などの動きができる。

・技術や作戦などの名称や
行い方について、学習した
具体例を挙げている。
・球技に関連した技能や体
力の高め方について、学習
した具体例を挙げている。
・競技会の仕方について、
学習した具体例を挙げてい
る。
・審判の方法について、学
習した具体例を挙げてい
る。

・出席状況
・授業に取り組む態度
・実技テスト
・ルールテスト
　（口答）

１
２
３
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「Ｆ　武道
(１)次の運動について、技を高め勝敗を競う楽しさや喜びを
味わい、得意技を用いた攻防で展開ができるようにする。
ア　柔道では、相手の多様な動きに応じた基本動作から、得
意技や連絡技･変化技を用いて素早く相手を崩して投げたり、
抑えたり返したりするなどの攻防が展開できるようにする。
イ　剣道では、相手の多様な動きに応じた基本動作から、得
意技を用いて相手の構えを崩し、素早く仕掛けたり応じたり
するなどの攻防が展開できるようにする。
(２)武道に主体的に取り組むとともに、相手を尊重し、礼法
などの伝統的な行動の仕方を大切にしようとする。また、役
割を積極的に引き受け自己の責任を果たそうとすることや、
健康・安全を確保することができるようにする。
(３)伝統的な考え方、技の名称や見取り稽古、体力の高め
方、課題解決の方法、試合の仕方などを理解し、自己や仲間
の課題に応じた運動を継続するための取り組み方を工夫でき
るようにする。

○柔道
・受け身、投げ技、固め技練習
・連続技練習
・試合形式練習
・審判法
○剣道
・基本打突
・試合形式練習
・審判法

・武道の学習に主体的に取
り組もうとしている。
・相手を尊重し、礼法など
の伝統的な行動の仕方を大
切にしようとしている。
・役割を積極的に引き受け
自己の責任を果たそうとし
ている。
・互いに助け合い高めあお
うとしている。
・健康・安全を確保してい
る。

・これまでの学習を踏まえ
て、自己や仲間の課題を設
定している。
・練習や試合の場面で自己
や仲間の危険を回避するた
めの活動の仕方を選んでい
る。
・武道を生涯にわたって楽
しむための自己や仲間に適
した関わり方を見付けてい
る。

・柔道では、素早く相
手を崩して投げたり抑
えたり、返したりする
などの攻防を展開する
ため、相手の多様な動
きに応じた基本動作か
ら得意技・変化技のい
ずれかができる。
・剣道では、相手の構
えを崩し、素早く仕掛
けたり応じたりするな
どの攻防を展開するた
め、相手の多様な動き
に応じた基本動作から
得意技ができる。

・武道の伝統的な考え方に
ついて、理解したことを
言ったり書き出したりして
いる。
・技の名称や見取り稽古の
仕方について、学習した具
体例を挙げている。
・武道に関連した体力の高
め方について、学習した具
体例を挙げている。
・課題解決の方法につい
て、理解したことを言った
り書き出したりしている。
・試合の仕方について、学
習した具体例を挙げてい
る。
・審判の方法について、学
習した具体例を挙げてい
る。

・出席状況
・授業に取り組む態度
・実技テスト
・ルールテスト
　　（口答）

○体育委員は以下の仕事
を行う。
・授業の1時間前までに担
当教員と連絡を取り、内
容をクラスの生徒に伝え
る。
 ①活動場所
 ②必要な用具の準備
 ③貴重品の管理

・授業時に行うこと
 ①整列
 ②挨拶
 ③準備体操
  （補強運動の指示）
○服装について
 　学校指定の体操服を着
   用すること
　　（原則）
[冬季服装期間]
　4～5月前期中間考査①
前
　　10月～3月
[夏季服装期間]
　5月前期中間考査①後
　　～10月まで
※気温により期間が変わ
ることがある。

○更衣場所（原則）
男子･･･教室
女子･･･第１体育館及び
　　　第２体女子更衣室



１
２
３
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「Ｇ　ダンス」
(１)次の運動について、感じを込めて踊ったり、仲間と自由
に踊ったりする楽しさや喜びを味わい、それぞれ特有の表現
や踊りを高めて交流や発表ができるようにする。
ア　創作ダンスでは、表現したいテーマにふさわしいイメー
ジをとらえ、個や群で対極の動きや空間の使い方で変化を付
けて即興的に表現したり、イメージを強調した作品にまとめ
たりして踊ることができるようにする。
イ　フォークダンスでは、踊り方の特徴を強調して、音楽に
合わせ多様なステップや動きと組み方で仲間と対応して踊
る。
ウ　現代的なリズムのダンスでは、全身でリズムの特徴を強
調して自由に踊ったり、変化とまとまりを付けて仲間と対応
して踊る。
(２)ダンスに主体的に取り組むとともに、互いに共感し高め
合おうとすること、役割を積極的に引き受け自己の責任を果
たそうとすることができるようにする。また合意形成に貢献
しようとすることなどや、健康・安全を確保することができ
るようにする。
(３)ダンスの名称や用語、文化的背景と表現の仕方、体力の
高め方、課題解決の方法、交流や発表の仕方などを理解し、
グループや自己の課題に応じた運動を継続するための取り組
み方を工夫できるようにする。

・ダンスウォーミングアップ
・現代的なリズムのダンス
・即興表現
・フォークダンス

・ダンスの学習に主体的に
取り組もうとしている。
・互いに共感し高め合おう
としている。
・役割を積極的に引き受
け、自己の責任を晴らそう
としている。
・合意形成に貢献してい
る。
・互いに助け合い高め合お
うとしている。
・健康・安全を確保してい
る。

・これまでの学習を踏まえ
て、目標に応じたグループ
や自己の課題を設定してい
る。
・仲間との交流や発表後の
話し合いの場面では、互い
の違いや良さを指摘し、合
意形成するための調整の仕
方を見付けている。
・練習、交流や発表の場面
で、健康や安全を確保・維
持するために、自己や仲間
の体調に応じた活動の仕方
を選んでいる。
・ダンスを生涯にわたって
楽しむための自己に適した
関わり方を見付けている。

・創作ダンスでは、表
現したいテーマにふさ
わしいイメージを捉
え、個や群で対極の動
きや空間の使い方で変
化をつけて即興的表現
をしたり、イメージを
強調した作品にまとめ
たりして踊るための動
きができる。
・フォークダンスで
は、踊り方の特徴を強
調して音楽に合わせて
多様なステップや動き
と組み方で、仲間と対
応して踊るための動き
ができる。
・現代的なリズムのダ
ンスでは、リズムの特
徴を強調して全身で自
由に踊ったり、変化と
まとまりを付けて仲間
と対応したりして踊る
ための動きができる。

・ダンスの名称や用語につ
いて、学習した具体例を挙
げている。
・文化的背景と表現の仕方
について、学習した具体例
を挙げている。
・ダンスに関連した体力の
高め方について、学習した
具体例を挙げている。
・課題解決の方法につい
て、理解したことを言った
り書き出したりしている。
・交流や発表の仕方につい
て、学習した具体例を挙げ
ている。
・鑑賞の仕方について、学
習した具体例を挙げてい
る。

・出席状況
・授業に取り組む態度
・演技構成表
・演技発表内容
・仲間との協力状況

7 H 6

「H　体育理論｝
（３）豊かなスポーツライフの設計の仕方について理解でき
るようにする。
ア　スポーツは、各ライフステージにおける身体的･心理的･
社会的特徴に応じた楽しみ方があることや、その楽しみ方は
個人のスポーツに対する欲求などによっても変化することが
理解できるようにする。
イ　生涯にわたりスポーツを継続するためには、自己に適し
た運動機会を持つことやライフスタイルに応じたスポーツと
の関わり方が必要であることを理解できるようにする。
ウ　スポーツの振興には、様々な施策や組織、人々の支援や
参画によって支えられていることを理解できるようにする。
エ　スポーツを行う際は、スポーツが環境にもたらす影響を
考慮し、持続可能な社会の実現に寄与する責任ある行動が求
められることを理解できるようにする。

クラス単位の講義形式
　プリント学習
　視聴覚教材の使用
　ディスカッション
　グループ学習
　調べ学習

・運動やスポーツの効果的
な学習の仕方や豊かなス
ポーツライフの設計の仕方
について、事例などを用い
たディスカッションや課題
学習などの活動を通して、
学習に主体的に取り組もう
としている。

・運動やスポーツの効果的
な学習の仕方や豊かなス
ポーツライフの設計の仕方
について、比較したり、分
析したり、まとめたりする
などして、判断し、説明し
ている。

・各ライフステージにおけ
るスポーツの楽しみ方につ
いて、理解したことを言っ
たり書き出したりしてい
る。
・ライフスタイルに応じた
スポーツとの関わり方につ
いて、理解したことを言っ
たり書き出したりしてい
る。
・スポーツ振興のための施
策と諸条件について、理解
したことを言ったり書き出
したりしている。
・スポーツと環境につい
て、理解したことを言った
り書き出したりしている。

・出席状況
・授業への取り組み態
度
・提出物
・筆記試験

○体育委員は以下の仕事
を行う。
・授業の1時間前までに担
当教員と連絡を取り、内
容をクラスの生徒に伝え
る。
 ①活動場所
 ②必要な用具の準備
 ③貴重品の管理

・授業時に行うこと
 ①整列
 ②挨拶
 ③準備体操
  （補強運動の指示）
○服装について
 　学校指定の体操服を着
   用すること
　　（原則）
[冬季服装期間]
　4～5月前期中間考査①
前
　　10月～3月
[夏季服装期間]
　5月前期中間考査①後
　　～10月まで
※気温により期間が変わ
ることがある。

○更衣場所（原則）
男子･･･教室
女子･･･第１体育館及び
　　　第２体女子更衣室



（年間指導時数　105時間） 学校名・学科・学年　高志高等学校　普通科　第３学年

関心・意欲・態度 思考・判断 運動の技能 知識・理解

体つくり

実生活に役立てるこ
とができるよう、健
康の保持増進や体力
の向上を図るための
継続的な運動の計画
を立てることができ
る。

・サーキットトレーニング
・ウエイトトレーニン
・有酸素運動

・実生活に役立てることがで
きるよう、体力を高める運動
の必要性を意識して学習に取
り組もうとしている。
・仲間と協力したり、励まし
合ったりしながら運動に取り
組もうとしている。
・自分の体の調子を確かめた
り、場所や用具の安全を確か
めたりするなど、健康・安全
に留意しようとしている。

・自分の体力のレベルや健康
状態をもとに課題を設定して
いる。
・効率性を考えて運動の内容
を選んだり構成したりして運
動に取り組んでいる。
・体つくり運動を生涯にわ
たって楽しむために、実生活
で継続しやすい自己に適した
行い方を見付けている。

・体力を高める運動の目的に
合った運動の組み立て方、活
用の仕方を理解し、実生活へ
の取り入れ方について、理解
している。

・出席状況
・授業に取り組
む態度
・仲間との協力
状態
・チェックテス
ト

ダンス

フォークダンスや現
代的なリズムのダン
スを仲間と対応して
踊ることができる。

・ダンスウォーミングアッ
プ
・現代的なリズムのダンス
・即興表現
・フォークダンス

・ダンスの楽しさや喜びを深
く味わいながら学習に主体的
に取り組もうとしている。
・互いに共感し高め合おうと
している。
・互いに助け合い高め合おう
としている。
・健康・安全を確保してい
る。

・仲間との交流や発表後の話
し合いの場面では、互いの違
いや良さを指摘し、合意を形
成するための調整の仕方を見
付けている。
・ダンスを生涯にわたって楽
しむための自己に適した関わ
り方を見付けている。

・フォークダンスでは、踊り
方の特徴を強調して、音楽に
合わせて多様なステップや動
きと組み方で仲間と対応して
踊るための動きができる。
・現代的なリズムのダンスで
は、リズムの特徴を強調して
全身で自由に踊ったり、変化
とまとまりを付けて仲間と対
応したりして踊るための動き
ができる。

・文化的背景と表現の仕方に
ついて理解しながら作品鑑賞
ができ、実生活への取り入れ
方について具体例を挙げてい
る。

・出席状況
・授業に取り組
む態度
・演技構成表
・演技発表内容
・仲間との協力
状況

柔道

相手の多様な動きに
応じた基本動作か
ら、得意技や連続
技・変化技を用い
て、素早く相手を崩
して投げたり、抑え
たり、返したりする
などの攻防が展開で
きるようにする。

・受け身、投げ技、固め技
練習
・連続技練習
・試合形式練習
・審判法

・柔道の学習に主体的に取り
組もうとしている。
・相手を尊重し、礼法などの
伝統的な行動の仕方を大切に
しようとしている。
・互いに助け合い高めあおう
としている。
・健康・安全を確保してい
る。

・練習や試合の場面で自己や
仲間の危険を回避するための
活動の仕方を選んでいる。
・柔道を生涯にわたって楽し
むための自己や仲間に適した
関わり方を見付けている。

・柔道では、素早く相手を崩
して投げたり、抑えてり、返
したりするなどの攻防を展開
するための相手の多様な動き
に応じた基本動作から、得意
技・変化技のいずれかができ
る。

・柔道の伝統的な考え方や技
の名称や見取り稽古の仕方に
ついて、理解している。
・試合の仕方や、審判の方法
について知っている。

・出席状況
・授業に取り組
む態度
・実技テスト
・ルールテスト
（口答）

剣道

相手の多様な動きに
応じた基本動作か
ら、得意技を用い
て、相手の構えを崩
し、素早くしかけた
り応じたりするなど
の攻防が展開できる
ようにする。

・基本打突
・試合形式練習
・審判法

・剣道の学習に主体的に取り
組もうとしている。
・相手を尊重し、礼法などの
伝統的な行動の仕方を大切に
しようとしている。
・互いに助け合い高めあおう
としている。
・健康・安全を確保してい
る。

・練習や試合の場面で自己や
仲間の危険を回避するための
活動の仕方を選んでいる。
・剣道を生涯にわたって楽し
むための自己や仲間に適した
関わり方を見付けている。

・剣道では、相手の構えを崩
し、素早く仕掛けたり応じた
りするなどの攻防を展開する
ための相手の多様な動きに応
じた基本動作から、得意技が
できる。

・剣道の伝統的な考え方や技
の名称や見取り稽古の仕方に
ついて、理解している。
・試合の仕方や、審判の方法
について知っている。

・出席状況
・授業に取り組
む態度
・実技テスト
・ルールテスト
（口答）

サッカー

状況に応じたボール
操作や仲間との連携
した動きから空間へ
侵入をするなど、攻
防が展開するゲーム
ができるようにす
る。

・個人的技能
　キック　パス　トラップ
　ドリブル
　ボールコントロール
・グループ戦術
　５対５
　ポジショニング
・簡易ゲーム
・審判法

・サッカーの楽しさや喜びを
深く味わいながら、学習に主
体的に取り組もうとしてい
る。
・フェアなプレイを大切にし
ようとしている。
・合意形成に貢献している。
・互いに助け合い高め合おう
としている。
・健康・安全を確保してい
る。

・これまでの学習を踏まえ
て、チームや自己の課題を設
定し、作戦や有効な練習方法
の選択について工夫してい
る。
・健康や安全を確保・維持す
るために、自己や仲間の体調
に応じた活動の仕方を選んで
いる。
・サッカーを生涯にわたって
楽しむための自己に適した関
わり合い方を見付けている。

・攻防を展開するために状況
に応じたボール操作と空間を
埋めたり空間に侵入したりす
る動きができる。
・ゲームを展開するための作
戦や状況に応じた技能や仲間
と連携した動きを身につけて
いる。

・サッカーに関連した技能や
体力の高め方について、学習
した具体例を挙げている。
・試合の仕方や観戦の仕方、
審判の方法について知ってい
る。
・実生活への取り入れ方につ
いて具体例を挙げている。

・出席状況
・授業に取り組
む態度
・実技テスト
・ルールテスト
（口答）

○体育委員は以下の
仕事を行う。
・授業の1時間前まで
に担当教員と連絡を
取り、内容をクラス
の生徒に伝える。
　①活動場所
　②必要な用具の準
備
　③貴重品の管理
・授業時に行うこと
　①整列
　②挨拶
　③準備体操
   （補強運動の指
示）

○服装について
学校指定の体操服を
着用すること
　（原則）
[冬季服装期間]
　4～5月前期中間考
査
 　①前 10月～3月
[夏季服装期間]
　5月前期中間考査
 　①後 ～10月まで
※気温により期間が
変わることがある。

○更衣場所（原則）
　男子－教室
  女子－第１体育館
及び
　　　第２体女子更
衣室

「体　育」　指導と評価の年間計画

単元名 単元の目標 主な学習活動
評価の観点および評価規準

評価方法
その他

留意点等



バスケットボール

状況に応じたボール
操作や仲間との連携
した動きから空間へ
侵入をするなど、攻
防が展開するゲーム
ができるようにす
る。

・個人的技能
　パス　ドリブル　シュー
ト
・グループ戦術
　オフェンス
　ディフェンス
　マンツーマン
・簡易ゲーム
・審判法

・バスケットボールの楽しさ
や喜びを深く味わいながら、
学習に主体的に取り組もうと
している。
・フェアなプレイを大切にし
ようとしている。
・合意形成に貢献している。
・互いに助け合い高め合おう
としている。
・健康・安全を確保してい
る。

・これまでの学習を踏まえ
て、チームや自己の課題を設
定し、作戦や有効な練習方法
の選択について工夫してい
る。
・健康や安全を確保・維持す
るために、自己や仲間の体調
に応じた活動の仕方を選んで
いる。
・バスケットボールを生涯に
わたって楽しむための自己に
適した関わり合い方を見付け
ている。

・攻防を展開するために状況
に応じたボール操作と空間を
埋めたり空間に侵入したりす
る動きができる。
・ゲームを展開するための作
戦や状況に応じた技能や仲間
と連携した動きを身につけて
いる。

・バスケットボールに関連し
た技能や体力の高め方につい
て、学習した具体例を挙げて
いる。
・試合の仕方や観戦の仕方、
審判の方法について知ってい
る。
・実生活への取り入れ方につ
いて具体例を挙げている。

・出席状況
・授業に取り組
む態度
・実技テスト
・ルールテスト
（口答）

バレーボール

状況に応じたボール
操作と連携した動き
によって空間を作り
出すなど、攻防が展
開したゲームができ
るようにする。

・基本的技能
　パス（個人・対人）
　サーブ
　レシーブ
　トス
　アタック
・グループ戦術
　ポジショニング
・簡易ゲーム
・審判法

・バレーボールの楽しさや喜
びを深く味わいながら、学習
に主体的に取り組もうとして
いる。
・フェアなプレイを大切にし
ようとしている。
・合意形成に貢献している。
・互いに助け合い高め合おう
としている。
・健康・安全を確保してい
る。

・これまでの学習を踏まえ
て、チームや自己の課題を設
定し、作戦や有効な練習方法
の選択について工夫してい
る。
・健康や安全を確保・維持す
るために、自己や仲間の体調
に応じた活動の仕方を選んで
いる。
・バレーボールを生涯にわ
たって楽しむための自己に適
した関わり合い方を見付けて
いる。

・攻防を展開するための状況
に応じたボール操作や連携し
た動きができる。
・ゲームを展開するための作
戦や状況に応じた技能や仲間
と連携した動きを身につけて
いる。

・バレーボールに関連した技
能や体力の高め方について、
学習した具体例を挙げてい
る。
・試合の仕方や観戦の仕方、
審判の方法について知ってい
る。
・実生活への取り入れ方につ
いて具体例を挙げている。

・出席状況
・授業に取り組
む態度
・実技テスト
・ルールテスト
（口答）

バドミントン

安定したラケット操
作と状況に応じた技
能や作戦によって空
間を作り出すなど、
攻防が展開したゲー
ムができるようにす
る。

・個人的技能
　ストローク
　　オーバーヘッド
　　サイドアーム
　　アンダーハンド
　サービス
　　ロングサービス
　　ショートサービス
・ダブルス
・簡易ゲーム
・審判法

・バドミントンの楽しさや喜
びを深く味わいながら、学習
に主体的に取り組もうとして
いる。
・フェアなプレイを大切にし
ようとしている。
・合意形成に貢献している。
・互いに助け合い高め合おう
としている。
・健康・安全を確保してい
る。

・これまでの学習を踏まえ
て、チームや自己の課題を設
定し、作戦や有効な練習方法
の選択について工夫してい
る。
・健康や安全を確保・維持す
るために、自己や仲間の体調
に応じた活動の仕方を選んで
いる。
・バドミントンを生涯にわ
たって楽しむための自己に適
した関わり合い方を見付けて
いる。

・攻防を展開するための状況
に応じたラケット操作と安定
した動きができる。
・ゲームを展開するための作
戦や状況に応じた技能や仲間
と連携した動きを身につけて
いる。

・バドミントンに関連した技
能や体力の高め方について、
学習した具体例を挙げてい
る。
・試合の仕方や観戦の仕方、
審判の方法について知ってい
る。
・実生活への取り入れ方につ
いて具体例を挙げている。

・出席状況
・授業に取り組
む態度
・実技テスト
・ルールテスト
（口答）

ソフトボール

状況に応じたバット
操作と走塁での判断
や、安定したボール
操作と状況に応じた
守備などによって
ゲームを展開し進め
ていくことができる
ようにする。

・個人的技能
　打撃
　守備
・グループ戦術
　連携プレイ
・簡易ゲーム
・審判法

・ソフトボールの楽しさや喜
びを深く味わいながら、学習
に主体的に取り組もうとして
いる。
・フェアなプレイを大切にし
ようとしている。
・合意形成に貢献している。
・互いに助け合い高め合おう
としている。
・健康・安全を確保してい
る。

・これまでの学習を踏まえ
て、チームや自己の課題を設
定し、作戦や有効な練習方法
の選択について工夫してい
る。
・健康や安全を確保・維持す
るために、自己や仲間の体調
に応じた活動の仕方を選んで
いる。
・ソフトボールを生涯にわ
たって楽しむための自己に適
した関わり合い方を見付けて
いる。

・状況に応じたバット操作と
走塁での状況判断、安定した
ボール操作と状況に応じた守
備などの動きができる。
・ゲームを展開するための作
戦や状況に応じた技能や仲間
と連携した動きを身につけて
いる。

・ソフトボールに関連した技
能や体力の高め方について、
学習した具体例を挙げてい
る。
・試合の仕方や観戦の仕方、
審判の方法について知ってい
る。
・実生活への取り入れ方につ
いて具体例を挙げている。

・出席状況
・授業に取り組
む態度
・実技テスト
・ルールテスト
（口答）

体育理論

豊かなスポーツライ
フの仕方について理
解できるようにす
る。

クラス単位の講義形式
　プリント学習
　視聴覚教材の使用
　ディスカッション
　グループ学習　調べ学習

・運動やスポーツの効果的な
学習の仕方や豊かなスポーツ
ライフの設計の仕方につい
て、事例などを用いたディス
カッションや課題学習などの
活動を通して、学習に主体的
に取り組もうとしている。

・運動やスポーツの効果的な
学習の仕方や豊かなスポーツ
ライフの設計の仕方につい
て、比較したり、分析した
り、まとめたりするなどし
て、判断し、説明している。

・各ライフステージにおける
スポーツの楽しみ方につい
て、理解したことを言ったり
書き出したりしている。
・ライフスタイルに応じたス
ポーツとの関わり方につい
て、理解したことを言ったり
書き出したりしている。
・スポーツ振興のための施策
と諸条件について、理解した
ことを言ったり書き出したり
している。
・スポーツと環境について、
理解したことを言ったり書き
出したりしている。

・出席状況
・授業に取り組
む態度
・筆記試験

○体育委員は以下の
仕事を行う。
・授業の1時間前まで
に担当教員と連絡を
取り、内容をクラス
の生徒に伝える。
　①活動場所
　②必要な用具の準
備
　③貴重品の管理
・授業時に行うこと
　①整列
　②挨拶
　③準備体操
   （補強運動の指
示）

○服装について
学校指定の体操服を
着用すること
　（原則）
[冬季服装期間]
　4～5月前期中間考
査
 　①前 10月～3月
[夏季服装期間]
　5月前期中間考査
 　①後 ～10月まで
※気温により期間が
変わることがある。

○更衣場所（原則）
　男子－教室
  女子－第１体育館
及び
　　　第２体女子更
衣室



科目名 単位数

コミュニケーション英語Ⅲ 4

科目の目標

コミュニケーションに関心を持ち，積
極的に言語活動を行い，コミュニケー
ションを図ろうとしている。

英語やその運用についての知識を身
に付けているとともに，言語の背景に
ある文化などを理解している。

関心・意欲・態度 外国語表現の能力 外国語理解の能力 知識・理解

英語で話したり書いたりして，情報や
考えなどを適切に伝えている。

英語を聞いたり読んだりして，情報や
考えなどを的確に理解している。

教科書（出版社・タイトル） 補助教材等

CROWN English Communication Ⅲ（三省堂） ＣＲＯＷＮ　English Communication Ⅲ　WORKBOOK Ａｄｖａｎｃｅｄ　（三省堂）

英語を通じて，積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成するとともに，情報や考えなどを的
確に理解したり適切に伝えたりする能力を伸ばし，社会生活において活用できるようにする。

評価の観点および趣旨

令和３年度　英語科  指導と評価の年間計画

福井県立高志高等学校　　

学科 対象学年

普通科 ３年



福井県立高志高等学校

関心・意欲・態度 表現の能力 理解の能力 知識・理解

4 13

Lesson 1
 Life as a Journey

松尾芭蕉の作品
における日本の
自然美や人生に
おける旅の持つ
意味について

ア　日本語と英語で表現され
る俳句を鑑賞し、その違いを
味わう。
イ　旅の厳しさと素晴らしさ、
また旅が人生に与える影響
について考え、意見を述べ
る。
ウ　各パラグラフの内容を理
解して、話の流れをつかむ。
エ　ディスコースマーカーの使
い方に習熟する。

①松尾芭蕉や俳
句について、自
分の知識や経験
を積極的に紹介
している。
②旅を通して得
られるものにつ
いての自分の意
見を積極的に伝
えようとしてい
る。

①松尾芭蕉の旅
の行程を正確に
述べることができ
る。
②自分の人生を
旅にたとえた話
を、聞き手に伝
わるように語るこ
とができる。

①松尾芭蕉が旅
に出た心情、旅
の行程、各地で
読んだ句に込め
られた意図を読
み取ることができ
る。
②旅についての
他者の意見を、
正しく聞き取るこ
とができる。

①自国の文化を
学び、外国語で
発信することの
意義を理解して
いる。
②相手の意見に
賛成したり反対
したりする表現を
身につけている。

・AD Task
"You have to be
poor and make
long, hard
journeys on foot
to find poetic
inspiration."

・言語活動の観察
・発表・作文

5 11

Lesson 2
 God's Hands

医師・天野篤が
経験した困難や
不断の努力につ
いて

ア　天野篤医師がこれまでに
経験した苦難や努力の体験
を読み取る。
イ　医師や医療の在り方につ
いての自分の意見を発表す
る。
ウ　各パラグラフの内容を理
解して、話の流れをつかむ。
エ　ディスコースマーカーの使
い方に習熟する。

①医師や医療の
在り方について
考え、自分の意
見を積極的に発
表している。
②医師や医療の
在り方について
の他者の意見を
聞いて、賛成や
反対の意見を表
明している。

①天野医師の失
敗の経験、努力
の過程を正確に
述べることができ
る。
②失敗を成功に
変えるには何を
しなければいけ
ないかについて
述べることができ
る。

①天野医師の経
験や天才と称さ
れる人の努力の
大きさを読み取
ることができる。
②医師や医療の
在り方について
の他者の意見を
正しく聞き取るこ
とができる。

①判断の早さや
的確さは経験に
裏打ちされること
を読み取ること
ができる。

・AD Task
"To be good
surgeons, it is
not enough just
to have good
hands and a
thorough
knowledge of
medicine."

・定期考査
・言語活動の観察
・発表・作文

6 14

Lesson 3
 Captured by Art

インスタレーショ
ンアートがもたら
す新しい視点や
芸術の役割につ
いて

ア　美術館ではなく街中に現
れるインスタレーションアート
を楽しみ、さらにそのアーティ
ストが目指していることを読
み取る。
イ　アートの定義、目的、意義
について考え、意見を交換す
る。
ウ　各パラグラフで述べられ
ている事実情報を読み取る。
エ　ディスコースマーカーの使
い方に習熟する。

①自分の好きな
アートや、芸術に
ついて思うことを
自分のことばで
伝えようとしてい
る。
②芸術の在り方
やその受け止め
方についての自
分の独自の見解
を、積極的に発
表している。

①それぞれの
アーティストの意
図を整理し、そこ
から見出した共
通点について、
的確に述べるこ
とができる。
②芸術について
の自分の意見を
正確に伝えよう
と、説得力のあ
ることばを選んで
伝えることができ
る。

①インスタレー
ションアートとそ
のアーティストが
目指しているこ
と、それを見た人
にもたらす効果
を適切に読み取
ることができる。
②芸術について
の他者の見解
を、正しく聞き取
ることができる。

①アートの定義
について他者の
意見も参考にし
て理解を深める
ことができる。
②自分の第一印
象について理由
を挙げながら説
明することができ
る。

・AD Task
"Art does not
reside in objects;
it resides in the
viewer."

・定期考査
・言語活動の観察
・発表・作文

「コミュニケーション英語Ⅲ」指導と評価の年間計画

実
施
月

単
元
の
時
数

単元名 題材内容 単元の目標

評価規準
単元全体で取
り上げる言語
活動／学習活
動

評価方法
（統合的な評価を含む）



7 12

Lesson 4
 Does Money Make
You Mean?

経済状況の違い
が人の行動や感
情に及ぼす影響
について

ア　ポール・ピフがおこなった
実験の内容と結果の概要や
要点を正しく読み取る。
イ　経済状況の違いが人の
行動に影響を及ぼすかどうか
考え、発表する。
ウ　世界の経済格差の問題
の改善策を話し合う。
エ　本文中の事実情報や筆
者の主張を理解する。

①経済状態と人
間心理について
の他者の意見を
聞き、それに対
する自分の見解
を積極的に発表
している。

①本文中で行わ
れた実験とその
結果の概要や要
点を、正確に述
べることができ
る。
②経済格差を緩
和するための対
策を考え、話し合
うことができる。

①本文中で行わ
れた実験と結果
や、筆者の主張・
提言を正しく読
み取ることができ
る。
②経済と人間心
理についての他
者の見解を、正
しく聞き取ること
ができる

①経済的な倫理
観について、時
代や文化圏によ
る差異を踏まえ
つつ、自分の意
見を示すことが
できる。

・ＡＤ Task
"Wealth has a
bad effect on
people, making
them selfish and
less sensitive to
others."

・定期考査
・言語活動の観察
・発表・作文

9 11

Lesosn 5
 The Biggest Event
in Human History…
Or the Last?

急速に発達を遂
げるAI（人工知
能）が持つ可能
性と危険性につ
いて

ア　AIの現状を知り、ＡＩがも
たらす利点と脅威について考
える。
イ　AIとの共存のために人が
すべきことを考え、提案する。
ウ　ディスコースマーカーの
使い方に習熟する。

①AI（人工知能）
についての知識
を話すことができ
る。
②人間とAIの関
係についての他
者の意見を聞
き、それに対する
自分の見解を積
極的に発表して
いる。

①本文で紹介さ
れているAIの事
例やＡＩの利点・
問題点について
正確に述べるこ
とができる。
②本文に示され
た未来社会への
警鐘について、
自分の意見を述
べることが出来
る。

①本文中のＡＩの
事例やAIの利点
と問題点、およ
びAIと人間の関
係を適切に読み
取ることができ
る。
②人間とAIの関
係についての他
者の意見を、正
しく聞き取ること
ができる。

①自分の考え
を、例を示しつつ
英語で説明す
る。
②AIの多様性や
倫理的観点から
の様々な見解を
理解することが
できる。

・AD Task
"Since human
begins created
AI, human beings
will be able to
control it."

・定期考査
・言語活動の観察
・発表・作文

9

10

11

Lesson 6
　Only a Camera
Lens between Us

DDR（武装解除・
動員解除・社会
復帰）に携わる
瀬谷ルミ子の活
動について

ア　瀬谷ルミ子が現在の道に
進むきっかけとなった出来事
を読み取る。
イ　紛争後の平和構築におけ
る行程で必要なこと、大切な
ことを読み取る。
ウ　単に「助ける」ことが貢献
でないことを理解し、社会貢
献のあり方について考える。

①平和維持に必
要なことや、その
仕事に関わるこ
とについて、自分
の考えを話して
いる。
②ボランティア活
動において大切
だと思うことを、
積極的に他者と
共有しようとして
いる。

①瀬谷さんの
Help という語に
対する想いや
DDRに携わるま
での経緯を正確
に述べることが
できる。
②困難な人の状
況を想像し自分
にできることを述
べることができ
る。

①瀬谷さんが現
在の道に進む
きっかけや平和
構築の行程にお
いて大切なことを
正しく読み取るこ
とができる。
②「ボランティア」
についての他者
の意見を、正しく
聞き取ることがで
きる。

①ボランティアに
ついて意見を述
べるための表現
を身につけてい
る。

・AD Task
"When helping
people in trouble,
it is not enough
just to be kind.
People must
learn to help
themselves."

・定期考査
・言語活動の観察
・発表・作文

10 12

Lesson 7
　Being Billingual

複数言語併用の
現実や言語の統
制・抑圧の事例
から学ぶ自分自
身および他者の
母語の大切さに
ついて

ア　日本にいると気づきにく
い、世界の二言語併用の現
実について理解する。
イ　母語をめぐって血が流さ
れた歴史を知り、それがアイ
デンティティーに関わる問題
だと理解する。
ウ　日本で英語を公用語にす
ることや、日本で各言語の
サービスを行うことについて、
自分の意見を発表する。

①母語と外国
語、方言と共通
語、公用語など
の、言語にまつ
わる問題につい
て、積極的に考
え意見を述べよ
うとしている。
②言語の多様性
について他者と
意見を共有しよう
としている。

①他国の言語使
用の状況、母語
をめぐる過去の
歴史、母語の日
が制定された経
緯を明確に説明
できる。
②言語の多様
性、日本で英語
を公用語とする
ことについて自
分の立場を表明
できる。

①世界の二言語
併用の現実につ
いて、母語をめ
ぐって血が流さ
れた歴史と理由
について読み取
ることができる。
②言語の多様性
を保つことにつ
いての他者の意
見を聞き取ること
ができる。

①自分の意見を
補強する情報を
提供することが
できる。
②母語をめぐる
問題はアイデン
ティティーにかか
わる問題だと理
解する。

・AD Task
"It is of great
mportance to
maintain
linguistic
diversity."

・定期考査
・言語活動の観察
・発表・作文



11 14

Lesson 8
 The Magic of
Reality

リチャード・ドー
キンスの科学
エッセイにおける
物事を科学的に
考えることの意
義について

ア　不思議な出来事に出会っ
たときに依るべき判断の基準
を正確に読み取り、またそう
した態度が科学の発展に寄
与してきたことを理解する。
イ　科学と「真実」の関係につ
いての自分の意見を発表す
る。
ウ　世間で一般的に信じられ
ていたことに反論した人物に
ついて学ぶ。

①超常現象や奇
跡について、他
者の意見を積極
的に聞こうとして
いる。
②科学的な考え
方と「真理」につ
いて、他者と意
見交換しようとし
ている。

①ドーキンスの
主張する、事象
に対する科学的
な対処方法につ
いて正確に述べ
ることができる。
②科学的なもの
の見方について
の自分の見解
を、具体的にわ
かりやすく話すこ
とができる。

①ドーキンスが
例示した不思議
な出来事に対す
る人々の態度や
依るべき判断の
基準を読み取る
ことができる。
②科学的な考え
方と「真理」につ
いての他者の意
見を聞き取ること
ができる。

①相手の意見を
否定したり、自分
の主張を補強し
たりする表現を
身につけている。
②世間で一般的
に信じられてい
たことに反論した
人物について学
ぶ。

・AD Task
"The only way to
establish truth is
through the
scientific
approach."

・定期考査
・言語活動の観察
・発表・作文

12 13

Lesson 9
 Green Revolution,
Blue Revolution

世界を襲う水危
機や自身が消費
している「ヴァー
チャルウォー
ター」の環境へ
の影響について

ア　食料危機から水危機への
流れを把握する。
イ　世界の水危機について理
解する。
ウ　ヴァーチャルウォーター
の概念と、その輸出入の利点
を理解する。
エ　水危機の解決法について
話し合う。

①Green
Revolutionとはな
にか、自由に発
想して述べようと
している。
②水危機に対す
る解決策を、他
者と共有しようと
している。

①食糧危機から
水危機への流れ
や、水危機の将
来などについて
述べることができ
る。
②水危機やその
ほかの危機につ
いて、対策を考
えて述べること
ができる。

①食糧危機から
水危機への流
れ、ヴァーチャル
ウォーターの概
念、その輸出入
の利点を把握す
ることができる。
②水危機やその
ほかの危機につ
いて、他者の考
える対策を正しく
理解することが
できる。

①自分の考えを
論理的に説明す
る表現を身につ
けている。
②水資源の確保
と環境問題の歴
史について、世
界各地の水資源
の供給法につい
て学んでいる。

・AD Task
"Water and food
sufficiency are
very big
problems, but
with good
planning we can
solve them."

・定期考査
・言語活動の観察
・発表・作文

1 14

Lesson 10
 Looking into the
Eye of History

現職の米大統領
として初めて被
爆地・広島を訪
れた、バラク・オ
バマ氏によるス
ピーチについて

ア　スピーチのことばや表現
を鑑賞する。
イ　オバマ氏の平和に対する
思いを読み取る。
ウ　スピーチを読み、感じたこ
とを話し合う。

①分からないと
ころを質問したり
聞き返したりして
積極的に理解し
ようとしている。
②自分の考えや
感じたことを意欲
的に述べようとし
ている。

①スピーチの要
旨を正しい英語
で述べることが
できる。
②スピーチの中
で印象に残った
表現を抜き出し
て、その理由に
ついて述べるこ
とができる。

①スピーチの概
要や要点、話者
の主張を適切に
理解することが
できる。

①スピーチ（口
語）独特の表現
を理解している。
②スピーチの歴
史的背景を知
る。

・Discussion
"Which phrase
impressed you
the most?"

・言語活動の観察
・発表・作文

2
3

15

Story 1
 The Silent Miaow

ポール・ギャリコ
の小説について

ア　子ネコの作戦と人間の反
応を正確に読み取る。
イ　セリフに込められた感情
を読み取る。

①子ネコの作戦
を楽しみながら、
意欲的に読もう
としている。
②理解できない
ところがあって
も、推測するなど
して読み続けて
いる。

①あらすじを正し
い英語でまとめ
ることができる。
②子ネコの
silent miaow が
男性に与えた影
響について、的
確に述べること
ができる。

①物語の展開を
正しく把握するこ
とができる。
②子ネコに対す
る男性の心情の
変化を理解する
ことができる。

①物語文の形式
に親しむ。
②擬人化された
動物が語り手の
物語を楽しむ。

・Discussion
What do you
think about the
strategy the
kitten adopted?"

・言語活動の観察
・発表・作文

総時数 140



科目名 学科 対象学年 単位数

英語表現 Change the World 普通科 3年（類型ｂ、ｃ） 2

科目の目標

関心・意欲・態度 表現の能力 理解の能力 知識・理解

　様々な視点から自分なりの考
えをまとめようとしている。ま
た、コミュニケーションに関心
を持ち、積極的に自己表現しよ
うとしている。

　自分が読んだり調べたりする
うえで考えたことを、論理的に
まとめ効果的な方法で相手に伝
えることができる。

　様々な話題についての英語を
聞いたり読んだりして、情報や
考えなどを理解している。

　現代社会に関連した用語や言
語運用についての知識を身に付
けているとともに、その背景に
ある事象や原理などを理解して
いる。

英語を通じて、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成するとともに、事実情報や
意見・考えなどを多様な観点から考察し、論理の展開や適切な表現方法を工夫しながら、社会の発
展と人々の幸福・希望に貢献するための提案を発表する能力を伸ばす。

評価の観点および趣旨

令和３年度　英語科　指導と評価の年間計画

学校名　　福井県立高志高等学校　

教科書（出版社・タイトル） 補助教材

なし プリント



福井県立高志高等学校

関心・意欲・態度 表現の能力 理解の能力 知識・理解

4 7

Society
Business など

・現代日本における
レンタルサービスの
世界
・仕事中のスマホ使
用がもたらす弊害

ア 言語活動に積極的に参加
し、自分の考えを伝えようとす
る。
イ　英文で読んだ内容を実生
活に関連させ、自分の知識や
意見を交えながら、課題や解
決方法について発表したり書
いたりする。
ウ　関連する語彙･表現等を身
に付ける。

①言語活動に積
極的に参加し、英
文の感想や自分
の考えなどを、口
頭や文章で伝え
ようとしている。
②単元テーマに
関する知識・情報
を積極的に得よう
としている。

①読んだことに基
づき、自分の考え
や意見を述べる
ことができる。
②単元テーマに
おける様々な課
題や解決方法に
ついて話したり書
いたりすることが
できる。

①未知の語の意
味を推測したり、
背景となる知識を
活用したりしなが
ら、テキストの概
要や要点をとらえ
ることができる。

①自分の意見や
考えを伝える表
現を理解してい
る。
②単元テーマに
関する背景知識
をもっている。

・英文を読んで概
要を理解する活
動
・与えられたテー
マについて、口頭
で意見交換する
活動
・自分の考えを書
いたり発表したり
する活動

・言語活動の観察
・言語活動の成果物

5 7

Lifestyle
Wellness
Health　など

・コーヒーの効用と
飲料水の健康への
影響
・幸福度と長寿の関
係
・寝不足によるビジ
ネスへの悪影響

ア 言語活動に積極的に参加
し、自分の考えを伝えようとす
る。
イ　英文で読んだ内容を実生
活に関連させ、自分の知識や
意見を交えながら、課題や解
決方法について発表したり書
いたりする。
ウ　関連する語彙･表現等を身
に付ける。

①言語活動に積
極的に参加し、英
文の感想や自分
の考えなどを、口
頭や文章で伝え
ようとしている。
②単元テーマに
関する知識・情報
を積極的に得よう
としている。

①読んだことに基
づき、自分の考え
や意見を述べる
ことができる。
②単元テーマに
おける様々な課
題や解決方法に
ついて話したり書
いたりすることが
できる。

①未知の語の意
味を推測したり、
背景となる知識を
活用したりしなが
ら、テキストの概
要や要点をとらえ
ることができる。

①自分の意見や
考えを伝える表
現を理解してい
る。
②単元テーマに
関する背景知識
をもっている。

・英文を読んで概
要を理解する活
動
・与えられたテー
マについて、口頭
で意見交換する
活動
・自分の考えを書
いたり発表したり
する活動

・言語活動の観察
・言語活動の成果物
・定期考査

6 7

Language
Environment
Technology　など

・中国の英語標識に
見られる誤訳
・超極細繊維による
海洋汚染
・安全で安価な宇宙
旅行

ア 言語活動に積極的に参加
し、自分の考えを伝えようとす
る。
イ　英文で読んだ内容を実生
活に関連させ、自分の知識や
意見を交えながら、課題や解
決方法について発表したり書
いたりする。
ウ　関連する語彙･表現等を身
に付ける。

①言語活動に積
極的に参加し、英
文の感想や自分
の考えなどを、口
頭や文章で伝え
ようとしている。
②単元テーマに
関する知識・情報
を積極的に得よう
としている。

①読んだことに基
づき、自分の考え
や意見を述べる
ことができる。
②単元テーマに
おける様々な課
題や解決方法に
ついて話したり書
いたりすることが
できる。

①未知の語の意
味を推測したり、
背景となる知識を
活用したりしなが
ら、テキストの概
要や要点をとらえ
ることができる。

①自分の意見や
考えを伝える表
現を理解してい
る。
②単元テーマに
関する背景知識
をもっている。

・英文を読んで概
要を理解する活
動
・与えられたテー
マについて、口頭
で意見交換する
活動
・自分の考えを書
いたり発表したり
する活動

・言語活動の観察
・言語活動の成果物
・定期考査

「英語表現 Change the World」(３年類型ｂ，ｃ）指導と評価の年間計画

実
施
月

単
元
の
時
数

単元名 題材内容 単元の目標

評価規準
単元全体で取り
上げる言語活
動／学習活動

評価方法
（統合的な評価を含む）



福井県立高志高等学校

関心・意欲・態度 表現の能力 理解の能力 知識・理解

「英語表現 Change the World」(３年類型ｂ，ｃ）指導と評価の年間計画

実
施
月

単
元
の
時
数

単元名 題材内容 単元の目標

評価規準
単元全体で取り
上げる言語活
動／学習活動

評価方法
（統合的な評価を含む）

7 7

Society
Business など

・寄付して利益を上
げる新しいビジネス
モデル
・ホームレス支援の
方法

ア 言語活動に積極的に参加
し、自分の考えを伝えようとす
る。
イ　英文で読んだ内容を実生
活に関連させ、自分の知識や
意見を交えながら、課題や解
決方法について発表したり書
いたりする。
ウ　関連する語彙･表現等を身
に付ける。

①言語活動に積
極的に参加し、英
文の感想や自分
の考えなどを、口
頭や文章で伝え
ようとしている。
②単元テーマに
関する知識・情報
を積極的に得よう
としている。

①読んだことに基
づき、自分の考え
や意見を述べる
ことができる。
②単元テーマに
おける様々な課
題や解決方法に
ついて話したり書
いたりすることが
できる。

①未知の語の意
味を推測したり、
背景となる知識を
活用したりしなが
ら、テキストの概
要や要点をとらえ
ることができる。

①自分の意見や
考えを伝える表
現を理解してい
る。
②単元テーマに
関する背景知識
をもっている。

・英文を読んで概
要を理解する活
動
・与えられたテー
マについて、口頭
で意見交換する
活動
・自分の考えを書
いたり発表したり
する活動

・言語活動の観察
・言語活動の成果物

9 7

Lifestyle
Wellness
Health　など

・記憶を呼び覚ます
音楽の力
・人生を変える片付
けの極意
・海外から見た日本
の給食

ア 言語活動に積極的に参加
し、自分の考えを伝えようとす
る。
イ　英文で読んだ内容を実生
活に関連させ、自分の知識や
意見を交えながら、課題や解
決方法について発表したり書
いたりする。
ウ　関連する語彙･表現等を身
に付ける。

①言語活動に積
極的に参加し、英
文の感想や自分
の考えなどを、口
頭や文章で伝え
ようとしている。
②単元テーマに
関する知識・情報
を積極的に得よう
としている。

①読んだことに基
づき、自分の考え
や意見を述べる
ことができる。
②単元テーマに
おける様々な課
題や解決方法に
ついて話したり書
いたりすることが
できる。

①未知の語の意
味を推測したり、
背景となる知識を
活用したりしなが
ら、テキストの概
要や要点をとらえ
ることができる。

①自分の意見や
考えを伝える表
現を理解してい
る。
②単元テーマに
関する背景知識
をもっている。

・英文を読んで概
要を理解する活
動
・与えられたテー
マについて、口頭
で意見交換する
活動
・自分の考えを書
いたり発表したり
する活動

・言語活動の観察
・言語活動の成果物
・定期考査

10 7

Language
Environment
Technology　など

・高校生が考案した
昼食時のいじめをな
くすアプリ
・人口減の日本を支
援する人型ロボット
の開発
・体の部位は何でも
作れる3Dプリンター

ア 言語活動に積極的に参加
し、自分の考えを伝えようとす
る。
イ　英文で読んだ内容を実生
活に関連させ、自分の知識や
意見を交えながら、課題や解
決方法について発表したり書
いたりする。
ウ　関連する語彙･表現等を身
に付ける。

①言語活動に積
極的に参加し、英
文の感想や自分
の考えなどを、口
頭や文章で伝え
ようとしている。
②単元テーマに
関する知識・情報
を積極的に得よう
としている。

①読んだことに基
づき、自分の考え
や意見を述べる
ことができる。
②単元テーマに
おける様々な課
題や解決方法に
ついて話したり書
いたりすることが
できる。

①未知の語の意
味を推測したり、
背景となる知識を
活用したりしなが
ら、テキストの概
要や要点をとらえ
ることができる。

①自分の意見や
考えを伝える表
現を理解してい
る。
②単元テーマに
関する背景知識
をもっている。

・英文を読んで概
要を理解する活
動
・与えられたテー
マについて、口頭
で意見交換する
活動
・自分の考えを書
いたり発表したり
する活動

・言語活動の観察
・言語活動の成果物

11 7

Society
Business など

・ネットストアに対抗
する十店舗の営業
秘策
・世界の子どもたち
への支援
・新たなネットビジネ
ス

ア 言語活動に積極的に参加
し、自分の考えを伝えようとす
る。
イ　英文で読んだ内容を実生
活に関連させ、自分の知識や
意見を交えながら、課題や解
決方法について発表したり書
いたりする。
ウ　関連する語彙･表現等を身
に付ける。

①言語活動に積
極的に参加し、英
文の感想や自分
の考えなどを、口
頭や文章で伝え
ようとしている。
②単元テーマに
関する知識・情報
を積極的に得よう
としている。

①読んだことに基
づき、自分の考え
や意見を述べる
ことができる。
②単元テーマに
おける様々な課
題や解決方法に
ついて話したり書
いたりすることが
できる。

①未知の語の意
味を推測したり、
背景となる知識を
活用したりしなが
ら、テキストの概
要や要点をとらえ
ることができる。

①自分の意見や
考えを伝える表
現を理解してい
る。
②単元テーマに
関する背景知識
をもっている。

・英文を読んで概
要を理解する活
動
・与えられたテー
マについて、口頭
で意見交換する
活動
・自分の考えを書
いたり発表したり
する活動

・言語活動の観察
・言語活動の成果物
・定期考査



福井県立高志高等学校

関心・意欲・態度 表現の能力 理解の能力 知識・理解

「英語表現 Change the World」(３年類型ｂ，ｃ）指導と評価の年間計画

実
施
月

単
元
の
時
数

単元名 題材内容 単元の目標

評価規準
単元全体で取り
上げる言語活
動／学習活動

評価方法
（統合的な評価を含む）

12 7

Lifestyle
Wellness
Health　など

・ストレス解消法
・炭酸飲料と老化の
関係
・アメリカ男性の家
事事情

ア 言語活動に積極的に参加
し、自分の考えを伝えようとす
る。
イ　英文で読んだ内容を実生
活に関連させ、自分の知識や
意見を交えながら、課題や解
決方法について発表したり書
いたりする。
ウ　関連する語彙･表現等を身
に付ける。

①言語活動に積
極的に参加し、英
文の感想や自分
の考えなどを、口
頭や文章で伝え
ようとしている。
②単元テーマに
関する知識・情報
を積極的に得よう
としている。

①読んだことに基
づき、自分の考え
や意見を述べる
ことができる。
②単元テーマに
おける様々な課
題や解決方法に
ついて話したり書
いたりすることが
できる。

①未知の語の意
味を推測したり、
背景となる知識を
活用したりしなが
ら、テキストの概
要や要点をとらえ
ることができる。

①自分の意見や
考えを伝える表
現を理解してい
る。
②単元テーマに
関する背景知識
をもっている。

・英文を読んで概
要を理解する活
動
・与えられたテー
マについて、口頭
で意見交換する
活動
・自分の考えを書
いたり発表したり
する活動

・言語活動の観察
・言語活動の成果物

1 7

Language
Environment
Technology　など

・Single-Use Plastic
Bagsの禁止
・オンラインプライバ
シー
・デジタル時代にお
ける手書きの力

ア 言語活動に積極的に参加
し、自分の考えを伝えようとす
る。
イ　英文で読んだ内容を実生
活に関連させ、自分の知識や
意見を交えながら、課題や解
決方法について発表したり書
いたりする。
ウ　関連する語彙･表現等を身
に付ける。

①言語活動に積
極的に参加し、英
文の感想や自分
の考えなどを、口
頭や文章で伝え
ようとしている。
②単元テーマに
関する知識・情報
を積極的に得よう
としている。

①読んだことに基
づき、自分の考え
や意見を述べる
ことができる。
②単元テーマに
おける様々な課
題や解決方法に
ついて話したり書
いたりすることが
できる。

①未知の語の意
味を推測したり、
背景となる知識を
活用したりしなが
ら、テキストの概
要や要点をとらえ
ることができる。

①自分の意見や
考えを伝える表
現を理解してい
る。
②単元テーマに
関する背景知識
をもっている。

・英文を読んで概
要を理解する活
動
・与えられたテー
マについて、口頭
で意見交換する
活動
・自分の考えを書
いたり発表したり
する活動

・言語活動の観察
・言語活動の成果物
・定期考査

2 7

Lifestyle
Wellness
Health　など

・海外で成長する日
本食
・仕事中の姿勢と健
康被害

ア 言語活動に積極的に参加
し、自分の考えを伝えようとす
る。
イ　英文で読んだ内容を実生
活に関連させ、自分の知識や
意見を交えながら、課題や解
決方法について発表したり書
いたりする。
ウ　関連する語彙･表現等を身
に付ける。

①言語活動に積
極的に参加し、英
文の感想や自分
の考えなどを、口
頭や文章で伝え
ようとしている。
②単元テーマに
関する知識・情報
を積極的に得よう
としている。

①読んだことに基
づき、自分の考え
や意見を述べる
ことができる。
②単元テーマに
おける様々な課
題や解決方法に
ついて話したり書
いたりすることが
できる。

①未知の語の意
味を推測したり、
背景となる知識を
活用したりしなが
ら、テキストの概
要や要点をとらえ
ることができる。

①自分の意見や
考えを伝える表
現を理解してい
る。
②単元テーマに
関する背景知識
をもっている。

・英文を読んで概
要を理解する活
動
・与えられたテー
マについて、口頭
で意見交換する
活動
・自分の考えを書
いたり発表したり
する活動

・言語活動の観察
・言語活動の成果物
・定期考査

総時数 70



科目名 学科 対象学年 単位数

英語表現 Change the World + 普通科 3年（類型ａ） 2

科目の目標

関心・意欲・態度 表現の能力 理解の能力 知識・理解

　様々な視点から自分なりの考
えをまとめようとしている。ま
た、コミュニケーションに関心
を持ち、積極的に自己表現しよ
うとしている。

　自分が読んだり調べたりする
うえで考えたことを、論理的に
まとめ効果的な方法で相手に伝
えることができる。

　様々な話題についての英語を
聞いたり読んだりして、情報や
考えなどを理解している。

　現代社会に関連した用語や言
語運用についての知識を身に付
けているとともに、その背景に
ある事象や原理などを理解して
いる。

英語を通じて、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成するとともに、事実情報や
意見・考えなどを多様な観点から考察し、論理の展開や適切な表現方法を工夫しながら、社会の発
展と人々の幸福・希望に貢献するための提案を発表する能力を伸ばす。

評価の観点および趣旨

令和３年度　英語科　指導と評価の年間計画

学校名　　福井県立高志高等学校　

教科書（出版社・タイトル） 補助教材

なし プリント



福井県立高志高等学校

関心・意欲・態度 表現の能力 理解の能力 知識・理解

4 7

Life
～自らの生活を見直
し、改善策について提
案しよう～

・自国のスーパー
フード
・ITと教育
・食生活

ア 言語活動に積極的に参加
し、自分の考えを伝えようとす
る。
イ　英文で読んだ内容を実生
活に関連させ、自分の知識や
意見を交えながら、課題や解
決方法について発表したり書
いたりする。
ウ　関連する語彙･表現等を身
に付ける。

①言語活動に積
極的に参加し、英
文の感想や自分
の考えなどを、口
頭や文章で伝え
ようとしている。
②単元テーマに
関する知識・情報
を積極的に得よう
としている。

①読んだことに基
づき、自分の考え
や意見を述べる
ことができる。
②単元テーマに
おける様々な課
題や解決方法に
ついて話したり書
いたりすることが
できる。

①未知の語の意
味を推測したり、
背景となる知識を
活用したりしなが
ら、テキストの概
要や要点をとらえ
ることができる。

①自分の意見や
考えを伝える表
現を理解してい
る。
②単元テーマに
関する背景知識
をもっている。

・英文を読んで概
要を理解する活
動
・与えられたテー
マについて、口頭
で意見交換する
活動
・自分の考えを書
いたり発表したり
する活動

・言語活動の観察
・言語活動の成果物

5 7

Environment
～環境問題の解決策
を提案しよう～

・地球温暖化と気候
変動を極地の変化
から考える
・海洋開発と自然保
護

ア 言語活動に積極的に参加
し、自分の考えを伝えようとす
る。
イ　英文で読んだ内容を実生
活に関連させ、自分の知識や
意見を交えながら、課題や解
決方法について発表したり書
いたりする。
ウ　関連する語彙･表現等を身
に付ける。

①言語活動に積
極的に参加し、英
文の感想や自分
の考えなどを、口
頭や文章で伝え
ようとしている。
②単元テーマに
関する知識・情報
を積極的に得よう
としている。

①読んだことに基
づき、自分の考え
や意見を述べる
ことができる。
②単元テーマに
おける様々な課
題や解決方法に
ついて話したり書
いたりすることが
できる。

①未知の語の意
味を推測したり、
背景となる知識を
活用したりしなが
ら、テキストの概
要や要点をとらえ
ることができる。

①自分の意見や
考えを伝える表
現を理解してい
る。
②単元テーマに
関する背景知識
をもっている。

・英文を読んで概
要を理解する活
動
・与えられたテー
マについて、口頭
で意見交換する
活動
・自分の考えを書
いたり発表したり
する活動

・言語活動の観察
・言語活動の成果物
・定期考査

6 7

Technology
～新たな技術や活用
方法について提案しよ
う～

・自動運転技術
・３Dプリンターの医
療利用

ア 言語活動に積極的に参加
し、自分の考えを伝えようとす
る。
イ　英文で読んだ内容を実生
活に関連させ、自分の知識や
意見を交えながら、課題や解
決方法について発表したり書
いたりする。
ウ　関連する語彙･表現等を身
に付ける。

①言語活動に積
極的に参加し、英
文の感想や自分
の考えなどを、口
頭や文章で伝え
ようとしている。
②単元テーマに
関する知識・情報
を積極的に得よう
としている。

①読んだことに基
づき、自分の考え
や意見を述べる
ことができる。
②単元テーマに
おける様々な課
題や解決方法に
ついて話したり書
いたりすることが
できる。

①未知の語の意
味を推測したり、
背景となる知識を
活用したりしなが
ら、テキストの概
要や要点をとらえ
ることができる。

①自分の意見や
考えを伝える表
現を理解してい
る。
②単元テーマに
関する背景知識
をもっている。

・英文を読んで概
要を理解する活
動
・与えられたテー
マについて、口頭
で意見交換する
活動
・自分の考えを書
いたり発表したり
する活動

・言語活動の観察
・言語活動の成果物
・定期考査

「英語表現 Change the World +」(３年類型ａ）指導と評価の年間計画

実
施
月

単
元
の
時
数

単元名 題材内容 単元の目標

評価規準
単元全体で取り
上げる言語活
動／学習活動

評価方法
（統合的な評価を含む）



福井県立高志高等学校

関心・意欲・態度 表現の能力 理解の能力 知識・理解

「英語表現 Change the World +」(３年類型ａ）指導と評価の年間計画

実
施
月

単
元
の
時
数

単元名 題材内容 単元の目標

評価規準
単元全体で取り
上げる言語活
動／学習活動

評価方法
（統合的な評価を含む）

7 7

Society
～社会の諸事情につ
いて考え、改善策、新
たな方法を提案しよう
～

・貧富の差の改善
・社内公用語の英語
化
・海外でのボラン
ティア活動

ア 言語活動に積極的に参加
し、自分の考えを伝えようとす
る。
イ　英文で読んだ内容を実生
活に関連させ、自分の知識や
意見を交えながら、課題や解
決方法について発表したり書
いたりする。
ウ　関連する語彙･表現等を身
に付ける。

①言語活動に積
極的に参加し、英
文の感想や自分
の考えなどを、口
頭や文章で伝え
ようとしている。
②単元テーマに
関する知識・情報
を積極的に得よう
としている。

①読んだことに基
づき、自分の考え
や意見を述べる
ことができる。
②単元テーマに
おける様々な課
題や解決方法に
ついて話したり書
いたりすることが
できる。

①未知の語の意
味を推測したり、
背景となる知識を
活用したりしなが
ら、テキストの概
要や要点をとらえ
ることができる。

①自分の意見や
考えを伝える表
現を理解してい
る。
②単元テーマに
関する背景知識
をもっている。

・英文を読んで概
要を理解する活
動
・与えられたテー
マについて、口頭
で意見交換する
活動
・自分の考えを書
いたり発表したり
する活動

・言語活動の観察
・言語活動の成果物

9 7

Life
～自らの生活を見直
し、改善策について提
案しよう～

・食品ゴミ
・水資源の再利用
・自然災害への対策

ア 言語活動に積極的に参加
し、自分の考えを伝えようとす
る。
イ　英文で読んだ内容を実生
活に関連させ、自分の知識や
意見を交えながら、課題や解
決方法について発表したり書
いたりする。
ウ　関連する語彙･表現等を身
に付ける。

①言語活動に積
極的に参加し、英
文の感想や自分
の考えなどを、口
頭や文章で伝え
ようとしている。
②単元テーマに
関する知識・情報
を積極的に得よう
としている。

①読んだことに基
づき、自分の考え
や意見を述べる
ことができる。
②単元テーマに
おける様々な課
題や解決方法に
ついて話したり書
いたりすることが
できる。

①未知の語の意
味を推測したり、
背景となる知識を
活用したりしなが
ら、テキストの概
要や要点をとらえ
ることができる。

①自分の意見や
考えを伝える表
現を理解してい
る。
②単元テーマに
関する背景知識
をもっている。

・英文を読んで概
要を理解する活
動
・与えられたテー
マについて、口頭
で意見交換する
活動
・自分の考えを書
いたり発表したり
する活動

・言語活動の観察
・言語活動の成果物
・定期考査

10 7

Environment
～環境問題の解決策
を提案しよう～

・ゴミ処理の有効な
方法
・観光開発と自然保
護

ア 言語活動に積極的に参加
し、自分の考えを伝えようとす
る。
イ　英文で読んだ内容を実生
活に関連させ、自分の知識や
意見を交えながら、課題や解
決方法について発表したり書
いたりする。
ウ　関連する語彙･表現等を身
に付ける。

①言語活動に積
極的に参加し、英
文の感想や自分
の考えなどを、口
頭や文章で伝え
ようとしている。
②単元テーマに
関する知識・情報
を積極的に得よう
としている。

①読んだことに基
づき、自分の考え
や意見を述べる
ことができる。
②単元テーマに
おける様々な課
題や解決方法に
ついて話したり書
いたりすることが
できる。

①未知の語の意
味を推測したり、
背景となる知識を
活用したりしなが
ら、テキストの概
要や要点をとらえ
ることができる。

①自分の意見や
考えを伝える表
現を理解してい
る。
②単元テーマに
関する背景知識
をもっている。

・英文を読んで概
要を理解する活
動
・与えられたテー
マについて、口頭
で意見交換する
活動
・自分の考えを書
いたり発表したり
する活動

・言語活動の観察
・言語活動の成果物

11 7

Technology
～新たな技術や活用
方法について提案しよ
う～

・ドローンの活用方
法
・バーチャルリアリ
ティー

ア 言語活動に積極的に参加
し、自分の考えを伝えようとす
る。
イ　英文で読んだ内容を実生
活に関連させ、自分の知識や
意見を交えながら、課題や解
決方法について発表したり書
いたりする。
ウ　関連する語彙･表現等を身
に付ける。

①言語活動に積
極的に参加し、英
文の感想や自分
の考えなどを、口
頭や文章で伝え
ようとしている。
②単元テーマに
関する知識・情報
を積極的に得よう
としている。

①読んだことに基
づき、自分の考え
や意見を述べる
ことができる。
②単元テーマに
おける様々な課
題や解決方法に
ついて話したり書
いたりすることが
できる。

①未知の語の意
味を推測したり、
背景となる知識を
活用したりしなが
ら、テキストの概
要や要点をとらえ
ることができる。

①自分の意見や
考えを伝える表
現を理解してい
る。
②単元テーマに
関する背景知識
をもっている。

・英文を読んで概
要を理解する活
動
・与えられたテー
マについて、口頭
で意見交換する
活動
・自分の考えを書
いたり発表したり
する活動

・言語活動の観察
・言語活動の成果物
・定期考査



福井県立高志高等学校

関心・意欲・態度 表現の能力 理解の能力 知識・理解

「英語表現 Change the World +」(３年類型ａ）指導と評価の年間計画

実
施
月

単
元
の
時
数

単元名 題材内容 単元の目標

評価規準
単元全体で取り
上げる言語活
動／学習活動

評価方法
（統合的な評価を含む）

12 7

Society
～社会の諸事情につ
いて考え、改善策、新
たな方法を提案しよう
～

・ポップカルチャーと
伝統文化
・グローバル化と保
守主義
・日本で独自に発展
した海外文化

ア 言語活動に積極的に参加
し、自分の考えを伝えようとす
る。
イ　英文で読んだ内容を実生
活に関連させ、自分の知識や
意見を交えながら、課題や解
決方法について発表したり書
いたりする。
ウ　関連する語彙･表現等を身
に付ける。

①言語活動に積
極的に参加し、英
文の感想や自分
の考えなどを、口
頭や文章で伝え
ようとしている。
②単元テーマに
関する知識・情報
を積極的に得よう
としている。

①読んだことに基
づき、自分の考え
や意見を述べる
ことができる。
②単元テーマに
おける様々な課
題や解決方法に
ついて話したり書
いたりすることが
できる。

①未知の語の意
味を推測したり、
背景となる知識を
活用したりしなが
ら、テキストの概
要や要点をとらえ
ることができる。

①自分の意見や
考えを伝える表
現を理解してい
る。
②単元テーマに
関する背景知識
をもっている。

・英文を読んで概
要を理解する活
動
・与えられたテー
マについて、口頭
で意見交換する
活動
・自分の考えを書
いたり発表したり
する活動

・言語活動の観察
・言語活動の成果物

1 7

Technology
～新たな技術や活用
方法について提案しよ
う～

・ウェアラブルの進
化
・ロボットの発展に
伴う仕事の変化
・宇宙旅行

ア 言語活動に積極的に参加
し、自分の考えを伝えようとす
る。
イ　英文で読んだ内容を実生
活に関連させ、自分の知識や
意見を交えながら、課題や解
決方法について発表したり書
いたりする。
ウ　関連する語彙･表現等を身
に付ける。

①言語活動に積
極的に参加し、英
文の感想や自分
の考えなどを、口
頭や文章で伝え
ようとしている。
②単元テーマに
関する知識・情報
を積極的に得よう
としている。

①読んだことに基
づき、自分の考え
や意見を述べる
ことができる。
②単元テーマに
おける様々な課
題や解決方法に
ついて話したり書
いたりすることが
できる。

①未知の語の意
味を推測したり、
背景となる知識を
活用したりしなが
ら、テキストの概
要や要点をとらえ
ることができる。

①自分の意見や
考えを伝える表
現を理解してい
る。
②単元テーマに
関する背景知識
をもっている。

・英文を読んで概
要を理解する活
動
・与えられたテー
マについて、口頭
で意見交換する
活動
・自分の考えを書
いたり発表したり
する活動

・言語活動の観察
・言語活動の成果物
・定期考査

2 7

Society
～社会の諸事情につ
いて考え、改善策、新
たな方法を提案しよう
～

・贅沢税
・海外での日本食
ブーム
・訪日外国人の増加
による影響

ア 言語活動に積極的に参加
し、自分の考えを伝えようとす
る。
イ　英文で読んだ内容を実生
活に関連させ、自分の知識や
意見を交えながら、課題や解
決方法について発表したり書
いたりする。
ウ　関連する語彙･表現等を身
に付ける。

①言語活動に積
極的に参加し、英
文の感想や自分
の考えなどを、口
頭や文章で伝え
ようとしている。
②単元テーマに
関する知識・情報
を積極的に得よう
としている。

①読んだことに基
づき、自分の考え
や意見を述べる
ことができる。
②単元テーマに
おける様々な課
題や解決方法に
ついて話したり書
いたりすることが
できる。

①未知の語の意
味を推測したり、
背景となる知識を
活用したりしなが
ら、テキストの概
要や要点をとらえ
ることができる。

①自分の意見や
考えを伝える表
現を理解してい
る。
②単元テーマに
関する背景知識
をもっている。

・英文を読んで概
要を理解する活
動
・与えられたテー
マについて、口頭
で意見交換する
活動
・自分の考えを書
いたり発表したり
する活動

・言語活動の観察
・言語活動の成果物
・定期考査

総時数 70



科目名 学科 対象学年 単位数

英語錬成IP 普通科理系 ３年（類型ｂ、ｃ） 1

科目の目標

関心・意欲・態度 表現の能力 理解の能力 知識・理解

　社会情勢や世界の諸問題につい
て，また，様々な分野における科
学技術の統合的利活用の事例につ
いて，積極的に情報を収集した
り，他者と意見を共有しようとし
ている。

　英語を聞いたり読んだりして得
た情報や自分が調べたり考えたり
したことなどを，根拠や具体例を
含めて論理的にまとめ，効果的な
方法で相手に伝えたり，議論・討
論することができる。

　英語を聞いたり読んだりして，
情報や筆者／話し手の意図などを
的確に理解している。

　アカデミックな用語や言語運用
についての知識を身に付けている
とともに，その背景にある事象や
原理などを理解している。

英語を通じて，積極的に情報を収集し，それを基に他者と考えを共有しようとする態度を育成するととも
に，事実情報や意見・考えなどを多様な観点から考察し，論理の展開や適切な表現方法を工夫しながら，社
会を取り巻く環境の変化やその対応について建設的な議論を展開する能力を伸ばす。

評価の観点および趣旨

令和３年度　英語科　指導と評価の年間計画

学校名　　福井県立高志高等学校　

教科書（出版社・タイトル） 補助教材

なし
(1)テレビ・ラジオ・新聞・雑誌等のメディア，情報通信ネットワー
ク，学術機関等で取り上げられている内容
(2)外部検定試験，最難関大学入試問題



福井県立高志高等学校

関心・意欲・態度 表現の能力 理解の能力 知識・理解

4

5
5 History / Culture

①人類の発展と環
境への影響
②ネルソン・マンデ
ラ：多人種国家の設
立

ア ペア・グループ活動に積極
的に参加し，聞き手に自分の
考えや意見をわかりやすく説
明する。
イ　読んだことに基づき，環境
に配慮した持続可能な生活様
式について調べ，得た情報を
グループで共有する。
ウ　ネルソン・マンデラが多人
種国家設立のためにどのよう
に取り組んできたかを読み解
き，世界平和の実現について
意見を交換する。
エ　関連する語彙･表現等を身
に付ける。

①ペア・グループ
ワークに積極的
に参加し，感想や
自分の考えなど
を伝え合おうとし
ている。
②理由や具体例
等を挙げ，積極
的に自分の意見
を書こうとしてい
る。

①読んだことや
自分でリサーチし
たことに基づき，
英語で意見や考
えを相手にわか
りやすく，説得性
を持たせながら
説明することがで
きる。
②環境問題や世
界平和について
のレポートを書
き，発表すること
ができる。

①「清潔さ」を判
断するのは社会
的信念や時代の
考え方であるこ
と，現在の人々
の清潔な生活が
実は環境を汚染
していることを読
み取ることができ
る。
②ネルソン・マン
デラが今日に至
るまで平和の象
徴とされている背
景を読み取ること
ができる。

①自分の意見や
考えを伝える表
現を理解してい
る。
②環境問題や世
界平和について
議論したり，発表
する際に使用す
る語彙を理解して
いる。

・英文を読んで概
要を理解する活
動
・与えられたテー
マについて，口頭
で意見交換する
活動
・与えられたテー
マについて調べ，
その是非につい
て意見を述べ合う
活動
・自分の考えを書
いたり発表したり
する活動

・言語活動の観察
・レポート
・定期考査

5

6

7

9 History / Culture

①人間の思考や行
動に対する衣服の
影響
②コミュニケーショ
ン：近接学

ア ペア・グループ活動に積極
的に参加し，聞き手に自分の
考えや意見をわかりやすく説
明する。
イ　読んだことに基づき，「着
衣の認知」についての事例や
自身の経験，考えを共有す
る。
ウ　読んだことに基づき，「近
接学」についての事例や自身
の経験，考えを共有する。
エ　関連する語彙･表現等を身
に付ける。

①ペア・グループ
ワークに積極的
に参加し，感想や
自分の考えなど
を伝え合おうとし
ている。
②理由や具体例
等を挙げ，積極
的に自分の意見
を書こうとしてい
る。

①読んだことや
自分でリサーチし
たことに基づき，
英語で意見や考
えを相手にわか
りやすく，説得性
を持たせながら
説明することがで
きる。
②「着衣の認知」
や「近接学」につ
いてのレポートを
書き，発表するこ
とができる。

①「着衣の認知」
とは何か，また，
本文で述べられ
ている実験の内
容や結果を読み
取ることができ
る。
②「近接学」とは
何か，また，その
認識に基づき，
個人や企業がど
のような取り組み
をしているかを読
み取ることができ
る。

①自分の意見や
考えを伝える表
現を理解してい
る。
②心理作用につ
いてのレポート作
成で使用する語
彙を理解してい
る。

・英文を読んで概
要を理解する活
動
・与えられたテー
マについて，口頭
で意見交換する
活動
・与えられたテー
マについて調べ，
その是非につい
て意見を述べ合う
活動
・自分の考えを書
いたり発表したり
する活動

・言語活動の観察
・レポート
・定期考査

「英語錬成Integrated Practice」(３年）指導と評価の年間計画

実
施
月

単
元
の
時
数

単元名 題材内容 単元の目標

評価規準

単元全体で取り
上げる言語活
動／学習活動

評価方法
（統合的な評価を含む）



9 2 History / Culture ジェンダーと文化

ア ペア・グループ活動に積極
的に参加し，聞き手に自分の
考えや意見をわかりやすく説
明する。
イ　色による男女の区別の背
景について読んだことに基づ
き，自身の意見や考えを交換
する。
ウ　関連する語彙･表現等を身
に付ける。

①ペア・グループ
ワークに積極的
に参加し，感想や
自分の考えなど
を伝え合おうとし
ている。
②理由や具体例
等を挙げ，積極
的に自分の意見
を書こうとしてい
る。

①読んだことや
自分でリサーチし
たことに基づき，
英語で意見や考
えを相手にわか
りやすく，説得性
を持たせながら
説明することがで
きる。
②「色と男女の区
別」についてのレ
ポートを書き，発
表することができ
る。

色による男女の
区別の背景につ
いて，どのように
変化してきたの
かを読み取ること
ができる。

①自分の意見や
考えを伝える表
現を理解してい
る。
②ジェンダーにつ
いて議論したり発
表したりする際に
使用する語彙を
理解している。

・英文を読んで概
要を理解する活
動
・与えられたテー
マについて，口頭
で意見交換する
活動
・与えられたテー
マについて調べ，
その是非につい
て意見を述べ合う
活動
・自分の考えを書
いたり発表したり
する活動

・言語活動の観察
・レポート
・定期考査

10

11
8 Society / Science

①食糧問題の本質
②食品の選択肢

ア ペア・グループ活動に積極
的に参加し，聞き手に自分の
考えや意見をわかりやすく説
明する。
イ　読んだことに基づき，食糧
問題の背景について，自身の
意見や考えを共有する。
ウ　読んだことに基づき，食品
の選択肢としての虫の利点に
ついて調べ，得た情報をグ
ループで共有する。
エ　関連する語彙･表現等を身
に付ける。

①ペア・グループ
ワークに積極的
に参加し，感想や
自分の考えなど
を伝え合おうとし
ている。
②理由や具体例
等を挙げ，積極
的に自分の意見
を書こうとしてい
る。

①読んだことや
自分でリサーチし
たことに基づき，
英語で意見や考
えを相手にわか
りやすく，説得性
を持たせながら
説明することがで
きる。
②「食糧問題」や
「持続可能な食
の選択」について
のレポートを書
き，発表すること
ができる。

①食糧問題の本
質について、関連
する様々な要因
を読み取ることが
できる。
②食品の選択肢
について，虫がど
のような点で最良
と言えるのかを読
み取ることができ
る。

①自分の意見や
考えを伝える表
現を理解してい
る。
②食糧問題や持
続可能な食の選
択について議論
したり発表したり
する際に使用す
る語彙を理解して
いる。

・英文を読んで概
要を理解する活
動
・与えられたテー
マについて，口頭
で意見交換する
活動
・与えられたテー
マについて調べ，
その是非につい
て意見を述べ合う
活動
・自分の考えを書
いたり発表したり
する活動

・言語活動の観察
・レポート
・定期考査

12 3 Society / Science
移民の多様化とそ
の対応

ア ペア・グループ活動に積極
的に参加し，聞き手に自分の
考えや意見をわかりやすく説
明する。
イ　移住の背景の変遷や今日
の移住について，自身の意見
や考えを共有する。
ウ　関連する語彙･表現等を身
に付ける。

①ペア・グループ
ワークに積極的
に参加し，感想や
自分の考えなど
を伝え合おうとし
ている。
②理由や具体例
等を挙げ，積極
的に自分の意見
を書こうとしてい
る。

①読んだことや
自分でリサーチし
たことに基づき，
英語で意見や考
えを相手にわか
りやすく，説得性
を持たせながら
説明することがで
きる。
②「移住」や「移
民」についてのレ
ポートを書き，発
表することができ
る。

移住の背景が
様々に変化して
きたこと，移住に
対する人々の考
えを読み取ること
ができる。

①自分の意見や
考えを伝える表
現を理解してい
る。
②国境を越えた
移動，とりわけ移
住について議論
したり発表したり
する際に使用す
る語彙を理解して
いる。

・英文を読んで概
要を理解する活
動
・与えられたテー
マについて，口頭
で意見交換する
活動
・与えられたテー
マについて調べ，
その是非につい
て意見を述べ合う
活動
・自分の考えを書
いたり発表したり
する活動

・言語活動の観察
・レポート
・定期考査



1 4 Society / Science
国立公園：野生生物
と観光産業，経済的
発展

ア ペア・グループ活動に積極
的に参加し，聞き手に自分の
考えや意見をわかりやすく説
明する。
イ　野生生物と観光産業を維
持と，人々の発展の双方を可
能にするためのタンザニアの
決定について，他の事例も踏
まえながら自身の意見や考え
を交換する。
ウ　関連する語彙･表現等を身
に付ける。

①ペア・グループ
ワークに積極的
に参加し，感想や
自分の考えなど
を伝え合おうとし
ている。
②理由や具体例
等を挙げ，積極
的に自分の意見
を書こうとしてい
る。

①読んだことや
自分でリサーチし
たことに基づき，
英語で意見や考
えを相手にわか
りやすく，説得性
を持たせながら
説明することがで
きる。
②「環境保護」や
「産業の維持」と
「人々の発展」の
両立についての
レポートを書き，
発表することがで
きる。

国立公園を横切
る道路の建設に
ついて，どのよう
な議論がなされ、
中止となったの
か，その利点や
懸念される点を
含め，議論の背
景を読み取ること
ができる。

①自分の意見や
考えを伝える表
現を理解してい
る。
②環境保護や産
業の維持，人々
の発展について
議論したり発表し
たりする際に使
用する語彙を理
解している。

・英文を読んで概
要を理解する活
動
・与えられたテー
マについて，口頭
で意見交換する
活動
・与えられたテー
マについて調べ，
その是非につい
て意見を述べ合う
活動
・自分の考えを書
いたり発表したり
する活動

・言語活動の観察
・レポート
・定期考査

2 4 Society / Science
イグノーベル賞の副
次的効果

ア ペア・グループ活動に積極
的に参加し，聞き手に自分の
考えや意見をわかりやすく説
明する。
イ　科学的研究の意義やおも
しろさについて，他の事例も踏
まえながら自身が関心を持っ
ている研究についての情報や
意見を交換する。
ウ　関連する語彙･表現等を身
に付ける。

①ペア・グループ
ワークに積極的
に参加し，感想や
自分の考えなど
を伝え合おうとし
ている。
②理由や具体例
等を挙げ，積極
的に自分の意見
を書こうとしてい
る。

①読んだことや
自分でリサーチし
たことに基づき，
英語で意見や考
えを相手にわか
りやすく，説得性
を持たせながら
説明することがで
きる。
②関心のある科
学的研究やその
意義についての
レポートを書き，
発表することがで
きる。

イグノーベル賞と
は何か，どのよう
な研究がこれま
でにこの賞を受
賞してきたか，ま
た，受賞の副次
的効果は何かを
読み取ることがで
きる。

①自分の意見や
考えを伝える表
現を理解してい
る。
②科学的研究の
意義やおもしろさ
について議論し
たり発表したりす
る際に使用する
語彙を理解して
いる。

・英文を読んで概
要を理解する活
動
・与えられたテー
マについて，口頭
で意見交換する
活動
・与えられたテー
マについて調べ，
その是非につい
て意見を述べ合う
活動
・自分の考えを書
いたり発表したり
する活動

・言語活動の観察
・レポート
・定期考査

総時数 35



科目名 学科 対象学年 単位数

英語錬成IP+ 普通科理系 ３年（類型ａ） 1

科目の目標

関心・意欲・態度 表現の能力 理解の能力 知識・理解

　社会情勢や世界の諸問題につい
て，また，様々な分野における科学
技術の統合的利活用の事例につい
て，積極的に情報を収集したり，他
者と意見を共有しようとしている。

　英語を聞いたり読んだりして得た
情報や自分が調べたり考えたりした
ことなどを，根拠や具体例を含めて
論理的にまとめ，効果的な方法で相
手に伝えたり，議論・討論すること
ができる。

　英語を聞いたり読んだりして，情
報や筆者／話し手の意図などを的確
に理解している。

　アカデミックな用語や言語運用に
ついての知識を身に付けているとと
もに，その背景にある事象や原理な
どを理解している。

英語を通じて，積極的に情報を収集し，それを基に他者と考えを共有しようとする態度を育成するととも
に，事実情報や意見・考えなどを多様な観点から考察し，論理の展開や適切な表現方法を工夫しながら，社
会を取り巻く環境の変化やその対応について建設的な議論を展開する能力を伸ばす。

評価の観点および趣旨

令和３年度　英語科　指導と評価の年間計画

学校名　　福井県立高志高等学校　

教科書（出版社・タイトル） 補助教材

なし
(1)テレビ・ラジオ・新聞・雑誌等のメディア，情報通信ネットワー
ク，学術機関等で取り上げられている内容
(2)外部検定試験，最難関大学入試問題



福井県立高志高等学校

関心・意欲・態度 表現の能力 理解の能力 知識・理解

4

5
5 Health and Psychology

①ストレスと健康
②食欲とその制御
方法

ア ペア・グループ活動に積極
的に参加し，聞き手に自分の
考えや意見をわかりやすく説
明する。
イ　読んだことに基づき，ホル
ミシスから利益を得る最良の
方法について調べ，得た情報
をグループで共有し，意見を交
換する。
ウ　食欲の効果的な制御方法
について意見を交換する。
エ　関連する語彙･表現等を身
に付ける。

①ペア・グループ
ワークに積極的
に参加し，感想や
自分の考えなど
を伝え合おうとし
ている。
②他者の意見に
反論し，多様な観
点から自分の考
えを深めようとし
ている。
③理由や具体例
等を挙げ，積極
的に自分の意見
を書こうとしてい
る。

①読んだことや自
分でリサーチした
ことに基づき，英
語で意見や考え
を相手にわかり
やすく，説得性を
持たせながら説
明することができ
る。
②心身の健康に
ついてのレポート
を書き，発表する
ことができる。

①「ホルミシス」と
は何か，またその
効果は何か，そこ
から利益を得るた
めの方法を読み
取ることができ
る。
②人々と食糧の
関わりの背景や，
食欲の制御方法
について様々な
研究が行われて
いることを読み取
ることができる。

①自分の意見や
考えを伝える表
現を理解してい
る。
②心身の健康に
ついて議論した
り，発表する際に
使用する語彙を
理解している。

・英文を読んで概要
を理解する活動
・与えられたテーマ
について，口頭で
意見交換する活動
・与えられたテーマ
について調べ，そ
の是非について意
見を述べ合う活動
・他者の意見に反
論し，多様な観点
から考えを深める
活動
・自分の考えを書い
たり発表したりする
活動

・言語活動の観察
・レポート
・定期考査

5 2 Health and Psychology
人間の思考や行動
に対する衣服の影
響

ア ペア・グループ活動に積極
的に参加し，聞き手に自分の
考えや意見をわかりやすく説
明する。
イ　読んだことに基づき，「着衣
の認知」についての事例や自
身の経験，考えを共有する。
ウ　関連する語彙･表現等を身
に付ける。

①ペア・グループ
ワークに積極的
に参加し，感想や
自分の考えなど
を伝え合おうとし
ている。
②他者の意見に
反論し，多様な観
点から自分の考
えを深めようとし
ている。
③理由や具体例
等を挙げ，積極
的に自分の意見
を書こうとしてい
る。

①読んだことや自
分でリサーチした
ことに基づき，英
語で意見や考え
を相手にわかり
やすく，説得性を
持たせながら説
明することができ
る。
②「着衣の認知」
についてのレ
ポートを書き，発
表することができ
る。

「着衣の認知」と
は何か，また，本
文で述べられて
いる実験の内容
や結果を読み取
ることができる。

①自分の意見や
考えを伝える表
現を理解してい
る。
②心理作用につ
いてのレポート作
成で使用する語
彙を理解してい
る。

・英文を読んで概要
を理解する活動
・与えられたテーマ
について，口頭で
意見交換する活動
・与えられたテーマ
について調べ，そ
の是非について意
見を述べ合う活動
・他者の意見に反
論し，多様な観点
から考えを深める
活動
・自分の考えを書い
たり発表したりする
活動

・言語活動の観察
・レポート
・定期考査

6

7
7 Ｎａｔｕｒｅ　ａｎｄ　Ｌｉｆｅ

①動物の社会的関
係と家族関係
②森林を破壊しない
農業・耕作

ア ペア・グループ活動に積極
的に参加し，聞き手に自分の
考えや意見をわかりやすく説
明する。
イ　読んだことに基づき，カラ
スの集団採食行動と，カラス同
士の社会的関係や家族関係と
の関係について意見や考えを
交換する。
ウ　読んだことに基づき，持続
可能な耕作方法についての事
例や考えを共有する。
エ　関連する語彙･表現等を身
に付ける。

①ペア・グループ
ワークに積極的
に参加し，感想や
自分の考えなど
を伝え合おうとし
ている。
②他者の意見に
反論し，多様な観
点から自分の考
えを深めようとし
ている。
③理由や具体例
等を挙げ，積極
的に自分の意見
を書こうとしてい
る。

①読んだことや自
分でリサーチした
ことに基づき，英
語で意見や考え
を相手にわかり
やすく，説得性を
持たせながら説
明することができ
る。
②「動物の社会
的関係」や「持続
可能な耕作方法」
ついてのレポート
を書き，発表する
ことができる。

①カラスの集団
採食行動や社会
的関係，家族関
係との関わりや，
血縁に対する優
しさの背景を読み
取ることができ
る。
②マヤ族の破滅
の背景や持続可
能な耕作方法の
確立の手立てを
読み取ることがで
きる。

①自分の意見や
考えを伝える表
現を理解してい
る。
②動物の個体間
の関係や持続可
能な耕作方法に
ついてのレポート
作成で使用する
語彙を理解してい
る。

・英文を読んで概要
を理解する活動
・与えられたテーマ
について，口頭で
意見交換する活動
・与えられたテーマ
について調べ，そ
の是非について意
見を述べ合う活動
・他者の意見に反
論し，多様な観点
から考えを深める
活動
・自分の考えを書い
たり発表したりする
活動

・言語活動の観察
・レポート
・定期考査

「英語錬成Integrated Practice+」(３年）指導と評価の年間計画

実
施
月

単
元
の
時
数

単元名 題材内容 単元の目標

評価規準

単元全体で取り
上げる言語活動
／学習活動

評価方法
（統合的な評価を含む）



9 2 Nature and Life
環境問題と生態系
に関する取り組み

ア ペア・グループ活動に積極
的に参加し，聞き手に自分の
考えや意見をわかりやすく説
明する。
イ　動植物の種と生態系の関
わりやそれらを守るための取り
組みについて読んだことに基
づき，自身の意見や考えを交
換する。
ウ　関連する語彙･表現等を身
に付ける。

①ペア・グループ
ワークに積極的
に参加し，感想や
自分の考えなど
を伝え合おうとし
ている。
②他者の意見に
反論し，多様な観
点から自分の考
えを深めようとし
ている。
③理由や具体例
等を挙げ，積極
的に自分の意見
を書こうとしてい
る。

①読んだことや自
分でリサーチした
ことに基づき，英
語で意見や考え
を相手にわかり
やすく，説得性を
持たせながら説
明することができ
る。
②「動植物の種と
生態系の関わり」
や「レッドリストの
作成」についての
レポートを書き，
発表することがで
きる。

動植物の種と生
態系の関わりや，
生物多様性と私
たちの生活の関
わりを読み取るこ
とができる。

①自分の意見や
考えを伝える表
現を理解してい
る。
②環境や生態系
について議論した
り発表したりする
際に使用する語
彙を理解してい
る。

・英文を読んで概要
を理解する活動
・与えられたテーマ
について，口頭で
意見交換する活動
・与えられたテーマ
について調べ，そ
の是非について意
見を述べ合う活動
・他者の意見に反
論し，多様な観点
から考えを深める
活動
・自分の考えを書い
たり発表したりする
活動

・言語活動の観察
・レポート
・定期考査

10

11
8 Nature and Life 動物園の是非

ア ペア・グループ活動に積極
的に参加し，聞き手に自分の
考えや意見をわかりやすく説
明する。
イ　読んだことに基づき，動物
園の是非について，双方の立
場で議論する。
ウ　関連する語彙･表現等を身
に付ける。

①ペア・グループ
ワークに積極的
に参加し，感想や
自分の考えなど
を伝え合おうとし
ている。
②他者の意見に
反論し，多様な観
点から自分の考
えを深めようとし
ている。
③理由や具体例
等を挙げ，積極
的に自分の意見
を書こうとしてい
る。

①読んだことや自
分でリサーチした
ことに基づき，英
語で意見や考え
を相手にわかり
やすく，説得性を
持たせながら説
明することができ
る。
②「動物園の是
非」についてのレ
ポートを書き，発
表することができ
る。

①動物園反対論
者の意見やその
背景にある考え
を読み取ることが
できる。
②動物園擁護派
の意見やその根
拠となる事例を読
み取ることができ
る。

①自分の意見や
考えを伝える表
現を理解してい
る。
②動物園の是非
について，倫理・
健康・環境など
様々な観点で議
論する際に使用
する語彙を理解し
ている。

・英文を読んで概要
を理解する活動
・与えられたテーマ
について，口頭で
意見交換する活動
・与えられたテーマ
について調べ，そ
の是非について意
見を述べ合う活動
・他者の意見に反
論し，多様な観点
から考えを深める
活動
・自分の考えを書い
たり発表したりする
活動

・言語活動の観察
・レポート
・定期考査

12 3 Social / Global Issues 飢餓の原因

ア ペア・グループ活動に積極
的に参加し，聞き手に自分の
考えや意見をわかりやすく説
明する。
イ　読んだことに基づき，飢餓
問題の解決について，自身の
意見や考えを交換する。
ウ　関連する語彙･表現等を身
に付ける。

①ペア・グループ
ワークに積極的
に参加し，感想や
自分の考えなど
を伝え合おうとし
ている。
②他者の意見に
反論し，多様な観
点から自分の考
えを深めようとし
ている。
③理由や具体例
等を挙げ，積極
的に自分の意見
を書こうとしてい
る。

①読んだことや自
分でリサーチした
ことに基づき，英
語で意見や考え
を相手にわかり
やすく，説得性を
持たせながら説
明することができ
る。
②「食糧問題」や
「平等な分配」に
ついてのレポート
を書き，発表する
ことができる。

飢餓の原因につ
いて、これまで事
実とされてきた内
容や，筆者がそ
れらを俗説である
する背景を読み
取ることができ
る。

①自分の意見や
考えを伝える表
現を理解してい
る。
②食糧問題や平
等な分配につい
て議論したり発表
したりする際に使
用する語彙を理
解している。

・英文を読んで概要
を理解する活動
・与えられたテーマ
について，口頭で
意見交換する活動
・与えられたテーマ
について調べ，そ
の是非について意
見を述べ合う活動
・他者の意見に反
論し，多様な観点
から考えを深める
活動
・自分の考えを書い
たり発表したりする
活動

・言語活動の観察
・レポート
・定期考査



1 4 Social / Global Issues
①世界のエネル
ギー事情
②就職競争と格差

ア ペア・グループ活動に積極
的に参加し，聞き手に自分の
考えや意見をわかりやすく説
明する。
イ　読んだことに基づき，日本
のエネルギー政策について，
他の事例も踏まえながら自身
の意見や考えを交換する。
ウ　グローバル化と就職競争
について，読んだことに基づ
き，その背景を確認する。
エ　関連する語彙･表現等を身
に付ける。

①ペア・グループ
ワークに積極的
に参加し，感想や
自分の考えなど
を伝え合おうとし
ている。
②他者の意見に
反論し，多様な観
点から自分の考
えを深めようとし
ている。
③理由や具体例
等を挙げ，積極
的に自分の意見
を書こうとしてい
る。

①読んだことや自
分でリサーチした
ことに基づき，英
語で意見や考え
を相手にわかり
やすく，説得性を
持たせながら説
明することができ
る。
②「エネルギー政
策」や「就職競
争」についてのレ
ポートを書き，発
表することができ
る。

①原油と天然ガ
スの違いについ
て，環境への影
響や「多元的供
給源」の観点で読
み取ることができ
る。また，米国の
ジェールガス革命
による他国への
影響を読み取る
ことができる。
②高度な技術の
価格競争の背景
を読み取ることが
できる。

①自分の意見や
考えを伝える表
現を理解してい
る。
②エネルギー政
策や就職競争に
おける世界情勢
について議論した
り発表したりする
際に使用する語
彙を理解してい
る。

・英文を読んで概要
を理解する活動
・与えられたテーマ
について，口頭で
意見交換する活動
・与えられたテーマ
について調べ，そ
の是非について意
見を述べ合う活動
・他者の意見に反
論し，多様な観点
から考えを深める
活動
・自分の考えを書い
たり発表したりする
活動

・言語活動の観察
・レポート
・定期考査

2 4 Social / Global Issues 安楽死と自殺ほう助

ア ペア・グループ活動に積極
的に参加し，聞き手に自分の
考えや意見をわかりやすく説
明する。
イ　読んだことに基づき，安楽
死と自殺ほう助の実施上の区
別を確認する。
ウ　積極的安楽死の是非につ
いて，双方の立場で議論す
る。
エ　関連する語彙･表現等を身
に付ける。

①ペア・グループ
ワークに積極的
に参加し，感想や
自分の考えなど
を伝え合おうとし
ている。
②他者の意見に
反論し，多様な観
点から自分の考
えを深めようとし
ている。
③理由や具体例
等を挙げ，積極
的に自分の意見
を書こうとしてい
る。

①読んだことや自
分でリサーチした
ことに基づき，英
語で意見や考え
を相手にわかり
やすく，説得性を
持たせながら説
明することができ
る。
②他国の安楽死
に関する見解や
法律，事例につ
いてのレポートを
書き，発表するこ
とができる。

実施における安
楽死と自殺ほう助
の区別，終末期
患者のケアに携
わる医療従事者
に求められること
は何かを読み取
ることができる。

①自分の意見や
考えを伝える表
現を理解してい
る。
②医療倫理や生
命倫理について
議論したり発表し
たりする際に使用
する語彙を理解し
ている。

・英文を読んで概要
を理解する活動
・与えられたテーマ
について，口頭で
意見交換する活動
・与えられたテーマ
について調べ，そ
の是非について意
見を述べ合う活動
・他者の意見に反
論し，多様な観点
から考えを深める
活動
・自分の考えを書い
たり発表したりする
活動

・言語活動の観察
・レポート
・定期考査

総時数 35



学校名　福井県立高志高等学校

学科名 対象学年 単位数

普通科理系 3年（後期） 2

科目の目標

知識・理解

・表記、語句、論理展開
の基本を理解して、身に
付けている。
・自分の関心の高い分野
の基本的知識を正確に理
解している。

評価方法

【関 心・意 欲】出席状況、授業態度、課題や小テスト等への取組状況
【学習到達度】課題（面接）の評価点

小論文問題の様々な出題形式に慣れるとともに、小論文展開の基本的パターンを理解した上で、問題に応
じてそのパターンを自ら選択し、論理的に自分の主張を組み立てる力を育成する。また、自分の志望理由
について文章にまとめたり、面接等で伝えたりする力も育成する。

評価の観点および評価規準

関心・意欲・態度
書く能力
読む能力

話す・聞く能力

・言葉や論理の展開に関心を持っている。
・自分の文章を内容の深いものにするために、進ん
で読書・探究活動を行おうとしている。
・積極的に自分の意見や考えが表現できる。

・自分の考えをまとめたり深めたりして、指示に従
い、論理展開の整った文章を書くことができてい
る。
・内容や表現の特色を理解して文章を読み、与えら
れた文章の概要を把握することができている。
・質問をよく理解した上で、自分の考えをまとめた
り深めたりして、筋道を立て、相手に分かりやすく
話すことができている。

令和３年度　総合選択　指導と評価の年間計画

科目名

論文演習

教科書（出版社・タイトル） 補助教材等

なし プリント等



学校名・学科・学年  福井県立高志高等学校　普通科（文系）３年

4～5

《現代文》
随筆を読む

《古文》
歌論を読む

《漢文》
詩文を読む

《評論》
「ありがとうもごめんなさいも
いらない森の民と暮らして人類
学者が考えたこと」

《古文》
「蔵書目録」

《漢文》
「黄生借書説」

◎ ○ 10

《現代文》
ボルネオ島の狩猟採集民とのフィール
ドワークから、豊かさ、自由、幸せと
は何かを根本的に問い直す。

《古文》
江戸末期の蔵書家の書いた文章をもと
に、和歌を含んだ古文の読解力を養
う。

《漢文》
清朝を代表する文人の書いた文章をも
とに、漢文を解釈することの面白さを
感じさせる。

作品のテーマや
論点、作者の感
性や心情を読み
取り、作者のも
のの見方・考え
方を理解しよう
としている。
(行動の観察)

各作品で話題に
なっている論点
やテーマを正確
に読み取り、作
者や登場人物の
主張や心情を理
解している。
（記述の確認・
定期考査など）

・さまざまなも
のの見方、考え
方、感じ方に視
野を広げ、言語
感覚を豊かに
し、和歌の鑑賞
に役立ててい
る。
・漢詩の仕組み
や押韻について
理解している。
（定期考査な
ど）

・（読むこと）各作品を正確に読解し、
話題になっている論点やテーマを読み取
り、作者の詠歌に対する思いを理解す
る。
・（話すこと）短詩形文学における表現
の重要性について考え、様々な表現技法
の効果や意図について話し合う。

6～7

《現代文》
評論を読む

《現代文》
対談を読む

《古文》
歌論を読む

《評論》
「科学思想史の哲学」

《対談》
「詩の誕生」

《古文》
「三のしるべ」

○ ◎ 13

《評論》金森修が、近代科学の成立の
経緯について著した文章を読んで、筆
者の主張を読み取る。
《対談》大岡信と谷川俊太郎の対談を
読み、二人の詩に対する考え方を読み
取る。
《古文》江戸時代後期の国学者の歌論
を読み、和歌を読み解く力を養成す
る。

作品のテーマや
論点、作者の感
性や心情を読み
取り、作者のも
のの見方・考え
方を理解しよう
としている。
(行動の観察)

各作品で話題に
なっている論点
やテーマを正確
に読み取り、作
者や登場人物の
主張や心情を理
解している。
（記述の確認・
定期考査など）

・さまざまなも
のの見方、考え
方、感じ方に視
野を広げ、言語
感覚を豊かに
し、和歌の鑑賞
に役立ててい
る。

・（読むこと）各作品を正確に読解し、
話題になっている論点やテーマを読み取
り、作者の詠歌に対する思いを理解す
る。
・（話すこと）短詩形文学における表現
の重要性について考え、様々な表現技法
の効果や意図について話し合う。

8～9

《現代文》
評論を読む

《古文》
俳文を読む

《漢文》
思想を読む

《評論》
「科学と非科学のはざまで」

《古文》
「俳諧世説」

《漢文》
「明夷待訪録」

◎ ○ 12

《評論》中屋敷均の書いた文章をもと
に、秩序と無秩序の間で生まれる生命
現象、科学の営為、人間の営みについ
ての筆者の主張を読み取る。
《古文》江戸時代の俳人、高桑闌更の
文章を読み、エピソードの内容を読み
取りながら、筆者の俳諧に対する見方
を学ぶ。
《漢文》明代末の思想家で、「中国の
ルソー」と呼ばれた黄宗義の文章を読
み、筆者の主張を読み取りながら、民
本主義について学ぶ。

作品のテーマや
論点、作者の感
性や心情を読み
取り、作者のも
のの見方・考え
方を理解しよう
としている。
(行動の観察)

各作品で話題に
なっている論点
やテーマを正確
に読み取り、作
者や登場人物の
主張や心情を理
解している。
（記述の確認・
定期考査など）

・さまざまなも
のの見方、考え
方、感じ方に視
野を広げ、言語
感覚を豊かに
し、和歌の鑑賞
に役立ててい
る。

・（読むこと）各作品を正確に読解し、
話題になっている論点やテーマを読み取
り、作者の詠歌に対する思いを理解す
る。
・（話すこと）短詩形文学における表現
の重要性について考え、様々な表現技法
の効果や意図について話し合う。
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話す・聞く能力
書く能力
読む能力

（評価方法）

知識・理解
（評価方法）

中間考査①

中間考査②

期末考査

4単位　140時間の場合の例

イ ウ エ オア
関心・意欲・

態度
（評価方法）

読解・表現（国語・英語）　指導と評価の年間計画

実
施
月

単元名 教材名

指導事項

単元の目標

具体の評価規準（評価方法）

単元全体で
取り上げる

言語活動／学習活動

備　　　考
（他教科との関係、
学校図書館の活用、
ＩＣＴの活用等）



学校名　　　福井県立高志高等学校

科目名 科目名 対象学年 単位数

ＫｏＡ－S・Ⅲ 普通科（高入生） ３年 1

科目の目標

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・実験の技能 知識・理解

・幅広い問題に関心を持ち，自
身の研究テーマと関連づけて，
探究を深めることができる。
・積極的に質問や議論を行い，
相互に理解を深め研究の質を向
上させることができる。

・調査・研究・観察・実験等を
通して，事象を客観的に捉え，
分析的・総合的に考察して，根
拠を示して論理的に表現でき
る。
・他の研究を正確に理解し，自
らの意見や質問を論理的に表現
することができる。

・調査・研究・観察・実験等の
方法を理解し，改善を重ねて科
学的に探究することができる。

・自分たちの調査研究や他のグ
ループからの指摘などを理解
し，適切に活用して研究を深化
させることができる。

評価の観点および評価規準

令和３年度　サイエンスフロンティア　指導と評価の年間計画

教科書（出版社・タイトル） 補助教材等

なし なし

①前年度の研究結果を踏まえて，研究テーマ・コアテーマの再検討を行い的確な研究計画を
　立て，グループ内やグループ間で協力して課題研究に取り組む。
②課題研究を通して，調査研究やデータ処理，分析・まとめ・発表・議論など課題解決に
　必要な能力を習得する。
③継続して取り組んだ課題研究を通して，科学的探究能力，問題解決能力を向上する。



学校名・学科・学年　　　　福井県立高志高等学校・普通科・３年

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・実験の技能 知識・理解

４月 ガイダンス

・年間計画の確認。
・研究の現状と課題の確認。
・研究計画の確認 2

・各グループのテーマとコア
テーマを理解し、建設的な議論
を行っている。

・全体計画と各自・各班の課
題を把握し，適切に方針を立
て，具体的に計画している。

・研究課題や現状を的確に把
握・分析し，具体的かつ現実的
な実験計画に反映している。

・各自がグループの目標や研
究手法，課題等について正確
に理解している。 実験計画書

４月
～
７月

課題研究・発表準備

・グループ毎に，適切に計画管理
しながら実験・観察・調査を行
う。
・分科会，ポスタ－，全体会各発
表形式にあわせた発表準備を行
う。 8

・自ら研究課題に意欲的に取り
組むとともに、進捗の全体を共
有しつつ適切に役割分担し，協
力して取り組んでいる。
・自分たちの研究成果を聴衆や
論文の読み手に，的確に届ける
ことに関心を持ち意欲的に取り
組んでいる。

・実験結果を論理的・科学的
に考察している。
・適切に相互理解をして議論
を進めることができる。
・相手にわかりやすく伝わる
よう情報機器を活用したり資
料を工夫したりしている。

・精度や再現性に配慮して，適
切に実験・測定を行っている。
・考察や議論，論文作成などに
必要な情報を，適正かつ的確に
収集・記録している。

・結果の分析や議論に必要な
知識を主体的に求め，身に付
けている。

中間報告会

７月 研究活動発表会

・２年次の発表（中間発表）を聞
いた生徒に，その後の進展と結論
がよく伝わるよう留意する。
・論文作成や，今後の発表会等に
向けて有益な情報交換ができるよ
う留意する。 6

・自分たちの研究成果を伝える
ことに主体的，意欲的に取り組
んでいる。
・議論から次の研究課題を得る
ことを意識して取り組んでい
る。
・他の発表を意欲的に聞き，積
極的に議論して相互に理解を深
めようとしている。

・相手やその反応に応じて，
的確に伝えることができるよ
う考えて発表している。
・情報機器や資料などを効果
的に活用して表現している。

・発表を正しく理解し，適切な
質問や議論ができる。

・自分の発表内容を正しく理
解し，自分の言葉で伝えるこ
とができる。
・他の発表を正しく理解し，
疑問点等を整理することがで
きる。

発表資料
要旨原稿

７月
～
９月

論文作成

・各種の発表会等で得た指摘等に
対応して研究を深め，２年次から
の研究全体を適切にまとめる。
・形式，内容とも整った論文に仕
上げる。
・特に，参照文献，引用文献，追
試可能な情報の記載などに留意す
る。

8

・研究全体を的確に把握・整理
して意欲的に取り組んでいる。

・研究の目的，方法，結果，
考察，成果，意義などを論理
的にまとめている。
・図版，グラフ，写真などを
適切に活用しわかりやすい表
現を工夫している。

・必要な形式・内容を満たした
上で，読みやすく，わかりやす
くまとめている。

・研究内容を正しく理解し，
自分の言葉で伝えることがで
きる。
・論理的でわかりやすい論文
とするために，記述すべきこ
とや表現の基本を理解してい
る。

研究レポート

９月
～
１１
月

学びの報告書・設計書
作成

・３年間の探究活動を振り返る。
・３年間の探究活動をふまえて，
大学等における学びの展望を考察
する。 6

・現代社会において幅広く豊か
な感性が育てられている。
・表現活動を通して、考えを的
確に表現し議論し理解する意欲
や態度が育てられている。

・現代社会における様々な課
題について調べ議論した成果
をいかして、考えを的確に表
現し議論し理解し合う能力が
高まっている。

・課題について科学的に考察
し、協同して課題解決を図って
きたことを振り返る技能が高
まっている。

・作成する活動を通して、課
題解決を図る能力が育てられ
ている。

学びの報告書
学びの設計書

１２
月
～

探究の継続

発表・討論・小論文等，各自で課
題を設定して演習に取り組むこと
で，探究活動で身につけた力を深
化する。

5

・学びの報告書・設計書をふま
えて，関心・意欲・態度が育て
られている。

・学びの報告書・設計書をふ
まえて，思考・判断・表現す
る力が高まっている。

・学びの報告書・設計書をふま
えて，観察・実験の技能が高
まっている。

・学びの報告書・設計書をふ
まえて，知識・理解する力が
高まっている。

各自の課題
行動観察

「ＫｏＡ－S・Ⅲ」　指導と評価の年間計画

実
施
月

単元名
単元の目標

指導内容
配当
時間

具体の評価規準
評価方法



学校名　　　福井県立高志高等学校

科目名 科目名 対象学年 単位数

ＫｏＡ－R・Ⅲ 普通科（内進生） ３年 1

科目の目標

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・実験の技能 知識・理解

・幅広い問題に関心を持ち，自
身の研究テーマと関連づけて，
探究を深めることができる。
・積極的に質問や議論を行い，
相互に理解を深め研究の質を向
上させることができる。

・調査・研究・観察・実験等を
通して，事象を客観的に捉え，
分析的・総合的に考察して，根
拠を示して論理的に表現でき
る。
・他の研究を正確に理解し，自
らの意見や質問を論理的に表現
することができる。

・調査・研究・観察・実験等の
方法を理解し，改善を重ねて科
学的に探究することができる。

・自分たちの調査研究や他のグ
ループからの指摘などを理解
し，適切に活用して研究を深化
させることができる。

評価の観点および評価規準

令和３年度　サイエンスフロンティア　指導と評価の年間計画

教科書（出版社・タイトル） 補助教材等

なし なし

①前年度の研究結果を踏まえて，研究テーマ・コアテーマの再検討を行い的確な研究計画を
　立て，グループ内やグループ間で協力して課題研究に取り組む。
②課題研究を通して，調査研究やデータ処理，分析・まとめ・発表・議論など課題解決に
　必要な能力を習得する。
③継続して取り組んだ課題研究を通して，科学的探究能力，問題解決能力を向上する。



学校名・学科・学年　　　　福井県立高志高等学校・普通科・３年

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・実験の技能 知識・理解

４月 ガイダンス

・年間計画の確認。
・研究の現状と課題の確認。
・研究計画の確認 2

・各グループのテーマとコア
テーマを理解し、建設的な議論
を行っている。

・全体計画と各自・各班の課
題を把握し，適切に方針を立
て，具体的に計画している。

・研究課題や現状を的確に把
握・分析し，具体的かつ現実的
な実験計画に反映している。

・各自がグループの目標や研
究手法，課題等について正確
に理解している。 実験計画書

４月
～
７月

課題研究・発表準備

・グループ毎に，適切に計画管理
しながら実験・観察・調査を行
う。
・分科会，ポスタ－，全体会各発
表形式にあわせた発表準備を行
う。 8

・自ら研究課題に意欲的に取り
組むとともに、進捗の全体を共
有しつつ適切に役割分担し，協
力して取り組んでいる。
・自分たちの研究成果を聴衆や
論文の読み手に，的確に届ける
ことに関心を持ち意欲的に取り
組んでいる。

・実験結果を論理的・科学的
に考察している。
・適切に相互理解をして議論
を進めることができる。
・相手にわかりやすく伝わる
よう情報機器を活用したり資
料を工夫したりしている。

・精度や再現性に配慮して，適
切に実験・測定を行っている。
・考察や議論，論文作成などに
必要な情報を，適正かつ的確に
収集・記録している。

・結果の分析や議論に必要な
知識を主体的に求め，身に付
けている。

中間報告会

７月 研究活動発表会

・２年次の発表（中間発表）を聞
いた生徒に，その後の進展と結論
がよく伝わるよう留意する。
・論文作成や，今後の発表会等に
向けて有益な情報交換ができるよ
う留意する。 6

・自分たちの研究成果を伝える
ことに主体的，意欲的に取り組
んでいる。
・議論から次の研究課題を得る
ことを意識して取り組んでい
る。
・他の発表を意欲的に聞き，積
極的に議論して相互に理解を深
めようとしている。

・相手やその反応に応じて，
的確に伝えることができるよ
う考えて発表している。
・情報機器や資料などを効果
的に活用して表現している。

・発表を正しく理解し，適切な
質問や議論ができる。

・自分の発表内容を正しく理
解し，自分の言葉で伝えるこ
とができる。
・他の発表を正しく理解し，
疑問点等を整理することがで
きる。

発表資料
要旨原稿

７月
～
９月

論文作成

・各種の発表会等で得た指摘等に
対応して研究を深め，２年次から
の研究全体を適切にまとめる。
・形式，内容とも整った論文に仕
上げる。
・特に，参照文献，引用文献，追
試可能な情報の記載などに留意す
る。

8

・研究全体を的確に把握・整理
して意欲的に取り組んでいる。

・研究の目的，方法，結果，
考察，成果，意義などを論理
的にまとめている。
・図版，グラフ，写真などを
適切に活用しわかりやすい表
現を工夫している。

・必要な形式・内容を満たした
上で，読みやすく，わかりやす
くまとめている。

・研究内容を正しく理解し，
自分の言葉で伝えることがで
きる。
・論理的でわかりやすい論文
とするために，記述すべきこ
とや表現の基本を理解してい
る。

研究レポート

９月
～
１１
月

学びの報告書・設計書
作成

・３年間の探究活動を振り返る。
・３年間の探究活動をふまえて，
大学等における学びの展望を考察
する。 6

・現代社会において幅広く豊か
な感性が育てられている。
・表現活動を通して、考えを的
確に表現し議論し理解する意欲
や態度が育てられている。

・現代社会における様々な課
題について調べ議論した成果
をいかして、考えを的確に表
現し議論し理解し合う能力が
高まっている。

・課題について科学的に考察
し、協同して課題解決を図って
きたことを振り返る技能が高
まっている。

・作成する活動を通して、課
題解決を図る能力が育てられ
ている。

学びの報告書
学びの設計書

１２
月
～

探究の継続

発表・討論・小論文等，各自で課
題を設定して演習に取り組むこと
で，探究活動で身につけた力を深
化する。

5

・学びの報告書・設計書をふま
えて，関心・意欲・態度が育て
られている。

・学びの報告書・設計書をふ
まえて，思考・判断・表現す
る力が高まっている。

・学びの報告書・設計書をふま
えて，観察・実験の技能が高
まっている。

・学びの報告書・設計書をふ
まえて，知識・理解する力が
高まっている。

各自の課題
行動観察

「ＫｏＡ－Ｒ・Ⅲ」　指導と評価の年間計画

実
施
月

単元名
単元の目標

指導内容
配当
時間

具体の評価規準
評価方法


